Diplomatic negotiations with Ming Dynasty during the reign of King Seonjo of Joseon : acquisition of "Wanli Huidian" and selection of the meritorious retainer by 桑野 栄治 & Eiji Kuwano
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︼
本
稿
は
︑
朝
鮮
宣
祖
代
に
お
け
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
る
対
明
外
交
交
渉
の
展
開
様
相
︑
な
ら
び
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
獲
得
に
よ
り
録
勲
さ
れ
た
光
国
功
臣
の
選
定
事
情
に
つ
い
て
︑
朝
中
の
官
撰
史
料
で
あ
る
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄﹃
明
実
録
﹄
の
ほ
か
﹁
朝
天
録
﹂﹁
光
国
功
臣
会
盟
録
﹂﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
を
活
用
し
つ
つ
整
理
・
分
析
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
︒
宣
祖
六
年
の
奏
請
使
李
後
白
︑
宣
祖
七
年
の
聖
節
使
朴
希
立
︵
と
く
に
通
事
洪
純
彦
に
よ
る
情
報
収
集
︶︑
そ
し
て
宣
祖
八
年
の
謝
恩
兼
奏
請
使
洪
聖
民
に
よ
る
一
連
の
対
明
外
交
交
渉
が
功
を
奏
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
み
な
ら
ず
﹃
明
実
録
﹄
に
も
宗
系
弁
誣
の
事
情
が
採
録
さ
れ
た
︒
と
り
わ
け
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
は
中
宗
二
四
年
の
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
外
交
交
渉
に
関
し
て
詳
細
な
記
録
を
残
し
︑
こ
の
記
録
を
基
礎
に
李
成
桂
の
宗
系
と
朝
鮮
建
国
始
末
が
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
に
附
録
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
宣
祖
一
四
年
に
は
李
珥
の
建
議
を
う
け
て
奏
請
使
金
継
輝
が
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
巻
の
受
領
を
要
請
す
る
外
交
交
渉
に
あ
た
り
︑
当
時
の
礼
部
尚
書
徐
学
謨
の
﹃
世
廟
識
餘
録
﹄
に
は
李
珥
の
奏
本
の
ほ
か
︑
書
状
官
高
敬
命
と
質
正
官
崔
岦
の
上
書
を
収
録
す
る
︒
そ
し
て
宣
祖
二
一
年
に
謝
恩
使
兪
泓
が
ま
ず
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
を
︑
翌
年
に
は
聖
節
兼
奏
請
使
尹
根
寿
が
﹁
朕
︑︵
朝
鮮
を
︶
視
る
こ
と
猶
お
内
服
の
ご
と
し
﹂
と
の
勅
書
と
と
も
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
二
二
三
巻
を
宣
祖
の
も
と
に
届
け
た
︒
そ
の
間
︑
奏
請
使
黄
廷
彧
は
秘
蔵
で
あ
っ
た
﹃
萬
暦
会
典
﹄
原
稿
本
の
当
該
箇
所
を
確
認
し
︑
ま
た
北
京
玉
河
館
の
失
火
を
謝
罪
す
べ
く
赴
京
し
た
陳
謝
使
裴
三
益
も
完
成
直
後
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
謄
写
本
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
て
い
る
︒
こ
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し
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情
報
戦
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す
え
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弁
誣
問
題
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解
決
し
︑
光
国
功
臣
一
九
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八
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ぼ
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従
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︑
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会
典
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正
徳
六
年
︑
一
五
一
一
︶
に
太
祖
李
成
桂
︵
在
位
一
三
九
二
～
九
八
年
︶
が
か
つ
て
の
政
敵
李
仁
任
の
嗣
子
で
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
中
宗
一
三
年
︵
一
五
一
八
︶
に
発
覚
し
︑
以
後
︑
朝
鮮
政
府
は
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修
正
を
要
求
す
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節
を
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派
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︒
そ
の
記
録
が
洪
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︵
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八
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洪
武
二
八
年
︑
一
三
九
五
︶
か
ら
の
引
用
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
朝
中
間
の
外
交
交
渉
は
難
航
し
た
が
︑
最
終
的
に
は
交
渉
経
緯
を
増
補
修
正
版
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄︵
萬
暦
一
五
年
︑
一
五
八
七
︶
に
註
記
す
る
こ
と
で
決
着
し
た
︒
そ
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
は
宣
祖
二
二
年
︵
一
五
八
九
︶
に
神
宗
萬
暦
帝
︵
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位
一
五
七
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一
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︶
よ
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さ
れ
︑
宣
祖
は
宗
廟
に
眠
る
歴
代
国
王
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国
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役
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︒
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一
五
・
一
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に
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︶
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け
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宗
系
弁
誣
問
題
の
全
容
解
明
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
︒
た
と
え
ば
︑
筆
者
は
か
つ
て
書
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学
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関
心
か
ら
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
架
蔵
さ
れ
る
朝
鮮
版
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徳
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典
﹄︵
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宗
七
年
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賜
本
︶
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を
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(
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じ
た
︒
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方
︑
中
国
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古
代
史
を
専
門
と
す
る
李
成
珪
氏
は
己
卯
士
林
の
ひ
と
り
で
あ
る
李
耔
を
再
照
明
す
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
中
宗
一
三
年
の
対
明
外
交
交
渉
に
注
(
)
目
し
︑
ま
た
権
仁
溶
氏
は
一
六
世
紀
中
国
人
の
朝
鮮
認
識
と
い
う
観
点
か
ら
4
こ
の
問
題
に
接
近
(
)
す
る
な
ど
︑
か
な
ら
ず
し
も
体
系
化
さ
れ
た
研
究
成
果
が
5
蓄
積
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
︒
韓
国
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
と
宗
系
弁
誣
問
題
と
い
う
朝
鮮
の
外
交
活
動
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
︑
ご
く
最
近
の
こ
と
で
(
)
あ
る
︒
唯
一
︑
こ
の
問
題
を
総
6
括
的
に
取
り
あ
げ
た
の
が
朴
成
(
)
柱
氏
で
あ
る
が
︑
金
暻
緑
氏
は
こ
れ
を
﹁
概
7
説
的
な
叙
述
﹂
と
批
判
(
)
し
た
︒
そ
も
そ
も
一
編
の
論
考
で
こ
の
問
題
を
論
じ
8
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
︒
ま
ず
は
こ
の
朝
中
間
の
外
交
交
渉
に
関
す
る
事
実
関
係
を
徹
底
的
に
洗
い
出
す
必
要
が
あ
る
︒
そ
こ
で
筆
者
は
こ
の
宗
系
弁
誣
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題
が
再
燃
し
た
中
宗
代
︵
一
五
〇
六
～
四
四
年
︶
よ
り
順
次
説
き
起
こ
し
︑
明
宗
代
︵
一
五
四
五
～
六
七
年
︶
ま
で
の
展
開
様
相
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
整
理
・
分
析
を
終
(
)
え
た
︒
9
筆
者
は
中
宗
一
三
年
の
奏
請
使
南
袞
の
派
遣
を
第
一
段
階
︑
中
宗
二
四
年
の
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
外
交
交
渉
を
第
二
段
階
︑
そ
し
て
中
宗
三
〇
年
代
の
明
使
と
の
直
接
交
渉
を
経
た
う
え
で
の
奏
請
使
権
迦
の
派
遣
︵
中
宗
三
四
年
︶
を
第
三
段
階
と
考
え
て
い
る
︒
以
下
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄︵
嘉
靖
二
九
年
︑
一
五
五
〇
︒
未
刊
︶
写
本
伝
来
︵
明
宗
七
年
︶
後
の
奏
請
使
金
澍
に
よ
る
外
交
交
渉
︵
明
宗
一
八
年
︑
桓
祖
の
記
載
︶
が
第
四
段
階
︑
そ
し
て
本
稿
で
詳
論
す
る
宣
祖
代
︵
一
五
六
七
～
一
六
〇
八
年
︶
の
奏
請
使
李
後
白
に
よ
る
交
渉
︵
宣
祖
六
年
︑﹃
明
実
録
﹄
へ
の
記
載
︶
は
第
五
段
階
︑
宣
祖
二
二
年
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
獲
得
と
光
国
功
臣
一
九
名
の
録
勲
が
最
終
の
第
六
段
階
で
あ
る
︒
な
お
︑
光
国
功
臣
の
録
勲
に
関
し
て
は
朴
成
柱
氏
が
そ
の
概
要
を
提
示
し
つ
つ
︑
光
国
功
臣
が
宣
祖
代
の
奏
請
使
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
︑
ま
た
﹁
宣
祖
代
以
後
は
改
撰
さ
れ
た
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
賜
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
﹃
頒
降
奏
請
使
﹄
的
な
性
格
が
つ
よ
い
﹂
こ
と
を
指
摘
(
)
し
た
が
︑
事
実
誤
認
も
少
10
な
か
ら
ず
み
う
け
ら
れ
る
︒
そ
の
理
由
は
金
暻
緑
氏
が
批
判
し
た
よ
う
に
︑
朴
成
柱
氏
の
論
考
自
体
が
﹁
概
説
的
な
叙
述
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
︒
本
稿
で
は
こ
の
光
国
功
臣
の
選
定
事
情
に
つ
い
て
も
再
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
︑
光
国
原
従
功
臣
の
録
勲
に
関
し
て
も
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
に
し
た
い
︒
一
﹃
明
実
録
﹄
へ
の
奏
請
文
採
録
１
︑
奏
請
使
李
後
白
の
派
遣
一
五
六
七
年
七
月
三
日
︑
宣
祖
は
景
福
宮
の
正
殿
で
あ
る
勤
政
殿
に
て
即
位
(
)
し
た
︒
当
時
一
六
歳
の
宣
祖
は
先
代
の
明
宗
の
直
系
で
は
な
く
徳
興
大
院
11
君
︵
中
宗
七
男
︶
の
三
男
で
あ
っ
て
︑
明
宗
妃
の
仁
順
王
后
沈
氏
と
大
臣
ら
の
合
意
に
よ
り
玉
座
に
即
い
た
傍
系
の
朝
鮮
国
王
で
(
)
あ
る
︒
明
宗
一
八
年
に
12
金
澍
の
奏
請
に
よ
り
明
政
府
が
太
祖
李
成
桂
の
父
で
あ
る
桓
祖
李
子
春
の
名
を
﹃
大
明
会
典
﹄
に
採
録
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
の
ち
︑
朝
鮮
政
府
で
宗
系
弁
誣
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
ま
さ
に
そ
の
宣
祖
即
位
年
七
月
の
こ
と
で
あ
る
︒
隆
慶
新
皇
帝
登
極
頒
詔
︹
詔
使
翰
林
院
検
討
許
国
・
兵
科
左
給
事
中
魏
時
亮
入
我
境
︑︵
中
略
︶︺︑
請
行
宗
系
辨
誣
之
奏
︹
先
是
︑
国
朝
宗
系
被
誣
︑
列
聖
遣
使
請
辨
︑
垂
二
百
年
而
莫
能
得
︑
及
太
史
之
来
也
︑
先
生
知
其
誠
待
無
間
︑
仍
言
及
此
事
︑
詳
辨
無
蘊
︑
太
史
釋
然
曰
︑
非
相
國
言
︑
我
輩
在
中
朝
︑
何
以
得
其
詳
︑
待
我
還
朝
︑
即
行
奏
文
則
俺
當
力
辨
于
朝
︑
及
使
還
︑
即
遣
任
説
・
黄
瑞
・
金
戣
等
赴
京
辨
誣
︑
先
生
親
製
三
度
呈
文
︑
又
條
列
所
対
説
話
︑
如
楊
燕
奇
等
事
十
二
條
以
付
之
曰
︑
吾
與
太
史
有
答
問
之
言
︑
宜
以
此
申
辨
︑
且
勅
訳
官
閔
扈
・
崔
世
協
・
林
芑
等
以
送
之
︑
及
至
京
師
︑
礼
部
所
問
皆
出
於
十
二
條
中
︑
一
行
莫
不
驚
服
︑
果
因
太
史
之
力
辨
︑
遂
蒙
會
典
更
印
時
許
改
之
詔
︑
其
後
會
典
之
更
印
也
︑
申
奏
前
詔
︑
竟
得
宗
系
之
正
亦
先
生
之
力
也
︺︑
︵
後
略
︶︵﹃
東
皐
先
生
遺
稿
﹄
巻
七
︑
年
譜
︑
穆
宗
隆
慶
元
年
︹
明
宗
二
二
年
︺
丁
卯
︑
先
生
六
九
歳
︑
七
月
条
︶
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と
き
の
領
議
政
李
浚
慶
の
遺
稿
集
﹃
東
皐
先
生
(
)
遺
稿
﹄
に
よ
れ
ば
︑
穆
宗
13
隆
慶
帝
︵
在
位
一
五
六
六
～
七
二
年
︶
即
位
の
詔
書
を
奉
じ
て
来
朝
し
た
翰
林
院
検
討
︵
従
七
品
︶
許
国
・
兵
科
左
給
事
中
︵
従
七
品
︶
魏
時
亮
の
助
言
に
よ
り
︑
李
浚
慶
は
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
を
御
前
に
て
宣
祖
に
進
言
し
た
︒
明
使
は
﹁
我
れ
朝
に
還
る
を
待
ち
︑
即
ち
奏
文
を
行
え
ば
︑
則
ち
俺
當
に
朝
に
力
辨
す
べ
し
﹂
と
︑
こ
の
外
交
問
題
の
解
決
に
好
意
的
な
姿
勢
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
︒
そ
の
結
果
︑
朝
鮮
政
府
は
任
説
・
黄
瑞
・
金
戣
の
三
使
を
帝
都
北
京
に
派
遣
し
︑
訳
官
と
し
て
閔
扈
・
崔
世
協
・
林
芑
ら
が
同
行
(
)
し
た
︒
こ
の
と
き
礼
部
宛
て
の
呈
文
を
製
述
し
た
の
が
李
浚
慶
で
あ
る
︒
任
14
説
一
行
の
外
交
交
渉
に
よ
り
﹁
果
た
し
て
太
史
︵
＝
明
使
︶
の
力
辨
に
因
り
︑
遂
に
會
典
更
印
の
時
︑
改
む
る
を
許
す
の
詔
を
蒙
る
﹂
と
い
い
︑﹁
其
の
後
︑
會
典
の
更
印
す
る
や
前
の
詔
を
申
奏
し
︑
竟
に
宗
系
の
正
を
得
る
も
亦
た
先
生
の
力
な
り
﹂
と
︑
李
浚
慶
の
功
績
を
強
調
す
る
︒
こ
の
宣
祖
即
位
年
七
月
に
お
け
る
朝
鮮
政
府
の
動
向
は
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
に
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
宗
系
弁
誣
問
題
の
空
白
を
埋
め
る
史
料
と
い
え
よ
う
︒
と
こ
ろ
が
︑
宗
系
改
正
を
許
可
し
た
隆
慶
帝
も
一
五
七
二
年
五
月
に
三
六
歳
の
壮
年
で
死
去
し
︑
第
一
四
代
の
萬
暦
帝
が
即
位
し
た
︒
そ
の
た
め
︑
萬
暦
帝
は
み
ず
か
ら
の
即
位
を
朝
鮮
に
通
達
す
る
詔
諭
使
節
と
し
て
︑
翰
林
院
編
修
︵
正
七
品
︶
韓
世
能
・
吏
科
左
給
事
中
陳
三
謨
を
派
遣
す
る
こ
と
に
(
)
な
る
︒
朝
鮮
政
府
で
は
領
議
政
権
轍
・
左
議
政
洪
暹
以
下
︑
礼
曹
判
書
朴
永
15
俊
・
兵
曹
判
書
金
貴
栄
・
吏
曹
判
書
盧
守
慎
・
礼
曹
参
判
柳
希
春
ら
の
高
官
が
早
朝
か
ら
承
文
院
に
会
し
︑
明
使
と
の
接
待
儀
礼
の
場
で
提
出
す
る
宗
系
改
正
の
文
面
を
事
前
に
検
討
し
て
い
た
︒
そ
の
文
書
は
領
議
政
が
礼
曹
判
書
に
起
草
さ
せ
︑
左
議
政
が
潤
色
を
加
え
た
う
え
で
通
事
洪
純
彦
ら
に
よ
り
漢
語
に
翻
訳
さ
せ
る
︑
と
い
う
段
取
り
で
あ
(
)
っ
た
︒
と
は
い
え
︑
ひ
と
た
び
文
16
書
が
完
成
す
る
と
宣
祖
に
も
不
安
は
残
っ
た
︒
こ
の
文
書
を
い
つ
︑
ど
の
宴
席
で
明
使
に
提
示
す
る
の
か
︒
中
宗
代
以
来
︑
朝
鮮
国
王
が
明
使
来
訪
の
際
に
宗
系
改
正
を
要
請
す
る
文
書
を
提
出
し
た
の
は
一
度
や
二
度
で
は
な
く
︑
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
明
使
と
直
接
対
面
し
て
弁
明
す
れ
ば
︑
彼
ら
も
む
げ
に
断
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
か
ら
丁
重
に
返
事
は
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
外
国
の
私
情
に
よ
り
中
国
の
史
書
を
改
訂
す
る
と
は
考
え
が
た
く
︑
か
え
っ
て
明
使
の
疑
心
を
買
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︑
と
宣
祖
は
恐
れ
て
い
た
︒
さ
い
わ
い
明
の
新
皇
帝
は
英
明
で
あ
る
と
聞
く
︒
む
し
ろ
来
春
を
待
っ
て
奏
請
使
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
︑
今
回
の
明
使
に
わ
ず
ら
わ
し
く
文
書
を
提
出
す
る
の
は
避
け
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
︒
か
と
い
っ
て
︑
明
使
に
宗
系
改
正
の
件
を
ひ
と
こ
と
も
告
げ
な
い
わ
け
に
も
い
く
ま
い
︑
と
宣
祖
は
逡
(
)
巡
し
︑
以
下
の
よ
う
な
腹
案
を
示
し
た
︒
17
備
忘
記
下
于
政
院
曰
︑︵
中
略
︶
但
以
宗
系
改
正
及
悪
名
辨
誣
︑
小
邦
累
世
冤
痛
︑
至
今
猶
未
得
雪
︑
聖
代
普
天
之
下
無
物
不
得
其
所
︑
而
独
惟
海
隅
東
藩
之
臣
︑
尚
抱
罔
極
之
冤
︑
非
惟
一
国
臣
民
痛
心
疾
首
︑
先
祖
地
下
之
霊
必
為
掩
泣
於
冥
冥
矣
︑
頃
将
奏
請
已
定
使
臣
︑
臨
発
︑
遽
聞
先
皇
帝
忽
遺
弓
剣
︑
未
及
上
達
︑
此
由
於
小
邦
無
禄
之
甚
︑
思
及
于
此
︑
尤
不
勝
摧
慟
于
中
也
︑
不
幸
之
餘
︑
幸
遇
新
天
子
聖
神
︑
東
藩
臣
民
欣
欣
然
意
得
再
生
之
恩
︑
欲
於
来
歳
煩
奏
︑
望
大
人
照
察
通
天
之
冤
︑
以
此
善
為
措
辞
諷
之
︑
則
庶
或
可
也
︑
詳
思
回
答
︑︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
〇
月
戊
寅
︹
二
五
日
︺
条
︶
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
っ
て
今
回
の
明
使
に
伝
達
す
る
内
容
の
要
点
は
︑
以
下
の
二
点
に
整
理
で
き
よ
う
︒
ま
ず
第
一
に
︑
朝
鮮
政
府
は
す
で
に
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
人
選
を
終
え
て
北
京
へ
出
発
さ
せ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
︑
先
皇
帝
の
訃
報
に
接
し
︑
上
奏
を
断
念
し
た
︒
後
述
す
る
よ
う
に
︑
こ
の
と
き
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奏
請
副
使
に
決
定
し
て
い
た
の
は
成
均
館
大
司
成
︵
正
三
品
堂
上
官
︶
奇
大
升
で
あ
る
︒
第
二
に
︑
不
幸
中
の
幸
い
な
が
ら
新
皇
帝
が
即
位
し
た
こ
と
に
よ
り
︑﹁
東
藩
﹂
た
る
朝
鮮
の
臣
民
は
欣
々
然
と
し
て
﹁
再
生
の
恩
﹂
を
得
た
も
同
然
で
あ
り
︑
来
年
に
で
も
奏
請
使
を
派
遣
し
た
い
と
い
う
︒
宣
祖
は
慎
重
に
考
慮
の
う
え
回
答
せ
よ
と
命
じ
る
と
︑
そ
の
日
の
う
ち
に
承
政
院
は
宣
祖
の
意
向
を
尊
重
(
)
し
た
︒
18
さ
て
︑
明
使
韓
世
能
と
陳
三
謨
の
一
行
が
こ
の
年
宣
祖
五
年
一
一
月
一
日
に
漢
城
郊
外
の
慕
華
館
に
到
着
す
る
と
︑
宣
祖
は
百
官
を
率
い
て
五
拝
三
叩
頭
の
迎
拝
礼
を
実
施
し
た
︒
こ
の
日
は
そ
の
後
︑
景
福
宮
勤
政
殿
に
て
迎
勅
礼
︑
し
ば
し
休
憩
し
て
茶
礼
を
行
い
︑
つ
い
で
明
使
の
宿
舎
で
あ
る
太
平
館
で
は
下
馬
宴
が
催
さ
れ
た
︒
夜
更
け
に
は
光
化
門
外
で
鼇ごう
山ざん
︵
山
台
サ
ン
デ
︒
華
麗
な
装
飾
を
施
し
た
大
型
の
置
き
山
︶
の
観
覧
に
興
じ
る
な
ど
︑
接
待
儀
礼
の
舞
台
は
め
ま
ぐ
る
し
く
か
(
)
わ
る
︒
そ
し
て
三
日
後
︑
明
使
を
あ
ら
た
め
て
景
19
福
宮
に
迎
え
た
宣
祖
は
︑
勤
政
殿
の
宴
席
で
宗
系
改
正
奏
請
使
を
派
遣
す
る
意
志
を
伝
え
た
︒
天
使
詣
景
福
宮
︑
周
覧
慶
會
樓
︑
赴
勤
政
殿
之
宴
︑
上
以
宗
系
改
正
・
悪
名
申
雪
奏
請
使
将
遣
事
︑
令
通
事
告
于
両
使
︑
答
曰
︑
天
子
聖
明
︑
今
若
奏
請
︑
可
得
請
矣
︑
上
又
請
曰
︑
初
七
日
発
行
云
︑
冬
至
節
日
行
望
闕
礼
而
後
発
行
︑
日
晩
矣
︑
一
日
之
間
請
留
︑
天
使
曰
︑
懇
至
︑
當
依
許
留
︑︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
一
月
丙
戌
︹
四
日
︺
条
︶
こ
の
と
き
明
使
は
︑
天
子
つ
ま
り
萬
暦
帝
は
聡
明
で
あ
る
ゆ
え
︑
い
ま
も
し
宗
系
の
改
正
を
奏
請
す
れ
ば
成
就
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
助
言
す
る
︒
そ
こ
で
宣
祖
は
明
使
の
帰
国
日
を
延
ば
す
よ
う
懇
願
し
た
︒
明
使
は
三
日
後
の
一
一
月
七
日
に
帰
国
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
︑
当
日
は
冬
至
に
あ
た
っ
て
お
り
︑
宣
祖
は
望
闕
礼
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒
望
闕
礼
と
は
名
節
の
正
朝
・
冬
至
・
聖
節
そ
し
て
千
秋
節
に
︑
朝
鮮
国
王
が
文
武
百
官
を
率
い
て
王
都
漢
城
の
王
宮
よ
り
紫
禁
城
に
住
ま
う
明
の
皇
帝
を
遥
拝
す
る
王
朝
国
家
儀
礼
で
(
)
あ
る
︒
実
際
に
冬
至
の
七
日
に
は
早
朝
よ
り
宣
祖
が
群
臣
20
を
率
い
て
望
闕
礼
を
行
い
︑
午
前
八
時
に
群
臣
は
宣
祖
に
対
し
て
冬
至
を
祝
う
朝
賀
礼
を
実
施
し
︑
つ
い
で
午
前
一
〇
時
頃
に
な
る
と
宣
祖
は
太
平
館
に
赴
い
て
酒
宴
に
参
席
(
)
し
た
︒
宣
祖
は
従
来
ど
お
り
群
臣
と
と
も
に
遠
く
漢
城
21
よ
り
萬
暦
帝
に
忠
誠
を
誓
い
︑
ま
た
接
待
儀
礼
を
通
し
て
遠
来
の
明
使
を
手
厚
く
ね
ぎ
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
宗
系
改
正
に
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
翌
日
の
八
日
に
宣
祖
は
ふ
た
た
び
太
平
館
に
赴
い
て
明
使
の
た
め
に
上
馬
宴
を
催
し
︑
九
日
に
は
慕
華
館
に
て
餞
別
の
宴
を
設
け
︑
宗
室
と
文
武
百
官
が
み
な
再
拝
礼
を
行
う
な
か
︑
明
使
韓
世
能
・
陳
三
謨
の
一
行
は
帰
国
の
途
に
つ
(
)
い
た
︒
こ
の
頃
︑
北
京
で
は
賀
登
極
使
朴
淳
・
副
使
成
世
章
の
一
行
に
正
使
22
の
子
弟
と
し
て
同
行
し
た
許
震
童
が
礼
部
に
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
編
纂
状
況
を
探
ら
せ
た
と
こ
ろ
︑
同
書
は
未
完
な
が
ら
﹃
明
穆
宗
実
録
﹄
は
去
る
一
〇
月
二
六
日
に
纂
修
局
を
開
い
た
︑
と
の
情
報
を
得
て
(
)
い
る
︒
き
わ
め
て
正
確
23
な
情
報
で
あ
る
が
︑
翌
年
の
宣
祖
六
年
正
月
に
漢
城
に
戻
っ
た
賀
登
極
使
朴
淳
が
こ
の
件
を
宣
祖
に
報
告
し
た
形
跡
は
(
)
な
い
︒
24
さ
て
︑
明
使
に
よ
る
宗
系
改
正
の
口
添
え
を
得
た
朝
鮮
政
府
は
宣
祖
六
年
二
月
に
戸
曹
参
判
李
後
白
を
奏
請
使
と
し
︑
副
使
尹
根
寿
・
書
状
官
尹
卓
然
の
三
使
を
明
に
派
遣
(
)
し
た
︒
奏
請
使
李
後
白
の
一
行
が
明
の
礼
部
と
の
交
渉
25
の
結
果
を
報
告
し
て
き
た
の
は
︑
半
年
後
の
宣
祖
六
年
八
月
で
あ
る
︒
同
知
中
枢
府
事
︵
従
二
品
︶
柳
希
春
は
先
来
通
事
か
ら
送
ら
れ
た
書
状
に
事
前
に
目
を
通
し
た
と
み
え
︑﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
に
﹁
奏
請
の
事
︑
大
概
請
を
得
︑
云
々
﹂
と
(
)
記
す
︒
で
は
︑
李
後
白
が
北
京
か
ら
朝
鮮
政
府
に
送
り
届
け
た
そ
26
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の
書
状
を
み
て
み
よ
う
︒
奏
請
使
書
状
来
到
︑
礼
部
題
奏
皇
帝
︑
皇
帝
以
為
︑
俟
世
宗
実
録
畢
修
後
︑
更
取
旨
施
行
︑
大
概
只
應
宗
系
改
正
一
事
︑
悪
名
辨
誣
一
事
無
黒
白
云
︑
但
皇
朝
太
宗
︑
嘉
靖
中
改
号
成
祖
︑
癸
亥
年
︵
＝
明
宗
一
八
︑
一
五
六
三
︶︑
金
澍
奏
請
使
時
︑
文
武
亦
称
成
祖
︑
頃
日
奏
請
文
字
以
太
宗
書
填
︑
中
朝
礼
部
以
為
事
不
恪
︑
其
時
都
提
調
以
下
盧
守
慎
・
朴
忠
元
・
金
貴
栄
・
姜
士
尚
・
柳
希
春
啓
曰
︑
嘉
請ママ
十
七
年
︵
＝
中
宗
三
三
︑
一
五
三
八
︶︑
朴ママ
寬
回
自
京
師
︑
齎
改
太
宗
為
成
祖
詔
︑
厥
後
十
八
年
︵
＝
中
宗
三
四
︶
奏
文
称
成
祖
︑
丁
巳
年
︵
＝
明
宗
一
二
︶
奏
文
称
太
宗
︑
癸
亥
年
奏
文
称
成
祖
︑
臣
等
因
循
謬
例
︑
以
致
皇
朝
査
究
不
恪
之
責
︑
臣
等
之
罪
重
矣
︑
惶
恐
待
罪
︑
答
曰
︑
偶
未
及
察
之
事
︑
不
必
待
罪
也
︑
右
相
以
掌
撰
官
再
待
罪
︑
提
調
等
先
退
︑︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
八
月
己
未
︹
一
二
日
︺
条
︶
李
後
白
の
書
状
に
よ
れ
ば
︑
礼
部
が
朝
鮮
側
の
要
請
を
萬
暦
帝
に
上
奏
し
た
と
こ
ろ
︑
萬
暦
帝
は
先
々
代
の
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
編
纂
終
了
後
に
再
度
検
討
の
う
え
施
行
す
る
と
い
う
︒
た
だ
し
︑
そ
れ
は
宗
系
改
正
に
関
す
る
一
件
の
み
で
あ
り
︑﹁
悪
名
辨
誣
﹂
つ
ま
り
高
麗
王
氏
の
弑
逆
に
つ
い
て
は
明
確
な
回
答
が
な
か
っ
た
︒
柳
希
春
の
日
記
に
よ
れ
ば
︑
宣
祖
は
礼
部
の
回
答
に
不
快
感
を
示
し
た
と
(
)
い
う
︒
そ
の
う
え
︑
李
後
白
の
書
状
に
﹁
嘉
靖
十
七
27
年
︑
朴ママ
寬
京
師
自
り
回
り
︑
太
宗
を
改
め
て
成
祖
と
為
す
の
詔
を
齎
す
﹂
と
み
え
る
よ
う
に
︑
嘉
靖
年
間
に
太
宗
永
楽
帝
︵
在
位
一
四
〇
二
～
二
四
年
︶
の
廟
号
を
成
祖
と
改
号
し
た
と
の
詔
書
を
得
て
(
)
い
た
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
28
明
宗
一
二
年
に
趙
士
秀
が
提
出
し
た
奏
請
文
に
は
太
宗
と
記
さ
れ
て
(
)
い
た
こ
29
と
も
物
議
を
醸
し
た
よ
う
で
あ
る
︒
朝
鮮
初
期
に
は
事
大
文
書
に
誤
字
が
発
見
さ
れ
た
場
合
︑
承
文
院
の
担
当
者
が
処
罰
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
散
見
(
)
す
る
︒
ま
た
︑﹃
経
国
大
典
﹄
礼
典
に
よ
れ
ば
︑
奏
請
文
を
は
じ
め
と
30
す
る
事
大
文
書
は
通
常
︑
拝
表
の
日
に
議
政
府
・
六
曹
・
司
憲
府
・
承
政
院
の
長
官
が
立
ち
会
い
の
も
と
最
終
検
査
が
行
わ
れ
︑
奏
請
文
の
場
合
は
承
文
院
都
提
調
・
副
提
調
そ
し
て
正
使
と
副
使
も
検
査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
(
)
い
る
︒
つ
ま
り
︑
明
宗
一
二
年
当
時
は
政
府
高
官
と
承
文
院
に
よ
る
チ
ェ
ッ
31
ク
機
能
が
は
た
ら
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
た
め
翌
日
︑
承
文
院
都
提
調
以
下
︑
右
議
政
盧
守
慎
・
礼
曹
判
書
朴
忠
元
・
吏
曹
判
書
金
貴
栄
・
兵
曹
判
書
姜
士
尚
そ
し
て
柳
希
春
が
そ
の
責
任
を
痛
感
し
て
処
分
を
待
っ
た
が
︑
宣
祖
は
﹁
偶
た
ま
未
だ
察
す
る
に
及
ば
ざ
る
の
事
な
る
に
︑
必
ず
し
も
待
罪
せ
ざ
る
な
り
﹂︑
と
彼
ら
を
な
だ
め
る
ほ
か
な
か
(
)
っ
た
︒
32
そ
れ
に
し
て
も
﹃
宣
祖
実
録
﹄
に
残
る
奏
請
使
李
後
白
の
書
状
で
は
︑
萬
暦
帝
の
勅
書
の
内
容
が
簡
略
に
す
ぎ
る
︒
宣
祖
六
年
八
月
に
届
い
た
李
後
白
の
書
状
と
朝
鮮
政
府
の
対
応
は
﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
を
も
と
に
復
元
さ
れ
た
た
め
︑
史
料
上
の
限
界
は
否
め
な
い
︒
萬
暦
元
年
の
礼
部
の
題
本
と
同
年
六
月
三
日
付
け
の
聖
旨
は
泰
昌
元
年
︵
光
海
君
一
二
︑
一
六
二
〇
︶
に
成
立
し
た
兪
汝
楫
編
﹃
礼
部
志
稿
﹄
に
﹁
朝
鮮
の
為
に
実
録
を
改
む
﹂
と
し
て
記
録
が
残
っ
て
(
)
お
り
︑
ま
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
も
李
後
白
一
行
の
外
交
交
渉
と
勅
33
諭
に
関
し
て
具
体
的
な
記
録
を
残
す
︒
遣
奏
請
使
李
後
白
・
尹
根
壽
等
︑
乞
将
宗
系
・
弑
逆
已
辨
誣
等
事
増
入
続
修
會
典
︑
蓋
皇
朝
方
修
続
大
明
會
典
故
也
︑
礼
部
尚
書
陸
樹
聲
等
覆
題
曰
︑
拠
称
︑
宗
系
各
有
本
源
︑
既
與
李
仁
人ママ
不
同
︑
又
謂
国
祖
由
于
推
戴
︑
亦
與
弑
王
氏
無
預
︑
在
我
皇
祖
之
大
訓
︑
固
得
于
一
時
之
伝
聞
︑
在
伊
裔
孫
之
辨
詞
︑
実
出
於
一
念
之
誠
孝
︑
宜
念
其
世
秉
礼
義
︑
克
篤
忠
勤
︑
依
其
所
請
︑
奉
聖
旨
︑
該
国
前
後
奏
辞
︑
備
細
纂
入
於
皇
祖
実
録
内
︑
新
會
典
則
候
旨
続
修
増
入
︑
仍
降
勅
諭
︑
略
曰
︑
爾
祖
某
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久
蒙
不
韙
︑
荷
我
列
祖
垂
鑑
︑
已
為
昭
雪
改
正
︑
茲
者
纂
修
実
録
︑
欲
将
前
後
奏
辞
備
行
採
録
︑
以
垂
永
久
︑
朕
念
爾
係
守
礼
之
邦
︑
且
事
関
君
臣
大
義
︑
特
允
所
請
︑
即
命
抄
付
史
館
︑
備
書
于
粛
祖
実
録
︑
俟
後
修
新
會
典
︑
以
慰
爾
籲
雪
先
祖
懇
情
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
一
一
月
条
︶
奏
請
使
李
後
白
と
副
使
尹
根
寿
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
増
補
修
正
版
に
朝
鮮
政
府
に
よ
る
宗
系
改
正
の
事
情
を
記
録
す
る
よ
う
︑
礼
部
尚
書
に
要
請
(
)
し
た
︒﹃
萬
暦
会
典
﹄︵﹁
萬
暦
重
修
会
典
﹂︶
の
編
纂
に
着
手
さ
れ
る
の
は
こ
34
れ
よ
り
三
年
後
の
萬
暦
四
年
︵
宣
祖
九
︶
六
月
で
(
)
あ
る
か
ら
︑﹃
宣
祖
修
正
35
実
録
﹄
に
﹁
蓋
し
皇
朝
︑
方
に
続
大
明
會
典
を
修
せ
ん
と
す
る
の
故
な
り
﹂
と
あ
る
の
は
︑
史
官
が
勅
諭
の
内
容
を
判
断
し
た
う
え
で
挿
入
し
た
文
章
で
あ
ろ
う
︒
奏
請
使
が
上
申
し
た
内
容
は
史
料
中
の
﹁
拠
称
﹂︵
申
し
た
て
に
よ
れ
ば
以
下
云
々
︑
(
)
の
意
︶
以
下
に
あ
る
と
お
り
︑
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
が
36
李
仁
任
の
系
譜
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
︑
ま
た
高
麗
王
氏
の
殺
害
で
は
な
く
臣
下
の
推
戴
に
よ
っ
て
新
王
朝
が
開
創
さ
れ
た
こ
と
︑
の
二
点
で
あ
る
︒
礼
部
尚
書
陸
樹
聲
ら
の
覆
題
︵
回
答
︶
に
よ
れ
ば
︑﹁
我
が
皇
祖
の
大
訓
﹂
つ
ま
り
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
所
載
の
朝
鮮
情
報
が
一
時
の
誤
っ
た
伝
聞
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
︑
す
で
に
礼
部
も
認
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
朝
鮮
国
王
の
先
祖
に
対
す
る
孝
行
と
明
に
対
す
る
忠
誠
に
鑑
み
︑
礼
部
が
こ
の
要
請
を
萬
暦
帝
に
上
奏
し
た
と
こ
ろ
聖
旨
を
得
た
︒
李
成
桂
が
ひ
さ
し
く
被
っ
て
い
た
不
名
誉
な
誤
報
は
す
で
に
歴
代
皇
帝
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
て
お
り
︑
﹃
明
実
録
﹄
の
編
纂
に
際
し
て
前
後
の
奏
請
文
を
採
録
す
る
︑
と
の
勅
諭
が
降
っ
た
の
で
あ
る
︒
萬
暦
帝
の
勅
諭
に
は
﹁
特
に
請
う
所
を
允
し
︑
即
ち
命
じ
て
史
館
に
抄
付
し
︑
備
に
粛
祖
実
録
に
書
せ
し
む
﹂
と
あ
り
︑
こ
こ
に
い
う
﹁
粛
祖
実
録
﹂
と
は
隆
慶
元
年
︵
明
宗
二
二
︑
一
五
六
七
︶
三
月
に
総
裁
官
の
大
学
士
張
居
正
を
中
心
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
︑
の
ち
萬
暦
五
年
︵
宣
祖
一
〇
︑
一
五
七
七
︶
八
月
に
完
成
す
る
﹃
世
宗
粛
皇
帝
実
録
﹄
五
五
六
巻
を
(
)
指
す
︒
こ
の
と
き
明
政
府
が
実
録
の
編
纂
に
あ
た
り
︑
朝
鮮
政
府
に
対
し
て
37
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
し
た
と
こ
ろ
に
注
目
さ
れ
る
︒
つ
ま
り
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
条
文
を
改
正
す
る
だ
け
で
な
く
︑
正
史
の
﹃
明
実
録
﹄
に
も
宗
系
弁
誣
の
事
情
を
採
録
す
る
と
明
政
府
は
正
式
に
約
束
し
た
の
で
あ
る
︒
実
際
に
︑﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
は
聖
節
使
柳
溥
︵
中
宗
二
四
年
︶
に
よ
る
宗
系
改
正
の
奏
請
内
容
が
詳
細
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
︑
す
で
に
別
稿
に
て
検
討
し
た
と
お
り
で
(
)
あ
る
︒
い
ま
︑
そ
の
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
記
録
を
﹃
萬
暦
38
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
附
録
と
比
較
す
る
と
︑
高
麗
恭
愍
王
一
〇
年
︵
一
三
六
一
︶
の
紅
巾
軍
の
侵
入
に
関
す
る
叙
述
以
外
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
︵︻
表
１
︼
参
照
︶︒
そ
の
う
え
︑
勅
諭
の
末
尾
に
は
﹁
後
ち
新
會
典
を
修
す
る
を
俟
ち
︑
以
て
爾
が
籲さけ
び
て
先
祖
を
雪
ぐ
の
懇
情
を
慰
め
ん
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
萬
暦
帝
は
即
位
後
ま
も
な
い
こ
の
頃
に
は
﹁
新
會
典
﹂
つ
ま
り
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
を
構
想
し
て
い
た
に
相
違
な
い
︒
こ
の
萬
暦
帝
の
勅
書
を
獲
得
し
た
奏
請
使
李
後
白
の
一
行
が
宣
祖
六
年
九
月
中
旬
に
帰
国
す
る
と
︑
宣
祖
は
慕
華
館
に
て
勅
書
を
迎
え
入
れ
︑
大
臣
と
臺
諫
の
反
対
論
を
抑
え
て
宗
廟
へ
の
告
祭
を
決
定
し
︑
ま
た
勤
政
殿
に
て
全
国
に
恩
赦
令
を
下
し
た
︒
さ
ら
に
︑
宗
系
改
正
の
外
交
交
渉
に
功
績
が
あ
っ
た
正
使
李
後
白
と
副
使
尹
根
寿
・
書
状
官
尹
卓
然
に
は
土
田
と
奴
婢
が
賜
給
さ
れ
︑
李
後
白
の
位
階
は
従
二
品
の
嘉
義
大
夫
に
︑
尹
根
寿
も
同
じ
く
従
二
品
の
嘉
善
大
夫
に
昇
格
(
)
す
る
︒
宗
廟
告
祭
と
恩
赦
令
︑
奏
請
使
に
対
す
る
褒
39
賞
と
加
資
に
つ
づ
き
︑
中
宗
三
五
年
︵
権
迦
の
奏
請
︶
と
明
宗
一
八
年
︵
金
澍
の
奏
請
︶
の
前
例
に
な
ら
っ
て
宗
系
改
正
別
試
の
実
施
も
決
定
(
)
し
た
︒
つ
40
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【表１】『明実録』と『萬暦会典』の比較
李成桂系出本国全州、遠祖翰仕
新羅為司空、六代孫兢休入高
麗、
十三代孫安社生行里、行里生
椿、椿生子春、是為成桂之父、
李仁人
ママ
者、京山府吏長庚裔也、
始王氏恭愍王顓無子、養寵臣辛
蚊子禑為子、恭愍王為嬖臣洪倫
等所弑、李仁人當国誅倫等立
禑、
禑嗣位十六年、遣将入犯遼東、
成桂為副将在遣中、至鴨緑江、
與諸将合謀回兵、
禑懼伝位于其子昌、時恭愍妃安
氏以国人黜昌、立王氏孫定昌君
瑤、誅禑・昌、逐仁人
ママ
、
巳而瑤妄殺戮、国人不附、共推
成桂署国事、表聞高皇帝、命為
国王、遂更名旦、贍瑤別邸、終
其身、
李〔太祖旧諱〕系出本国全州、
遠祖翰仕新羅為司空、六代孫兢
休入高麗、
十三代孫〔穆祖諱〕生〔翼祖
諱〕、生〔度 祖 諱〕、生〔桓 祖
諱〕、是為〔旧諱〕之父、
李仁任者、京山府吏長庚裔也、
始王氏恭愍王顓無子、養寵臣辛
蚊子禑為子、恭愍王為嬖臣洪倫
等所弑、李仁任當国誅倫等立
禑、
禑嗣位十六年、遣将入犯遼東、
〔旧諱〕為副将在遣中、至鴨緑
江、與諸将合謀回兵、
禑懼伝位其子昌、時恭愍妣安氏
以国人黜昌、立王氏孫定昌君
瑤、誅禑・昌、逐仁任、
巳而瑤妄殺戮、国人不附、共推
〔旧諱〕署国事、表聞高皇帝、
命為国王、遂更名旦、貶瑤別
邸、終其身
旦初名成桂、其先本国全州人、
二十八世祖翰仕新羅、為司空、
新羅亡、翰六世孫兢休入高麗、
十三世孫安社仕元、為南京五千
戸所達魯花赤、世襲其職、元季
兵興、安社曾孫子春與男成桂避
地東還、至正辛丑、當高麗恭愍
王之十年、有紅巾賊二十万衆入
境、成桂領兵勦賊有功、授武班
職事、時尚未知名、
恭愍無嗣、陰畜寵臣辛蚊之子禑
為己子、晩多躁暴、為嬖臣洪
倫・内竪崔萬生等所弑、権臣李
仁任車裂倫・萬生於市、立禑為
嗣、其子昌為世子、
禑十六年、擢成桂為門下侍中、
時禑遣将犯遼東、成桂為副将、
行至鴨緑江、與諸将議、不宜得
罪上国、乃還、
禑懼遜位于昌、昌以洪武二十二
年宣諭、以偽姓見黜、而後王氏
之裔定昌君瑤主国事、仁任罪竄
於外、
既王瑤又不義、国人憤怨、乃共
廃瑤、推立成桂、成桂請命於太
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い
で
一
〇
月
下
旬
に
は
宗
系
改
正
に
対
す
る
謝
恩
使
と
し
て
李
陽
元
が
明
に
派
遣
さ
(
)
れ
た
︒
李
陽
元
は
か
つ
て
明
宗
一
八
年
に
奏
請
使
書
状
官
と
し
て
赴
41
京
し
︑
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
も
た
ら
し
た
経
歴
が
(
)
あ
る
︒
萬
暦
帝
に
よ
る
勅
書
42
が
朝
鮮
に
届
い
た
こ
と
に
対
し
︑
宣
祖
が
今
回
の
奏
請
使
に
よ
る
功
績
を
い
か
に
高
く
評
価
し
た
か
は
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
︒
翌
年
正
月
中
旬
に
北
京
で
は
謝
恩
使
李
陽
元
以
下
︑
総
勢
三
五
名
の
遣
明
使
節
が
謝
恩
表
と
と
も
に
朝
鮮
の
土
産
と
馬
匹
を
献
上
(
)
し
た
︒
43
２
︑
通
事
洪
純
彦
に
よ
る
情
報
収
集
い
ま
や
朝
鮮
側
は
﹃
大
明
会
典
﹄
と
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
完
成
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
︒
宣
祖
七
年
五
月
に
は
萬
暦
帝
の
聖
節
︵
八
月
一
七
日
︶
を
祝
う
聖
節
使
朴
希
立
・
書
状
官
許
篈
・
質
正
官
趙
憲
が
北
京
へ
向
け
て
出
(
)
発
し
︑
同
年
一
一
月
に
約
五
ヶ
月
間
の
北
京
紀
行
を
終
え
て
漢
城
に
戻
る
︒
44
と
こ
ろ
が
︑
こ
の
聖
節
使
の
帰
国
報
告
は
趙
憲
の
見
聞
に
よ
る
中
華
文
物
の
隆
盛
で
占
め
ら
れ
て
お
り
︑﹃
大
明
会
典
﹄
刊
行
の
進
捗
状
況
は
実
録
に
は
記
録
さ
れ
て
い
(
)
な
い
︒
と
は
い
え
︑
こ
の
聖
節
使
一
行
が
八
月
四
日
の
北
京
45
到
着
後
︑﹁
八
月
一
七
日
に
宮
廷
へ
参
内
し
︑
萬
暦
帝
の
聖
節
を
祝
う
と
い
う
目
的
を
果
た
し
た
ほ
か
︑
礼
部
が
主
催
す
る
宴
会
に
出
席
し
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
朝
鮮
記
事
を
改
変
さ
せ
る
交
渉
﹂
を
行
い
︑
ま
た
書
状
官
許
篈
が
情
報
収
集
の
見
返
り
と
し
て
鴻
臚
寺
序
班
か
ら
賄
賂
を
要
求
さ
れ
た
こ
と
を
︑
す
で
に
夫
馬
進
氏
が
許
篈
の
﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
を
も
と
に
指
摘
し
て
(
)
い
る
︒
屋
上
屋
を
架
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
が
︑
筆
者
は
こ
こ
で
以
下
の
三
46
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
︒
ま
ず
第
一
に
︑
聖
節
使
朴
希
立
の
一
行
は
入
京
後
︑
通
事
洪
純
彦
の
情
報
網
に
よ
り
﹃
明
実
録
﹄
と
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
を
知
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
北
京
滞
在
中
の
聖
節
使
一
行
の
動
向
は
︑
み
ず
か
ら
書
状
官
に
名
乗
り
出
た
礼
曹
佐
郎
︵
正
六
品
︶
(
)
許
篈
の
﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
に
詳
し
い
︒
こ
47
の
﹁
朝
天
記
﹂
を
繙
け
ば
︑
八
月
九
日
に
通
事
洪
純
彦
は
礼
部
の
吏
員
よ
り
﹁
穆
宗
実
録
已
に
纂
す
れ
ど
も
︑
世
宗
実
録
は
未
だ
畢
わ
ら
ず
﹂
と
の
情
報
を
入
手
し
て
(
)
い
る
︒
た
し
か
に
﹃
穆
宗
荘
皇
帝
実
録
﹄
七
〇
巻
は
こ
の
年
萬
48
暦
二
年
︵
宣
祖
七
︶
七
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
で
(
)
あ
り
︑
洪
純
彦
が
得
た
情
49
報
は
正
確
で
あ
る
︒
朝
鮮
半
島
を
北
上
し
て
い
た
六
月
上
旬
に
︑
洪
純
彦
は
平
安
道
宣
川
の
林
畔
館
に
て
夜
更
け
に
許
篈
と
語
ら
い
︑
明
の
最
新
事
情
を
伝
え
て
い
る
︒
許
篈
が
忘
れ
ま
い
と
し
て
書
き
記
し
た
﹁
朝
天
記
﹂
に
は
﹁
癸
酉
年
︵
＝
宣
祖
六
︶︑
奏
請
使
に
随
い
て
京
師
に
在
り
︒
実
録
・
新
修
會
典
改
纂
等
の
事
を
聞
か
ん
と
欲
し
て
書
を
許
賛
善
国
の
家
人
兪
深
に
通
じ
︑
以
て
之
を
問
え
り
﹂
と
あ
り
︑
前
年
の
奏
請
使
李
後
白
一
行
に
通
事
と
し
て
同
行
し
た
洪
純
彦
は
か
ね
て
よ
り
﹃
明
実
録
﹄
と
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
に
関
す
る
情
報
収
集
に
努
め
て
(
)
い
た
︒
許
国
は
か
つ
て
宣
祖
即
位
年
七
月
50
に
隆
慶
帝
即
位
の
詔
書
を
奉
じ
て
来
朝
し
た
人
物
で
(
)
あ
り
︑
の
ち
﹃
萬
暦
会
51
典
﹄
の
編
修
に
際
し
て
総
裁
の
ひ
と
り
と
(
)
な
る
︒
三
使
で
あ
る
正
使
・
書
状
52
官
・
質
正
官
の
だ
れ
よ
り
も
宗
系
弁
誣
問
題
に
通
じ
て
い
た
の
は
︑
む
し
ろ
通
事
を
担
当
し
た
洪
純
彦
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒﹃
明
世
宗
実
録
﹄
未
完
と
の
情
報
に
接
し
た
聖
節
使
朴
希
立
ら
が
礼
部
尚
書
と
の
外
交
交
渉
を
計
画
し
た
の
は
八
月
一
二
日
で
あ
る
︒
許
篈
が
綴
っ
た
当
日
の
﹁
朝
天
記
﹂
を
み
て
み
よ
う
︒
︵
前
略
︶
洪
純
彦
・
安
廷
蘭
等
往
告
曰
︑
上
年
︑
本
国
奏
請
改
定
宗
系
続
載
會
典
等
事
︑
而
必
待
実
録
之
完
︑
然
後
方
修
會
典
云
云
︑
小
的
等
在
路
聴
得
実
録
已
皆
完
了
︑
會
典
之
新
纂
︑
不
知
何
以
為
之
︑
陪
臣
欲
呈
文
於
本
部
︑
故
敢
稟
︑
員
外
曰
︑
穆
宗
実
録
則
已
畢
︑
而
世
宗
実
録
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉65
則
更
有
幾
年
功
夫
矣
︑
然
會
典
則
各
司
今
方
抄
出
新
増
事
類
︑
移
報
翰
林
院
︑
故
本
司
公
事
之
採
録
︑
我
実
任
之
︑
嘉
靖
八
年
奏
請
之
詞
已
載
於
其
中
︑
而
他
年
之
事
俟
検
出
而
備
書
︑
陪
臣
若
欲
呈
文
則
亦
無
妨
也
︑
純
彦
等
退
︑
員
外
更
招
以
語
之
曰
︑
會
典
時
属
纂
録
︑
呈
文
内
不
可
言
其
已
完
也
︑
純
彦
曰
︑
小
的
等
欲
聞
會
典
修
纂
之
始
︑
非
謂
其
已
完
也
︑
且
俟
呈
文
之
浄
写
︑
然
後
先
達
于
老
爺
︑
以
取
進
止
為
計
︑
員
外
曰
︑
知
道
︑︵
後
略
︶︵﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
二
日
癸
丑
条
︶
前
年
︑
朝
鮮
政
府
が
奏
請
使
を
派
遣
し
て
宗
系
改
正
を
要
請
し
た
と
こ
ろ
︑
明
政
府
よ
り
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
編
纂
終
了
後
に
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
に
着
手
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
こ
と
は
︑
す
で
に
わ
れ
わ
れ
も
み
た
と
お
り
で
あ
る
︒
入
京
後
︑
洪
純
彦
ら
は
﹃
明
実
録
﹄
の
編
纂
完
了
と
の
情
報
に
接
し
た
が
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
に
関
し
て
は
知
る
す
べ
も
な
か
っ
た
︒
そ
こ
で
今
回
︑
陪
臣
朴
希
立
の
名
義
で
礼
部
に
呈
文
を
提
出
し
た
い
︑
と
主
客
司
員
外
郎
銭
拱
宸
に
申
し
入
れ
た
の
で
あ
る
︒
員
外
郎
銭
拱
宸
も
﹁
穆
宗
実
録
は
則
ち
已
に
畢
わ
れ
ど
も
︑
世
宗
実
録
は
則
ち
更
に
幾
年
の
功
夫
有
ら
ん
﹂
と
そ
の
事
実
を
認
め
て
い
る
︒
当
時
︑﹃
大
明
会
典
﹄
は
新
増
事
項
を
抄
出
中
で
あ
っ
て
︑
主
客
司
に
お
け
る
採
録
の
事
務
は
銭
拱
宸
本
人
が
担
当
し
て
い
た
︒
そ
の
う
え
銭
拱
宸
は
︑﹁
嘉
靖
八
年
奏
請
の
詞
は
已
に
其
の
中
に
載
す
れ
ど
も
︑
他
年
の
事
は
検
出
を
俟
ち
て
備
に
書
す
﹂
と
打
ち
明
け
︑
陪
臣
名
義
に
よ
る
呈
文
の
提
出
を
助
言
し
た
︒﹁
嘉
靖
八
年
奏
請
の
詞
﹂
と
い
え
ば
︑
中
宗
二
四
年
の
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
奏
請
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
柳
溥
の
奏
請
内
容
は
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
詳
細
な
記
録
を
残
し
て
お
り
︑
ま
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
草
本
に
は
礼
部
・
内
閣
い
ず
れ
の
所
蔵
本
に
も
﹁
嘉
靖
八
年
︑
使
者
言
え
ら
く
︑
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
﹂
云
々
と
記
さ
れ
て
(
)
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
後
日
完
成
す
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
に
53
附
録
さ
れ
た
李
成
桂
の
宗
系
と
朝
鮮
建
国
始
末
は
︑
お
そ
ら
く
柳
溥
の
呈
文
を
基
礎
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
銭
拱
宸
は
い
さ
さ
か
饒
舌
に
す
ぎ
た
と
思
い
直
し
た
の
か
︑
席
を
立
と
う
と
す
る
洪
純
彦
を
呼
び
止
め
︑
呈
文
に
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
に
は
触
れ
な
い
よ
う
口
止
め
し
て
い
る
︒
な
ら
ば
︑
こ
の
日
の
銭
拱
宸
か
ら
得
た
情
報
は
い
っ
そ
う
信
憑
性
が
高
い
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
︒
洪
純
彦
は
清
書
し
た
呈
文
を
先
に
銭
拱
宸
に
届
け
る
ゆ
え
︑
よ
ろ
し
く
取
り
計
り
願
い
た
い
と
依
頼
し
︑
銭
拱
宸
も
こ
れ
を
快
諾
し
た
︒
第
二
に
︑
聖
節
使
朴
希
立
の
一
行
は
礼
部
尚
書
に
呈
文
を
提
出
し
た
も
の
の
︑
彼
ら
の
北
京
滞
在
中
に
礼
部
が
題
請
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒﹁
朝
天
記
﹂
に
よ
れ
ば
︑
朴
希
立
一
行
は
聖
節
の
翌
日
で
あ
る
八
月
一
八
日
に
礼
部
へ
赴
き
︑
月
台
︵
殿
閣
の
前
に
広
く
石
を
敷
き
詰
め
た
基
壇
︶
の
上
に
跪
い
て
礼
部
尚
書
萬
士
和
に
呈
文
を
提
出
し
た
︒
し
か
し
︑
礼
部
尚
書
は
﹁
這こ
箇の
事
情
︑
時
に
未
だ
暁
得
せ
ず
︒
當
に
査
看
し
你
に
替
わ
り
て
行
う
べ
し
﹂
と
即
答
を
避
け
︑
朴
希
立
一
行
は
い
っ
た
ん
東
廊
へ
と
退
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
︑
し
ば
ら
く
し
て
朴
希
立
名
義
の
呈
文
に
目
を
通
し
た
尚
書
が
洪
純
彦
を
呼
び
戻
(
)
し
た
︒
そ
の
直
後
︑
礼
部
尚
書
と
洪
純
彦
の
あ
い
だ
に
は
以
下
の
54
よ
う
な
論
議
の
応
酬
が
あ
っ
た
︒
︵
前
略
︶
洪
純
彦
趨
赴
月
臺
上
︑
尚
書
曰
︑
此
事
已
為
題
過
︑
実
録
完
後
自
可
以
行
︑
今
不
敢
再
題
︑
純
彦
対
曰
︑
此
則
陪
臣
亦
知
之
矣
︑
但
聞
今
方
纂
修
會
典
︑
陪
臣
之
意
︑
望
老
爺
通
査
各
年
事
例
︑
再
行
題
請
︑
移
文
翰
林
院
︑
則
陪
臣
等
其
将
回
話
於
国
王
︑
而
国
王
感
激
之
意
︑
何
可
量
耶
︑
尚
書
曰
︑
會
典
今
雖
纂
集
︑
而
内
院
尚
未
設
局
︑
若
開
局
則
你
国
之
事
︑
自
可
増
入
矣
︑
今
不
須
題
請
︑
此
意
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︑︵
中
略
︶
侍
郎
顧
語
純
彦
曰
︑
此
事
已
悉
之
矣
︑
但
実
録
時
未
完
了
︑
待
其
完
則
自
當
増
録
︑
決
無
遺
漏
︑
今
不
須
題
也
︑
此
意
帰
報
陪
臣
︑
純
彦
扣
頭
而
出
︑
罷
堂
後
余
等
遂
帰
︑︵
後
略
︶︵﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
八
日
己
未
条
︶
本
件
は
実
録
の
編
纂
完
了
後
に
行
う
べ
き
で
あ
っ
て
︑
現
時
点
で
礼
部
尚
書
は
再
度
皇
帝
に
題
奏
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
︒
む
ろ
ん
︑
洪
純
彦
も
そ
の
点
は
承
知
し
て
い
た
︒
と
は
い
え
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
以
上
︑
こ
の
ま
ま
朝
鮮
に
帰
国
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
朴
希
立
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
奏
請
の
事
例
を
調
査
の
う
え
︑
再
度
題
請
し
て
翰
林
院
に
移
文
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
朝
鮮
国
王
も
感
激
す
る
で
あ
ろ
う
︑
と
礼
部
尚
書
に
訴
え
た
︒
そ
の
結
果
︑﹁
會
典
︑
今
に
纂
集
す
と
雖
も
︑
内
院
尚
お
未
だ
局
を
設
け
ず
︒
若
し
開
局
せ
ば
︑
則
ち
你
が
国
の
事
︑
自
ら
増
入
す
べ
し
︒
今
は
須
く
題
請
す
べ
か
ら
ず
﹂
と
の
回
答
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
︒
い
ま
の
と
こ
ろ
臨
時
官
庁
の
会
典
館
こ
そ
開
設
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
礼
部
尚
書
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
計
画
の
存
在
を
示
唆
す
る
︒
本
件
は
﹃
明
実
録
﹄
の
完
成
後
に
遺
漏
な
く
増
補
収
録
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
︑
と
礼
部
侍
郎
も
洪
純
彦
に
声
を
か
け
︑
朴
希
立
ら
は
会
同
館
へ
と
戻
(
)
っ
た
︒
そ
の
翌
日
の
早
朝
︑
員
外
郎
銭
拱
宸
が
会
同
館
を
訪
問
し
た
︒
お
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そ
ら
く
︑
昨
日
の
礼
部
尚
書
へ
の
呈
文
の
件
が
気
が
か
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
宗
系
改
正
が
一
国
の
大
事
で
あ
る
ゆ
え
︑
あ
え
て
呈
文
を
制
止
し
な
か
っ
た
と
銭
拱
宸
は
い
い
︑﹁
世
宗
四
十
五
年
の
実
録
甚
だ
多
く
︑
更
に
一
両
年
を
待
ち
て
後
ち
︑
方
に
完
了
す
る
を
得
ん
︒
會
典
は
則
ち
各
衙
門
︑
今
は
只
だ
内
翰
に
抄
送
す
る
の
み
︒
其
の
開
局
は
則
ち
未
だ
其
の
早
晩
を
知
ら
ざ
る
な
り
﹂︑
と
当
時
の
政
府
内
の
状
況
を
伝
え
て
(
)
い
る
︒
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第
三
に
︑
礼
部
尚
書
は
あ
ら
た
め
て
題
請
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
︑
朴
希
立
名
義
の
呈
文
は
礼
部
主
客
司
に
保
管
さ
れ
︑﹃
大
明
会
典
﹄
編
纂
時
の
参
考
資
料
に
付
さ
れ
た
︒
こ
の
点
も
以
下
に
提
示
す
る
許
篈
の
﹁
朝
天
記
﹂
か
ら
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
︒
︵
前
略
︶
礼
部
都
吏
来
館
︑
謂
通
事
等
曰
︑
前
日
呈
文
︑
尚
書
下
于
主
客
司
︑
以
備
會
典
新
修
時
査
考
︑
平
時
凡
呈
文
之
不
可
行
者
︑
則
尚
書
不
下
該
司
︑
而
今
則
如
是
︑
可
見
其
必
行
於
後
日
也
︑︵
後
略
︶︵﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
二
一
日
壬
戌
条
︶
礼
部
都
吏
は
来
館
の
う
え
︑﹁
平
時
︑
凡
そ
呈
文
の
行
う
べ
か
ら
ざ
る
者
は
︑
則
ち
尚
書
該
司
に
下
さ
ず
︒
而
れ
ど
も
今
は
則
ち
是
の
如
し
︒
其
れ
必
ず
後
日
に
行
う
を
見
る
べ
き
な
り
﹂
と
通
事
に
伝
え
た
︒
入
京
後
に
聖
節
使
朴
希
立
一
行
は
急
遽
呈
文
を
書
き
直
し
︑
礼
部
尚
書
に
題
請
を
拒
否
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
が
︑
こ
の
連
絡
を
受
け
て
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
た
に
相
違
な
い
︒
上
述
し
た
三
点
は
朝
鮮
側
の
実
録
記
事
に
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
朝
鮮
宣
祖
代
に
お
け
る
こ
の
対
明
外
交
交
渉
の
具
体
相
を
い
さ
さ
か
不
透
明
な
も
の
に
し
て
い
る
︒
な
お
︑
許
篈
・
趙
憲
ら
は
前
日
の
八
月
二
〇
日
に
内
城
北
部
の
国
子
監
に
拝
謁
し
︑
二
五
日
に
は
外
城
に
あ
る
天
壇
︵
圜
丘
壇
︶
を
参
観
し
て
お
り
︑
孔
子
廟
と
天
壇
の
観
覧
は
朝
鮮
使
節
に
と
っ
て
す
で
に
恒
例
と
な
っ
て
(
)
い
た
︒
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さ
て
こ
の
頃
︑
宣
祖
七
年
八
月
下
旬
に
北
京
へ
向
か
っ
た
冬
至
使
安
自
裕
以
下
︑
書
状
官
李
彦
愉
・
質
正
官
金
大
鳴
の
(
)
一
行
が
年
末
に
先
来
通
事
を
朝
58
鮮
に
派
遣
し
︑
宗
系
改
正
の
事
情
が
採
録
さ
れ
た
と
報
告
し
て
き
た
︒
冬
至
使
安
自
裕
等
送
先
来
通
事
啓
聞
︑
宗
系
改
正
事
已
蒙
載
録
︑
上
深
喜
之
︑
令
承
政ママ
院
議
遣
謝
恩
使
︑︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
八
︑
七
年
閏
一
二
月
乙
酉
︹
一
五
日
︺
条
︶
簡
略
な
こ
の
実
録
記
事
に
は
﹁
宗
系
改
正
の
事
︑
已
に
載
録
を
蒙
る
﹂
と
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あ
る
に
す
ぎ
ず
︑
宗
系
改
正
の
件
が
﹃
大
明
会
典
﹄
と
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
い
ず
れ
に
採
録
さ
れ
た
の
か
︑
判
然
と
し
な
い
︒
と
は
い
え
︑
冬
至
使
安
自
裕
が
北
京
滞
在
中
の
宣
祖
七
年
一
(
)
二
月
の
時
点
で
は
﹃
大
明
会
典
﹄
重
修
事
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業
に
は
着
手
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
︑
当
時
編
纂
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
へ
の
採
録
を
意
味
し
よ
う
︒
そ
し
て
こ
の
報
告
は
︑
た
ん
に
冬
至
使
安
自
裕
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
と
は
い
え
ま
い
︒
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
︑
こ
の
年
八
月
に
は
聖
節
使
朴
希
立
が
通
事
洪
純
彦
の
外
交
折
衝
に
助
け
ら
れ
つ
つ
︑
礼
部
尚
書
に
呈
文
を
提
出
し
て
い
た
︒
八
月
の
聖
節
使
一
行
に
よ
る
外
交
交
渉
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
︑
一
二
月
の
冬
至
使
が
﹁
宗
系
改
正
の
事
︑
已
に
載
録
を
蒙
る
﹂
と
の
朗
報
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
と
も
あ
れ
︑
こ
の
報
告
を
喜
ん
だ
宣
祖
は
承
文
院
に
謝
恩
使
の
派
遣
を
検
討
さ
せ
た
︒
承
文
院
提
調
は
謝
恩
使
で
は
な
く
奏
請
使
を
派
遣
す
べ
し
と
の
意
見
を
出
(
)
し
た
が
︑
こ
れ
に
対
す
る
論
議
も
王
命
も
実
録
記
事
に
は
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残
っ
て
い
な
い
︒
た
だ
︑
断
片
的
な
が
ら
翌
年
の
宣
祖
八
年
正
月
中
旬
に
奏
請
使
の
拝
表
の
儀
が
正
月
二
八
日
と
決
定
し
︑
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
公
が
柳
希
春
の
意
見
を
参
考
に
﹁
會
典
将
に
滌
が
ん
と
す
る
に
︑
奏
請
す
る
を
得
ざ
る
は
深
く
未
安
為
り
﹂
と
奏
請
使
派
遣
の
再
考
を
宣
祖
に
う
な
が
す
記
録
も
み
(
)
え
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
名
目
上
は
謝
恩
使
と
し
て
の
任
務
を
優
先
さ
せ
る
こ
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と
で
︑
ひ
と
ま
ず
政
府
内
で
は
意
見
の
一
致
を
み
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
３
︑
謝
恩
使
洪
聖
民
の
外
交
交
渉
宣
祖
八
年
に
謝
恩
使
と
し
て
明
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
戸
曹
参
判
洪
聖
民
で
あ
り
︑
書
状
官
は
丁
胤
福
が
務
(
)
め
た
︒
今
回
の
謝
恩
使
洪
聖
民
の
一
行
が
奏
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請
使
と
し
て
の
役
割
も
兼
ね
て
い
た
こ
と
は
︑
次
に
掲
げ
る
実
録
記
事
か
ら
明
ら
か
と
な
ろ
う
︒
是
歳
︑
遣
謝
恩
使
洪
聖
民
︑
兼
奏
請
宗
系
・
弑
逆
已
辨
誣
等
事
情
増
入
會
典
新
書
︑
礼
部
尚
書
萬
士
和
等
題
曰
︑
朝
鮮
国
王
痛
其
祖
之
冤
︑
而
奏
辨
至
於
再
三
︑
但
前
既
奉
有
明
旨
︑
王
言
一
出
︑
昭
掲
宇
宙
︑
信
如
四
時
︑
誰
敢
輒
為
増
損
︑
宜
将
該
国
前
後
奏
詞
纂
入
実
録
︑
竢
修
會
典
︑
為
之
許
載
為
便
︑
奉
聖
旨
︑
是
︑
礼
部
欲
以
此
意
請
降
勅
宣
諭
︑
順
付
使
臣
︑
聖
民
聞
之
︑
因
辞
于
礼
部
曰
︑
事
未
完
了
︑
径
奉
諭
旨
以
回
︑
使
臣
所
不
敢
為
也
︑
礼
部
従
之
︑
聖
民
還
朝
︑
略
啓
聖
旨
︑
不
言
其
欲
降
勅
事
︑
蓋
嫌
於
報
喜
受
賞
也
︑
聖
民
還
拝
大
司
諫
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
九
︑
八
年
一
二
月
条
︶
洪
聖
民
は
た
ん
な
る
謝
恩
使
で
は
な
く
︑﹁
兼
ね
て
宗
系
・
弑
逆
已
に
辨
誣
せ
る
等
の
事
情
を
會
典
の
新
書
に
増
入
せ
ん
こ
と
を
奏
請
す
﹂
る
任
務
を
帯
び
て
い
た
︒
こ
れ
に
つ
づ
け
て
﹁
礼
部
尚
書
萬
士
和
等
の
題
に
曰
く
︑
朝
鮮
国
王
︑
其
の
祖
の
冤
を
痛
み
て
奏
辨
す
る
こ
と
再
三
に
至
る
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
︒
礼
部
尚
書
萬
士
和
は
前
年
八
月
に
聖
節
使
朴
希
立
の
要
請
を
受
け
て
い
た
︒
お
そ
ら
く
萬
士
和
は
同
年
一
二
月
の
冬
至
使
安
自
裕
に
も
応
対
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
︑
今
回
の
謝
恩
使
洪
聖
民
に
よ
る
奏
請
は
萬
士
和
に
と
っ
て
少
な
く
と
も
三
度
目
の
応
対
で
あ
っ
た
︒
そ
の
た
め
礼
部
尚
書
は
﹁
王
言
一
た
び
出
ず
れ
ば
︑
昭
ら
か
に
宇
宙
に
掲
ぐ
﹂
と
い
い
︑
皇
帝
の
聖
旨
は
天
地
古
今
に
あ
っ
て
は
絶
対
で
あ
る
か
ら
信
用
せ
よ
︑
と
強
調
す
る
︒
朝
鮮
か
ら
の
奏
請
文
を
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
纂
入
し
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
事
業
に
着
手
す
る
の
を
待
っ
て
掲
載
を
許
可
す
る
の
が
妥
当
な
措
置
で
あ
り
︑﹁
是
﹂
と
の
聖
旨
も
得
て
い
た
︒
そ
の
う
え
︑﹁
礼
部
︑
此
の
意
を
以
て
勅
を
降
し
宣
諭
せ
ん
こ
と
を
請
い
︑
使
臣
に
順
付
せ
ん
と
欲
す
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
礼
部
尚
書
は
こ
の
件
を
あ
ら
た
め
て
萬
暦
帝
に
上
奏
し
︑
降
勅
と
宣
諭
を
要
請
す
る
心
づ
も
り
で
あ
っ
た
︒
前
年
八
月
に
聖
節
使
が
通
事
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洪
純
彦
を
介
し
て
展
開
し
た
外
交
交
渉
が
︑
こ
こ
に
き
て
功
を
奏
し
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
︒
だ
が
︑
洪
聖
民
は
﹁
事
未
だ
完
了
せ
ざ
る
に
︑
径
ち
に
諭
旨
を
奉
じ
て
以
て
回
る
は
︑
使
臣
敢
え
て
為
さ
ざ
る
所
な
り
﹂︑
と
礼
部
尚
書
の
厚
意
を
辞
退
し
た
︒﹃
明
世
宗
実
録
﹄
の
編
纂
も
﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
事
業
も
完
了
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
萬
暦
帝
の
諭
旨
を
朝
鮮
国
王
の
も
と
に
持
ち
帰
っ
た
と
こ
ろ
で
意
味
を
な
さ
な
い
︑
と
い
う
の
が
洪
聖
民
の
判
断
で
あ
り
︑
礼
部
尚
書
も
こ
れ
を
了
承
し
て
い
る
︒
洪
聖
民
は
帰
国
後
︑
萬
暦
帝
の
聖
旨
に
つ
い
て
は
簡
略
に
報
告
し
︑
礼
部
が
降
勅
を
請
う
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
︒﹁
蓋
し
︑
喜
を
報
じ
て
賞
を
受
く
る
を
嫌
う
な
り
﹂
と
は
史
臣
が
残
し
た
記
録
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
た
め
︑
謝
恩
兼
奏
請
使
洪
聖
民
に
よ
る
外
交
交
渉
は
の
ち
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
る
ま
で
︑
さ
ほ
ど
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
し
か
し
な
が
ら
︑
洪
聖
民
に
よ
る
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
関
し
て
は
明
側
の
実
録
記
事
に
︑
礼
部
覆
︑
朝
鮮
国
王
李
昖
奏
︑
将
国
祖
李
成
桂
宗
系
・
弑
逆
等
被
誣
情
節
︑
乞
載
世
宗
皇
帝
実
録
及
新
纂
會
典
︑
為
之
昭
雪
︑
許
之
︑︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
四
〇
︑
萬
暦
三
年
七
月
辛
丑
︹
五
日
︺
条
︶
と
み
え
る
︒
萬
暦
三
年
︵
宣
祖
八
︶
七
月
の
﹃
明
実
録
﹄
に
は
﹁
陪
臣
洪
聖
民
﹂
の
名
こ
そ
み
え
な
い
も
の
の
︑﹃
明
世
宗
実
録
﹄
と
﹃
大
明
会
典
﹄
の
両
書
に
﹁
国
祖
李
成
桂
の
宗
系
・
弑
逆
等
誣
い
ら
れ
し
情
節
を
将
て
︑
世
宗
皇
帝
実
録
及
び
新
纂
の
會
典
に
載
せ
ん
こ
と
を
乞
う
﹂
た
の
は
︑
謝
恩
兼
奏
請
使
と
し
て
赴
京
し
て
い
た
洪
聖
民
で
あ
る
と
判
断
し
て
ま
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
︒
し
た
が
っ
て
︑
宣
祖
八
年
の
洪
聖
民
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
と
そ
の
功
績
は
疑
う
べ
く
も
な
か
ろ
う
︒
以
上
の
よ
う
に
︑
宣
祖
六
年
の
奏
請
使
李
後
白
︑
宣
祖
七
年
の
聖
節
使
朴
希
立
︵
と
く
に
通
事
洪
純
彦
に
よ
る
情
報
収
集
︶︑
そ
し
て
宣
祖
八
年
に
派
遣
さ
れ
た
謝
恩
兼
奏
請
使
洪
聖
民
に
よ
る
一
連
の
対
明
外
交
交
渉
が
功
を
奏
し
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
み
な
ら
ず
﹃
明
実
録
﹄
に
も
宗
系
弁
誣
の
事
情
が
採
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
実
際
に
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
︑﹃
明
実
録
﹄
に
は
簡
略
な
が
ら
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
入
明
記
録
と
︑
こ
れ
に
対
す
る
明
政
府
の
対
応
が
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
と
り
わ
け
中
宗
二
四
年
︵
一
五
二
九
︶
の
柳
溥
に
よ
る
交
渉
を
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
が
詳
細
に
記
録
し
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
か
ろ
う
︒
４
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
編
纂
と
朝
鮮
政
府
の
対
応
謝
恩
兼
奏
請
使
洪
聖
民
が
﹃
明
実
録
﹄
へ
の
宗
系
改
正
事
情
の
採
録
許
可
を
得
た
翌
年
︑
明
政
府
で
は
よ
う
や
く
﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
事
業
に
着
手
さ
れ
る
︒
萬
暦
四
年
︵
宣
祖
九
︑
一
五
七
六
︶
六
月
に
萬
暦
帝
は
内
閣
に
勅
諭
し
︑
嘉
靖
二
八
年
︵
明
宗
四
︑
一
五
四
九
︶
以
後
の
事
例
を
﹃
大
明
会
典
﹄
に
加
え
て
編
纂
す
る
よ
う
命
を
下
し
た
の
で
あ
(
)
っ
た
︒
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一
方
︑
朝
鮮
政
府
は
宣
祖
一
〇
年
二
月
に
尹
斗
寿
を
︑
つ
い
で
同
年
九
月
に
は
黄
琳
を
明
に
派
遣
し
て
宗
系
改
正
を
要
請
し
た
が
︑
い
ず
れ
の
使
節
も
礼
部
の
咨
文
を
得
た
に
す
ぎ
ず
︑
萬
暦
帝
の
勅
書
を
も
た
ら
す
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
︒
ま
ず
前
者
の
場
合
︑
戸
曹
参
判
尹
斗
寿
は
謝
恩
兼
奏
請
使
と
し
て
書
状
官
金
誠
一
・
質
正
官
崔
岦
と
と
も
に
赴
京
(
)
し
た
︒﹃
明
実
録
﹄
に
よ
64
れ
ば
︑
倭
寇
に
よ
る
被
虜
人
を
送
還
し
た
洪
聖
民
・
丁
胤
福
ら
に
対
し
て
前
年
八
月
に
勅
書
と
褒
賞
が
下
さ
れ
て
(
)
お
り
︑
本
来
の
目
的
は
こ
の
恩
賞
に
対
65
す
る
答
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
︒
こ
の
年
四
月
三
日
に
北
京
に
入
城
し
た
尹
斗
寿
一
行
は
︑
休
暇
に
文
廟
︵
国
子
監
︶
の
拝
謁
や
郊
壇
︵
圜
丘
壇
︶
の
観
覧
を
通
じ
て
明
の
盛
ん
な
文
物
を
堪
能
(
)
し
た
あ
と
︑
帰
国
間
際
の
四
月
66
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉69
二
一
日
に
も
礼
部
と
の
外
交
交
渉
を
継
続
し
た
︒﹃
鶴
峯
先
生
文
集
﹄
年
譜
に
よ
れ
ば
︑
質
正
官
崔
岦
の
文
章
能
力
が
明
側
で
も
評
価
さ
れ
た
こ
と
︑
書
状
官
金
誠
一
も
ま
た
前
後
し
て
呈
文
を
作
成
し
︑﹁
異
日
︑
會
典
を
頒
降
し
祗
み
て
聖
勅
を
奉
ず
る
は
︑
皆
な
此
の
行
の
正
す
所
な
り
﹂
と
︑
の
ち
﹃
大
明
会
典
﹄
頒
降
の
動
因
と
な
る
こ
と
を
強
調
(
)
す
る
︒
た
し
か
に
こ
の
と
き
質
67
正
官
と
し
て
同
行
し
た
崔
岦
も
礼
部
郎
中
に
善
処
を
要
請
し
て
(
)
い
た
︒
68
と
こ
ろ
が
︑
次
の
実
録
記
事
に
み
る
ご
と
く
︑
尹
斗
寿
に
よ
る
礼
部
と
の
交
渉
結
果
は
は
か
ば
か
し
く
な
か
っ
た
︒
謝
恩
使
尹
斗
壽
等
回
自
京
師
︑
礼
部
回
咨
云
︑
所
請
宗
系
・
悪
名
二
項
︑
本
部
悉
已
遵
旨
備
載
開
送
︑
毋
庸
再
奏
︑
其
備
載
之
條
宣
示
陪
臣
︑
縁
館
局
纂
修
理
︑
必
少
加
刪
定
︑
且
未
経
御
覧
︑
不
得
輒
付
録
咨
文
︑
該
国
遵
照
勅
諭
内
事
理
︑
安
心
以
竢
︑
続
遣
奏
請
使
黄
琳
︑
乞
将
已
辨
誣
事
件
︑
詳
録
今
纂
會
典
新
書
事
情
︑
奏
聞
于
帝
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
一
︑
一
〇
年
九
月
条
︶
宣
祖
一
〇
年
七
月
に
帰
国
し
た
尹
斗
寿
の
復
命
(
)
報
告
に
よ
れ
ば
︑
宗
系
・
69
悪
名
の
件
に
関
し
て
は
礼
部
が
す
で
に
聖
旨
に
し
た
が
っ
て
史
館
に
送
付
し
て
お
り
︑
今
後
は
再
度
奏
請
を
働
き
か
け
る
必
要
は
な
い
と
い
う
︒
本
来
な
ら
ば
︑
陪
臣
た
る
尹
斗
寿
の
一
行
に
懸
案
と
な
っ
て
い
る
改
正
事
項
を
提
示
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑
史
館
で
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
に
際
し
て
刪
削
・
潤
色
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
︑
ま
た
萬
暦
帝
の
御
覧
を
経
て
い
な
い
︒
そ
の
た
め
現
時
点
で
は
た
だ
ち
に
宗
系
改
正
の
結
果
を
咨
文
に
盛
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
︑
勅
諭
内
の
道
理
に
し
た
が
っ
て
実
施
す
る
ゆ
え
安
心
し
て
待
つ
が
よ
い
︑
と
い
う
の
が
礼
部
の
回
答
で
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
そ
れ
で
も
朝
鮮
政
府
は
納
得
で
き
な
か
っ
た
と
み
え
︑
ひ
き
つ
づ
き
奏
請
使
黄
琳
と
書
状
官
黄
允
吉
を
派
遣
(
)
し
た
︒
黄
琳
一
行
に
は
武
科
に
70
及
第
し
て
ま
も
な
い
訓
練
院
奉
事
︵
従
八
品
︶
黄
進
も
軍
官
と
し
て
同
行
し
た
︒
黄
琳
・
黄
允
吉
・
黄
進
の
三
名
は
み
な
長
水
黄
氏
で
(
)
あ
る
︒
黄
琳
一
行
71
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
本
に
宗
系
弁
誣
問
題
の
事
情
を
詳
録
す
る
よ
う
要
請
し
た
が
︑
宣
祖
一
一
年
二
月
の
実
録
記
事
は
奏
請
使
黄
琳
の
復
命
報
告
を
次
の
ご
と
く
記
録
す
る
︒
奏
請
使
黄
琳
回
自
京
師
︑
礼
部
覆
題
︑
該
国
遞
年
奏
請
︑
蓋
深
避
不
韙
之
跡
︑
亟
申
先
世
之
冤
︑
其
忠
孝
至
情
委
為
迫
切
︑
我
皇
上
復
許
増
入
︑
待
書
成
頒
到
︑
不
必
更
憂
脱
漏
︑
奉
聖
旨
︑
是
︑
故
移
咨
知
會
︑
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
二
︑
一
一
年
二
月
条
︶
礼
部
は
ま
ず
︑
朝
鮮
政
府
が
た
び
た
び
奏
請
使
を
派
遣
し
て
先
世
李
成
桂
の
名
誉
回
復
を
要
望
す
る
︑
そ
の
切
迫
し
た
忠
義
心
と
孝
行
心
に
理
解
を
示
し
た
︒
そ
の
う
え
萬
暦
帝
も
す
で
に
宗
系
の
採
録
を
許
可
し
て
お
り
︑
よ
っ
て
﹃
大
明
会
典
﹄
の
完
成
と
そ
の
頒
布
を
待
ち
︑
脱
漏
を
憂
慮
す
る
必
要
は
な
い
と
礼
部
は
伝
(
)
え
る
︒
宣
祖
を
は
じ
め
︑
朝
鮮
の
政
府
中
枢
が
依
然
と
し
72
て
解
決
を
み
な
い
宗
系
弁
誣
問
題
に
焦
燥
感
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
は
︑
こ
の
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
の
記
録
か
ら
容
易
に
推
察
で
き
よ
う
︒
一
方
︑
明
側
の
実
録
記
事
に
残
る
黄
琳
の
入
明
記
録
は
断
片
的
で
あ
り
︑
使
節
の
目
的
を
た
ん
に
﹁
進
貢
﹂
と
(
)
記
す
よ
う
に
︑
朝
中
間
の
こ
の
外
交
問
題
に
対
す
る
認
73
識
の
落
差
も
浮
き
彫
り
と
な
る
︒
二
年
後
の
宣
祖
一
三
年
に
は
萬
暦
帝
の
聖
節
を
祝
う
べ
く
礼
曹
判
書
李
増
が
北
京
に
派
遣
さ
れ
︑﹁
祖
名
二
字
﹂
の
調
査
結
果
と
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
降
に
関
す
る
礼
部
の
回
咨
を
得
て
帰
国
し
た
︒
聖
節
使
李
増
等
廻
自
京
師
︑
先
是
︑
宗
系
辨
誣
已
許
改
正
︑
而
又
祖
名
二
字
誤
書
︑
故
李
増
之
行
︑
移
咨
礼
部
請
査
改
︑
又
請
速
賜
頒
降
︑
至
是
︑
齎
礼
部
回
咨
而
来
︑
咨
云
︑
本
国
辨
誣
等
情
既
已
編
纂
會
書
︑
特
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為
昭
雪
︑
無
庸
過
慮
︑
秖
因
祖
名
二
字
之
誤
︑
今
復
再
請
釐
正
︑
無
非
謹
慎
詳
密
︑
求
遂
其
終
始
籲
雪
之
誠
也
︑
随
即
験
査
︑
見
纂
會
典
本
国
項
内
︑
書
係
二
字
無
差
︑
今
拠
来
咨
開
送
内
閣
︑
細
加
査
閲
︑
通
為
校
正
︑
更
無
矛
盾
脱
漏
之
虞
︑
至
欲
趁
速
頒
降
一
節
︑
新
纂
會
書
綱
目
浩
繁
︑
非
朝
夕
可
得
就
緖
計
︑
汗
青
︵
＝
書
籍
︶
完
秩
方
得
進
呈
御
覧
︑
頒
布
中
外
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
一
一
月
条
︶
礼
部
の
回
咨
に
よ
れ
ば
︑﹃
大
明
会
典
﹄
に
記
さ
れ
た
祖
名
に
誤
り
は
な
く
︑
ま
た
﹃
大
明
会
典
﹄
の
綱
目
は
浩
繁
ゆ
え
一
朝
一
夕
に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
い
が
︑
そ
の
完
本
は
皇
帝
の
御
覧
を
経
た
う
え
で
内
外
に
頒
布
す
る
と
い
う
︒﹁
祖
名
二
字
﹂
の
具
体
的
な
文
字
に
つ
い
て
実
録
記
事
は
記
録
を
欠
く
が
︑
の
ち
礼
部
の
回
咨
を
収
録
し
た
﹃
攷
事
撮
要
﹄
大
明
紀
年
に
は
﹁
兢
椿
二
字
﹂
と
み
(
)
え
る
︒
し
た
が
っ
て
﹃
大
明
会
典
﹄
で
は
当
初
︑
李
兢
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休
︵
全
州
李
氏
の
始
祖
翰
の
六
世
孫
︶
と
度
祖
︵
李
成
桂
の
祖
父
︶
の
諱
椿
に
誤
植
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
︑
現
存
す
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
に
み
る
か
ぎ
り
︑
た
し
か
に
兢
休
と
椿
の
文
字
に
誤
り
は
(
)
な
い
︒
李
増
が
聖
節
使
75
と
し
て
赴
京
し
た
た
め
︑
や
は
り
明
側
の
実
録
記
事
で
は
李
増
の
奏
請
と
礼
部
の
対
応
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
お
(
)
ら
ず
︑
情
報
不
足
は
否
め
な
い
︒
あ
76
る
い
は
明
宗
一
八
年
に
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
︵
玉
河
館
に
て
客
死
︶
と
書
状
官
李
陽
元
の
一
行
が
礼
部
改
刊
の
内
閣
本
﹃
嘉
靖
会
典
﹄︵
逸
文
な
し
︶
を
持
ち
帰
っ
て
(
)
い
た
か
ら
︑
そ
の
﹁
事
例
﹂
に
﹁
祖
名
二
字
﹂
の
誤
り
が
あ
っ
77
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
︒
た
だ
︑
礼
部
の
回
咨
に
は
﹁
随
即
験
査
し
︑
纂
む
る
會
典
の
本
国
項
内
を
見
る
に
︑
書
の
二
字
に
係
る
は
差たが
い
無
し
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
重
修
版
﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
内
容
は
す
で
に
点
検
可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
と
み
な
し
う
る
︒
翌
年
の
宣
祖
一
四
年
五
月
に
宣
祖
の
命
に
よ
り
司
諫
院
大
司
諫
李
珥
が
奏
請
文
を
製
述
し
た
と
こ
ろ
︑
宣
祖
は
﹁
善
き
か
な
︒
以
て
加
う
る
蔑な
し
︒
大
事
必
ず
将
に
諧かな
わ
ん
と
す
﹂
と
そ
の
出
来
栄
え
を
喜
(
)
ん
だ
︒
そ
の
奏
本
に
は
78
聖
節
使
李
増
の
帰
国
よ
り
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
の
こ
と
と
し
て
︑
以
下
の
ご
と
く
記
す
︒
朝
鮮
国
王
臣
姓
諱
謹
奏
︑
為
専
差
陪
臣
委
承
恩
典
︑
永
雪
先
冤
事
︑
該
萬
暦
九
年
正
月
内
︑
進
賀
冬
至
令
節
陪
臣
書
状
官
洪
麟
祥
回
自
京
師
説
称
︑
竊
聞
皇
都
専
委
館
局
︑
纂
修
會
典
新
書
︑
完
期
在
邇
等
因
︑
得
此
︑︵
後
略
︶︑︵﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
一
三
︑
應
製
文
︑
本
国
請
改
宗
系
奏
本
︶
李
珥
の
奏
本
の
題
目
は
文
頭
の
﹁
為
﹂
字
と
﹁
事
﹂
字
の
あ
(
)
い
だ
に
あ
る
79
﹁
陪
臣
を
専
差
し
て
恩
典
を
承
く
る
を
委
ね
︑
永
く
先
冤
を
雪
ぐ
﹂
た
め
の
こ
と
で
あ
る
︒
朝
鮮
国
王
宣
祖
を
発
給
者
と
す
る
こ
の
奏
本
に
よ
れ
ば
︑
宣
祖
一
四
年
正
月
に
冬
至
使
の
書
状
官
を
務
め
た
洪
麟
祥
が
北
京
よ
り
戻
り
︑
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
︑
刊
行
も
間
近
い
と
の
情
報
に
接
し
た
と
い
う
︒
本
来
︑
こ
の
冬
至
使
の
通
事
に
は
后
妃
お
よ
び
諸
王
以
下
︑
民
間
の
婦
人
に
い
た
る
冠
制
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
て
(
)
い
た
か
ら
︑
そ
の
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過
程
で
礼
部
よ
り
﹁
皇
都
︑
専
ら
館
局
に
委
ね
て
會
典
新
書
を
纂
修
し
︑
完
期
邇ちか
き
に
在
り
﹂
と
の
情
報
を
入
手
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
︒
こ
の
冬
至
使
一
行
は
赴
京
中
︑
遼
東
都
司
駅
路
の
十
三
山
駅
に
て
韃タタ
靼ール
賊
に
襲
わ
れ
︑
正
使
の
吏
曹
参
判
梁
喜
も
玉
河
館
に
て
病
死
(
)
し
た
︒
正
使
不
在
の
ま
ま
書
状
官
81
洪
麟
祥
は
質
正
官
申
湜
と
と
も
に
こ
の
年
正
月
に
帰
国
す
る
が
︑
実
録
記
事
に
﹃
大
明
会
典
﹄
に
関
す
る
帰
国
報
告
は
残
っ
て
い
(
)
な
い
︒
し
か
し
な
が
82
ら
︑
先
に
み
た
と
お
り
礼
部
は
聖
節
使
李
増
の
要
請
に
応
じ
て
﹃
大
明
会
典
﹄
の
﹁
祖
名
二
字
﹂
を
確
認
し
て
い
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
冬
至
使
が
北
京
を
発
つ
宣
祖
一
四
年
正
月
頃
に
少
な
く
と
も
﹃
大
明
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
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鮮
国
﹂
に
関
す
る
条
文
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
考
え
て
も
齟
齬
は
な
か
ろ
う
︒そ
も
そ
も
︑
明
帝
の
陪
臣
た
る
李
珥
が
不
確
か
な
情
報
を
も
と
に
朝
鮮
国
王
名
義
の
奏
請
文
を
製
述
す
る
と
は
考
え
が
た
い
︒
そ
こ
で
次
に
︑
李
珥
が
残
し
た
日
記
史
料
を
み
て
み
よ
う
︒
以
金
継
輝
為
奏
請
使
︑
時
宗
系
之
改
︑
雖
被
聖
旨
添
入
會
典
︑
而
至
今
未
蒙
頒
降
︑
時
會
典
纂
修
垂
畢
︑
李
珥
忼
慨
語
人
曰
︑
匹
夫
受
誣
︑
尚
能
伸
雪
︑
安
有
国
君
受
誣
二
百
年
而
不
伸
者
乎
︑
此
由
使
价
不
得
其
人
故
也
︑
乃
與
同
僚
議
啓
曰
︑
主
辱
臣
死
︑
宗
系
受
誣
︑
列
聖
之
辱
大
矣
︑
奏
請
之
使
當
以
至
誠
感
動
天
庭
︑
事
成
則
還
国
︑
不
成
則
為
埋
骨
燕
山
之
計
︑
然
後
︑
庶
可
成
事
矣
︑
請
別
択
専
対
之
才
︑
上
允
之
︑
朝
議
多
以
為
︑
李
珥
可
遣
︑
朴
淳
・
李
山
海
皆
曰
︑
叔
献
不
可
一
日
去
朝
︑
宜
思
其
次
︑
乃
以
継
輝
為
使
︑
継
輝
自
請
以
高
敬
命
為
書
状
官
︑
崔
岦
為
質
正
官
︑
上
許
之
︑︵﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
三
〇
︑
経
筵
日
記
三
︑
萬
暦
九
年
辛
巳
︑
今
上
一
四
年
五
月
条
︶
李
珥
は
﹁
経
筵
日
記
﹂
に
︑
宣
祖
一
四
年
五
月
に
金
継
輝
が
奏
請
使
と
し
て
明
に
派
遣
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
事
情
を
(
)
記
す
︒
宗
系
改
正
は
皇
帝
の
聖
旨
83
に
よ
り
新
版
の
﹃
大
明
会
典
﹄
に
そ
の
経
緯
を
添
附
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
も
の
の
︑
そ
の
﹃
大
明
会
典
﹄
は
い
ま
だ
頒
布
さ
れ
て
い
な
い
︒﹁
時
に
會
典
の
纂
修
︑
畢
わ
る
に
垂
と
す
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
こ
の
年
正
月
に
書
状
官
洪
麟
祥
が
も
た
ら
し
た
情
報
は
朝
鮮
政
府
で
は
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
当
時
︑
言
論
を
掌
る
司
諫
院
の
長
官
を
務
め
て
い
た
李
珥
は
︑﹁
匹
夫
誣
を
受
く
る
も
︑
尚
お
能
く
伸
雪
せ
ん
と
す
︒
安
く
ん
ぞ
国
君
誣
を
受
く
る
こ
と
二
百
年
に
し
て
伸すす
が
ざ
る
者
有
ら
ん
や
︒
此
れ
使
价
の
其
の
人
を
得
ざ
る
に
由
る
が
故
な
り
﹂
と
慷
慨
す
る
︒
そ
の
原
因
を
﹁
専
対
の
才
﹂
つ
ま
り
使
節
の
力
量
に
求
め
る
李
珥
は
同
僚
と
協
議
し
︑
宣
祖
に
次
の
よ
う
に
建
議
し
た
︒
い
に
し
え
に
﹁
主
憂
う
れ
ば
臣
は
労
し
︑
主
辱
め
ら
る
れ
ば
臣
は
死
す
﹂︵﹃
史
記
﹄
巻
四
一
︑
世
家
一
一
︑
越
王
句
践
︶
と
い
う
が
︑
わ
が
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
が
誣
告
を
受
け
た
こ
と
は
︑
朝
鮮
歴
代
国
王
の
こ
の
う
え
な
い
恥
辱
で
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
奏
請
使
た
る
者
は
真
心
を
も
っ
て
明
の
朝
廷
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
成
就
で
き
れ
ば
帰
国
し
︑
そ
う
で
な
け
れ
ば
骨
を
明
国
の
地
に
埋
め
る
覚
悟
を
す
べ
き
で
あ
る
︒
願
わ
く
は
﹁
専
対
の
才
﹂
あ
る
者
を
奏
請
使
と
し
て
任
命
さ
れ
た
い
と
李
珥
は
要
請
し
︑
宣
祖
も
こ
れ
を
許
可
(
)
し
た
︒
李
珥
の
こ
の
発
言
は
︑
宗
84
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
対
す
る
朝
鮮
儒
者
官
僚
の
胸
中
を
代
弁
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
︒
奏
請
使
の
人
事
に
際
し
て
は
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
︑
従
来
の
対
明
外
交
交
渉
に
お
い
て
か
な
ら
ず
し
も
十
分
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
原
因
が
省
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
李
珥
が
死
後
︑
宣
祖
二
四
年
に
光
国
原
従
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
(
)
れ
る
の
85
は
︑
奏
請
使
派
遣
の
建
議
と
奏
請
文
の
製
述
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒宣
祖
が
李
珥
の
建
議
を
承
諾
す
る
と
︑
朝
議
で
は
大
多
数
が
李
珥
を
奏
請
使
の
適
任
者
と
し
て
支
持
し
た
︒
と
こ
ろ
が
領
議
政
朴
淳
と
吏
曹
判
書
李
山
海
は
︑
叔
献
︵
李
珥
の
字
︶
は
朝
廷
の
重
臣
で
あ
る
ゆ
え
︑
一
日
た
り
と
も
朝
鮮
を
離
れ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
と
反
対
し
︑
次
点
者
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
れ
が
刑
曹
判
書
金
継
輝
で
あ
っ
て
︑
奏
請
使
に
任
じ
ら
れ
た
金
継
輝
は
み
ず
か
ら
書
状
官
に
高
敬
命
を
︑
質
正
官
に
は
崔
岦
を
推
薦
し
て
国
王
の
裁
可
を
得
た
の
で
(
)
あ
る
︒
86
こ
の
奏
請
使
一
行
の
う
ち
︑
崔
岦
は
宣
祖
一
〇
年
に
つ
づ
い
て
再
度
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
質
正
官
と
し
て
北
京
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
遺
稿
集
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 72
の
﹃
簡
易
集
﹄
に
よ
れ
ば
︑
崔
岦
は
礼
部
に
周
旋
を
仰
い
だ
こ
と
を
五
言
律
詩
に
詠
ん
で
い
る
が
︑
外
交
交
渉
の
具
体
性
に
欠
(
)
け
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
当
時
87
の
礼
部
の
対
応
は
金
継
輝
の
復
命
報
告
を
待
つ
の
が
捷
径
で
あ
ろ
う
︒
し
か
し
︑
奏
請
使
金
継
輝
一
行
は
萬
暦
帝
の
勅
書
を
朝
鮮
国
王
の
も
と
に
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒
金
継
輝
等
還
自
京
師
︑
齎
礼
部
移
咨
而
来
︑
咨
云
︑
専
差
陪
臣
︑
侯
領
會
典
全
書
︑
無
非
欲
亟
雪
先
世
之
冤
︑
備
査
史
館
於
該
国
項
下
︑
已
将
本
王
宗
系
及
伝
国
被
誣
縁
由
︑
倶
各
詳
載
︑
如
遇
典
成
︑
即
請
頒
賜
︑
不
敢
遅
閣
以
虚
恩
命
云
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
五
︑
一
四
年
一
一
月
条
︶
礼
部
の
移
咨
の
冒
頭
に
﹁
陪
臣
を
専
差
し
て
會
典
全
書
を
領
く
る
を
侯
う
か
が
う
は
︑
亟
や
か
に
先
世
の
冤
を
雪
が
ん
と
欲
す
る
に
非
ざ
る
は
無
し
﹂
と
あ
り
︑
緊
急
に
際
し
て
派
遣
さ
れ
た
陪
臣
金
継
輝
の
一
行
が
﹃
大
明
会
典
﹄
全
書
の
受
領
を
奏
請
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
李
珥
が
製
述
し
た
﹁
本
国
請
改
宗
系
奏
本
﹂
に
み
た
ご
と
く
︑
奏
請
の
主
旨
は
﹁
陪
臣
を
専
差
し
て
恩
典
を
承
く
る
を
委
ね
︑
永
く
先
冤
を
雪
ぐ
﹂
こ
と
に
あ
っ
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
礼
部
が
史
館
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
朝
鮮
国
の
項
に
は
李
成
桂
の
正
確
な
宗
系
と
誣
告
に
い
た
っ
た
事
情
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
た
︒
そ
の
た
め
︑
移
咨
の
末
尾
に
﹁
如
し
典
成
る
に
遇
え
ば
︑
即
ち
頒
賜
を
請
え
︒
敢
え
て
遅とど
ま
り
閣お
き
︑
以
て
恩
命
を
虚
し
う
せ
ず
﹂
と
朝
鮮
側
に
伝
達
し
た
︒
金
継
輝
の
入
京
記
録
は
明
側
の
実
録
記
事
に
は
み
え
(
)
な
い
が
︑
書
状
88
官
と
し
て
同
行
し
た
高
敬
命
が
当
時
の
様
子
を
詩
文
に
残
し
て
い
る
︒
高
敬
命
﹃
霽
峯
集
﹄
に
よ
れ
ば
︑
礼
部
に
上
書
し
て
﹁
願
わ
く
は
将
に
照
雪
し
て
吾
が
君
に
報
ぜ
ん
と
す
﹂
る
心
積
も
り
で
あ
(
)
っ
た
が
︑
降
勅
は
許
さ
れ
ず
︑
89
﹁
小
臣
奉
使
す
る
も
無
状
を
知
る
︒
書
記
非
才
に
し
て
掾
曹
を
愧
づ
﹂
と
そ
の
心
情
を
七
言
律
詩
に
書
き
留
(
)
め
る
︒
と
は
い
え
︑
金
継
輝
一
行
は
紫
禁
城
90
の
皇
極
殿
に
て
萬
暦
帝
よ
り
賜
衣
の
恩
恵
に
あ
ず
(
)
か
り
︑
ま
た
礼
部
の
咨
文
91
に
み
た
と
お
り
︑
北
京
の
史
館
で
は
す
で
に
李
成
桂
の
宗
系
改
正
に
関
す
る
作
業
を
終
え
て
い
た
︒
そ
の
う
え
︑
当
時
礼
部
尚
書
を
務
め
て
い
た
徐
学
謨
の
﹃
世
廟
識
餘
録
﹄
に
は
李
珥
の
奏
本
の
ほ
か
︑
高
敬
命
と
崔
岦
が
製
述
し
て
礼
部
尚
書
に
提
出
し
た
上
書
を
収
録
(
)
す
る
︒
た
と
え
萬
暦
帝
の
勅
書
を
得
92
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
は
い
え
︑
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
朝
中
間
の
外
交
交
渉
は
よ
う
や
く
解
決
の
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
︒
金
継
輝
は
翌
年
四
月
の
夕
講
の
際
に
突
然
体
調
を
く
ず
し
て
ま
も
な
く
死
去
(
)
し
た
が
︑
高
敬
93
命
・
崔
岦
と
も
ど
も
光
国
原
従
一
等
功
臣
と
な
る
︵
後
述
︶︒
三
名
と
も
正
功
臣
で
は
な
い
が
︑
宣
祖
一
四
年
の
奏
請
使
金
継
輝
以
下
︑
三
使
の
外
交
交
渉
は
朝
鮮
政
府
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
二
『萬
暦
会
典
﹄
の
頒
賜
１
︑
奏
請
使
黄
廷
彧
の
派
遣
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
︑
宣
祖
一
四
年
︵
一
五
八
一
︶
に
大
司
諫
李
珥
の
建
議
に
よ
り
金
継
輝
が
奏
請
使
と
し
て
北
京
に
赴
き
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
宗
系
改
正
作
業
は
す
で
に
終
え
た
と
の
礼
部
の
咨
文
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
︒
翌
一
五
年
に
は
聖
節
使
李
海
寿
が
﹁
専
対
之
人
﹂
と
評
価
さ
れ
て
赴
京
し
︑
あ
わ
せ
て
宗
系
改
正
を
奏
請
(
)
し
た
が
︑
そ
の
具
体
的
な
外
交
活
動
に
関
94
し
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
︒
そ
し
て
二
年
後
の
宣
祖
一
七
年
二
月
に
は
再
度
奏
請
使
を
明
に
派
遣
す
べ
し
と
の
建
議
が
あ
り
︑
忠
清
道
観
察
使
黄
廷
彧
が
奏
請
使
を
拝
命
す
る
︒
以
承
旨
黄
廷
彧
為
奏
請
使
︑
請
頒
附
會
典
成
書
︑
以
訖
恩
命
︑
時
有
献
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議
︑
請
続
遣
使
臣
奏
請
︑
廷
彧
應
選
︑
以
忠
清
監
司
還
朝
︑
上
面
諭
懇
至
︑
以
送
之
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
七
年
二
月
条
︶
今
回
の
奏
請
使
黄
廷
彧
一
行
の
派
遣
は
︑﹁
會
典
の
成
書
を
頒
附
し
︑
以
て
恩
命
に
訖いた
ら
ん
こ
と
を
請
う
﹂
と
こ
ろ
に
そ
の
目
的
が
あ
っ
た
︒
柳
成
龍
が
製
述
し
た
奏
請
文
の
冒
頭
に
は
﹁
會
典
の
新
書
を
頒
示
し
︑
以
て
恩
命
に
訖
ら
ん
こ
と
を
乞
う
﹂
と
(
)
あ
り
︑
お
そ
ら
く
黄
廷
彧
は
こ
の
奏
請
文
を
携
え
95
て
赴
京
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
ま
た
︑
実
録
記
事
に
は
﹁
上
︑
面
諭
す
る
こ
と
懇
至
に
し
て
︑
以
て
之
を
送
る
﹂
と
い
う
か
ら
︑
宣
祖
が
奏
請
使
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
か
っ
た
に
相
違
な
い
︒
奏
請
使
黄
廷
彧
以
下
︑
書
状
官
韓
應
寅
・
質
正
官
宋
象
賢
の
一
行
は
こ
の
年
五
月
に
漢
城
を
出
発
(
)
し
た
︒
し
か
96
し
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
事
業
が
完
了
す
る
の
は
三
年
後
の
萬
暦
一
五
年
︵
宣
祖
二
〇
︶
正
月
で
あ
り
︑
結
果
的
に
黄
廷
彧
は
重
修
版
﹃
大
明
会
典
﹄
を
獲
得
で
き
な
い
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
︒
と
は
い
え
︑
朝
鮮
政
府
は
奏
請
使
黄
廷
彧
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
を
高
く
評
価
し
た
︒
黄
廷
彧
が
北
京
よ
り
萬
暦
帝
の
勅
書
を
も
た
ら
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
黄
廷
彧
奉
皇
勅
回
自
京
師
︑
廷
彧
至
京
呈
奏
文
︑
例
下
該
部
︑
廷
彧
別
具
呈
文
于
礼
部
︑
頓
首
固
請
︑
礼
部
尚
書
見
其
文
辞
感
歎
称
善
︑
遂
覆
題
請
︑
先
謄
書
秘
典
所
載
︑
写
勅
付
還
︑
帝
従
之
︑
勅
書
略
曰
︑
先
該
︑
爾
以
乃
祖
諱
久
蒙
不
韙
︑
累
請
昭
雪
︑
已
許
新
修
會
典
内
詳
載
︑
而
纂
輯
有
緖
︑
尚
未
告
成
︑
茲
爾
復
申
前
請
︑
特
命
史
官
録
示
︑
今
拠
新
修
會
典
稿
内
載
称
云
云
︑
前
項
事
由
與
爾
原
奏
相
合
︑
候
書
完
進
覧
︑
頒
行
之
日
︑
差
官
齎
送
爾
国
先
諭
︑
爾
知
之
︑
上
大
悦
︑
告
廟
頒
赦
︑
解
御
錦
裘
賜
廷
彧
︑
進
階
嘉
善
︑
賜
奴
婢
・
土
田
︑
書
状
官
以
下
賞
賜
有
差
︑
廷
彧
俄
拝
刑
曹
参
判
︑
転
兵
曹
︑︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
七
年
八
月
条
︶
『宣
祖
修
正
実
録
﹄
は
黄
廷
彧
の
帰
国
を
八
月
条
に
か
け
る
が
︑
八
月
は
い
ま
だ
北
京
に
滞
在
中
で
あ
っ
て
︑
帰
国
し
た
の
は
一
一
月
で
あ
(
)
ろ
う
︒
北
97
京
に
到
着
し
た
奏
請
使
黄
廷
彧
一
行
は
朝
鮮
国
王
名
義
の
奏
文
に
加
え
︑
黄
廷
彧
が
別
途
に
製
述
し
た
呈
文
を
礼
部
に
提
出
し
︑
頓
首
し
て
外
交
交
渉
に
臨
ん
だ
︒
そ
の
文
章
能
力
に
感
嘆
し
た
礼
部
尚
書
于
慎
行
は
﹁
秘
典
﹂
つ
ま
り
重
修
版
﹃
大
明
会
典
﹄
に
記
録
さ
れ
た
朝
鮮
国
の
条
文
を
謄
写
し
︑
勅
書
と
あ
わ
せ
て
持
ち
帰
ら
せ
る
よ
う
上
奏
し
た
と
こ
ろ
︑
萬
暦
帝
の
裁
可
を
得
た
と
(
)
い
う
︒
萬
暦
帝
の
勅
書
に
よ
れ
ば
︑
今
回
の
奏
請
使
の
要
請
に
よ
り
特
98
別
に
史
官
に
命
じ
て
﹃
大
明
会
典
﹄
の
原
稿
を
調
査
し
た
結
果
︑
当
該
箇
所
は
従
前
の
奏
請
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
︒
勅
書
の
末
尾
に
は
﹁
書
完
う
し
て
進
覧
す
る
を
候
て
︒
頒
行
の
日
︑
官
を
差
わ
し
爾
が
国
に
齎
送
し
て
先
に
諭
す
︒
爾
︑
之
を
知
れ
﹂
と
あ
り
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
完
成
後
に
は
ま
ず
朝
鮮
国
に
使
者
を
派
遣
し
て
頒
布
す
る
と
明
言
し
て
い
る
︒
宣
祖
は
萬
暦
帝
の
勅
書
を
喜
び
︑
前
例
ど
お
り
こ
の
慶
事
を
宗
廟
に
報
告
し
て
恩
赦
令
を
下
し
た
︒
そ
の
教
書
を
製
述
し
た
の
は
江
原
道
寧
越
郡
守
︵
従
四
品
︶
金
戒
で
(
)
あ
る
︒
宣
祖
は
着
て
い
た
錦
の
皮
衣
を
そ
の
場
で
脱
い
で
黄
廷
99
彧
に
与
え
る
ほ
ど
の
喜
び
よ
う
で
︑
黄
廷
彧
の
位
階
は
嘉
善
大
夫
︵
従
二
品
︶
に
昇
格
し
︑
奴
婢
と
土
田
を
賜
っ
た
︒
正
使
と
し
て
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
黄
廷
彧
ば
か
り
で
な
く
︑
書
状
官
の
韓
應
寅
以
下
︑
通
訳
を
務
め
た
上
通
事
洪
純
彦
に
も
褒
賞
が
あ
っ
た
︒
洪
純
彦
が
通
事
を
担
当
し
た
の
は
宣
祖
七
年
に
つ
づ
い
て
二
度
目
で
あ
り
︑
今
回
の
外
交
交
渉
の
成
果
も
お
そ
ら
く
実
務
官
に
よ
る
水
面
下
の
交
渉
に
負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
奏
請
使
黄
廷
彧
一
行
の
北
京
滞
在
中
の
動
向
は
︑﹃
明
実
録
﹄
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
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鮮
国
王
李
昖
請
賜
會
典
成
書
︑
為
其
先
康
献
王
李
旦
洗
冤
︑
礼
部
以
梓
未
竣
工
︑
請
先
降
勅
昭
示
︑
以
慰
遠
人
︑
従
之
︑︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
五
二
︑
萬
暦
一
二
年
八
月
丁
巳
︹
一
四
日
︺
条
︶
宣
祖
が
太
祖
康
献
王
李
旦
︵
李
成
桂
︶
の
冤
罪
を
す
す
ぐ
べ
く
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
賜
を
要
請
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
︒﹁
朝
鮮
国
陪
臣
黄
廷
彧
﹂
と
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
こ
の
と
き
対
明
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
の
は
黄
廷
彧
で
(
)
あ
る
︒
こ
れ
に
対
し
て
礼
部
は
︑﹃
大
明
会
典
﹄
は
い
ま
だ
印
刷
100
を
終
え
て
い
な
い
ゆ
え
︑
萬
暦
帝
に
﹁
先
に
勅
を
降
し
て
昭
示
し
︑
以
て
遠
人
を
慰
め
ん
こ
と
を
請
う
﹂
て
裁
可
を
得
た
︑
と
簡
潔
に
記
す
︒
宣
勅
︵
降
勅
︶
の
際
に
は
紫
禁
城
の
皇
極
門
︵
前
朝
の
大
門
︶
内
に
彩
色
を
施
し
た
拝
礼
用
の
席
が
設
け
ら
れ
︑
陪
臣
黄
廷
彧
の
一
行
は
異
例
の
厚
遇
に
あ
ず
か
っ
た
と
(
)
い
う
︒
記
録
自
体
は
簡
略
な
が
ら
︑
萬
暦
年
間
の
﹃
明
実
録
﹄
が
宗
系
101
弁
誣
問
題
を
取
り
あ
げ
た
の
は
萬
暦
三
年
︵
宣
祖
八
︶
に
派
遣
し
た
謝
恩
使
洪
聖
民
に
つ
づ
い
て
二
度
目
で
あ
る
︒
奏
請
使
黄
廷
彧
の
外
交
交
渉
に
よ
り
︑
秘
蔵
と
な
っ
て
い
た
﹃
大
明
会
典
﹄
の
改
正
部
分
が
確
認
さ
れ
︑
朝
鮮
政
府
は
前
例
に
し
た
が
っ
て
謝
恩
使
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
宣
祖
一
八
年
四
月
に
帰
国
し
た
謝
恩
使
李
友
直
は
︑
李
成
桂
の
宗
系
を
正
し
た
﹃
大
明
会
典
﹄
の
写
本
一
冊
と
北
京
滞
在
中
の
﹁
聞
見
小
録
﹂
を
献
上
し
︑
宣
祖
は
こ
れ
を
承
文
院
に
保
管
さ
せ
て
(
)
い
る
︒
つ
い
で
一
〇
月
に
は
宗
系
改
正
を
記
念
し
て
別
試
が
実
施
さ
(
)
れ
た
︒
102
103
こ
う
し
て
朝
鮮
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
完
成
と
そ
の
頒
賜
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
た
︒
２
︑
玉
河
館
の
失
火
と
陳
謝
使
裴
三
益
の
派
遣
と
こ
ろ
が
北
京
で
不
測
の
事
態
が
生
じ
た
︒
宣
祖
一
九
年
一
〇
月
︑
北
京
滞
在
中
の
聖
節
使
尹
自
新
が
玉
河
館
で
部
屋
の
オ
ン
ド
ル
を
修
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
失
火
し
︑
一
一
間
を
延
焼
さ
せ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
の
で
あ
る
︒
さ
ら
に
冬
至
使
成
寿
益
が
皇
帝
へ
献
上
す
る
方
物
の
盗
難
事
件
ま
で
発
覚
(
)
し
た
︒
そ
こ
で
宣
祖
は
大
臣
と
協
議
の
う
え
︑
聖
節
使
が
玉
河
館
で
引
き
104
起
こ
し
た
失
火
︑
な
ら
び
に
冬
至
使
の
方
物
盗
難
を
謝
罪
す
べ
く
陳
謝
使
の
派
遣
を
決
定
(
)
し
た
︒
萬
暦
帝
よ
り
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
賜
を
待
つ
宣
祖
に
105
と
っ
て
︑﹁
上
国
二
百
年
の
館
舎
︑
下
邦
の
使
臣
自
ら
慎
検
せ
ざ
る
を
以
て
︑
一
朝
に
し
て
焚
燬
せ
り
﹂
と
の
失
態
は
予
想
外
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
陳
謝
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は
成
均
館
大
司
成
裴
三
益
で
あ
り
︑
遺
稿
集
の
﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
に
よ
れ
ば
翌
年
三
月
中
旬
に
吏
曹
参
判
を
﹁
兼
帯
﹂
し
て
漢
城
を
出
発
(
)
し
た
︒﹁
兼
帯
﹂
が
赴
京
に
際
し
て
臨
時
に
授
け
ら
れ
た
106
﹁
(
)
仮
銜
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
︒
成
均
館
の
官
員
が
外
107
交
使
節
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
事
例
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
(
)
る
︒
幸
い
に
も
裴
三
益
は
当
時
の
北
京
紀
行
と
し
て
﹁
朝
天
録
﹂
を
残
し
て
108お
り
︑﹃
宣
祖
実
録
﹄
と
﹃
明
実
録
﹄
の
不
備
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
(
)
な
る
︒
109
裴
三
益
は
公
式
に
は
陳
謝
使
で
あ
っ
た
が
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
と
し
て
の
任
務
も
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
以
下
の
史
料
か
ら
判
明
す
る
︒
帯
吏
曹
参
判
銜
︑
辞
朝
︹
時
以
宗
系
受
誣
︑
累
請
改
正
︑
得
蒙
廩
正
之
命
︑
而
時
未
頒
降
︑
是
行
以
陳
謝
為
重
︑
不
敢
挿
入
於
陳
奏
文
字
︑
上
命
使
只
探
會
典
頒
降
日
期
︑
賜
酒
闕
庭
︺︑
査
対
於
慕
華
館
︑
宿
碧
蹄
駅
︑︵
後
略
︶︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
五
︑
附
録
︑
年
譜
︑
皇
明
神
宗
萬
暦
一
五
年
丁
亥
︹
先
生
五
四
歳
︺
三
月
一
三
日
壬
寅
条
︶
裴
三
益
の
使
行
目
的
は
玉
河
館
の
失
火
と
献
上
品
の
盗
難
を
謝
罪
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
︑
宣
祖
は
あ
わ
せ
て
﹃
大
明
会
典
﹄
の
頒
降
時
期
を
探
る
よ
う
命
じ
て
い
た
︒﹁
是
の
行
︑
陳
謝
を
以
て
重
き
と
為
す
も
︑
敢
え
て
陳
奏
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉75
の
文
字
を
挿
入
せ
ず
﹂
と
も
な
れ
ば
︑
使
行
の
真
の
目
的
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
情
報
収
集
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
︒
こ
の
日
は
王
宮
の
闕
庭
に
て
酒
宴
を
賜
っ
た
あ
と
︑
慕
華
館
で
は
外
交
文
書
の
検
査
︵
査
対
︶
が
行
わ
れ
︑
夕
刻
に
裴
三
益
一
行
は
京
畿
高
陽
の
碧
(
)
蹄
駅
に
宿
泊
し
た
︒
実
の
と
こ
110
ろ
︑
裴
三
益
は
﹁
平
日
︑
聖
賢
の
書
を
読
み
︑
粗
ぼ
難
き
に
臨
み
て
避
け
ざ
る
の
義
を
知
れ
ど
も
︑
萬
里
の
専
対
を
顧
み
る
に
其
の
才
に
非
ざ
る
な
り
﹂
と
﹁
朝
天
録
﹂
に
(
)
残
す
よ
う
に
︑
内
心
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
と
み
え
る
︒
111
朝
鮮
使
節
に
求
め
ら
れ
る
﹁
専
対
之
才
﹂
に
加
え
︑
今
回
の
北
京
紀
行
が
二
種
の
任
務
を
帯
び
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
約
三
ヶ
月
後
の
六
月
五
日
に
︑
裴
三
益
一
行
三
五
名
は
北
京
の
玉
河
館
西
照
に
到
着
し
た
︒
東
照
︵
東
棟
︶
が
朝
鮮
使
節
の
失
火
に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
︑
臨
時
宿
泊
施
設
と
な
っ
た
西
照
は
火
気
厳
禁
で
あ
(
)
っ
た
︒
そ
の
後
︑
一
112
行
は
紫
禁
城
の
正
門
で
あ
る
午
門
外
に
て
五
拝
三
叩
頭
の
礼
を
行
い
︑
礼
部
と
朝
貢
使
節
の
接
待
を
担
当
す
る
光
禄
寺
で
は
下
程
︵
日
用
必
需
品
︶
の
支
給
と
賜
宴
に
あ
ず
(
)
か
る
︒
陳
謝
使
裴
三
益
の
一
行
が
玉
河
館
の
失
火
と
方
物
113
の
盗
難
を
陳
情
謝
罪
す
る
と
︑
萬
暦
帝
は
そ
の
忠
誠
心
を
喜
ん
だ
と
(
)
い
う
︒
114
こ
れ
に
よ
り
陳
謝
使
と
し
て
の
本
来
の
使
命
は
達
せ
ら
れ
た
︒
裴
三
益
に
課
さ
れ
た
残
る
使
命
は
﹃
大
明
会
典
﹄
頒
降
時
期
の
情
報
収
集
で
あ
る
︒
漢
城
を
離
れ
る
際
に
裴
三
益
に
は
︑﹁
上
︑
使
に
命
じ
て
只
だ
會
典
頒
降
の
日
期
を
探
ら
し
む
﹂
と
下
命
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
︒
む
し
ろ
︑
こ
の
使
命
が
本
題
で
あ
っ
た
︒
下
馬
宴
が
催
さ
れ
た
六
月
一
五
日
︑
裴
三
益
は
会
同
館
に
て
礼
部
左
侍
郎
を
前
に
﹁
跪
き
て
呈
す
る
に
︑
先
ず
會
典
内
の
本
国
項
下
に
改
纂
せ
る
文
字
等
の
巻
文
を
印
せ
ん
こ
と
を
乞
(
)
う
﹂
た
も
の
の
音
沙
汰
は
な
く
︑
一
〇
日
後
に
よ
う
や
く
届
い
た
礼
部
の
回
115
答
は
こ
の
案
件
に
関
し
て
﹁
書
成
り
刊
布
の
日
を
候
ち
︑
題
請
し
て
施
行
す
﹂
と
(
)
い
う
︒
そ
の
た
め
裴
三
益
は
す
ぐ
さ
ま
再
度
礼
部
に
呈
文
を
提
出
し
116
(
)
た
︒
陳
謝
使
一
行
は
七
月
三
日
に
皇
極
門
に
て
賞
賜
を
受
け
︑
六
日
に
上
馬
117宴
を
終
(
)
え
る
と
︑
翌
日
の
七
日
に
は
皇
極
門
に
て
勅
書
を
受
け
取
る
こ
と
が
118
か
な
っ
た
︒
当
日
の
﹁
朝
天
録
﹂
を
み
て
み
よ
う
︒
晴
︑
一
行
詣
闕
︑
謝
恩
受
勅
︑
勅
曰
︑
皇
帝
勅
諭
朝
鮮
国
王
李
︹
諱
︺︑
先
該
︑
爾
以
乃
祖
諱
久
蒙
不
韙
︑
屢
請
昭
雪
︑
已
許
于
新
修
會
典
内
詳
載
︑
纂
輯
有
緖
︑
尚
未
告
成
︑
茲
爾
復
申
前
請
︑
特
命
史
官
録
示
︑
今
拠
新
修
會
典
藁
内
載
称
︑
李
︹
太
祖
旧
諱
︺
系
出
本
国
全
州
︑
遠
祖
翰
仕
新
羅
為
司
空
︑
六
代
孫
兢
休
入
高
麗
︑
十
三
代
孫
︹
穆
祖
諱
︺
生
︹
翼
祖
諱
︺︑
生
︹
度
祖
諱
︺︑
生
︹
桓
祖
諱
︺︑
是
為
︹
旧
諱
︺
之
父
︑
李
仁
任
者
︑
京
山
府
吏
長
庚
裔
也
︑
始
王
氏
恭
愍
王
顓
無
子
︑
養
寵
臣
辛
蚊
子
禑
為
子
︑
恭
愍
王
為
嬖
臣
洪
倫
等
所
弑
︑
李
仁
任
當
国
誅
倫
等
立
禑
︑
禑
嗣
位
十
六
年
︑
遣
将
入
犯
遼
東
︑︹
旧
諱
︺
為
副
将
在
遣
中
︑
至
鴨
緑
江
︑
與
諸
将
合
謀
回
兵
︑
禑
懼
伝
位
其
子
昌
︑
時
恭
愍
妣
安
氏
以
国
人
黜
昌
︑
立
王
氏
孫
定
昌
君
瑤
︑
誅
禑
・
昌
︑
逐
仁
任
︑
巳
而
瑤
妄
殺
戮
︑
国
人
不
附
︑
共
推
︹
旧
諱
︺
署
国
事
︑
表
聞
高
皇
帝
︑
命
為
国
王
︑
遂
更
名
旦
︑
貶
瑤
別
邸
︑
終
其
身
︑
前
項
事
由
︑
與
爾
原
奏
相
合
︑
候
書
完
進
覧
︑
頒
行
之
日
︑
差
官
齎
送
爾
国
先
諭
︑
爾
知
之
︑
爾
宜
益
戴
国
恩
︑
茂
揚
先
徳
︑
恪
守
屏
藩
之
義
︑
永
垂
忠
孝
之
聲
︑
欽
哉
欽
哉
︑
故
諭
︑
百
年
受
誣
︑
一
朝
昭
雪
︑
皇
勅
丁
寧
︑
明
見
萬
里
之
外
︑
感
激
皇
恩
︑
隕
越
無
地
︑︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
七
月
甲
午
︹
七
日
︺
条
︶
や
や
長
文
の
記
録
を
提
示
し
た
の
は
︑
勅
書
中
の
実
線
部
が
﹃
萬
暦
会
典
﹄
朝
貢
条
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
附
録
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
︵︻
表
１
︼
参
照
︶︒
萬
暦
帝
の
勅
書
に
引
用
さ
れ
た
李
成
桂
の
宗
系
と
朝
鮮
建
国
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 76
始
末
は
︑
刊
行
を
直
前
に
ひ
か
え
た
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
当
該
箇
所
で
あ
っ
た
と
判
断
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
︒﹃
萬
暦
会
典
﹄
は
ま
さ
に
こ
の
年
萬
暦
一
五
年
正
月
に
完
成
し
︑
六
月
に
は
礼
部
に
刊
刻
の
う
え
天
下
に
頒
布
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
(
)
い
た
︒
ま
た
勅
書
中
の
点
線
部
は
︑
三
年
前
の
宣
祖
一
七
119
年
に
奏
請
使
黄
廷
彧
が
も
た
ら
し
た
勅
書
の
内
容
と
ほ
ぼ
一
致
し
︑
定
型
句
の
ご
と
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
︒
こ
の
勅
書
を
得
て
裴
三
益
一
行
が
玉
河
館
を
出
発
し
た
の
は
七
月
一
二
日
で
(
)
あ
る
︒
そ
の
間
︑
裴
三
益
が
北
京
滞
在
中
120
に
国
子
監
と
天
壇
を
参
観
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
(
)
な
い
︒
121
陳
謝
使
裴
三
益
に
よ
る
外
交
交
渉
の
顛
末
は
︑
一
ヶ
月
後
の
宣
祖
二
〇
年
八
月
に
朝
鮮
政
府
に
連
絡
が
入
っ
た
︒
謝マ
恩マ
使
裴
三
益
馳
啓
曰
︑
以
前
日
使
臣
遺
失
方
物
・
失
火
館
宇
︑
別
遣
陳
謝
也
︑
礼
部
題
請
︑
朝
鮮
国
王
具
奏
請
陳
謝
︑
忠
慎
可
嘉
︑
写
勅
奨
論
賞
︑
大
紅
紵
絲
蟒
衣
・
彩ママ
段
四
表
裏
︑
臣
等
齎
奉
以
去
︑
且
會
典
已
畢
修
︑
総
裁
官
以
下
論
賞
有
差
︑
臣
謄
書
正
稿
以
来
︑
且
呈
文
礼
部
︑
請
先
刊
完
持
去
︑
則
批
云
︑
案
︑
候
書
成
刊
布
之
日
︑
題
請
施
行
云
云
︑
備
忘
記
曰
︑︵
中
略
︶
今
日
之
事
︑
実
由
朝
廷
諸
賢
盡
忠
周
旋
︑
有
以
致
之
︑
尤
有
感
於
斯
也
︑
至
於
會
典
已
准
︑
頒
降
有
日
︑
此
則
国
命
再
造
︑
将
有
辞
於
祖
宗
矣
︑
此
意
政
院
知
悉
︑︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
一
︑
二
〇
年
八
月
丁
卯
︹
一
〇
日
︺
条
︶
す
で
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
は
終
了
し
て
総
裁
官
以
下
の
編
修
官
員
が
論
賞
さ
れ
た
︑
と
裴
三
益
は
使
者
を
派
遣
し
て
朝
鮮
に
馳
せ
報
じ
た
︒
実
際
に
こ
の
年
二
月
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
総
裁
・
纂
修
官
が
礼
部
に
て
宴
を
賜
り
︑
総
裁
を
務
め
た
内
閣
大
学
士
申
時
行
・
許
国
・
王
錫
爵
の
三
名
は
恩
典
の
辞
退
を
申
し
入
れ
た
が
︑
萬
暦
帝
は
許
可
し
て
い
(
)
な
い
︒
裴
三
益
は
そ
122
の
原
稿
を
謄
写
し
︑
ま
た
礼
部
に
刊
本
を
持
ち
帰
り
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
︑
礼
部
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
正
式
に
頒
布
さ
れ
る
日
ま
で
待
つ
よ
う
回
答
し
た
と
い
う
︒
こ
の
礼
部
の
回
答
は
す
で
に
裴
三
益
の
﹁
朝
天
録
﹂
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
︒
ま
も
な
く
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
頒
降
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
吉
報
に
接
し
た
宣
祖
は
︑
明
政
府
諸
賢
の
周
旋
に
感
謝
し
︑
こ
れ
を
﹁
国
命
の
再
造
﹂
と
し
て
祖
宗
に
報
告
す
べ
き
こ
と
を
承
政
院
に
周
知
さ
(
)
せ
た
︒
壬
123
辰
倭
乱
を
契
機
に
高
ま
る
﹁
再
造
(
)
の
恩
﹂
は
︑
そ
の
前
段
階
と
し
て
宗
系
弁
124
誣
問
題
の
解
決
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
朝
鮮
王
朝
を
開
創
し
た
太
祖
李
成
桂
の
嫌
疑
が
晴
れ
た
こ
と
は
︑
宣
祖
に
と
っ
て
王
朝
国
家
の
再
興
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
︒
一
方
︑
北
京
か
ら
陸
路
で
朝
鮮
に
戻
る
裴
三
益
は
九
月
一
日
に
国
境
の
鴨
緑
江
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
謄
写
本
一
冊
と
礼
部
の
移
咨
一
通
を
得
た
と
朝
鮮
政
府
に
連
絡
(
)
し
た
︒
つ
い
で
九
月
一
二
日
に
京
畿
楊
州
125
の
迎
曙
駅
に
宿
泊
す
る
と
︑
宣
祖
よ
り
御
札
︵
国
王
の
親
書
︶
が
降
さ
れ
て
い
た
︒
宣
祖
は
萬
暦
帝
の
勅
書
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
原
稿
を
得
て
帰
国
し
た
裴
三
益
に
内
廐
馬
︵
国
王
専
用
馬
︶
を
下
賜
し
︑
書
状
官
元
士
安
に
も
児
馬
︵
小
馬
︶
を
賜
る
と
(
)
い
う
︒
元
士
安
は
宣
祖
七
年
九
月
に
実
施
さ
れ
た
宗
系
126
改
正
︵
李
後
白
に
よ
る
交
渉
︶
を
祝
う
別
試
に
丙
科
で
及
第
し
た
新
進
官
僚
で
(
)
あ
り
︑
奇
遇
と
い
う
ほ
か
な
い
︒
そ
の
翌
日
︑
漢
城
郊
外
の
慕
華
館
に
て
127
迎
勅
の
儀
が
親
し
く
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
聞
き
知
る
や
︑
裴
三
益
は
漢
城
へ
と
馳
せ
て
復
命
報
告
(
)
し
た
︒
陳
謝
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
裴
三
益
128
で
あ
っ
た
が
︑
本
来
の
任
務
に
加
え
︑
李
成
桂
の
宗
系
を
詳
述
し
た
萬
暦
帝
の
勅
書
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
写
本
を
朝
鮮
国
王
の
も
と
に
も
た
ら
し
た
功
績
は
大
き
い
︒
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉77
３
︑
『萬
暦
会
典
﹄
の
完
成
と
そ
の
頒
賜
『萬
暦
会
典
﹄
完
成
と
の
情
報
を
入
手
し
た
宣
祖
は
さ
っ
そ
く
そ
の
頒
賜
を
要
請
す
べ
く
︑
謝
恩
使
兪
泓
・
書
状
官
尹
暹
の
一
行
を
北
京
に
向
け
て
出
発
さ
(
)
せ
た
︒
兪
泓
一
行
を
派
遣
し
た
の
は
宣
祖
二
〇
年
一
〇
月
で
あ
り
︑
裴
129
三
益
の
馳
啓
よ
り
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
で
あ
る
︒
好
機
を
逸
し
ま
い
と
す
る
朝
鮮
政
府
の
迅
速
な
判
断
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
宣
祖
は
﹁
今
聞
く
な
ら
く
︑
此
の
書
将
に
成
ら
ん
と
す
と
︒
若
し
頒
降
を
蒙
り
て
明
ら
か
に
昭
雪
の
実
を
知
ら
ば
︑
則
ち
予
死
す
と
も
何
ぞ
恨
ま
ん
︒
爾
等
︑
之
に
勉
め
よ
﹂︑
と
命
じ
て
謝
恩
使
兪
泓
一
行
を
送
り
出
し
た
と
(
)
い
う
︒﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
130
は
謝
恩
使
兪
泓
一
行
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
を
以
下
の
ご
と
く
整
理
す
る
︒
謝
恩
使
兪
泓
還
自
京
師
︑
得
頒
賜
會
典
成
書
︑
並
捧
勅
来
宣
︑
泓
至
燕
京
呈
文
礼
部
︑
乞
得
會
典
成
書
︑
礼
部
以
未
経
睿
覧
難
之
︑
泓
與
一
行
員
役
等
詣
請
懇
迫
︑
至
叩
頭
出
血
︑
涕
泣
固
請
︑
尚
書
沈
鯉
為
之
感
動
︑
具
本
題
請
︑
天
子
可
之
︑
特
賜
本
国
付
巻
︑
又
降
勅
宣
諭
︑
書
云
︑
陪
臣
至
誠
懇
請
︑
茲
特
径
賜
云
︑
泓
出
関
時
︑
主
事
馬
維
銘
以
詩
賀
之
︑
上
迎
勅
于
郊
外
︑
告
廟
大
赦
︑
御
殿
受
賀
︑
教
書
曰
︑︵
後
略
︶
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
二
月
条
︶
兪
泓
は
北
京
に
到
着
す
る
や
︑
礼
部
に
呈
文
し
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
頒
賜
を
請
う
た
が
︑
い
ま
だ
萬
暦
帝
の
睿
覧
︵
御
覧
︶
を
経
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
礼
部
は
難
色
を
示
し
た
︒
そ
こ
で
兪
泓
は
随
行
員
と
と
も
に
出
血
す
る
ほ
ど
叩
頭
し
︑
涙
を
流
し
て
懇
請
し
た
と
こ
ろ
︑
そ
の
熱
意
に
感
動
し
た
礼
部
尚
書
沈
鯉
は
萬
暦
帝
に
上
奏
す
る
に
い
(
)
た
る
︒
萬
暦
帝
も
こ
れ
を
許
可
131
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
二
二
三
巻
の
う
ち
朝
貢
条
の
筆
頭
に
﹁
朝
鮮
国
﹂
を
収
録
す
る
一
冊
を
特
別
に
下
賜
し
︑
あ
わ
せ
て
勅
書
を
降
し
た
︒
そ
の
勅
書
に
は
﹁
陪
臣
至
誠
も
て
懇
請
す
る
に
︑
茲
に
特
に
径
ち
に
賜
う
﹂
と
み
え
︑
陪
臣
兪
泓
は
謝
恩
使
と
し
て
の
任
務
を
越
え
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
︒
兪
泓
﹃
松
塘
集
﹄
は
﹁
新
修
典
を
得
ん
と
欲
し
︑
聊
か
礼
部
に
文
を
呈
す
﹂
に
始
ま
る
五
言
律
詩
と
︑﹁
後
世
︑
戊
子
年
︵
＝
宣
祖
二
一
︶
を
忘
れ
難
し
﹂
と
む
す
ぶ
七
言
律
詩
を
収
録
し
て
お
り
︑
当
時
の
感
慨
を
伝
(
)
え
る
︒
宣
祖
は
萬
暦
帝
の
勅
書
を
慕
華
館
に
て
迎
え
入
れ
︑
宗
廟
に
報
132
告
し
て
恩
赦
令
を
下
し
た
︒
つ
い
で
王
宮
の
正
殿
に
て
文
武
百
官
の
賀
礼
を
受
け
︑
教
書
を
下
す
こ
と
と
(
)
な
る
︒
133
公
正
を
期
す
べ
く
︑
明
側
の
実
録
記
事
を
み
て
み
よ
う
︒
朝
鮮
使
臣
兪
泓
請
給
皇
朝
新
纂
會
典
以
終
兪ママ
命
︑
時
泓
以
齎
捧
至
︑
値
會
典
初
成
︑
而
先
此
朝
鮮
有
昭
雪
国
疑
一
事
︑
許
為
改
正
︑
載
在
會
典
︑
故
君
臣
懇
求
︑
以
慰
其
父
祖
之
霊
也
︑
詔
許
之
︑︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
九
五
︑
萬
暦
一
六
年
二
月
丙
寅
︹
一
三
日
︺
条
︶
先
に
提
示
し
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
は
兪
泓
の
帰
国
を
二
月
条
に
か
け
る
が
︑
兪
泓
は
こ
の
年
二
月
に
は
北
京
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
︒
冒
頭
に
﹁
朝
鮮
使
臣
兪
泓
︑
皇
朝
新
纂
の
會
典
を
給
わ
り
以
て
前
命
を
終
え
ん
こ
と
を
請
う
﹂
と
み
(
)
え
る
ご
と
く
︑
朝
鮮
使
節
に
と
っ
て
宗
系
改
正
は
か
ね
て
よ
り
の
134
﹁
前
命
﹂
で
あ
っ
た
︒
謝
恩
使
兪
泓
は
お
り
よ
く
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
完
成
直
後
に
入
京
し
︑
そ
の
頒
賜
を
﹁
懇
求
﹂
し
て
許
さ
れ
た
と
い
う
︒﹃
明
実
録
﹄
に
兪
泓
が
随
行
員
と
と
も
に
﹁
叩
頭
し
て
出
血
す
る
に
至
り
︑
涕
泣
し
て
固
く
請
う
﹂︵
前
掲
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄︶︑
あ
る
い
は
﹁
泣
血
し
て
跪
き
︑
之
を
請
う
﹂︵
後
掲
﹃
宣
祖
実
録
﹄︶
と
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
︑
礼
部
尚
書
の
心
を
動
か
す
﹁
懇
求
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
よ
う
︒
翌
日
︑
北
京
で
は
礼
部
尚
書
主
宰
の
饗
宴
︑
つ
ま
り
餞
別
の
上
馬
宴
が
設
け
ら
(
)
れ
た
︒
135
謝
恩
使
兪
泓
は
帰
国
に
先
立
っ
て
三
月
下
旬
に
書
状
官
尹
暹
を
送
り
︑
外
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 78
交
交
渉
の
結
果
を
朝
鮮
政
府
に
報
告
す
る
と
︑
数
百
年
の
無
念
を
晴
ら
し
た
宣
祖
は
﹁
鰈
域
︵
＝
朝
鮮
の
異
称
︶
を
環
る
数
千
里
の
場
︑
始
め
て
人
類
と
為
る
を
得
︑
彝
倫
の
叙はじ
ま
る
攸
と
こ
ろ
に
東
韓
は
再
造
す
﹂
と
喜
(
)
ん
だ
︒
外
交
文
書
136
の
作
成
を
掌
る
承
文
院
に
と
っ
て
も
萬
暦
帝
の
勅
諭
は
も
ち
ろ
ん
︑
重
修
本
﹃
大
明
会
典
﹄
は
ま
さ
に
﹁
宝
典
﹂
で
あ
(
)
っ
た
︒
宣
祖
は
す
ぐ
さ
ま
謝
恩
使
137
の
人
選
に
入
り
︑
正
使
は
承
文
院
都
提
調
を
兼
任
し
て
い
た
右
議
政
柳
霞
︑
副
使
に
は
崔
滉
が
決
定
(
)
し
た
︒
そ
し
て
こ
の
年
五
月
二
日
に
は
つ
い
に
﹃
萬
138
暦
会
典
﹄
一
冊
と
勅
書
が
朝
鮮
に
届
い
た
︒
当
日
の
﹃
宣
祖
実
録
﹄
に
は
謝
恩
使
兪
泓
一
行
の
外
交
活
動
に
加
え
︑
帰
国
後
の
彼
ら
に
対
す
る
恩
賞
が
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
上
出
慕
華
館
迎
勅
︑
以
権
停
礼
受
賀
︑
謝
恩
使
兪
泓
超
資
︑
賜
田
三
十
結
・
奴
婢
并
五
口
・
家
舎
價
正
木
三
十
同
︑
書
状
官
尹
暹
陞
職
︑
賜
田
二
十
結
・
奴
婢
并
三
口
・
家
舎
價
正
木
二
十
同
︑
通
事
呉
淳
・
漢
吏
学
官
李
鵬
祥
加
資
︑
賜
田
十
結
・
家
舎
價
正
木
十
同
︑
命
頒
赦
︑
時
兪
泓
充
謝
恩
使
赴
京
︑
皇
帝
賜
蟒
龍
衣
故
也
︑
上
以
皇
朝
會
典
将
成
︑
命
泓
力
請
齎
来
︑
泓
前
進
礼
部
︑
呈
文
陳
乞
︑
礼
部
以
為
未
経
御
覧
︑
難
於
先
賜
︑
泓
率
一
行
人
︑
泣
血
跪
請
之
︑
尚
書
沈
鯉
感
其
誠
︑
即
具
題
本
︑
奏
請
順
付
︑
蒙
天
子
準ママ
可
︑
特
賜
本
国
付
巻
︑
又
降
勅
書
︑
泓
齎
出
山
海
関
︑
兵
部
主
事
馬
維
銘
作
詩
賀
之
︑︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
五
月
甲
申
︹
二
日
︺
条
︶
宣
祖
が
慕
華
館
に
て
萬
暦
帝
の
勅
書
を
迎
え
︑
文
武
百
官
の
賀
礼
を
受
け
た
と
こ
ろ
は
︑
先
の
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
に
も
み
た
と
お
り
で
あ
る
︒
宗
系
改
正
の
勅
書
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
を
朝
鮮
に
将
来
し
た
功
績
に
よ
り
︑
謝
恩
使
兪
泓
と
書
状
官
尹
暹
に
は
奴
婢
・
土
田
お
よ
び
家
舎
価
正
木
︵
家
屋
購
入
費
と
し
て
の
綿
布
︶
が
賜
給
さ
れ
︑
通
事
呉
淳
と
漢
吏
学
官
李
鵬
祥
も
土
田
と
正
木
を
賜
っ
た
︒
と
り
わ
け
正
使
と
し
て
外
交
交
渉
に
臨
ん
だ
兪
泓
は
従
一
品
の
崇
禄
大
夫
に
特
別
昇
進
し
て
判
中
枢
府
事
︵
の
ち
議
政
府
左
賛
成
︶
に
任
じ
ら
れ
︑
随
行
し
た
長
男
の
兪
大
述
も
官
職
の
昇
進
と
い
う
恩
恵
に
あ
ず
(
)
か
る
︒
ま
た
︑
承
文
院
の
都
提
調
を
は
じ
め
提
調
・
副
提
調
も
そ
れ
139
ぞ
れ
馬
匹
を
賜
り
︑
官
職
の
除
授
は
そ
の
娘
婿
と
親
族
に
ま
で
お
よ
ん
(
)
だ
︒
140
こ
う
し
た
現
象
は
後
日
︑
八
〇
〇
名
を
越
え
る
光
国
原
従
功
臣
の
録
勲
に
も
波
及
す
る
︒
つ
づ
い
て
五
月
七
日
に
宣
祖
は
宗
系
改
正
を
莫
大
の
慶
事
と
し
て
宗
廟
に
報
告
し
︑
社
稷
壇
と
永
寧
殿
に
官
員
を
派
遣
し
て
祭
礼
を
執
り
行
わ
せ
た
う
え
︑
百
官
に
加
資
す
る
こ
と
も
決
定
(
)
し
た
︒
王
朝
儀
礼
の
典
範
た
141
る
﹃
国
朝
五
礼
儀
﹄︵
成
宗
五
年
︑
一
四
七
四
︶
に
よ
れ
ば
︑
社
稷
祭
摂
事
と
永
寧
殿
祭
の
献
官
は
正
一
品
で
(
)
あ
り
︑
お
そ
ら
く
政
府
高
官
が
国
王
の
代
142
理
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
五
土
五
穀
の
神
々
を
ま
つ
る
社
稷
壇
は
朝
鮮
全
土
の
象
徴
で
あ
り
︑
宗
廟
に
隣
接
す
る
永
寧
殿
に
は
李
成
桂
の
四
代
祖
で
あ
る
穆
祖
・
翼
祖
・
度
祖
・
桓
祖
の
霊
が
眠
る
︒
こ
の
日
は
宣
祖
の
意
向
に
よ
り
功
臣
の
録
勲
に
関
す
る
論
議
も
浮
上
し
た
が
︑
功
臣
の
勲
功
記
録
は
重
大
事
ゆ
え
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
頒
布
後
に
あ
ら
た
め
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
そ
し
て
五
月
二
〇
日
に
は
右
議
政
柳
霞
を
筆
頭
に
︑
副
使
崔
滉
・
書
状
官
黄
佑
漢
の
三
使
で
構
成
さ
れ
る
謝
恩
使
の
一
行
六
〇
名
が
明
に
派
遣
さ
(
)
れ
た
︒
謝
恩
表
を
製
述
し
た
の
は
吏
曹
判
書
李
山
海
で
あ
る
︵
後
述
︶︒
そ
143
の
翌
日
に
は
左
議
政
鄭
惟
吉
が
二
品
以
上
の
高
官
を
率
い
︑
宣
祖
に
尊
号
加
上
を
要
請
し
た
ほ
ど
で
あ
る
︒
む
ろ
ん
︑
宣
祖
は
﹁
予
︑
親
し
く
京
師
に
赴
き
て
帝
の
前
に
哀
籲
し
︑
雪
ぐ
を
得
て
帰
る
や
﹂
と
こ
れ
を
固
辞
し
︑
む
し
ろ
明
政
府
の
周
旋
と
朝
鮮
使
節
の
忠
誠
心
を
称
(
)
え
た
︒
礼
曹
が
提
案
し
た
宗
144
系
改
正
を
祝
賀
す
る
別
試
は
即
位
記
念
と
し
て
実
施
す
る
増
広
別
試
に
準
じ
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉79
て
後
日
執
り
行
う
こ
と
と
し
︑
ひ
と
ま
ず
宣
祖
は
五
月
下
旬
に
成
均
館
文
廟
に
親
祭
し
た
の
ち
︑
同
じ
く
成
均
館
内
に
あ
る
明
倫
堂
に
出
御
し
て
謁
聖
試
を
実
施
し
て
(
)
い
る
︒
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
を
み
る
と
︑
宣
祖
を
頂
点
と
す
145
る
朝
鮮
政
府
の
中
枢
は
︑
わ
ず
か
一
冊
と
は
い
え
渦
中
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
宗
系
弁
誣
問
題
は
ひ
と
ま
ず
解
決
し
た
︑
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
宣
祖
は
こ
の
外
交
問
題
に
関
す
る
前
後
の
文
書
を
収
集
し
て
一
書
を
作
成
し
︑
後
世
に
伝
え
よ
う
と
(
)
し
た
︒
担
当
官
庁
146
は
承
文
院
で
あ
り
︑
の
ち
の
﹃
光
国
志
慶
録
﹄
の
母
体
と
な
る
編
集
事
業
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
︒
壬
辰
倭
乱
と
い
う
戦
禍
が
な
け
れ
ば
︑
あ
る
い
は
宣
祖
二
二
年
当
時
の
謄
録
類
が
伝
存
し
た
で
あ
ろ
う
か
︒
し
か
し
︑﹁
我
が
国
莫
大
の
慶
﹂
と
は
い
え
︑
宣
祖
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
の
頒
賜
に
は
満
足
で
き
な
か
っ
た
︒﹁
中
朝
︑
我
が
国
を
視
る
に
内
服
︵
＝
帝
居
の
域
︶
と
異
な
る
こ
と
無
し
﹂︑
と
宣
祖
に
い
わ
し
め
る
ほ
ど
朝
鮮
前
期
の
朝
中
関
係
は
緊
密
で
あ
る
︒﹃
萬
暦
会
典
﹄
に
中
国
の
機
密
事
項
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
を
頒
給
し
な
い
の
は
︑
朝
鮮
を
外
夷
と
み
な
す
か
ら
で
あ
っ
て
︑
心
中
穏
や
か
で
は
な
か
(
)
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
宣
祖
二
二
年
四
月
147
に
工
曹
参
判
尹
根
寿
を
聖
節
使
︑
書
状
官
に
尹
洞
を
任
じ
て
明
に
派
遣
し
︑
あ
わ
せ
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
の
頒
賜
を
要
請
す
る
こ
と
に
(
)
し
た
︒
尹
根
寿
148
は
か
つ
て
宣
祖
六
年
に
奏
請
副
使
と
し
て
赴
京
し
た
経
験
が
(
)
あ
り
︑
今
回
の
149
大
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
尹
根
寿
の
一
行
は
本
来
︑
聖
節
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
︑
萬
暦
帝
の
聖
節
を
祝
賀
す
る
各
種
儀
礼
に
参
席
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
(
)
い
︒
ま
た
︑
朝
鮮
使
節
に
と
っ
て
す
で
に
国
子
監
は
定
番
の
遊
観
コ
ー
ス
と
150な
っ
て
お
り
︑
尹
根
寿
も
こ
の
北
京
滞
在
中
︑
重
陽
の
節
句
に
国
子
監
に
詣
で
て
聖
賢
に
拝
謁
し
て
(
)
い
る
︒﹃
明
実
録
﹄
を
徴
す
れ
ば
︑
萬
暦
一
七
年
151
︵
宣
祖
二
二
︶
九
月
の
記
録
に
﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
に
會
典
全
書
を
頒
給
す
︒
其
の
請
に
従
う
な
り
﹂
と
き
わ
め
て
簡
潔
に
(
)
記
す
︒
152
一
方
︑﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
は
聖
節
兼
奏
請
使
尹
根
寿
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
を
以
下
の
ご
と
く
総
括
す
る
︒
聖
節
使
工
曹
参
判
尹
根
壽
廻
自
京
師
︑
帝
降
勅
︑
頒
賜
會
典
全
部
︑
初
根
壽
之
行
︑
兼
為
奏
請
頒
降
卞
誣
條
所
載
會
典
全
部
︑
帝
特
命
宣
示
秘
史
所
載
本
国
世
系
正
本
︑
並
頒
賜
會
典
全
編
︑
宣
勅
于
皇
極
門
内
︑
翰
林
学
士
将
礼
伝
命
︑
以
重
其
事
︑
勅
書
曰
︑
朕
惟
︑
會
典
一
書
我
祖
宗
旧
章
︑
国
家
成
憲
︑
蔵
之
内
府
︑
副
在
有
司
︑
其
在
外
藩
未
嘗
軽
示
︑
以
爾
世
修
職
貢
︑
夙
秉
忠
誠
︑
備
屏
翰
于
東
韓
︑
襲
威
儀
于
上
国
︑
雪
累
世
不
明
之
系
︑
既
遂
懇
祈
︑
慕
昭
代
不
刊
之
書
︑
仍
思
快
睹
︑
朕
視
猶
内
服
︑
嘉
與
同
文
︑
勅
賜
全
編
俾
伝
永
久
︑
茲
付
陪
臣
齎
回
本
国
︑
以
慰
爾
惓
惓
陳
情
至
意
︑
爾
奉
茲
図
籍
︑
式
是
章
程
︑
既
全
被
于
光
栄
︑
宜
尊
蔵
于
秘
密
︑
尚
念
綏
懐
之
寵
︑
彌
堅
翊
戴
之
忱
︹
根
壽
在
京
師
︑
為
使
事
呈
文
︑
礼
部
尚
書
于
慎
行
奇
其
文
歎
曰
︑
藩
邦
有
人
矣
︺︑
宗
系
辨
誣
事
経
累
朝
祈
請
︑
今
始
准
改
得
正
︑
降
示
秘
史
會
典
︑
歴
代
待
東
藩
︑
所
未
有
之
寵
章
也
︑︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
〇
月
条
︶
萬
暦
帝
は
尹
根
寿
の
奏
請
に
応
え
て
秘
史
に
相
当
す
る
﹁
本
国
世
系
の
正
本
﹂
を
特
別
に
提
示
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
編
の
頒
賜
を
許
可
し
た
︒
萬
暦
帝
の
勅
書
は
紫
禁
城
の
皇
極
門
内
に
て
宣
布
さ
れ
︑
翰
林
学
士
が
礼
節
を
も
っ
て
伝
達
す
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
勅
書
の
冒
頭
に
は
﹁
朕
惟
う
に
︑
會
典
一
書
は
我
が
祖
宗
の
旧
章
に
し
て
国
家
の
成
憲
な
る
に
︑
之
を
内
府
に
蔵
し
︑
副
は
有
司
に
在
り
︒
其
れ
外
藩
に
在
り
て
は
未
だ
嘗
て
軽
が
る
し
く
示
さ
ず
﹂
と
あ
る
か
ら
︑
萬
暦
帝
に
と
っ
て
外
藩
の
朝
鮮
に
対
す
る
﹃
萬
暦
会
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典
﹄
の
頒
賜
は
異
例
の
計
ら
い
で
あ
っ
た
︒
勅
書
に
﹁
朕
︑
視
る
こ
と
猶
お
内
服
の
ご
と
し
﹂
と
い
う
の
は
︑
外
藩
の
朝
鮮
国
に
対
す
る
最
大
の
賛
辞
で
あ
ろ
う
︒
萬
暦
帝
の
勅
書
は
﹁
既
に
全
く
光
栄
を
被
る
に
︑
宜
し
く
尊
び
て
秘
密
に
蔵
す
べ
し
︒
尚
お
綏
懐
の
寵
を
念
い
︑
彌
い
よ
翊
戴
の
忱
を
堅
く
せ
よ
﹂
と
む
す
ば
れ
て
お
り
︑
明
帝
と
朝
鮮
国
王
の
君
臣
関
係
を
再
確
認
す
る
か
の
ご
と
き
表
現
で
あ
る
︒
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
最
終
段
階
の
外
交
交
渉
と
も
い
う
べ
き
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
頒
賜
の
要
請
は
︑
尹
根
寿
の
交
渉
と
朝
鮮
国
王
の
忠
誠
心
に
よ
り
さ
し
た
る
障
害
も
な
く
了
承
さ
れ
た
と
み
て
よ
か
(
)
ろ
う
︒
北
京
滞
在
中
に
尹
根
寿
が
呈
文
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
︑
礼
部
尚
書
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于
慎
行
は
﹁
藩
邦
に
も
人
有
り
﹂
と
感
嘆
し
た
と
い
う
︒
お
そ
ら
く
五
年
前
の
奏
請
使
黄
廷
彧
と
同
様
︑
尹
根
寿
も
国
王
名
義
の
奏
請
文
と
は
別
途
に
礼
部
宛
て
の
呈
文
を
準
備
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
聖
節
使
尹
根
寿
の
一
行
は
こ
の
年
宣
祖
二
二
年
一
一
月
下
旬
に
任
務
を
終
え
て
帰
国
し
た
︒﹃
明
実
録
﹄
と
同
様
︑﹃
宣
祖
実
録
﹄
も
そ
の
結
末
を
簡
潔
に
記
録
す
る
︒
聖
節
使
尹
根
壽
齎
大
明
會
典
全
書
及
皇
勅
以
来
︑
上
祗
迎
于
弘
化
門
外
︑
御
明
政
殿
受
賀
︑
赦
雑
犯
・
死
罪
以
下
︑
尹
根
壽
超
資
︑
前
後
奉
使
人
有
功
者
磨
練
録
勲
事
︑
伝
教
︑
以
黄
廷
彧
・
兪
泓
・
尹
根
壽
為
首
功
︑︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
一
月
丙
寅
︹
二
二
日
︺
条
︶
宣
祖
は
昌
慶
宮
正
門
の
弘
化
門
外
に
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
と
萬
暦
帝
の
勅
書
を
う
や
う
や
し
く
迎
え
入
れ
︑
正
殿
の
明
政
殿
で
は
百
官
の
賀
礼
を
受
け
た
の
ち
︑
恩
赦
令
を
下
し
た
︒
正
使
の
尹
根
寿
は
今
回
の
功
績
に
よ
り
資
憲
大
夫
︵
正
二
品
︶
に
特
別
昇
進
し
て
刑
曹
判
書
に
任
じ
ら
れ
︑
田
宅
と
蔵
獲
︵
奴
婢
︶
を
賜
っ
て
(
)
い
る
︒
書
状
官
の
尹
洞
も
礼
曹
正
郎
︵
正
五
品
︶
か
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ら
司
贍
寺
僉
正
︵
従
四
品
︶
に
昇
任
(
)
し
た
︒
実
録
記
事
の
末
尾
に
は
﹁
黄
廷
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彧
・
兪
泓
・
尹
根
壽
を
以
て
首
功
と
為
す
﹂
と
み
え
る
と
お
り
︑
こ
の
時
点
で
す
で
に
光
国
一
等
功
臣
の
人
選
は
決
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
む
ろ
ん
︑
宣
祖
は
大
臣
を
派
遣
し
て
こ
の
慶
事
を
宗
廟
に
報
告
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
を
神
位
の
前
に
な
ら
べ
て
朝
鮮
歴
代
国
王
を
慰
霊
す
る
こ
と
と
な
る
︒
宗
系
改
正
の
告
廟
は
宣
祖
六
年
九
月
︵
李
後
白
の
帰
国
︶︑
同
一
七
年
八
月
︵
黄
廷
彧
の
帰
国
︶︑
同
二
一
年
五
月
︵
兪
泓
の
帰
国
︶
に
つ
づ
い
て
四
度
目
で
あ
る
が
︑
な
に
よ
り
今
回
は
特
別
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
が
下
賜
さ
れ
︑
奏
請
文
に
も
﹁
諸
を
祖
廟
に
蔵
す
﹂
と
の
言
辞
を
盛
り
込
ん
で
い
た
か
ら
で
(
)
あ
る
︒
告
廟
の
献
官
を
務
め
た
の
は
︑
忠
勲
府
有
司
堂
上
の
経
歴
を
有
す
る
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鄭
崑
寿
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
(
)
れ
る
︒
そ
の
後
︑
宗
系
改
正
を
祝
う
増
広
別
157
試
の
実
施
に
よ
り
︑
進
士
柳
夢
寅
以
下
三
四
名
が
文
科
に
合
格
(
)
し
た
︒
朝
議
158
で
は
宗
系
改
正
を
朝
鮮
王
朝
の
開
国
に
等
し
い
慶
事
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
は
︑
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
(
)
あ
る
︒
そ
し
て
一
二
月
下
旬
に
は
159
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
の
頒
賜
に
感
謝
す
べ
く
︑
議
政
府
左
参
賛
︵
正
二
品
︶・
兵
曹
判
書
を
歴
任
し
た
鄭
琢
が
﹁
仮
銜
﹂
と
し
て
右
議
政
を
授
か
り
︑
同
知
中
枢
府
事
権
克
智
と
と
も
に
北
京
に
向
け
て
出
発
し
た
の
で
(
)
あ
る
︒
160
以
上
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
︑
朝
中
間
の
最
大
の
外
交
問
題
で
あ
っ
た
宗
系
弁
誣
問
題
は
発
端
よ
り
お
よ
そ
二
〇
〇
年
の
歳
月
を
費
や
し
︑
宣
祖
二
二
年
に
重
修
本
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
が
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
解
決
を
み
た
︒
改
正
さ
れ
た
﹃
萬
暦
会
典
﹄
内
の
条
文
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
︵
た
だ
し
︑
末
尾
の
附
録
は
︻
表
１
︼
の
３
︑
参
照
︶︒
①
祖
訓
︑
朝
鮮
国
即
高
麗
︑
其
李
仁
人ママ
及
子
李
成
桂
今
名
旦
者
︑
自
洪
武
六
年
至
洪
武
二
十
八
年
︑
首
尾
凡
弑
王
氏
四
王
︑
姑
待
之
︑
②
按
高
麗
併
有
扶
餘
・
新
羅
・
百
済
︑
其
国
分
八
道
︑
洪
武
二
年
︑
国
王
王
顓
遣
使
︑
奉
表
賀
即
位
︑
請
封
貢
方
物
︑
詔
封
為
高
麗
国
王
︑
賜
亀
紐
金
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印
・
誥
命
︑
五
年
︑
以
高
麗
貢
使
煩
数
︑
諭
令
三
歳
或
歳
一
来
︑
二
十
五
年
︑
李
成
桂
代
王
氏
︑
請
更
其
国
号
︑
詔
更
号
朝
鮮
︑
③
永
楽
初
︑
賜
印
・
誥
︑
自
後
毎
歳
聖
節
・
正
旦
︹
嘉
靖
十
年
︑
外
夷
朝
正
旦
者
倶
改
冬
至
︺・
皇
太
子
千
秋
節
︑
皆
遣
使
奉
表
朝
賀
︑
貢
方
物
︑
其
餘
慶
慰
・
謝
恩
無
常
期
︑
若
朝
廷
有
大
事
︑
則
遺
使
頒
詔
於
其
国
︑
国
王
請
封
︑
亦
遣
使
行
礼
︑
其
歳
時
朝
貢
︑
視
諸
国
最
為
恭
慎
︑
④
嘉
靖
二
十
六
年
︑
特
許
其
使
臣
同
書
状
官
及
従
人
二
三
名
︑
於
郊
壇
及
国
子
監
游
観
︑
礼
部
箚
委
通
事
一
員
伴
行
︑
撥
館
夫
防
護
︑
以
示
優
異
云
︑
貢
道
由
鴨
緑
江
歴
遼
陽
・
廣
寧
︑
入
山
海
関
達
京
師
︑
又
中
国
漂
流
人
口
至
本
国
者
︑
量
給
衣
糧
送
回
︑
⑤
先
是
︑
永
楽
元
年
︑
其
国
王
具
奏
世
系
不
係
李
人ママ
人
之
後
︑
以
辨
明
祖
訓
所
載
弑
逆
事
︑
詔
許
改
正
︑
正
徳
・
嘉
靖
中
︑
屢
以
為
請
︑
皆
賜
勅
奨
諭
焉
︑
萬
暦
三
年
︑
使
臣
復
申
前
請
︑
詔
付
史
館
編
輯
︑
今
録
于
後
︑︵
後
略
︶︵﹃
萬
暦
大
明
会
典
﹄
巻
一
〇
五
︑
礼
部
六
三
︑
朝
貢
一
︑
東
南
夷
上
︑
朝
鮮
国
条
︶
冒
頭
に
は
ま
ず
︑﹃
皇
明
祖
訓
﹄
か
ら
引
用
さ
れ
た
条
文
が
一
字
一
句
た
り
と
も
修
正
さ
れ
な
い
ま
ま
︑
再
度
引
用
さ
れ
る
︵
史
料
①
︶︒
た
だ
︑
こ
の
措
置
は
﹁
東
南
夷
﹂
の
朝
鮮
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
く
︑
琉
球
・
日
本
も
同
様
で
(
)
あ
る
︒﹁
按
ず
る
に
﹂
以
降
が
嘉
靖
年
間
よ
り
萬
暦
年
間
に
か
け
161
て
編
集
さ
れ
た
﹁
事
例
﹂
に
相
当
し
︑
洪
武
二
年
︵
恭
愍
王
一
八
︑
一
三
六
九
︶
に
高
麗
国
王
恭
愍
王
が
明
の
皇
帝
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
﹁
冊
封
体
制
﹂
に
参
入
し
︑
太
祖
李
成
桂
が
朝
鮮
を
建
国
し
て
王
朝
交
替
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
︵
史
料
②
︶︒
そ
の
後
︑
洪
武
帝
の
皇
太
孫
で
あ
る
建
文
帝
︵
在
位
一
三
九
八
～
一
四
〇
二
年
︶
が
太
宗
︵
在
位
一
四
〇
〇
～
一
八
年
︶
を
朝
鮮
国
王
に
冊
封
し
た
が
︑
そ
の
史
実
は
明
代
の
公
式
記
録
か
ら
抹
消
さ
れ
︑﹁
靖
難
の
変
﹂
に
よ
り
玉
座
に
即
い
た
永
楽
帝
が
あ
ら
た
め
て
金
印
と
誥
命
を
下
賜
し
た
︒
以
後
︑
朝
鮮
国
王
は
一
年
三
貢
の
貢
期
で
明
中
心
の
朝
貢
貿
易
シ
ス
テ
ム
に
正
式
に
参
入
す
る
︵
史
料
③
︶︒
嘉
靖
一
〇
年
︵
中
宗
二
六
︶
に
正
朝
使
を
廃
止
し
︑
か
わ
っ
て
冬
至
使
が
新
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
従
来
︑
看
過
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
(
)
あ
る
︒﹁
其
の
歳
時
の
朝
貢
︑
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諸
国
と
視
ぶ
る
に
最
も
恭
慎
為
り
﹂
と
伝
え
る
よ
う
に
︑
朝
鮮
は
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
恭
順
な
朝
貢
国
で
あ
っ
た
︒
つ
づ
い
て
朝
鮮
使
節
に
は
圜
丘
壇
と
国
子
監
の
遊
覧
を
許
可
す
る
と
い
う
優
遇
措
置
と
︑
国
境
の
鴨
緑
江
よ
り
遼
東
都
司
駅
路
を
経
由
し
て
北
京
に
い
た
る
ま
で
の
﹁
貢
道
﹂
つ
ま
り
入
貢
ル
ー
ト
を
略
述
す
る
︵
史
料
④
︶︒
朝
中
間
で
問
題
と
な
っ
た
宗
系
改
正
の
事
情
を
述
べ
た
の
が
︑﹁
是
よ
り
先
︑
永
楽
元
年
﹂
以
下
の
部
分
で
あ
る
︵
史
料
⑤
︶︒
す
な
わ
ち
︑
永
楽
元
年
︵
太
宗
三
︑
一
四
〇
三
︶
に
聖
節
使
趙
温
が
﹁
祖
訓
條
章
内
に
云
え
ら
く
︑
臣
︵
芳
遠
︶
の
宗
系
は
是
れ
李
仁
仁ママ
の
後
な
り
と
﹂
と
復
命
報
告
す
る
や
︑
太
宗
は
李
彬
を
派
遣
し
て
永
楽
帝
に
上
奏
し
︑
太
祖
李
成
桂
が
李
仁
任
の
嗣
子
で
は
な
い
こ
と
︑
ま
た
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
に
い
う
高
麗
王
氏
の
殺
害
に
も
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
弁
明
し
た
︒
永
楽
帝
は
勅
書
を
下
し
て
李
成
桂
の
宗
系
改
正
を
許
可
し
た
が
︑﹃
正
徳
会
典
﹄
の
朝
鮮
伝
来
に
よ
り
こ
の
問
題
が
再
燃
す
る
と
︑
朝
鮮
政
府
は
正
徳
・
嘉
靖
年
間
に
し
ば
し
ば
使
節
を
派
遣
し
て
宗
系
改
正
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
る
︒
明
政
府
も
そ
の
た
び
に
降
勅
し
て
朝
鮮
国
王
に
諭
し
て
き
た
が
︑
萬
暦
三
年
︵
宣
祖
八
︑
一
五
七
五
︶
に
再
び
朝
鮮
の
使
臣
︵
具
体
的
に
は
洪
聖
民
を
指
す
︶
が
奏
請
す
る
に
お
よ
び
︑
明
政
府
は
李
成
桂
の
宗
系
を
編
集
し
て
史
館
に
送
付
し
た
と
い
う
︒
す
で
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
事
例
に
は
﹁
嘉
靖
八
年
︑
使
者
︵
＝
柳
溥
︶
言
え
ら
く
︑
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
︒
詔
し
て
上
る
所
の
宗
系
を
以
て
史
館
に
開
送
せ
し
む
﹂
と
あ
(
)
っ
た
が
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
で
は
削
除
さ
れ
︑
萬
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暦
三
年
の
奏
請
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
最
後
に
附
録
と
し
て
添
付
さ
れ
た
李
成
桂
の
宗
系
と
高
麗
最
末
期
の
政
局
︵︻
表
１
︼
の
３
︑
参
照
︶
も
︑
お
そ
ら
く
中
宗
二
四
年
の
柳
溥
に
よ
る
呈
文
を
基
礎
に
︑
桓
祖
名
の
採
録
要
求
︵
明
宗
一
八
年
︑
奏
請
使
金
澍
︶︑﹃
明
世
宗
実
録
﹄
へ
の
採
録
許
可
︵
宣
祖
六
年
︑
奏
請
使
李
後
白
︶︑
そ
し
て
﹁
祖
名
二
字
﹂
の
誤
記
修
正
要
求
︵
宣
祖
一
三
年
︑
聖
節
使
李
増
︶
を
踏
ま
え
た
う
え
で
編
集
さ
れ
た
に
相
違
な
い
︒
こ
こ
に
は
始
祖
の
李
翰
よ
り
説
き
起
こ
し
︑
そ
の
六
代
孫
で
あ
る
兢
休
︑
そ
し
て
安
社
︵
穆
祖
︶
︱
行
里
︵
翼
祖
︶
︱
椿
︵
度
祖
︶
︱
子
春
︵
桓
祖
︶
と
つ
づ
く
李
成
桂
の
四
代
祖
を
列
挙
す
る
︒﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
李
行
里
と
李
椿
に
関
す
る
記
録
は
な
い
か
ら
︑
史
館
で
は
簡
潔
に
こ
の
点
を
補
っ
た
こ
と
に
な
る
︒
む
ろ
ん
︑
こ
れ
に
対
し
て
李
仁
任
を
京
山
︵
慶
尚
道
星
州
の
古
地
名
︶
府
吏
李
長
庚
の
末
裔
と
明
記
し
て
お
り
︑
李
成
桂
が
李
仁
任
の
嗣
子
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
︒
一
方
︑
王
氏
の
殺
害
に
関
し
て
は
李
成
桂
の
宗
系
の
後
半
部
に
︑
高
麗
末
期
よ
り
朝
鮮
王
朝
の
開
創
に
い
た
る
顛
末
の
な
か
に
記
さ
れ
る
︒
ま
ず
︑﹁
恭
愍
王
︑
嬖
臣
洪
倫
等
の
弑
す
る
所
と
為
る
﹂
と
み
え
︑
李
成
桂
は
恭
愍
王
の
殺
害
事
件
に
は
関
与
し
て
い
な
い
︒
禑
王
と
昌
王
は
定
妃
︵
恭
愍
王
妃
安
氏
︶
の
教
書
に
よ
り
誅
殺
さ
れ
︑
そ
の
際
に
李
仁
任
も
政
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
記
し
て
お
り
︑
李
成
桂
は
禑
王
と
昌
王
の
死
に
関
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
︒
定
昌
君
瑤
︵
恭
譲
王
︶
の
場
合
は
﹁
瑤
を
別
邸
に
贍すく
い
て
其
の
身
を
終
わ
し
む
﹂
と
あ
り
︑
天
寿
を
全
う
し
た
か
の
ご
と
き
叙
述
形
態
を
(
)
と
る
︒
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﹃
皇
明
祖
訓
﹄
に
い
う
﹁
李
仁
人ママ
及
び
子
李
成
桂
﹂
が
﹁
首
尾
凡
そ
王
氏
四
王
を
弑
す
﹂
と
の
叙
述
は
︑
こ
れ
で
十
分
に
否
定
で
き
よ
う
︒
後
日
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
こ
の
条
文
は
﹃
礼
部
志
稿
﹄
に
再
録
さ
れ
る
こ
と
に
(
)
な
る
︒
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李
成
桂
の
系
譜
を
明
記
し
︑
ま
た
王
氏
四
王
の
殺
害
に
関
与
な
し
と
す
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
萬
暦
帝
か
ら
宣
祖
に
頒
賜
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
︑
宣
祖
は
こ
れ
を
宗
系
弁
誣
問
題
の
最
終
的
解
決
と
み
な
し
た
︒
実
際
に
そ
の
後
︑
宣
祖
が
こ
の
附
録
の
記
述
を
不
服
と
し
て
明
に
奏
請
使
を
派
遣
し
た
こ
と
は
な
い
︒
そ
の
う
え
︑
こ
の
朝
中
間
の
一
大
外
交
交
渉
が
決
着
し
た
こ
と
を
称
え
︑
宣
祖
と
そ
の
王
妃
で
あ
る
懿
仁
王
后
朴
氏
に
対
す
る
尊
号
加
上
の
儀
礼
が
厳
か
に
行
わ
れ
た
︒
尊
号
加
上
を
願
い
出
る
三
公
と
百
官
に
対
し
て
当
初
︑
宣
祖
は
こ
れ
を
固
辞
(
)
し
た
が
︑
宣
祖
二
三
年
二
月
に
宣
祖
と
王
妃
の
尊
166
号
が
決
定
(
)
す
る
︒
そ
し
て
こ
の
年
四
月
に
領
議
政
李
山
海
が
文
武
百
官
を
率
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い
る
な
か
︑
宣
祖
に
﹁
正
倫
立
極
盛
徳
洪
烈
﹂︑
王
妃
に
は
﹁
章
聖
﹂
と
の
尊
号
が
加
上
さ
れ
︑
仁
政
殿
に
出
御
し
た
宣
祖
は
群
臣
の
賀
礼
を
受
(
)
け
た
︒
168
つ
い
で
同
年
八
月
に
宣
祖
が
光
国
功
臣
を
録
勲
し
︑
一
〇
月
に
は
増
広
別
試
が
実
施
さ
(
)
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
︑
宣
祖
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
改
訂
内
容
に
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安
堵
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
︒
の
ち
光
海
君
八
年
︵
一
六
一
六
︶
八
月
に
廟
号
の
宣
宗
を
﹁
宣
祖
﹂
に
上
号
し
た
背
景
に
宣
祖
・
光
海
君
の
至
誠
事
大
の
宣
揚
が
あ
り
︑
宣
祖
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
解
決
を
再
評
価
す
る
意
味
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
(
)
あ
る
︒
170
そ
こ
で
最
後
に
︑
次
節
で
は
光
国
功
臣
の
録
勲
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
︒
三
光
国
功
臣
の
録
勲
『大
明
会
典
﹄
全
帙
の
頒
賜
か
ら
一
〇
ヶ
月
後
の
宣
祖
二
三
年
︵
一
五
九
〇
︶
八
月
︑
宗
系
弁
誣
問
題
の
解
決
に
功
績
の
あ
っ
た
官
僚
一
九
名
が
光
国
功
臣
と
し
て
録
勲
さ
れ
た
︒
前
年
暮
れ
の
実
録
記
事
に
は
﹁
命
じ
て
光
国
勲
臣
を
録
せ
し
む
﹂
と
あ
り
︑
功
臣
の
選
定
に
は
約
八
ヶ
月
の
時
間
を
要
し
た
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉83
も
の
と
思
わ
(
)
れ
る
︒
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靖
難
功
臣
︵
一
四
五
三
年
︑
世
宗
の
寵
臣
を
排
除
し
た
首
陽
大
君
︹
世
祖
︺
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
の
功
労
者
︶
以
後
︑
正
功
臣
に
は
国
王
よ
り
教
書
が
下
さ
れ
︑
原
従
功
臣
に
対
し
て
は
録
券
が
忠
勲
府
︵
功
臣
都
監
︶
か
ら
発
給
さ
(
)
れ
る
が
︑
光
国
功
臣
の
録
勲
に
い
た
る
具
体
的
な
記
録
は
﹃
宣
祖
実
録
﹄
172
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
︒﹃
栢
谷
先
生
集
﹄
年
譜
に
よ
れ
ば
︑
宣
祖
二
二
年
一
〇
月
に
忠
勲
府
有
司
堂
上
︵
忠
勲
府
の
責
任
者
︶
鄭
崑
寿
は
﹃
功
臣
謄
録
﹄
の
修
撰
を
命
じ
ら
れ
︑
翌
年
正
月
に
こ
れ
を
進
上
し
た
と
(
)
い
う
︒
お
そ
173
ら
く
鄭
崑
寿
が
中
心
と
な
っ
て
光
国
功
臣
の
勲
籍
が
記
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
︑
そ
の
﹃
功
臣
謄
録
﹄
は
現
存
し
(
)
な
い
︒
ま
た
﹃
攷
事
撮
要
﹄
に
は
﹁
萬
174
暦
十
八
年
庚
寅
八
月
日
︑
録
尹
根
壽
等
前
後
奏
請
十
九
人
﹂
と
あ
る
に
す
ぎ
ず
︑
情
報
不
足
は
否
め
(
)
な
い
︒
そ
こ
で
︑
ま
ず
は
光
国
功
臣
の
録
勲
を
記
録
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し
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
を
み
て
み
よ
う
︒
頒
光
国
・
平
難
両
勲
臣
券
︑
祭
告
・
會
盟
如
儀
︑
賜
賚
有
差
︑
大
赦
国
内
︑
百
官
陳
賀
︑
賜
宴
闕
庭
︑
光
国
為
辨
宗
系
誣
也
︑
一
等
︑
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
︑
尹
根
壽
︹
官
至
貳
相
︑
海
平
府
院
君
︺︑
黄
廷
彧
︹
礼
曹
判
書
︑
長
溪
府
院
君
︺︑
兪
泓
︹
右
議
政
︑
杞
溪ママ
府
院
君
︺
等
三
人
︑
二
等
︑
輸
忠
貢マ
誠マ
翼
謨
光
国
功
臣
︑
洪
聖
民
︹
吏
曹
判
書
︑
益
城
君
︺︑
李
後
白
︹
吏
曹
判
書
︑
追
封
延
陽
君
︺︑
尹
斗
壽
︹
領
議
政
︑
海
原
府
院
君
︺︑
韓
應
寅
︹
左
議
政
︑
清
平
府
院
君
︺︑
尹
暹
︹
校
理
︑
追
封
龍
城
君
︺︑
尹
洞
︹
工
曹
判
書
︑
茂
陵ママ
府
院
君
︺︑
洪
純
彦
︹
唐
陵
君
︑
訳
官
︺
等
七
員
︑
三
等
︑
輸
忠
貢マ
誠マ
光
国
功
臣
︑
奇
大
升
︹
大
司
諫
︑
追
封
徳
原
君
︺︑
金
澍
︹
追
封
花
山
君
︺︑
李
陽
元
︹
右
議
政
︑
漢
山
府
院
君
︺︑
黄
琳
︹
戸
曹
判
書
︑
義
城ママ
君
︺︑
尹
卓
然
︹
巡
察
使
︑
漆
溪
君
︺︑
鄭
澈
︹
左
議
政
︑
寅
城
府
院
君
︺︑
李
山
海
︹
領
議
政
︑
鵝
城
府
院
君
︺︑
柳
成
龍
︹
領
議
政
︑
豊
原
府
院
君
︺︑
崔
滉
︹
貳
相
︑
海
城
君
︺
等
九
員
︑
凡
十
九
人
︑
以
前
後
奉
使
得
請
及
献
議
・
製
奏
功
効
表
著
人
也
︑︵
後
略
︶
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
八
月
条
︒
史
料
は
適
宜
︑
改
行
し
た
︶
宣
祖
二
三
年
八
月
に
光
国
一
等
功
臣
三
名
︑
二
等
功
臣
七
名
︑
三
等
功
臣
九
名
の
計
一
九
名
に
教
書
が
下
さ
れ
︑
宣
祖
は
告
由
祭
と
功
臣
会
盟
祭
を
執
り
行
っ
た
︒
お
そ
ら
く
︑
景
福
宮
北
門
の
神
武
門
外
に
あ
る
北
郊
に
会
盟
壇
が
築
か
れ
︑
光
国
功
臣
が
宣
祖
へ
の
忠
誠
と
功
臣
間
の
結
束
を
天
地
神
明
に
誓
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
そ
し
て
ま
た
︑
宣
祖
は
朝
鮮
最
高
の
礼
服
で
あ
る
冕
旒
冠
に
黄
龍
袍
︵
冕
服
と
い
う
︶
の
出
で
立
ち
で
こ
の
国
家
儀
礼
に
臨
ん
だ
に
相
違
(
)
な
い
︒
現
存
す
る
﹃
光
国
功
臣
会
盟
録
﹄︵
宣
祖
二
三
年
︶
に
よ
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れ
ば
︑
光
国
功
臣
会
盟
祭
が
実
施
さ
れ
た
の
は
八
月
一
六
日
で
(
)
あ
る
︒
つ
い
177
で
朝
鮮
全
土
に
は
恩
赦
令
が
下
さ
れ
︑
文
武
百
官
は
賀
礼
を
執
り
行
い
︑
闕
庭
で
は
宗
系
改
正
を
祝
う
宴
が
華
や
か
に
催
さ
れ
た
︒
光
国
功
臣
録
勲
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
︑
遣
明
使
節
と
し
て
宗
系
改
正
を
奏
請
︑
あ
る
い
は
朝
鮮
国
王
に
意
見
を
上
申
︑
も
し
く
は
奏
請
文
を
製
述
し
て
功
績
が
あ
っ
た
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
︒
こ
の
点
は
李
廷
馣
﹃
四
留
(
)
斎
集
﹄
に
次
の
ご
と
き
日
記
178
を
残
し
て
い
る
︒
(前
略
︶
先
是
甲
申
年
間
︵
＝
宣
祖
一
七
年
︶︑
朝
廷
遣
奏
請
使
黄
廷
彧
・
書
状
官
韓
應
寅
于
京
師
︑
請
改
宗
系
︑
得
請
而
還
︑
継
遣
兪
泓
・
尹
暹
等
︑
請
頒
新
撰
會
典
︑
只
得
外
国
附
一
巻
而
来
︑
其
後
又
遣
尹
根
壽
・
尹
洞
等
︑
得
全
書
而
来
︑
至
是
録
勲
︑
名
曰
光
国
功
臣
︑
尹
根
壽
・
黄
廷
彧
・
兪
泓
為
一
等
︑
前
後
奏
請
使
・
書
状
及
奏
文
撰
定
之
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員
︑
皆
與
焉
︑
録
討
逆
之
功
︑
名
曰
平
難
功
臣
︑︵
中
略
︶
賞
賜
蔵
獲
・
土
田
・
銀
両
・
馬
匹
不
可
勝
算
︑
中
外
有
実
官
奴
婢
公
賤
皆
入
于
功
臣
家
︑
朝
占
夕
改
︑
縦
恣
無
忌
︑
各
司
・
列
邑
莫
可
支
保
矣
︑
余
以
受
賀
時
入
侍
︑
亦
参
光
国
原
従
之
録
︑︵﹃
四
留
斎
集
﹄
巻
八
︑
行
年
日
記
上
︑
庚
寅
条
︶
こ
こ
に
は
宣
祖
一
七
年
に
黄
廷
彧
が
萬
暦
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
し
︑
こ
れ
が
宗
系
弁
誣
問
題
解
決
へ
の
一
大
転
機
と
な
っ
て
兪
泓
が
﹃
萬
暦
會
典
﹄
一
冊
を
獲
得
︑
つ
い
で
尹
根
寿
が
同
書
の
全
帙
を
朝
鮮
に
も
た
ら
す
ま
で
を
要
領
よ
く
書
き
留
め
て
い
る
︒
光
国
一
等
功
臣
は
ま
さ
に
こ
の
三
名
で
あ
り
︑﹁
前
後
の
奏
請
使
・
書
状
及
び
奏
文
撰
定
の
員
︑
皆
な
焉
に
與
る
﹂
と
そ
の
選
定
理
由
も
明
記
す
る
︒
そ
の
一
方
で
︑
光
国
功
臣
と
平
難
功
臣
︵
宣
祖
二
二
年
︑
東
人
の
鄭
汝
立
の
謀
反
事
件
︹
己
丑
獄
事
と
い
う
︺
を
平
定
︶
が
同
時
に
録
勲
さ
れ
た
た
め
︑
功
臣
に
対
す
る
賞
賜
が
過
度
に
お
よ
ん
だ
こ
と
も
記
録
す
る
︒
東
萊
府
使
︵
従
三
品
︶
と
し
て
の
任
務
を
終
え
︑
司
直
︵
五
衛
の
正
五
品
武
官
職
︶
を
授
か
っ
て
こ
の
年
二
月
に
(
)
上
京
し
て
い
た
李
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廷
馣
自
身
が
﹁
余
も
受
賀
の
時
入
侍
す
る
を
以
て
︑
亦
た
光
国
原
従
の
録
に
参まじ
わ
る
﹂
と
記
す
よ
う
に
︑
原
従
功
臣
も
含
め
当
時
の
功
臣
録
勲
に
や
や
批
判
的
な
儒
者
官
僚
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
︒
と
は
い
え
︑
一
八
世
紀
末
に
第
二
二
代
朝
鮮
国
王
正
祖
は
﹁
国
朝
二
十
二
功
臣
あ
り
︑
開
国
功
臣
の
次
は
即
ち
光
国
功
臣
な
り
﹂
と
み
ず
か
ら
語
(
)
っ
た180
よ
う
に
︑
朝
鮮
政
治
史
に
お
け
る
光
国
功
臣
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
︒
そ
こ
で
︑
本
節
で
は
こ
の
光
国
功
臣
一
九
名
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
︑
ま
た
各
等
級
の
構
成
に
関
し
て
も
若
干
の
考
察
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
に
し
た
い
︒
１
︑
一
等
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
一
等
功
臣
は
尹
根
寿
・
黄
廷
彧
・
兪
泓
の
三
名
で
あ
り
︑
い
ず
れ
も
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
頒
賜
に
功
績
が
あ
っ
た
儒
者
官
僚
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
一
等
功
臣
の
筆
頭
に
あ
が
る
尹
根
寿
は
宣
祖
二
二
年
︵
一
五
八
九
︶
に
聖
節
兼
奏
請
使
と
し
て
赴
京
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
と
萬
暦
帝
の
勅
書
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
︒
の
み
な
ら
ず
︑
宣
祖
六
年
に
は
奏
請
副
使
と
し
て
李
後
白
︵
二
等
功
臣
︶
に
同
行
し
︑
宗
系
改
正
の
勅
書
を
獲
得
し
た
経
歴
も
あ
る
︒
こ
の
功
績
に
よ
り
尹
根
寿
は
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
︑
海
平
府
院
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
︒
高
敬
命
﹃
霽
峯
遺
集
﹄
は
﹁
勲
府
の
旧
典
を
按
ず
る
に
海
平
の
新
封
を
疏わ
け
︑
故
に
卿
を
策
し
て
光
国
一
等
功
臣
と
為
す
﹂
と
の
教
書
を
収
録
し
て
お
り
︑
宣
祖
は
﹁
卿
︑
乃
ち
命
を
受
け
て
家
を
忘
れ
︑
袂
を
奮
い
て
道
を
上
り
︑
象
訳
の
舌
︵
＝
訳
官
に
よ
る
通
訳
を
指
す
︶
を
借
り
ず
に
備
に
冤
屈
の
情
を
達
す
﹂
と
尹
根
寿
の
言
語
能
力
を
称
え
︑﹁
宝
典
之
を
秘
府
に
閣
く
に
︑
皇
上
優
し
く
下
邦
に
賜
う
﹂
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
喜
(
)
ん
だ
︒
た
だ
し
︑
こ
の
教
書
に
は
尹
根
寿
以
下
の
功
臣
名
簿
と
下
賜
品
の
目
181
録
に
関
し
て
は
記
録
を
欠
く
︒
次
に
︑
黄
廷
彧
は
宣
祖
一
七
年
に
奏
請
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
︑
秘
蔵
と
な
っ
て
い
た
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
改
正
箇
所
を
確
認
し
た
う
え
萬
暦
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
す
る
︒
こ
れ
に
よ
り
彼
は
一
等
功
臣
と
し
て
長
溪
府
院
君
に
進
封
さ
れ
た
︒
遺
稿
集
の
﹃
芝
川
集
﹄
に
よ
れ
ば
︑
黄
廷
彧
に
は
厩
馬
・
銀
幣
・
土
田
・
奴
婢
が
下
賜
さ
れ
︑
中
宗
元
年
︵
一
五
〇
六
︶
に
録
勲
さ
れ
た
靖
国
功
臣
︵
中
宗
反
正
の
功
労
者
︶
の
前
例
に
な
ら
い
︑
闕
庭
の
み
な
ら
ず
太
平
館
に
お
い
て
も
饗
宴
に
あ
ず
か
っ
た
と
(
)
い
う
︒
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最
後
の
兪
泓
は
宣
祖
二
〇
年
に
謝
恩
使
と
し
て
赴
京
し
た
︒
明
で
は
こ
の
年
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
が
完
成
し
︑
頒
布
の
あ
か
つ
き
に
は
朝
鮮
に
使
節
を
派
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉85
遣
し
て
こ
れ
を
送
る
︑
と
の
萬
暦
帝
の
勅
書
を
陳
謝
使
裴
三
益
が
得
て
い
た
か
ら
で
あ
る
︒
北
京
に
お
け
る
兪
泓
の
外
交
交
渉
は
こ
こ
で
繰
り
返
す
ま
で
も
な
か
ろ
う
︒
翌
年
︑
兪
泓
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
と
勅
書
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
︒
功
臣
の
録
勲
が
朝
議
に
の
ぼ
っ
た
の
は
兪
泓
の
帰
国
後
で
あ
り
︑
一
等
功
臣
の
彼
は
杞
城
府
院
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
︒
以
上
の
一
等
功
臣
三
名
は
︑
宣
祖
二
一
年
一
一
月
の
時
点
で
王
命
に
よ
り
﹁
黄
廷
彧
・
兪
泓
・
尹
根
壽
を
以
て
首
功
と
為
す
﹂
こ
と
が
決
定
し
て
い
た
︒
彼
ら
三
名
は
当
時
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
頒
賜
の
際
に
相
前
後
し
て
宗
系
改
正
を
明
政
府
に
要
請
し
た
遣
明
使
節
の
正
使
で
あ
っ
た
︒
ま
た
︑
こ
の
三
名
の
正
使
の
帰
国
後
に
は
い
ず
れ
の
場
合
も
宗
廟
へ
の
報
告
と
宗
系
改
正
別
試
が
実
施
さ
れ
て
お
り
︑
宣
祖
が
当
初
よ
り
こ
の
三
件
の
使
節
を
高
く
評
価
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
三
使
節
に
書
状
官
と
し
て
同
行
し
た
三
名
︵
順
に
尹
洞
・
韓
應
寅
・
尹
暹
︶
が
み
な
二
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
の
も
︑
宣
祖
の
評
価
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
︒
２
︑
二
等
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
二
等
功
臣
は
洪
聖
民
以
下
︑
李
後
白
・
尹
斗
寿
・
韓
應
寅
・
尹
暹
・
尹
洞
そ
し
て
洪
純
彦
の
七
名
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
洪
聖
民
は
宣
祖
八
年
に
謝
恩
兼
奏
請
使
と
し
て
赴
京
す
る
と
︑
礼
部
は
﹃
明
実
録
﹄
に
宗
系
改
正
の
事
情
を
採
録
す
る
と
許
可
し
た
︒
し
か
し
︑
洪
聖
民
は
宗
系
改
正
を
約
束
す
る
萬
暦
帝
の
勅
書
を
獲
得
す
る
に
は
い
た
ら
ず
︑
ま
し
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
を
朝
鮮
に
持
ち
帰
っ
た
わ
け
で
も
な
い
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
二
等
功
臣
の
筆
頭
に
洪
聖
民
の
名
が
あ
が
る
の
は
︑
次
に
引
く
彼
の
卒
伝
か
ら
明
ら
か
と
な
る
︒
益
城
君
洪
聖
民
卒
︑︵
中
略
︶
宗
係ママ
之
改
也
︑
聖
民
実
奉
使
︑
始
得
皇
旨
許
改
︑
礼
部
欲
順
付
勅
書
告
諭
本
国
︑
而
聖
民
辞
以
會
典
未
頒
︑
請
俟
後
日
︑
還
国
亦
不
自
言
及
︑
兪
泓
所
捧
勅
中
︑
言
曾
已
許
洪
聖
民
所
奏
︑
然
後
国
人
始
知
之
︑
上
欲
以
聖
民
為
元
勲
︑
聖
民
力
辞
居
次
︑
︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
八
︑
二
七
年
七
月
条
︑
洪
聖
民
卒
伝
︶
洪
聖
民
の
卒
伝
に
よ
れ
ば
︑
宣
祖
二
一
年
に
謝
恩
使
兪
泓
が
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
萬
暦
帝
の
勅
書
の
な
か
に
﹁
曾
て
已
に
洪
聖
民
の
奏
す
る
所
を
許
す
﹂
と
あ
り
︑﹁
然
る
後
ち
︑
国
人
始
め
て
之
を
知
る
﹂
こ
と
に
な
っ
た
︒
宣
祖
八
年
の
赴
京
に
あ
た
り
︑
王
命
に
よ
り
奏
請
文
を
製
述
し
た
の
も
洪
聖
民
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
(
)
れ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
宣
祖
は
洪
聖
民
を
元
勲
と
し
て
そ
183
の
功
績
を
称
え
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
︑
当
の
洪
聖
民
が
こ
れ
を
固
辞
し
(
)
た
︒
洪
聖
民
は
宣
祖
一
三
年
に
兵
曹
参
議
︵
正
三
品
︶
の
職
に
あ
っ
た
際
に
184吏
文
製
述
の
庭
試
で
主
席
と
な
っ
て
嘉
善
大
夫
に
昇
進
し
た
と
こ
ろ
︑
吏
文
製
述
を
﹁
微
事
﹂
と
卑
下
す
る
司
憲
府
が
王
命
の
撤
回
を
要
求
し
た
経
緯
が
(
)
あ
る
︒
宣
祖
は
司
憲
府
の
こ
の
諫
言
を
却
下
し
た
が
︑
こ
う
し
た
政
府
内
の
185
視
線
も
洪
聖
民
の
元
勲
辞
退
に
な
ん
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
宣
祖
は
や
む
な
く
洪
聖
民
を
二
等
功
臣
に
録
勲
の
う
え
益
城
君
に
封
ず
る
こ
と
で
決
着
し
た
が
︑
兪
泓
が
獲
得
し
た
﹃
萬
暦
会
典
﹄
に
は
﹁
萬
暦
三
年
︑
使
臣
復
た
前
の
請
を
申の
ぶ
る
に
︑
詔
し
て
史
館
に
付
し
編
輯
せ
し
む
︒
今
︑
後
に
録
す
﹂
と
し
て
李
成
桂
の
宗
系
を
掲
載
す
る
︒
こ
こ
に
い
う
﹁
萬
暦
三
年
﹂
つ
ま
り
宣
祖
八
年
の
﹁
使
臣
﹂
が
と
り
も
な
お
さ
ず
洪
聖
民
で
あ
る
︒
宣
祖
は
当
初
よ
り
洪
聖
民
を
元
勲
と
み
な
し
て
お
り
︑
二
等
功
臣
洪
聖
民
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
は
一
等
功
臣
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑﹃
光
国
功
臣
会
盟
録
﹄
は
洪
聖
民
を
﹁
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
﹂
と
す
る
こ
と
か
ら
︑
本
節
の
冒
頭
に
掲
げ
た
﹃
宣
祖
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 86
修
正
実
録
﹄
が
二
等
功
臣
の
称
号
を
﹁
輸
忠
貢マ
誠マ
光
国
功
臣
﹂
と
記
録
す
る
の
は
誤
刻
で
あ
(
)
ろ
う
︒
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次
の
李
後
白
は
宣
祖
六
年
に
赴
京
し
た
奏
請
使
で
あ
り
︑﹃
明
実
録
﹄
に
宗
系
改
正
の
事
情
を
採
録
す
る
と
の
萬
暦
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
し
た
︒
李
後
白
は
宣
祖
一
一
年
に
死
去
す
る
が
︑
そ
の
功
績
に
よ
り
二
等
功
臣
に
録
勲
︑
延
陽
君
に
追
封
さ
れ
る
︒
尹
斗
寿
の
場
合
︑
す
で
に
検
討
済
み
の
謝
恩
兼
奏
請
使
洪
聖
民
が
帰
国
し
た
の
ち
︑
宣
祖
一
〇
年
に
そ
の
謝
恩
使
と
し
て
明
に
派
遣
さ
れ
た
︒
そ
の
結
果
︑
宗
系
・
悪
名
の
件
は
聖
旨
に
よ
り
史
館
に
送
付
済
み
で
あ
っ
て
︑
再
度
奏
請
す
る
必
要
は
な
い
と
の
礼
部
の
回
咨
を
得
て
い
る
︒
海
原
府
院
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
尹
斗
寿
は
一
等
功
臣
尹
根
寿
の
実
兄
で
あ
り
︑
当
時
の
政
治
権
力
が
功
臣
の
選
定
に
作
用
し
た
と
の
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
︒
以
下
︑
韓
應
寅
︵
清
平
府
院
君
︶・
尹
暹
︵
龍
城
君
に
追
封
︶・
尹
洞
︵
茂
城
府
院
君
︶
の
三
名
は
︑
い
ず
れ
も
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
黄
廷
彧
・
兪
泓
・
尹
根
寿
が
赴
京
し
た
際
に
書
状
官
と
し
て
同
行
し
た
経
歴
を
有
す
る
︒
と
り
わ
け
宣
祖
二
〇
年
に
謝
恩
使
兪
泓
と
と
も
に
北
京
に
赴
い
た
尹
暹
に
つ
い
て
︑
礼
部
尚
書
沈
鯉
は
そ
の
呈
文
の
出
来
栄
え
を
賞
嘆
し
た
と
(
)
い
い
︑
書
187
状
官
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
︒
尹
洞
の
名
は
﹃
明
宗
実
録
﹄
の
末
尾
に
︑
壬
辰
倭
乱
後
の
実
録
重
刊
事
業
に
参
画
し
た
人
物
の
ひ
と
り
と
し
て
﹁
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
崇
政
大
夫
判
中
枢
府
事
兼
知
春
秋
館
事
茂
城
君
︹
臣
︺
尹
洞
﹂
と
(
)
み
え
︑﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
が
光
国
二
等
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功
臣
の
称
号
を
﹁
輸
忠
貢マ
誠マ
翼
謨
光
国
功
臣
﹂
と
記
録
し
た
の
は
や
は
り
誤
刻
と
考
え
て
よ
い
︒
二
等
功
臣
の
最
後
に
あ
が
る
洪
純
彦
は
︑
宣
祖
一
七
年
に
奏
請
使
黄
廷
彧
︵
一
等
功
臣
︶・
書
状
官
韓
應
寅
︵
二
等
功
臣
︶
と
と
も
に
上
通
事
と
し
て
赴
京
し
た
︒
洪
純
彦
が
光
国
功
臣
に
選
定
さ
れ
た
事
情
と
し
て
︑
朴
成
柱
氏
は
﹁
朝
廷
の
会
議
で
明
側
の
賄
賂
贈
与
に
反
対
し
︑
宣
祖
五
年
に
奏
請
文
を
漢
語
に
翻
訳
﹂
し
た
こ
と
も
加
(
)
え
る
︒
し
か
し
︑
明
政
府
の
官
僚
に
対
す
る
189
﹁
人
情
﹂
の
贈
与
は
中
宗
二
〇
年
代
よ
り
恒
常
化
し
て
(
)
い
た
か
ら
︑
前
者
に
190
い
う
賄
賂
贈
与
の
反
対
意
見
は
選
定
事
情
と
は
な
ら
ず
︑
後
者
の
奏
請
文
翻
訳
は
北
京
に
お
け
る
洪
純
彦
の
外
交
活
動
を
過
小
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
︒
洪
純
彦
の
生
没
年
は
未
詳
な
が
ら
︑
本
節
の
冒
頭
に
引
用
し
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
に
﹁
訳
官
﹂
と
あ
り
︑
司
訳
院
の
官
員
︵
た
だ
し
実
職
で
は
な
く
︑
使
行
の
際
に
の
み
勤
務
す
る
遞
児
職
︶
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
︒
ま
た
︑
粛
宗
三
四
年
︵
一
七
〇
八
︶
に
司
訳
院
で
教
育
を
担
当
す
る
堂
上
訳
官
金
指
南
・
金
慶
門
父
子
ら
が
撰
述
し
た
﹃
通
文
館
志
﹄
は
司
訳
院
に
関
す
る
諸
般
の
事
例
︑
対
外
関
係
の
諸
記
録
の
ほ
か
︑
人
物
編
に
は
特
筆
す
べ
き
原
任
訳
官
の
功
績
を
抄
録
し
て
お
り
︑
洪
純
彦
に
よ
る
実
務
外
交
の
一
端
を
記
録
(
)
す
る
︒
周
知
の
と
お
り
︑
礼
曹
管
轄
下
の
司
訳
院
は
対
外
交
渉
の
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実
務
を
担
当
す
る
と
と
も
に
︑
関
係
諸
国
の
言
語
に
精
通
し
た
訳
官
の
養
成
機
関
を
併
有
し
て
(
)
い
た
︒
訳
官
の
職
務
は
各
種
使
節
に
同
行
し
て
応
対
周
旋
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す
る
こ
と
に
あ
り
︑
当
然
な
が
ら
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
の
際
に
も
訳
官
が
同
行
す
る
︒
上
通
事
の
任
務
は
外
交
交
渉
を
進
め
る
う
え
で
重
要
で
あ
っ
て
︑
儀
礼
の
場
面
で
は
書
状
官
と
同
列
に
参
席
し
︑
帰
国
後
も
書
状
官
と
ほ
ぼ
同
等
の
賞
賜
に
あ
ず
か
(
)
っ
た
︒
し
た
が
っ
て
︑
宣
祖
一
七
年
に
奏
請
使
黄
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廷
彧
の
一
行
が
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
改
正
箇
所
を
確
認
の
う
え
萬
暦
帝
の
勅
書
を
獲
得
で
き
た
の
は
︑
正
使
黄
廷
彧
と
書
状
官
韓
應
寅
は
も
ち
ろ
ん
︑
上
通
事
を
務
め
た
洪
純
彦
の
周
旋
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
︒
の
み
な
ら
ず
︑
洪
純
彦
は
宣
祖
七
年
に
派
遣
さ
れ
た
聖
節
使
朴
希
立
一
行
に
も
通
事
と
し
て
同
行
し
て
お
り
︑
み
ず
か
ら
の
情
報
網
を
駆
使
し
て
﹃
明
実
録
﹄
と
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉87
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
を
把
握
し
て
い
た
︒
そ
の
結
果
︑
翌
宣
祖
八
年
の
謝
恩
使
洪
聖
民
に
よ
る
外
交
交
渉
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
︒
中
宗
代
以
降
の
訳
官
の
資
質
低
下
と
文
臣
に
よ
る
訳
官
賤
視
の
風
潮
は
よ
く
知
ら
れ
て
(
)
い
る
が
︑
洪
純
彦
は
﹁
卑
官
﹂
な
が
ら
二
等
功
臣
と
し
て
高
い
評
価
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を
得
た
︒
太
祖
元
年
の
開
国
功
臣
よ
り
英
祖
四
年
︵
一
七
二
八
︶
の
揚
武
功
臣
︵
奮
武
功
臣
︒
李
麟
佐
の
乱
を
平
定
し
た
功
労
者
︶
ま
で
の
功
臣
名
簿
を
収
録
し
た
忠
勲
府
編
﹃
国
朝
功
臣
録
﹄
に
よ
れ
ば
︑
洪
純
彦
に
は
﹁
庶
孼
︑
通
事
︑
資
憲
︑
世
襲
嫡
長
孫
﹂
と
註
記
し
︑
庶
孼
出
身
に
し
て
そ
の
位
階
は
正
二
品
の
資
憲
大
夫
に
の
ぼ
っ
て
(
)
い
る
︒
195
以
上
の
よ
う
に
︑
二
等
功
臣
は
宗
系
改
正
の
事
情
を
﹃
明
実
録
﹄
に
採
録
す
る
と
の
萬
暦
帝
の
勅
書
を
獲
得
し
た
正
使
︵
洪
聖
民
・
李
後
白
︶
と
︑
こ
れ
に
対
す
る
謝
恩
の
た
め
に
赴
京
し
た
正
使
︵
尹
斗
寿
︶
の
三
名
︑
そ
し
て
一
等
功
臣
に
同
行
し
た
書
状
官
︵
韓
應
寅
・
尹
暹
・
尹
洞
︶
と
訳
官
︵
洪
純
彦
︶
の
四
名
︑
と
い
う
二
種
の
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒
た
だ
し
二
等
功
臣
尹
斗
寿
︵
の
ち
に
領
議
政
︶
の
録
勲
に
あ
た
っ
て
は
︑
実
弟
で
あ
る
一
等
功
臣
尹
根
寿
の
録
勲
が
そ
の
政
治
的
背
景
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
で
き
よ
う
︒
な
お
︑
二
等
功
臣
で
問
題
と
な
る
の
は
現
存
す
る
三
等
功
臣
柳
成
龍
の
教
書
に
李
彬
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
(
)
あ
る
︒
宗
系
を
弁
明
す
る
奏
本
を
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携
え
て
赴
京
し
た
李
彬
が
︑
太
宗
四
年
に
礼
部
の
咨
文
を
も
た
ら
し
︑
永
楽
帝
の
聖
旨
が
朝
鮮
に
伝
達
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
︒
と
こ
ろ
が
そ
の
後
︑
李
彬
は
太
宗
に
よ
る
外
戚
閔
氏
勢
力
の
粛
清
過
程
で
太
宗
一
〇
年
に
誅
殺
さ
(
)
れ
た
︒
そ
の
う
え
︑
功
臣
録
勲
か
ら
二
年
後
に
壬
辰
倭
乱
が
勃
発
し
197
て
関
係
書
類
が
焼
失
し
た
こ
と
も
あ
り
︑
李
彬
の
名
は
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
を
は
じ
め
﹃
攷
事
撮
要
﹄﹃
国
朝
功
臣
録
﹄
な
ど
王
朝
政
府
の
公
式
記
録
か
ら
姿
を
消
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
３
︑
三
等
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
三
等
功
臣
は
奇
大
升
・
金
澍
・
李
陽
元
・
黄
琳
・
尹
卓
然
・
鄭
澈
・
李
山
海
・
柳
成
龍
そ
し
て
崔
滉
の
九
名
で
あ
る
︒
ま
ず
︑
三
等
功
臣
の
筆
頭
に
あ
が
る
奇
大
升
は
宣
祖
五
年
に
宗
系
弁
誣
奏
請
副
使
に
任
命
さ
れ
た
︒
当
該
期
録
は
﹃
宣
祖
実
録
﹄
に
は
な
く
︑﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
に
断
片
的
な
記
録
が
残
る
︒
復
以
奇
大
升
為
大
司
成
︑
時
以
改
宗
系
奏
請
︑
極
選
使
臣
︑
以
大
升
為
副
使
︑
大
升
以
此
入
朝
︑
道
拝
大
司
諫
︑
既
至
京
辞
遞
︑︵
後
略
︶
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
三
月
条
︶
当
時
︑
朝
鮮
政
府
は
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
選
定
を
慎
重
に
進
め
︑
そ
の
結
果
︑
成
均
館
大
司
成
奇
大
升
を
副
使
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
︒
史
料
の
制
約
に
よ
り
正
使
に
任
じ
ら
れ
た
人
物
は
定
か
で
な
い
︒
朝
鮮
朝
廷
に
出
仕
し
た
奇
大
升
は
大
司
諫
を
拝
命
し
た
が
︑
や
が
て
漢
城
に
て
こ
の
職
を
辞
し
た
と
い
う
︒﹃
宣
祖
実
録
﹄
の
修
正
版
で
あ
る
た
め
︑
や
や
わ
か
り
づ
ら
い
記
録
形
態
と
な
っ
て
い
る
が
︑﹃
高
峯
先
生
文
集
﹄
年
譜
に
よ
る
と
奇
大
升
は
宣
祖
五
年
二
月
に
大
司
成
を
拝
命
し
︑
同
月
二
七
日
に
﹁
赴
命
︹
時
に
先
生
︑
奏
請
使
に
充
て
ら
る
︒
故
に
発
行
す
︺﹂︑
ま
も
な
く
﹁
是
の
月
︑
大
司
諫
を
拝
す
﹂
る
も
︑
五
月
に
﹁
病
を
以
て
大
司
諫
を
遞か
わ
る
﹂
と
(
)
あ
る
︒
つ
ま
り
︑﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
は
宣
祖
五
年
二
月
よ
り
五
月
ま
で
の
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奇
大
升
の
行
動
を
一
括
し
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
︒
で
は
︑
奇
大
升
は
奏
請
副
使
と
し
て
い
か
な
る
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
事
実
は
︑
奇
大
升
が
奏
請
副
使
と
し
て
宗
系
改
正
の
外
交
交
渉
に
あ
た
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
奇
大
升
が
朝
廷
に
召
さ
れ
た
二
月
下
旬
以
降
︑
大
司
諫
を
辞
職
す
る
五
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 88
月
以
前
の
﹃
明
実
録
﹄
に
︑
朝
鮮
使
節
の
入
明
記
録
は
存
在
し
な
い
︒
五
月
に
は
謝
恩
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
礼
曹
参
判
朴
民
献
の
一
行
三
八
人
の
入
明
記
録
が
﹃
明
実
録
﹄
に
み
え
る
も
の
の
︑
こ
の
と
き
奇
大
升
は
昌
徳
宮
宣
政
殿
で
開
か
れ
た
朝
講
に
て
文
昭
殿
︵
景
福
宮
内
に
太
祖
と
神
懿
王
后
︑
太
宗
の
位
牌
を
奉
安
し
た
殿
閣
︶
の
制
度
改
革
を
め
ぐ
る
発
言
を
し
て
お
り
︑
奇
大
升
が
朴
民
献
と
と
も
に
北
京
に
赴
い
た
と
は
考
え
ら
れ
(
)
な
い
︒
し
た
が
っ
199
て
︑
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
は
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
︒
そ
の
後
︑
七
月
に
な
っ
て
隆
慶
帝
の
訃
報
が
朝
鮮
に
(
)
入
り
︑
ま
も
な
200
く
奇
大
升
も
こ
の
年
一
一
月
に
病
死
(
)
し
た
︒
そ
こ
で
次
に
︑
奇
大
升
の
卒
伝
201
を
み
て
み
よ
う
︒
前
司
諫
院
大
司
諫
奇
大
升
卒
︑
大
升
復
除
大
司
諫
︑
辞
遞
︑
會
皇
帝
崩
︑
停
遣
奏
請
︑
大
升
遂
決
意
南
帰
︑
路
得
臀
腫
︑
行
至
古
阜
姻
友
家
︑
遂
不
起
︑
上
聞
其
病
重
︑
遣
医
齎
薬
馳
救
︑
下
旨
慰
諭
︑
未
及
而
卒
︑︵
中
略
︶
学
者
称
高
峯
先
生
︑
有
文
集
行
于
世
︑
其
後
録
光
国
勲
︑
贈
吏
曹
判
書
︑
以
嘗
参
辨
誣
議
︑
撰
出
奏
文
故
也
︑︵
後
略
︶︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
〇
月
条
︑
奇
大
升
卒
伝
︶
こ
こ
に
は
﹁
會たま
た
ま
皇
帝
崩
み
ま
か
り
︑
奏
請
を
遣
わ
す
を
停
む
﹂
と
み
え
︑
隆
慶
帝
の
死
去
に
よ
り
奏
請
使
の
派
遣
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を
明
記
す
る
︒
奇
大
升
が
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
の
経
歴
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
光
国
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
理
由
も
︑
こ
の
卒
伝
か
ら
明
ら
か
と
な
る
︒
奇
大
升
は
か
つ
て
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
論
議
に
加
(
)
わ
り
︑
そ
の
う
え
奏
請
文
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を
製
述
し
て
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒
奇
大
升
が
奏
請
文
を
製
述
し
た
の
は
︑
奏
請
副
使
に
任
じ
ら
れ
た
宣
祖
五
年
で
あ
ろ
う
︒
実
際
に
遺
稿
集
に
は
﹁
朝
鮮
国
王
臣
姓
諱
謹
奏
︑
為
乞
恩
辨
誣
事
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
﹁
辨
誣
奏
﹂
を
収
録
(
)
す
る
︒
こ
れ
に
よ
り
奇
大
升
は
吏
曹
判
書
を
追
贈
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さ
れ
︑
徳
原
君
に
追
封
と
な
る
︒﹃
光
国
功
臣
会
盟
録
﹄
は
奇
大
升
を
﹁
贈
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
﹂
と
(
)
す
る
こ
と
か
ら
︑﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
が
三
等
功
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臣
の
称
号
を
﹁
輸
忠
貢マ
誠マ
光
国
功
臣
﹂
と
記
す
の
も
誤
り
で
あ
ろ
う
︒
な
に
よ
り
︑
現
存
す
る
三
等
功
臣
柳
成
龍
の
教
書
の
冒
頭
に
は
﹁
教
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
大
匡
輔
国
崇
禄
大
夫
議
政
府
右
議
政
兼
領
経
筵
事
豊
原
府
院
君
柳
成
龍
﹂
と
記
さ
れ
て
(
)
い
る
︒
205
次
に
︑
金
澍
と
李
陽
元
は
明
宗
一
八
年
︵
一
五
六
三
︶
五
月
に
派
遣
さ
れ
た
奏
請
兼
進
賀
使
と
そ
の
書
状
官
で
あ
り
︑﹃
大
明
会
典
﹄
に
桓
祖
李
子
春
の
名
を
載
録
す
る
と
の
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
し
た
︒
明
宗
は
こ
の
慶
事
を
宗
廟
に
報
告
し
︑
翌
年
に
は
宗
系
改
正
別
試
が
実
施
さ
れ
た
︒
そ
の
う
え
明
宗
は
彼
ら
に
褒
賞
と
し
て
奴
婢
と
土
田
を
下
賜
し
て
(
)
い
た
か
ら
︑
金
澍
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一
行
の
功
績
は
先
代
の
明
宗
代
よ
り
評
価
さ
れ
て
い
た
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
︒
と
り
わ
け
︑
北
京
の
玉
河
館
に
て
客
死
し
た
金
澍
の
外
交
交
渉
は
注
目
に
値
す
る
︒
金
澍
の
卒
伝
に
は
次
の
ご
と
く
み
え
る
︒
同
知
中
枢
府
事
金
澍
卒
︑
澍
字
應
霖
︑
安
東
人
︑︵
中
略
︶
至
是
以
宗
系
辨
誣
事
︑
充
奏
請
使
如
京
師
︑
申
礼
部
獲
受
帝
旨
︑
因
卒
于
玉
河
館
︑
上
以
有
奏
請
功
︑
特
贈
礼
曹
判
書
︑
或
云
之
︑
澍
奏
請
乃
以
白
金
厚
賂
礼
部
︑
雖
得
聖
旨
︑
宗
系
之
誣
実
未
改
撰
也
︑︵
後
略
︶︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
九
月
壬
寅
︹
二
七
日
︺
条
︑
金
澍
卒
伝
︶
明
宗
は
宗
系
改
正
の
勅
書
を
獲
得
し
た
金
澍
に
対
し
︑
特
別
に
礼
曹
判
書
を
追
贈
し
た
︒
同
時
に
金
澍
の
外
交
交
渉
に
つ
い
て
は
︑﹁
澍
奏
請
す
る
に
︑
乃
ち
白
金
を
以
て
厚
く
礼
部
に
賂
ま
い
な
う
︒
聖
旨
を
得
る
と
雖
も
︑
宗
系
の
誣
は
実
に
未
だ
改
撰
せ
ざ
る
な
り
﹂
と
の
否
定
的
な
評
価
も
併
記
す
る
︒
嘉
靖
年
間
は
賄
賂
政
治
が
横
行
し
て
お
り
︑
こ
れ
を
察
知
し
た
金
澍
が
礼
部
に
白
金
を
贈
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
し
か
し
︑
朝
鮮
政
府
が
遣
明
使
節
に
対
し
て
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﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
購
入
資
金
と
明
政
府
の
官
吏
に
手
渡
す
﹁
人
情
﹂
を
公
的
に
給
付
し
て
い
た
こ
と
は
︑
す
で
に
中
宗
二
八
年
︵
一
五
三
三
︶
の
時
点
で
確
認
で
(
)
き
る
︒
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
朝
中
間
の
﹁
賄
賂
外
交
﹂
は
な
に
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も
明
宗
年
間
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
︒
明
宗
一
八
年
の
時
点
で
は
い
ま
だ
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
内
外
に
頒
布
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
は
あ
る
が
︑
そ
の
後
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
は
桓
祖
李
子
春
の
名
を
明
記
す
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
金
澍
が
い
わ
ば
﹁
賄
賂
外
交
﹂
に
よ
っ
て
成
果
を
収
め
た
に
し
ろ
︑
宣
祖
が
彼
の
功
績
を
認
め
た
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
北
京
で
客
死
し
た
金
澍
は
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
︑
花
山
君
に
追
封
さ
れ
た
︒
奏
請
使
金
澍
の
不
慮
の
死
に
と
も
な
い
︑
正
使
に
か
わ
っ
て
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
の
が
書
状
官
の
李
陽
元
で
あ
る
︒
李
陽
元
は
宣
祖
六
年
一
〇
月
に
宗
系
改
正
の
謝
恩
使
と
し
て
赴
京
し
た
経
歴
も
あ
り
︑
よ
っ
て
三
等
功
臣
に
録
勲
︑
漢
山
府
院
君
に
封
じ
ら
れ
た
︒
つ
づ
い
て
黄
琳
は
宣
祖
一
〇
年
九
月
に
奏
請
使
と
し
て
︑
尹
卓
然
は
そ
の
四
年
前
の
宣
祖
六
年
二
月
に
奏
請
使
書
状
官
と
し
て
明
政
府
と
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
る
︒
奏
請
使
黄
琳
は
萬
暦
帝
の
勅
書
を
獲
得
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
が
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
完
成
後
に
頒
賜
す
る
と
の
礼
部
の
回
咨
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
︒
尹
卓
然
は
す
で
に
検
討
済
み
の
奏
請
使
李
後
白
︵
二
等
功
臣
︶
に
書
状
官
と
し
て
同
行
し
︑
萬
暦
帝
の
勅
書
を
得
て
帰
国
(
)
す
る
︒
こ
208
う
し
た
功
績
に
よ
り
黄
琳
は
義
昌
君
に
︑
尹
卓
然
は
漆
溪
君
に
そ
れ
ぞ
れ
封
ぜ
ら
れ
た
︒
し
か
し
︑
黄
琳
は
光
国
功
臣
録
勲
か
ら
わ
ず
か
一
年
後
の
宣
祖
二
四
年
九
月
に
死
去
し
︑
宣
祖
は
冢
宰
の
死
を
悼
ん
だ
と
(
)
い
う
︒
尹
卓
然
は
209
壬
辰
倭
乱
の
際
に
宣
祖
の
長
男
臨
海
君
を
奉
じ
て
咸
鏡
道
に
避
難
し
︑
咸
鏡
道
観
察
使
︵
都
巡
察
使
︶
を
拝
命
し
た
が
︑
宣
祖
二
七
年
五
月
に
病
死
し
(
)
た
︒
210
次
に
︑
鄭
澈
︵
寅
城
府
院
君
︶・
李
山
海
︵
鵝
城
府
院
君
︶
そ
し
て
柳
成
龍
︵
豊
原
府
院
君
︶
の
三
名
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
︒
こ
の
う
ち
柳
成
龍
に
つ
い
て
朴
成
柱
氏
は
﹁
宣
祖
二
年
の
聖
節
使
︵
李
後
白
︶
の
書
状
官
︵
韓
国
典
故
︶︒
し
か
し
︑
実
録
で
は
宣
祖
六
年
の
奏
請
使
李
後
白
の
書
状
官
は
尹
卓
然
で
あ
る
﹂
と
い
い
︑
そ
れ
以
上
︑
選
定
の
理
由
を
明
確
に
提
示
し
て
い
(
)
な
い
︒
宣
祖
二
年
一
〇
月
に
礼
曹
参
判
を
授
か
っ
た
李
後
白
が
聖
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節
使
と
し
て
北
京
に
赴
き
︑
司
憲
府
監
察
︵
正
六
品
︶
を
兼
ね
た
柳
成
龍
が
そ
の
書
状
官
と
し
て
同
行
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
︑
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
形
跡
は
み
あ
た
ら
(
)
な
い
︒
し
か
し
︑
柳
成
龍
は
三
等
212
功
臣
の
筆
頭
で
あ
る
奇
大
升
と
同
じ
く
宗
系
改
正
を
要
請
す
る
奏
請
文
を
製
述
し
た
こ
と
が
あ
り
︑
そ
の
功
績
が
功
臣
の
選
定
理
由
と
考
え
て
よ
い
︒
前
節
の
冒
頭
で
取
り
あ
げ
た
よ
う
に
︑﹃
西
厓
先
生
文
集
﹄
は
﹁
乞
頒
示
會
典
奏
文
︹
辛
巳
︺﹂
を
収
録
す
る
︒
割
註
の
﹁
辛
巳
﹂
が
正
し
け
れ
ば
宣
祖
一
四
年
辛
巳
︵
萬
暦
九
年
︶
に
柳
成
龍
が
い
っ
た
ん
製
述
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
︑
そ
の
文
面
か
ら
判
断
す
れ
ば
お
そ
ら
く
三
年
後
の
宣
祖
一
七
年
に
派
遣
さ
れ
た
奏
請
使
黄
廷
彧
の
一
行
に
持
た
せ
た
奏
請
文
に
相
違
な
い
︒﹃
西
厓
先
生
年
譜
﹄
に
宗
系
改
正
の
功
労
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
(
)
記
す
の
は
︑
具
体
的
213
に
は
こ
の
奏
請
文
の
製
述
を
指
す
と
み
て
よ
か
ろ
う
︒
と
こ
ろ
が
︑
鄭
澈
と
李
山
海
の
二
名
に
つ
い
て
は
奏
請
使
あ
る
い
は
謝
恩
使
と
し
て
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
を
担
当
し
た
経
歴
は
な
く
︑
ま
た
奏
請
文
を
製
述
し
た
わ
け
で
も
な
い
︒
た
だ
し
︑
光
国
功
臣
の
録
勲
に
あ
た
っ
て
は
献
議
︑
つ
ま
り
朝
鮮
国
王
に
意
見
を
上
申
し
た
官
僚
も
録
勲
の
対
象
と
な
る
︒
と
な
れ
ば
︑
鄭
澈
と
李
山
海
は
外
交
交
渉
の
力
量
を
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
く
︑
献
議
の
功
績
に
よ
り
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
実
際
に
李
山
海
の
場
合
︑
か
つ
て
宣
祖
一
四
年
五
月
に
大
司
諫
李
珥
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が
二
〇
〇
年
を
経
過
し
て
も
解
決
し
な
い
宗
系
弁
誣
問
題
を
慷
慨
し
た
際
に
︑
吏
曹
判
書
の
職
に
あ
っ
た
李
山
海
も
こ
の
論
議
に
加
わ
っ
て
宣
祖
に
詰
め
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
李
山
海
は
献
議
の
功
績
を
評
価
さ
れ
て
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
︑
と
ひ
と
ま
ず
推
測
で
き
よ
う
︒
の
み
な
ら
ず
︑
李
山
海
は
宣
祖
二
一
年
五
月
に
宗
系
改
正
の
謝
恩
表
を
製
述
し
︑
宣
祖
は
﹁
卿
の
筆
法
高
邁
な
る
に
︑
宜
し
く
手
ら
此
の
表
を
写
し
︑
以
て
進
め
よ
︒
予
︑
将
に
開
刊
せ
ん
と
す
﹂
と
そ
の
出
来
栄
え
を
称
(
)
え
た
︒
さ
ら
に
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一
ヶ
月
後
の
実
録
記
事
に
は
︑
改
宗
系
謝
恩
表
文
︑
乃
大
提
学
李
山
海
所
製
也
︑
上
令
山
海
写
進
︑
仍
伝
曰
︑
良
用
嘉
焉
︑
筆
法
甚
奇
︑
非
区
区
俗
子
所
及
︑
當
命
開
刊
伝
後
︑
虎
皮
一
令
賜
給
︑︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
七
月
乙
卯
︹
四
日
︺
条
︶
と
あ
り
︑
李
山
海
が
萬
暦
帝
に
宗
系
改
正
を
感
謝
す
る
謝
恩
表
の
写
し
を
宣
祖
に
撰
進
し
た
と
こ
ろ
︑
宣
祖
は
﹁
区
区
の
俗
子
の
及
ぶ
所
に
非
ず
︒
當
に
命
じ
て
開
刊
し
︑
後
ち
に
伝
う
べ
し
﹂
と
賞
賛
し
︑
虎
皮
ひ
と
揃
い
を
下
賜
し
た
と
い
う
︒
こ
の
と
き
李
山
海
が
製
述
し
た
謝
恩
表
は
前
後
関
係
か
ら
判
断
す
れ
ば
︑
お
そ
ら
く
宣
祖
二
一
年
五
月
に
兪
泓
︵
一
等
功
臣
︶
が
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
を
獲
得
し
た
こ
と
に
対
し
て
派
遣
し
た
︑
謝
恩
使
柳
霞
・
副
使
崔
滉
の
一
行
に
持
た
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒﹃
光
国
志
慶
録
﹄
は
﹁
謝
恩
表
﹂
を
収
録
し
︑
そ
の
末
尾
に
﹁
大
提
学
臣
李
山
海
製
進
﹂
と
(
)
あ
る
︒
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し
か
し
︑
鄭
澈
の
宗
系
改
正
に
関
わ
る
具
体
的
な
功
績
に
関
し
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
︒
朴
成
柱
も
鄭
澈
の
功
臣
選
定
は
﹁
い
か
な
る
理
由
な
の
か
わ
か
ら
な
い
﹂
と
(
)
い
う
︒
た
だ
︑
遺
稿
集
﹃
松
江
集
﹄
所
収
の
年
216
譜
に
よ
れ
ば
︑
宣
祖
が
﹁
宗
系
を
誣
い
ら
れ
︑
卿
の
指
授
を
頼
り
て
昭
雪
す
﹂
と
(
)
あ
る
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
鄭
澈
は
宣
祖
の
諮
問
に
応
じ
て
な
ん
ら
か
の
献
217
議
を
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
鄭
澈
・
李
山
海
・
柳
成
龍
の
三
名
は
奏
請
使
と
し
て
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
直
接
関
わ
っ
た
経
歴
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
光
国
功
臣
三
等
に
録
勲
さ
れ
た
︒
こ
の
三
名
が
光
国
功
臣
に
選
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
︑
鄭
澈
が
献
議
︑
李
山
海
は
献
議
な
ら
び
に
謝
恩
表
の
製
述
︑
そ
し
て
柳
成
龍
の
場
合
は
奏
請
文
の
製
述
︑
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
︒
い
ま
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
光
国
功
臣
の
録
勲
当
時
︑
こ
の
三
名
が
そ
ろ
っ
て
朝
鮮
政
府
の
顕
職
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
鄭
澈
は
当
時
左
議
政
の
職
に
あ
り
︵
宣
祖
二
三
年
二
月
就
任
︶︑
李
山
海
は
領
議
政
︵
同
年
二
月
︶︑
そ
し
て
柳
成
龍
は
右
議
政
を
務
め
て
お
り
︵
同
年
(
)
五
月
︶︑
218
彼
ら
三
名
が
国
王
宣
祖
に
よ
る
国
政
運
営
に
も
っ
と
も
近
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
銘
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
忠
勲
府
編
﹃
功
臣
録
﹄
が
こ
の
三
名
に
つ
い
て
具
体
的
な
功
績
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
︑
た
だ
﹁
大
臣
を
以
て
録
す
﹂
と
(
)
記
す
の
は
︑
こ
う
し
た
政
治
構
造
か
ら
判
断
し
た
結
果
に
相
違
な
219
い
︒三
等
功
臣
の
最
後
に
あ
が
る
崔
滉
は
宣
祖
二
一
年
五
月
に
赴
京
し
た
謝
恩
使
柳
霞
に
同
行
し
︑
副
使
を
務
め
た
︒
使
行
の
目
的
は
︑
兪
泓
の
外
交
交
渉
に
よ
り
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
が
下
賜
さ
れ
た
た
め
︑
萬
暦
帝
に
謝
意
を
表
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
︒
朴
成
柱
氏
は
崔
滉
の
光
国
功
臣
選
定
理
由
と
し
て
﹁
宣
祖
一
六
年
に
聖
節
使
︑
宣
祖
二
一
年
に
謝
恩
副
使
と
し
て
遣
明
し
た
こ
と
は
あ
る
が
︑
宗
系
と
は
関
係
な
い
使
節
で
あ
っ
た
︒
お
そ
ら
く
奏
請
文
の
作
成
と
関
連
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
﹂
と
叙
述
(
)
す
る
︒
な
る
ほ
ど
前
者
の
聖
節
使
と
220
し
て
の
赴
京
に
宗
系
弁
誣
と
の
関
連
性
は
み
い
だ
せ
(
)
な
い
が
︑
後
者
の
謝
恩
221
使
の
目
的
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
一
冊
の
下
賜
に
対
す
る
謝
恩
で
あ
る
か
ら
︑
明
ら
か
に
朴
成
柱
氏
の
事
実
誤
認
で
あ
る
︒
崔
滉
の
功
績
に
つ
い
て
は
︑
次
に
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掲
げ
る
﹃
白
(
)
沙
集
﹄
所
収
の
李
恒
福
撰
﹁
海
城
府
院
君
崔
公
碑
銘
﹂
が
簡
潔
222
に
し
て
要
領
を
得
て
い
る
︒
(前
略
︶
戊
子
︵
＝
宣
祖
二
一
年
︶︑
朝
京
︑
己
丑
︑
宗
系
得
正
︑
宣
宗
曰
︑
始
議
此
事
︑
朝
議
異
同
︑
崔
某
力
言
當
請
︑
克
成
大
事
︑
其
加
正
憲
︑
後
又
賜
名
馬
︑
庚
寅
︑
特
陞
崇
政
為
左
賛
成
︑
俄
判
吏
曹
︑
因
策
光
国
・
平
難
両
勲
︑
得
推
恩
三
代
︑︵
後
略
︶︵﹃
白
沙
集
﹄
巻
四
上
︑
碑
銘
︶
つ
ま
り
︑
宣
祖
二
一
年
に
崔
滉
は
謝
恩
副
使
と
し
て
北
京
に
派
遣
さ
れ
︑
そ
の
翌
年
一
一
月
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
が
朝
鮮
国
王
の
も
と
に
届
く
こ
と
に
よ
っ
て
宗
系
弁
誣
問
題
は
最
終
的
に
決
着
し
た
︒
つ
と
に
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
論
議
が
紛
糾
し
て
い
た
が
︑
崔
滉
は
宗
系
改
正
の
奏
請
を
力
説
し
︑
王
朝
国
家
の
大
事
を
実
現
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
︒
正
使
の
柳
霞
が
正
功
臣
か
ら
外
れ
た
理
由
は
︑
献
議
の
有
無
に
求
め
る
ほ
か
あ
る
(
)
ま
い
︒
こ
223
れ
に
よ
り
崔
滉
は
正
憲
大
夫
に
加
資
の
う
え
︑
の
ち
に
名
馬
を
賜
っ
た
︒
つ
ま
り
︑
崔
滉
は
謝
恩
副
使
と
い
う
経
歴
に
加
え
て
朝
鮮
国
王
に
対
す
る
献
議
の
功
績
が
あ
り
︑
よ
っ
て
海
城
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
︒
い
ま
の
と
こ
ろ
︑
崔
滉
が
奏
請
文
を
製
述
し
た
こ
と
を
示
す
明
証
は
な
く
︑
朴
成
柱
氏
の
見
解
に
は
し
た
が
え
な
い
︒
三
等
功
臣
の
構
成
を
一
等
お
よ
び
二
等
功
臣
と
比
較
し
て
み
る
と
︑
次
の
よ
う
な
特
徴
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
ず
第
一
に
︑
奏
請
文
を
製
述
し
た
奇
大
升
・
柳
成
龍
の
ほ
か
︑
謝
恩
表
を
製
述
し
た
李
山
海
の
計
三
名
が
録
勲
さ
れ
て
い
る
︒
第
二
に
︑
宣
祖
代
以
前
の
明
宗
代
に
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
金
澍
・
李
陽
元
の
二
名
が
選
定
さ
れ
た
︒
そ
し
て
第
三
に
︑
当
時
︑
議
政
府
の
三
議
政
を
務
め
て
い
た
鄭
澈
・
李
山
海
・
柳
成
龍
の
三
名
が
含
ま
れ
て
い
る
︒
以
上
︑
一
等
か
ら
三
等
ま
で
計
一
九
名
の
光
国
功
臣
の
選
定
理
由
を
検
討
し
た
︒
そ
の
結
果
を
整
理
す
れ
ば
︑︻
表
２
︼
の
ご
と
く
な
る
︒
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
︑
光
国
功
臣
が
明
宗
一
八
年
以
降
に
宗
系
弁
誣
問
題
に
取
り
組
ん
だ
官
僚
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
明
宗
一
八
年
に
は
金
澍
と
李
陽
元
に
よ
る
宗
系
改
正
の
要
請
が
奏
功
し
︑﹃
大
明
会
典
﹄
に
桓
祖
李
子
春
の
名
を
載
録
す
る
と
の
嘉
靖
帝
の
勅
書
を
獲
得
し
た
︒
こ
れ
に
対
し
て
︑
中
宗
一
三
年
に
﹃
正
徳
会
典
﹄
の
改
正
を
要
請
し
た
第
一
次
宗
系
弁
誣
奏
請
使
南
袞
は
正
徳
帝
の
勅
書
を
朝
鮮
に
も
た
ら
し
た
が
︑
光
国
功
臣
の
録
勲
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
︒
南
袞
の
墓
誌
銘
に
は
﹁
戊
寅
︵
＝
中
宗
一
三
年
︶︑
奏
請
使
を
以
て
燕
京
に
赴
き
︑
本
国
宗
系
等
の
事
を
辨
正
す
﹂
と
あ
る
も
の
の
︑
臨
終
の
際
に
南
袞
は
生
前
の
草
稿
を
す
べ
て
焼
き
払
(
)
っ
た
た
め
遺
稿
集
224
も
現
存
せ
ず
︑
情
報
不
足
は
否
め
な
い
︒
た
だ
︑
南
袞
は
そ
の
翌
年
に
己
卯
士
禍
︵
勲
旧
派
の
士
林
派
に
対
す
る
弾
圧
事
件
︶
を
引
き
起
こ
し
た
中
心
人
物
で
あ
っ
て
︑
後
世
の
南
袞
に
対
す
る
政
治
的
批
判
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
中
宗
二
四
年
に
柳
溥
は
聖
節
使
と
し
て
赴
京
し
な
が
ら
宗
系
改
正
を
要
請
し
︑﹃
明
実
録
﹄
に
李
成
桂
の
宗
系
と
高
麗
末
期
の
情
勢
を
詳
細
に
記
録
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
︒
の
み
な
ら
ず
︑﹃
正
徳
会
典
﹄
の
続
修
版
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
に
は
簡
略
な
が
ら
﹁
嘉
靖
八
年
︵
＝
中
宗
二
四
年
︶︑
使
者
言
え
ら
く
︑
其
の
国
王
︑
李
仁
任
の
後
に
係
ら
ず
﹂
云
々
と
柳
溥
の
外
交
交
渉
に
関
す
る
記
述
が
あ
っ
た
︒
し
か
し
︑
柳
溥
は
正
功
臣
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
︒
柳
溥
の
卒
伝
に
こ
の
外
交
交
渉
に
関
す
る
記
録
は
(
)
な
く
︑
墓
誌
銘
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
後
世
の
評
価
は
た
だ
ち
に
は
探
225
り
が
た
い
︒
さ
ら
に
︑
明
宗
七
年
に
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
を
持
ち
帰
っ
た
冬
至
使
韓
貨
も
ま
た
正
功
臣
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
墓
誌
銘
に
は
﹁
辛
亥
︵
＝
明
宗
六
年
︶︑
京
師
に
如
き
て
冬
至
を
賀
う
﹂
と
あ
る
が
︑
宗
系
改
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【表２】光国功臣
尹斗寿
韓應寅
尹暹
尹洞
洪純彦
奇大升
金澍
李陽元
黄琳
尹卓然
鄭澈
李山海
柳成龍
崔滉
姓 名
宣祖20年、謝恩使として『萬暦会典』１冊を
獲得 ＊平難二等功臣
右議政
長溪府院君
宣祖17年、奏請使として『萬暦会典』下賜と
の勅書を獲得
礼曹判書
海平府院君
宣祖22年、聖節使として『萬暦会典』全帙を
獲得。また宣祖６年に奏請使李後白の副使
右議政
爵 位 選 定 理 由 官 職
尹根寿
黄廷彧
兪泓
洪聖民
李後白
龍城君(追封) 宣祖20年、謝恩使兪泓の書状官 弘文館校理
清平府院君
宣祖17年、奏請使黄廷彧の書状官
＊平難一等功臣
左議政
海原府院君
宣祖10年、謝恩使として礼部より宗系改正の
件はすでに史館に送付との回答を獲得
領議政
延陽君(追封)
宣祖６年、奏請使として『明実録』に宗系改
正事情を採録するとの勅書を獲得
吏曹判書
益城君
宣祖８年、謝恩兼奏請使として交渉し『萬暦
会典』に掲載。奏請文製述 ＊平難二等功臣
吏曹判書
杞城府院君
戸曹判書
漢山府院君
明宗18年、奏請兼進賀使金澍の書状官。また
宣祖６年に宗系改正の謝恩使
右議政
花山君(追封) 明宗18年、奏請兼進賀使。玉河館にて客死 礼曹判書(贈)
徳原君(追封) 献議。宣祖５年、奏請文製述 吏曹判書(贈)
唐陵君
宣祖17年、奏請使黄廷彧の上通事。また宣祖
７年に聖節使朴希立の通事として情報収集
訳官
茂城府院君 宣祖22年、聖節使尹根寿の書状官 工曹判書
献議。宣祖21年、謝恩使柳霞の副使
＊平難三等功臣
左議政
豊原府院君 宣祖17年、奏請使黄廷彧の奏請文製述 領議政
鵝城府院君
献議。宣祖21年、謝恩表製述
＊平難二等功臣
領議政
寅城府院君 献議 ＊平難二等功臣 左議政
漆溪君 宣祖６年、奏請使李後白の書状官 咸鏡道観察使
義昌君 宣祖10年、奏請使
三等
二等
一等
海城君
※爵位・官職は『宣祖修正実録』巻24、23年８月条による
正
に
関
す
る
叙
述
は
(
)
な
い
︒
彼
が
私
貨
に
よ
り
購
入
し
た
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
は
226
写
本
で
あ
り
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
そ
れ
自
体
も
未
刊
ゆ
え
正
功
臣
の
対
象
か
ら
外
れ
た
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
︒
た
だ
︑
こ
の
外
交
問
題
に
転
換
期
を
も
た
ら
し
た
柳
溥
と
韓
貨
が
正
功
臣
で
は
な
い
も
の
の
︑
光
国
原
従
一
等
功
臣
と
な
る
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︵
後
述
︶︒
し
た
が
っ
て
︑
宣
祖
二
三
年
当
時
の
朝
鮮
政
府
が
光
国
功
臣
の
録
勲
に
際
し
て
重
視
し
た
の
は
﹃
正
徳
会
典
﹄
か
ら
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
へ
の
宗
系
改
正
と
そ
の
情
報
収
集
で
は
な
く
︑
明
宗
代
末
か
ら
宣
祖
年
間
に
お
け
る
外
交
交
渉
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
獲
得
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
換
言
す
れ
ば
︑
一
九
名
の
光
国
功
臣
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
宗
系
改
正
と
そ
の
頒
賜
と
い
う
結
果
を
重
視
し
た
選
定
で
あ
っ
た
︒
４
︑
光
国
原
従
功
臣
光
国
原
従
功
臣
に
関
し
て
は
原
従
三
等
功
臣
の
学
生
柳
袽
︵
柳
成
龍
の
長
子
︶
ほ
か
監
察
李
庭
檜
に
発
給
さ
れ
た
﹁
宣
祖
二
十
四
年
閏
三
月
初
三
日
﹂
付
け
の
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
が
現
存
し
て
(
)
お
り
︑
光
国
原
従
功
臣
が
正
227
功
臣
の
録
勲
か
ら
半
年
後
の
宣
祖
二
四
年
閏
三
月
に
録
勲
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
る
︒
一
五
世
紀
の
古
文
書
様
式
と
同
様
︑
正
功
臣
の
教
書
は
純
漢
文
で
あ
る
が
︑
原
従
功
臣
の
録
券
に
は
吏
読
文
が
使
用
さ
れ
て
(
)
い
る
︒﹁
施
命
228
之
寶
﹂
の
印
が
捺
さ
れ
た
一
冊
二
〇
張
の
こ
の
録
券
に
よ
れ
ば
︑
光
国
原
従
一
等
功
臣
は
臨
海
君
・
光
海
君
・
信
城
君
︵
宣
祖
四
男
︶・
定
遠
君
︵
宣
祖
五
男
︒
の
ち
仁
祖
の
父
と
し
て
元
宗
と
追
尊
︶・
順
和
君
︵
宣
祖
六
男
︶
を
筆
頭
に
一
三
七
名
︑
原
従
二
等
功
臣
は
一
三
六
名
︑
原
従
三
等
功
臣
は
五
九
九
名
で
あ
っ
て
総
勢
八
七
二
名
に
の
ぼ
る
︒
南
袞
の
名
は
こ
の
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
み
え
な
い
が
︑
正
功
臣
か
ら
外
れ
た
柳
溥
と
韓
貨
は
原
従
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
(
)
れ
た
︒
こ
こ
で
は
八
七
二
名
の
原
従
功
臣
を
網
羅
的
に
取
229
り
あ
げ
る
こ
と
は
避
け
︑
断
片
的
で
は
あ
れ
遺
稿
集
や
墓
誌
銘
に
そ
の
功
績
を
記
す
人
物
を
中
心
に
︑
光
国
原
従
功
臣
の
選
定
事
情
を
探
っ
て
み
た
い
︒
ま
ず
︑
原
従
一
等
功
臣
に
は
中
宗
一
三
年
に
奏
請
使
南
袞
に
同
行
し
た
副
使
李
耔
・
書
状
官
韓
忠
の
ふ
(
)
た
り
と
宗
系
改
正
の
論
議
に
参
与
し
た
(
)
金
絿
︑
230
231
中
宗
二
八
年
に
﹁
人
情
﹂
を
使
っ
て
印
刷
予
定
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
正
本
﹂
を
確
認
し
た
聖
節
使
南
(
)
孝
義
︑
中
宗
三
四
年
に
第
二
次
宗
系
弁
誣
奏
請
使
と
232
し
て
派
遣
さ
れ
た
(
)
権
迦
︑
明
宗
一
二
年
に
礼
部
所
蔵
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
草
稿
本
233
の
閲
覧
に
成
功
し
た
第
三
次
奏
請
使
趙
士
秀
︑
宣
祖
即
位
年
に
宗
系
弁
誣
奏
請
使
の
派
遣
を
上
奏
し
た
李
浚
慶
︑
宣
祖
一
四
年
に
奏
請
使
派
遣
を
建
議
の
う
え
奏
請
文
を
製
述
し
た
李
珥
︑
そ
し
て
宣
祖
二
〇
年
に
陳
謝
使
裴
三
益
の
書
状
官
を
務
め
た
元
士
安
な
ど
が
(
)
い
る
︒
裴
三
益
が
萬
暦
帝
の
勅
書
と
完
成
234
直
後
の
﹃
萬
暦
会
典
﹄
写
本
一
冊
を
獲
得
し
て
帰
国
し
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
︑
正
使
の
裴
三
益
は
原
従
功
臣
か
ら
外
れ
た
︒
そ
れ
ゆ
え
︑
裴
三
益
の
死
去
︵
宣
祖
二
一
年
七
月
︶
か
ら
七
年
後
の
宣
祖
二
八
年
に
忠
勲
府
尹
根
寿
・
韓
應
寅
ら
は
裴
三
益
を
元
士
安
と
同
じ
く
原
従
一
等
功
臣
に
追
録
す
る
よ
う
上
奏
し
た
が
︑
壬
辰
倭
乱
後
の
朝
鮮
で
は
王
朝
国
家
の
典
籍
も
録
勲
の
文
書
も
散
佚
し
て
い
た
た
め
︑
つ
い
に
沙
汰
止
み
と
(
)
な
る
︒
235
な
か
ん
ず
く
死
後
︑
原
従
一
等
功
臣
に
追
録
さ
れ
た
李
浚
慶
に
関
し
て
は
遺
稿
集
に
︑
以
改
宗
系
功
︑
追
録
先
生
光
国
原
従
第
一
等
︹
奏
請
使
尹
根
壽
改
宗
系
得
請
︑
齎
奉
會
典
全
編
以
来
︑
録
前
後
奏
請
十
九
人
︑
冊
為
光
国
功
臣
︑
先
生
没
二
十
餘
年
︑
録
為
原
従
者
︑
実
記
丁
卯
之
事
︑
而
冊
功
之
際
︑
亦
為
人
所
沮
︑
不
得
預
於
正
勲
云
︺︑︵﹃
東
皐
先
生
遺
稿
﹄
巻
七
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
八
年
︹
宣
祖
二
三
年
︺
庚
寅
条
︶
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と
あ
る
︒
年
譜
の
前
半
部
に
は
尹
根
寿
に
よ
っ
て
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
巻
が
朝
鮮
に
も
た
ら
さ
れ
︑
光
国
功
臣
一
九
名
が
録
勲
さ
れ
た
こ
と
を
略
述
す
る
︒
そ
し
て
後
半
部
に
は
﹁
先
生
没
し
て
二
十
餘
年
︑
録
し
て
原
従
と
為
る
は
実
に
丁
卯
︵
＝
宣
祖
即
位
年
︶
に
記
す
の
事
な
り
︒
而
れ
ど
も
冊
功
の
際
︑
亦
た
人
の
沮
む
所
と
為
り
︑
正
勲
に
預
か
る
を
得
ず
と
云
う
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
︑
当
該
期
に
お
け
る
党
争
の
影
響
を
示
唆
す
る
︒﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
よ
れ
ば
︑
そ
の
李
浚
慶
の
上
奏
に
よ
り
北
京
に
赴
い
た
任
説
と
金
戣
︑
一
行
の
訳
官
を
務
め
た
崔
世
協
・
林
芑
も
原
従
一
等
功
臣
と
な
(
)
っ
た
︒
訳
官
で
236
い
え
ば
︑
明
宗
一
八
年
の
奏
請
使
金
澍
︵
三
等
功
臣
︶
一
行
に
崔
世
協
・
林
芑
と
同
行
し
た
通
事
の
司
勇
安
自
命
︑
宣
祖
二
一
年
に
謝
恩
使
兪
泓
︵
一
等
功
臣
︶
一
行
に
同
行
し
た
通
事
呉
淳
と
漢
吏
学
官
李
鵬
祥
も
や
は
り
原
従
一
等
功
臣
に
名
を
連
(
)
ね
る
︒
か
つ
て
明
宗
一
八
年
に
宗
系
改
正
の
恩
典
が
安
自
237
命
・
崔
世
協
・
林
芑
の
三
名
に
お
よ
ん
だ
際
︑
史
官
は
﹁
安
自
命
等
三
人
倶
に
賤
類
を
以
て
す
ら
︑
一
朝
に
し
て
濫
り
に
金
玉
の
班
に
躋のぼ
る
﹂
と
批
判
(
)
し
た
が
︑
外
交
交
渉
の
現
場
で
礼
部
と
通
訳
に
あ
た
っ
た
彼
ら
に
と
っ
て
は
238
相
応
の
録
勲
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
ほ
か
︑
宣
祖
七
年
に
謝
恩
使
洪
聖
民
︵
二
等
功
臣
︶
の
書
状
官
を
務
め
た
丁
胤
福
︑
宣
祖
一
三
年
に
﹁
祖
名
二
字
﹂
の
調
査
結
果
を
復
命
報
告
し
た
李
増
︑
宣
祖
一
七
年
に
光
国
一
等
功
臣
の
奏
請
使
黄
廷
彧
一
行
に
質
正
官
と
し
て
赴
京
し
た
宋
象
賢
︑
そ
の
翌
年
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
写
本
一
冊
を
持
ち
帰
っ
た
謝
恩
使
李
友
直
︑
そ
し
て
宣
祖
二
一
年
に
高
官
を
率
い
て
尊
号
加
上
を
要
請
し
た
左
議
政
鄭
惟
吉
も
原
従
一
等
功
臣
で
(
)
あ
る
︒
献
議
の
功
績
に
239
関
し
て
は
︑
宣
祖
五
年
に
来
朝
し
た
明
使
韓
世
能
に
提
出
す
る
宗
系
改
正
の
文
面
を
検
討
し
た
当
時
の
領
議
政
権
轍
・
左
議
政
洪
暹
・
兵
曹
判
書
金
貴
栄
・
吏
曹
判
書
盧
守
慎
が
選
定
さ
れ
て
(
)
い
る
︒
宣
祖
一
四
年
に
赴
京
し
た
奏
240
請
使
金
継
輝
・
書
状
官
高
敬
命
・
質
正
官
崔
岦
の
三
使
も
そ
ろ
っ
て
原
従
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
︑
こ
の
三
名
に
録
券
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
は
墓
誌
銘
で
も
確
認
で
(
)
き
る
︒
ま
た
︑﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
は
241
﹁
左
議
政
趙
温
﹂﹁
左
賛
成
李
継
孟
﹂
と
み
え
︑
太
宗
三
年
に
北
京
よ
り
帰
国
し
て
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
に
い
う
宗
系
の
誤
り
を
報
告
し
た
聖
節
使
趙
温
︑
な
ら
び
に
中
宗
一
三
年
に
﹃
正
徳
会
典
﹄
を
持
ち
帰
っ
た
奏
請
使
李
継
孟
も
録
勲
の
対
象
と
な
っ
た
︒
い
ず
れ
も
宗
系
弁
誣
問
題
の
発
端
と
そ
の
再
燃
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
あ
り
︑
原
従
功
臣
が
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
広
範
囲
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
光
国
原
従
二
等
功
臣
で
は
︑
中
宗
代
に
宗
系
弁
誣
問
題
が
再
燃
す
る
や
そ
の
弁
明
を
力
説
し
た
(
)
金
湜
と
李
(
)
自
堅
︑
中
宗
三
四
年
に
鋭
い
観
察
力
を
も
っ
242
243
て
嘉
靖
年
間
の
政
治
状
況
を
復
命
報
告
し
た
進
賀
使
柳
(
)
仁
淑
︑
明
宗
一
八
年
244
に
謝
恩
使
権
應
昌
の
書
状
官
と
し
て
赴
京
し
た
具
(
)
思
孟
の
ほ
か
︑
宣
祖
代
で
245
は
宣
祖
一
五
年
に
宗
系
改
正
を
奏
請
し
た
聖
節
使
李
(
)
海
寿
︑
宣
祖
一
九
年
に
246
礼
部
に
呈
文
を
提
出
し
た
冬
至
使
成
寿
益
が
評
価
さ
(
)
れ
た
︒
遺
稿
集
や
墓
誌
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銘
に
記
録
は
な
い
が
︑
宣
祖
七
年
に
通
事
洪
純
彦
︵
二
等
功
臣
︶
を
と
も
な
っ
て
礼
部
と
交
渉
し
た
聖
節
使
朴
希
立
と
そ
の
書
状
官
許
篈
も
原
従
二
等
功
臣
に
列
せ
ら
れ
て
(
)
い
る
︒
興
味
深
い
の
は
︑
以
下
に
掲
げ
る
鄭
崑
寿
が
残
248
し
た
題
跋
で
あ
る
︒
右
光
国
原
従
功
臣
券
︑
今
上
二
十
四
年
辛
卯
春
所
印
也
︑
鄭
氏
参
録
者
︑
二
等
︑
卒
大
司
諫
諱
應
麟
︑
行
知
中
枢
府
事
琢
曁
崑
壽
︑
三
等
︑
前
兵
曹
正
郎
士
信
︑
凡
四
人
︑︵
中
略
︶
同
姓
鮮
少
︑
落
落
如
晨
星
︑
僅
若
千
人
︑
而
玆
四
人
皆
承
祖
先
餘
澤
︑
立
揚
于
時
︑
同
登
名
于
一
券
中
︑
豈
偶
然
哉
︑
不
可
不
識
︑
以
示
諸
後
︑
謹
書
其
系
之
詳
于
券
左
云
︑︵﹃
栢
谷
先
生
集
﹄
巻
一
︑
跋
︑
題
光
国
原
従
券
後
条
︶
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉95
冒
頭
に
は
﹁
右
光
国
原
従
功
臣
券
︑
今
上
二
十
四
年
辛
卯
春
に
印
す
る
所
な
り
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
は
筆
書
で
は
な
く
︑
宣
祖
二
四
年
春
に
印
刷
し
た
録
券
に
姓
名
を
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
鄭
崑
寿
が
献
官
と
し
て
宗
系
弁
誣
問
題
の
解
決
を
宗
廟
に
報
告
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
︑
彼
の
﹁
題
光
国
原
従
券
後
﹂
に
よ
れ
ば
︑
清
州
鄭
氏
か
ら
は
鄭
應
麟
・
鄭
琢
お
よ
び
鄭
崑
寿
の
三
名
が
原
従
二
等
功
臣
に
︑
鄭
士
信
が
原
従
三
等
功
臣
に
参
録
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
︒
鄭
士
信
も
﹁
璿
源
改
正
﹂
︵
宗
系
改
正
︶
の
告
廟
に
際
し
て
祝
文
を
奉
読
す
る
大
祝
を
務
め
︑
ま
た
頒
赦
文
︵
倭
乱
に
よ
り
焼
失
︶
を
製
進
し
た
経
歴
が
(
)
あ
る
︒
鄭
琢
が
宣
祖
二
二
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年
に
謝
恩
使
と
し
て
赴
京
し
︑﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
巻
の
下
賜
に
謝
意
を
表
し
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
︒
大
司
諫
鄭
應
麟
は
す
で
に
死
去
し
て
い
る
か
ら
︑
当
時
︑
知
中
枢
府
事
に
叙
せ
ら
れ
て
礼
曹
判
書
に
転
じ
た
(
)
鄭
琢
の
250
政
治
力
が
影
響
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
︒
鄭
崑
寿
は
光
国
功
臣
都
監
よ
り
発
給
さ
れ
た
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
末
尾
の
余
白
に
こ
の
四
名
の
系
譜
を
書
き
入
れ
︑
清
州
鄭
氏
の
栄
誉
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
に
相
違
な
い
︒
光
国
原
従
三
等
功
臣
に
は
清
州
鄭
氏
の
鄭
士
信
の
ほ
か
︑
柳
成
龍
の
実
兄
で
あ
る
柳
雲
龍
が
い
る
︒
豊
山
柳
氏
の
柳
雲
龍
が
宣
祖
二
四
年
に
﹁
相
公
の
故
を
以
て
﹂
原
従
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
(
)
れ
た
こ
と
も
︑
宣
祖
代
の
政
治
構
造
251
を
反
映
し
て
い
よ
う
︒
当
時
︑
柳
雲
龍
は
従
五
品
の
漢
城
府
判
官
︵
漢
城
府
の
次
官
︶
で
あ
っ
て
︑
彼
自
身
が
﹁
相
公
﹂︵
大
臣
︶
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
︑﹁
相
公
﹂
は
三
等
功
臣
の
柳
成
龍
で
あ
る
︒
ま
た
︑
先
の
柳
袽
・
李
庭
檜
と
同
じ
く
閔
仁
伯
も
﹁
萬
暦
十
九
年
閏
三
月
二
日
﹂
付
け
の
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
を
抄
録
な
が
ら
日
記
に
(
)
残
す
︒
こ
の
ほ
か
︑
宣
祖
一
〇
年
に
252
奏
請
使
黄
琳
︵
三
等
功
臣
︶・
書
状
官
黄
允
吉
︵
原
従
一
等
功
臣
︶
の
一
行
に
軍
官
と
し
て
同
行
し
た
(
)
黄
進
︑
宣
祖
一
七
年
に
恩
赦
令
の
教
書
を
製
述
し
253
た
金
戒
も
原
従
三
等
功
臣
と
(
)
な
る
︒
ま
た
︑﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
か
ら
254
は
︑
正
功
臣
の
恩
賞
が
子
弟
と
娘
婿
に
お
よ
ん
だ
こ
と
も
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
︒
た
と
え
ば
︑﹁
光
国
元
勲
﹂
黄
廷
彧
の
娘
婿
で
あ
る
敦
寧
府
参
奉
︵
従
九
品
︶
(
)
李
郁
︑
一
等
功
臣
兪
泓
と
同
じ
く
杞
溪
兪
氏
の
新
溪
県
令
︵
従
五
255
品
︶
兪
洵
も
録
勲
さ
(
)
れ
た
︒
い
ま
そ
の
兪
泓
に
か
ぎ
っ
て
み
る
と
︑﹁
光
国
256
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
よ
れ
ば
兪
泓
の
北
京
使
行
に
随
行
し
た
長
男
の
﹁
儀
賓
府
経
歴
︵
＝
従
四
品
︶
兪
大
述
﹂
は
原
従
一
等
功
臣
と
な
り
︑
次
男
の
﹁
禧
陵
︵
＝
中
宗
継
妃
陵
︶
参
奉
︵
＝
従
九
品
︶
兪
大
建
﹂︑
三
男
と
四
男
の
﹁
弘
文
館
校
理
︵
＝
正
五
品
︶
兪
大
進
﹂﹁
忠
義
衛
︵
＝
従
四
品
遞
児
職
︶
兪
大
逸
﹂︑
そ
し
て
兪
泓
の
実
兄
で
あ
る
﹁
唐
津
県
監
兪
灝
﹂
も
み
な
原
従
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
現
存
す
る
遺
稿
集
や
墓
誌
銘
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
選
定
理
由
が
判
然
と
し
な
い
原
従
功
臣
も
い
る
︒
た
と
え
ば
︑
原
従
二
等
功
臣
で
は
宣
祖
一
八
年
に
死
去
し
た
弘
文
館
副
提
学
辛
(
)
應
時
︑
原
従
三
等
功
臣
で
は
死
去
の
257
翌
年
に
録
勲
さ
れ
た
江
原
道
観
察
使
成
世
平
で
(
)
あ
る
︒
光
国
原
従
功
臣
に
録
258
勲
さ
れ
た
の
は
現
職
・
前
職
の
儒
者
官
僚
ば
か
り
で
は
な
い
︒
と
り
わ
け
原
従
三
等
功
臣
五
九
九
名
の
な
か
に
は
進
士
一
二
名
︑
学
生
二
〇
(
)
〇
名
の
ほ
か
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書
吏
四
〇
名
が
名
を
連
ね
︑
ま
た
良
人
身
分
で
軍
役
を
経
済
的
に
支
援
す
る
保
人
八
名
︑
朝
中
間
の
国
境
で
朝
鮮
使
節
の
往
来
を
支
え
た
で
あ
ろ
う
義
州
官
奴
八
名
も
含
ま
れ
る
︒
賀
礼
の
際
に
入
侍
し
た
李
廷
馣
も
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
は
﹁
前
行
上
護
軍
李
廷
馣
﹂
と
し
て
原
従
三
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
て
お
り
︑
彼
の
日
記
に
み
た
ご
と
く
原
従
功
臣
の
録
券
は
乱
発
さ
れ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
︒
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む
す
び
以
上
︑
本
稿
で
は
朝
鮮
前
期
の
宗
系
弁
誣
問
題
と
い
う
朝
中
間
の
具
体
的
な
外
交
問
題
を
取
り
あ
げ
︑
朝
鮮
宣
祖
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
の
実
相
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
︒﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
条
文
は
一
字
一
句
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
︑
太
祖
李
成
桂
の
宗
系
と
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
の
経
緯
を
﹃
大
明
会
典
﹄
の
重
修
版
に
附
録
す
る
こ
と
で
最
終
的
な
決
着
を
み
た
︒
明
政
府
は
﹃
正
徳
会
典
﹄
か
ら
﹃
嘉
靖
会
典
﹄︵﹁
嘉
靖
続
修
会
典
﹂︶
へ
︑
さ
ら
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄︵﹁
萬
暦
重
修
会
典
﹂︶
へ
と
い
う
二
度
の
編
纂
事
業
に
際
し
て
︑
い
ず
れ
の
場
合
も
李
成
桂
の
宗
系
と
外
交
交
渉
の
概
要
を
﹁
朝
鮮
国
﹂
の
条
文
に
註
記
す
る
と
い
う
処
置
を
施
し
た
の
で
あ
る
︒筆
者
は
﹃
大
明
会
典
﹄
の
改
正
に
い
た
る
外
交
交
渉
の
展
開
を
単
純
に
二
期
に
区
分
す
る
の
で
は
な
く
︑
二
期
六
段
階
に
細
分
化
し
た
︒
ま
ず
︑
第
一
段
階
は
﹃
正
徳
会
典
﹄
の
将
来
と
奏
請
使
南
袞
の
外
交
交
渉
に
よ
る
宗
系
改
正
の
降
勅
︑
第
二
段
階
は
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
李
氏
宗
系
の
編
修
許
可
の
獲
得
︑
第
三
段
階
が
奏
請
使
権
迦
に
よ
る
奏
請
文
お
よ
び
聖
旨
註
記
の
降
勅
で
あ
り
︑
こ
こ
ま
で
を
前
期
と
す
る
︒
つ
づ
い
て
第
四
段
階
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
の
将
来
と
奏
請
使
金
澍
の
外
交
交
渉
に
よ
る
桓
祖
名
載
録
の
降
勅
︑
第
五
段
階
が
本
稿
で
詳
論
し
た
奏
請
使
李
後
白
に
よ
る
﹃
明
実
録
﹄
へ
の
宗
系
改
正
事
情
載
録
の
降
勅
︑
最
終
の
第
六
段
階
が
聖
節
兼
奏
請
使
尹
根
寿
に
よ
る
﹃
萬
暦
会
典
﹄
全
帙
の
頒
賜
で
あ
っ
て
︑
こ
こ
ま
で
を
後
期
と
す
る
︒
宣
祖
の
尊
号
加
上
と
光
国
功
臣
の
録
勲
︑
そ
し
て
会
盟
祭
の
実
施
が
と
り
も
な
お
さ
ず
宗
系
弁
誣
問
題
の
解
決
の
証
し
で
あ
っ
た
︒
朝
中
間
の
宗
系
弁
誣
問
題
が
長
期
化
し
た
原
因
は
︑
次
の
二
点
に
集
約
で
き
る
︒
ま
ず
第
一
点
は
﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
性
格
で
あ
る
︒
太
祖
洪
武
帝
が
そ
の
永
世
遵
守
を
朱
氏
一
門
に
要
求
し
て
い
た
た
め
︑
明
政
府
の
官
僚
は
も
ち
ろ
ん
︑
歴
代
の
皇
帝
と
い
え
ど
も
万
世
不
刊
の
こ
の
遺
訓
の
改
正
を
め
ぐ
っ
て
は
軽
々
し
く
論
議
で
き
な
い
と
い
う
内
部
事
情
が
あ
っ
た
︒
第
二
点
は
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
が
実
際
に
は
頒
布
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
︒
そ
の
背
景
に
は
い
わ
ゆ
る
﹁
大
礼
の
議
﹂
と
嘉
靖
帝
の
国
政
放
棄
が
あ
り
︑
朝
鮮
政
府
は
結
果
的
に
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
刊
行
ま
で
待
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
︒
そ
の
た
め
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
使
節
は
長
期
に
わ
た
り
︑﹃
嘉
靖
会
典
﹄
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
編
纂
事
業
に
関
す
る
情
報
収
集
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
︒
写
本
な
が
ら
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
﹁
朝
鮮
国
﹂
に
関
す
る
事
例
は
﹃
朝
鮮
王
朝
実
録
﹄
に
逸
文
が
残
っ
て
お
り
︑
こ
の
点
は
い
ま
だ
中
国
法
制
史
研
究
で
も
看
過
さ
れ
て
い
る
︒
本
稿
で
は
宣
祖
代
に
お
け
る
朝
中
間
の
外
交
交
渉
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
︑
光
国
功
臣
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
た
︒
ま
ず
︑
一
等
功
臣
の
尹
根
寿
・
黄
廷
彧
・
兪
泓
の
三
名
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
頒
賜
に
功
績
顕
著
な
者
で
あ
り
︑
二
等
功
臣
の
洪
聖
民
・
李
後
白
・
尹
斗
寿
・
韓
應
寅
・
尹
暹
・
尹
洞
・
洪
純
彦
の
七
名
は
︑
宗
系
改
正
事
情
を
﹃
明
実
録
﹄
に
載
録
す
る
と
の
勅
書
を
獲
得
し
た
者
︑
な
ら
び
に
一
等
功
臣
の
同
行
者
で
あ
る
︒
三
等
功
臣
と
な
っ
た
奇
大
升
・
金
澍
・
李
陽
元
・
黄
琳
・
尹
卓
然
・
鄭
澈
・
李
山
海
・
柳
成
龍
・
崔
滉
の
九
名
は
︑
奏
請
文
の
製
述
と
国
王
へ
の
献
議
︑
な
ら
び
に
桓
祖
名
を
﹃
大
明
会
典
﹄
に
載
録
す
る
と
の
勅
書
を
も
た
ら
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
︒
二
等
功
臣
の
末
席
に
は
洪
純
彦
が
列
せ
ら
れ
て
お
り
︑
訳
官
に
よ
る
水
面
下
の
情
報
収
集
が
こ
の
外
交
問
題
の
解
決
に
奏
功
し
た
こ
と
を
明
証
す
る
︒
洪
純
彦
は
独
自
の
情
報
網
を
駆
使
し
て
﹃
明
実
録
﹄
と
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﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
を
探
っ
て
い
た
︒
ま
た
︑
三
等
功
臣
に
は
当
時
の
三
議
政
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
宣
祖
代
当
時
の
政
治
状
況
を
反
映
し
た
選
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
念
頭
に
お
く
べ
き
で
あ
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
こ
の
一
九
名
の
光
国
功
臣
の
み
が
宗
系
改
正
を
め
ぐ
る
外
交
交
渉
に
尽
力
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒
中
宗
代
に
宗
系
弁
誣
奏
請
使
と
し
て
明
に
派
遣
さ
れ
た
使
節
が
︑
正
功
臣
と
し
て
だ
れ
ひ
と
り
選
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
︒
た
と
え
ば
︑
中
宗
二
〇
年
代
の
聖
節
使
柳
溥
に
よ
る
外
交
交
渉
の
成
果
は
十
分
評
価
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
正
功
臣
で
は
な
く
光
国
原
従
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
︒
李
成
桂
の
宗
系
が
明
側
で
編
集
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
柳
溥
に
よ
る
交
渉
の
結
果
で
あ
り
︑
こ
れ
に
先
だ
ち
朝
鮮
政
府
は
義
州
に
と
ど
ま
る
柳
溥
の
も
と
に
︑
か
つ
て
奏
請
使
南
袞
・
副
使
李
耔
・
書
状
官
韓
忠
の
三
使
が
奏
請
し
た
際
の
文
書
を
謄
写
の
う
え
送
付
し
た
︒
聖
節
使
と
し
て
北
京
に
赴
い
た
柳
溥
で
あ
っ
た
が
︑
機
転
を
利
か
し
て
外
交
交
渉
に
あ
た
っ
た
柳
溥
の
判
断
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
︒
こ
れ
を
契
機
に
︑
そ
の
後
の
朝
鮮
使
節
は
﹃
大
明
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
収
集
に
奔
走
す
る
こ
と
と
な
る
︒
同
じ
く
原
従
一
等
功
臣
の
韓
貨
が
﹃
嘉
靖
会
典
﹄﹁
事
例
﹂
の
写
本
を
私
貨
に
よ
り
購
入
し
て
帰
国
し
た
の
は
︑
当
時
の
国
王
以
下
︑
朝
鮮
政
府
の
外
交
戦
略
を
物
語
っ
て
い
よ
う
︒
そ
の
光
国
原
従
功
臣
に
関
し
て
は
宣
祖
二
四
年
に
発
給
さ
れ
た
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
が
現
存
し
︑
光
国
原
従
一
等
功
臣
一
三
七
名
︑
原
従
二
等
功
臣
一
三
六
名
︑
原
従
三
等
功
臣
五
九
九
名
の
計
八
七
二
名
に
の
ぼ
る
受
給
者
の
存
在
が
判
明
し
た
︒
原
従
一
等
功
臣
の
な
か
に
は
当
代
の
儒
者
官
僚
の
み
な
ら
ず
︑﹁
賤
類
﹂
と
み
な
さ
れ
た
訳
官
も
少
な
く
な
い
︒
さ
ら
に
正
功
臣
の
恩
賞
が
原
従
功
臣
の
録
勲
と
し
て
そ
の
子
弟
と
娘
婿
︑
親
族
に
波
及
し
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
︒
と
り
わ
け
原
従
三
等
功
臣
に
は
二
〇
〇
名
の
学
生
が
含
ま
れ
て
お
り
︑
原
従
功
臣
の
録
券
が
乱
発
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
で
は
︑
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
国
王
な
ら
び
に
儒
者
官
僚
は
︑
宗
系
弁
誣
問
題
の
解
決
と
光
国
功
臣
の
録
勲
を
い
か
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒
﹁
再
造
の
恩
﹂
を
強
調
す
る
﹃
光
国
志
慶
録
﹄
が
粛
宗
代
と
英
祖
代
に
重
刊
さ
れ
る
こ
と
か
ら
み
て
︑
同
書
の
出
版
が
朝
鮮
後
期
の
朝
鮮
小
中
華
意
識
の
(
)
高
揚
と
関
わ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒
260
︻
附
記
︼
本
稿
は
︑
二
〇
〇
七
～
二
〇
〇
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｃ
︒
研
究
課
題
﹁
朝
鮮
前
期
の
対
明
外
交
交
渉
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹂︑
課
題
番
号
一
九
五
二
〇
六
一
六
︶
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
︒
註
︵
︶
末
松
保
和
﹃
高
麗
朝
史
と
朝
鮮
朝
史
︵
末
松
保
和
朝
鮮
史
著
作
集
1
５
︶﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
九
六
年
一
〇
月
︶﹁
麗
末
鮮
初
に
於
け
る
対
明
関
係
﹂︵
初
出
は
﹃
史
学
論
叢
︵
京
城
帝
国
大
学
文
学
会
論
纂
第
一
〇
輯
︶﹄
第
二
︑
岩
波
書
店
︑
一
九
四
一
年
一
一
月
︶
の
﹁
第
十
二
章
宗
系
弁
誣
の
発
端
﹂︒
︵
︶
こ
の
問
題
の
発
端
に
関
す
る
論
考
に
金
暻
緑
﹁
朝
鮮
初
期
宗
系
辨
2
誣
의
展
開
様
相
과
対
明
関
係
﹂︵﹃
国
史
館
論
叢
﹄
第
一
〇
八
輯
︑
果
川
︑
二
〇
〇
六
年
六
月
︶
が
あ
る
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
﹁
朝
鮮
版
﹃
正
徳
大
明
会
典
﹄
の
成
立
と
そ
の
現
存
︱
朝
3
鮮
前
期
対
明
外
交
交
渉
と
の
関
連
か
ら
﹂︵﹃
朝
鮮
文
化
研
究
﹄
第
五
号
︑
東
京
大
学
文
学
部
朝
鮮
文
化
研
究
室
︑
一
九
九
八
年
三
月
︶︒
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 98
︵︶
李
成
珪
﹁
陰
崖
李
耔
의
対
中
国
外
交
︱
正
徳
本
︽
大
明
會
典
︾
의
4
朝
鮮
記
事
改
正
問
題
를
중
심
으
로
﹂︵
鄭
萬
祚
他
﹃
음
애
이
자
와
기
묘
사
림
﹄
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
四
年
五
月
︶︒
ま
た
李
成
珪
︵
朴
永
哲
訳
︶﹁
明
・
清
史
書
の
朝
鮮
﹃
曲
筆
﹄
と
朝
鮮
に
よ
る
﹃
弁
誣
﹄﹂︵﹃
人
文
知
の
新
た
な
総
合
に
向
け
て
︱
第
二
回
報
告
書
Ⅰ
︹
歴
史
篇
︺﹄
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
︑
二
〇
〇
四
年
三
月
︒
原
載
は
﹃
五
松
李
公
範
教
授
停
年
紀
念
東
洋
史
論
叢
﹄
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
三
年
九
月
︶
六
三
～
六
六
頁
で
は
こ
の
問
題
の
発
端
と
結
末
に
触
れ
た
︒
︵
︶
権
仁
溶
﹁
世
紀
中
国
使
臣
의
朝
鮮
認
識
︱
龔
用
卿
의
﹃
使
朝
5
16
鮮
録
﹄
을
中
心
으
로
﹂︵
朴
元
鎬
他
﹃
～
세
기
중
국
인
의
조
15
19
선
인
식
﹄
高
句
麗
研
究
財
団
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
九
月
︶︒
同
﹁
明
中
期
朝
鮮
의
宗
系
弁
誣
와
対
明
外
交
︱
権
橃
의
﹃
朝
天
録
﹄
을
中
心
으
로
﹂︵﹃
明
清
史
研
究
﹄
第
二
四
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
︶︒
︵
︶
金
文
植
﹁
조
선
시
대
国
家
典
礼
書
의
편
찬
양
상
﹂︵﹃
蔵
書
閣
﹄
6
第
輯
︑
城
南
︑
二
〇
〇
九
年
四
月
︶
八
六
～
八
七
頁
︒
21
︵
︶
朴
成
柱
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂︵﹃
慶
州
7
史
学
﹄
第
二
二
輯
︑
慶
州
︑
二
〇
〇
三
年
一
二
月
︶︒
︵
︶
金
暻
緑
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
初
期
宗
系
辨
誣
의
展
開
様
相
과
対
明
関
8
係
﹂
一
四
八
頁
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂︵﹃
久
9
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
︵
国
際
文
化
学
科
編
︶﹄
第
二
五
号
︑
二
〇
〇
八
年
三
月
︶︒
同
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
︱
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
編
纂
の
情
報
収
集
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
第
六
七
巻
第
三
号
︑
二
〇
〇
八
年
一
二
月
︶︒
同
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
渉
︱
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
っ
て
﹂
︵﹃
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
二
六
号
︑
二
〇
〇
九
年
三
月
︶︒
同
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
︱
朝
鮮
使
節
が
入
手
し
た
二
種
の
﹃
嘉
靖
会
典
﹄
写
本
﹂︵﹃
同
﹄
第
二
七
号
︑
二
〇
一
〇
年
三
月
︶︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
10
二
一
一
～
二
一
五
頁
︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
︑
即
位
年
七
月
丙
辰
︵
三
日
︶
条
︒
11
︵
︶
震
檀
学
会
編
︵
李
相
佰
著
︶﹃
韓
国
史
︵
近
世
前
期
篇
︶﹄︵
乙
酉
文
12
化
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
二
年
三
月
︶﹁
第
二
編
第
五
章
士
禍
・
党
争
﹂
五
六
七
～
五
六
八
頁
︒
李
秉
烋
﹃
朝
鮮
前
期
士
林
派
의
現
実
認
識
과
対
応
﹄︵
一
潮
閣
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
九
年
一
一
月
︶
﹁
第
１
篇
第
１
章
朝
鮮
前
期
中
央
権
力
과
郷
村
社
会
의
対
応
﹂
四
三
～
四
四
頁
︒
︵
︶﹃
影
印
標
点
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︵
民
族
文
化
推
進
会
︑
ソ
ウ
ル
︑
13
28
一
九
八
八
年
一
二
月
︶
所
収
︒
底
本
は
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
蔵
本
︒
︵
︶
任
説
一
行
の
入
京
は
﹃
明
穆
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
隆
慶
元
年
一
〇
月
14
庚
子
︵
一
八
日
︶
条
に
﹁
朝
鮮
権
国
李マ
国マ
李
昖
︵
＝
宣
祖
︶
遣
陪
臣
任
説
︵
奉
︶
表
︑
献
馬
匹
・
方
物
︑
宴
賚
如
例
﹂
と
確
認
で
き
る
︒
そ
の
派
遣
目
的
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
お
そ
ら
く
謝
恩
使
と
し
て
赴
京
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
︑
訳
官
の
崔
世
協
と
林
芑
は
明
宗
一
八
年
に
派
遣
さ
れ
た
奏
請
使
金
澍
一
行
に
同
行
し
︑
帰
国
後
は
奴
婢
と
土
田
を
下
賜
の
う
え
加
資
の
恩
賞
に
あ
ず
か
っ
た
︵﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉99
︵︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
三
︑
隆
慶
六
年
七
月
甲
辰
︵
二
一
日
︶
条
︒
同
15
書
巻
四
︑
隆
慶
六
年
八
月
壬
午
︵
二
九
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
朴
永
俊
・
金
貴
栄
・
盧
守
慎
・
金
啓
・
閔
起
文
・
柳
希
春
皆
會
于
16
承
文
院
︑
領
・
左
相
亦
随
至
︑
尊
諡
・
尊
号
二
使
文
書
看
審
後
︑
更
為
完
議
︑
華
使
・
主
上
相
見
時
︑
宗
系
悪
名
辨
正
等
︑
大
略
以
言
語
先
之
︑
随
以
単
字
詳
記
付
諸
為
當
︑
領
相
令
礼
判
朴
永
俊
起
草
︑
左
相
小
加
潤
色
︑
以
付
金
啓
︑
使
與
通
事
洪
淳ママ
彦
等
化
作
漢
語
成
単
字
︑
付
礼
曹
以
啓
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
九
月
甲
午
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
ま
た
柳
希
春
﹃
眉
巌
日
記
草
︵
朝
鮮
史
料
叢
刊
第
八
︶﹄
︵
朝
鮮
総
督
府
︑
京
城
︑
一
九
三
八
年
三
月
︶
第
七
冊
︑
壬
申
九
月
一
一
日
条
︒
な
お
︑
右
議
政
朴
淳
は
一
ヶ
月
前
に
賀
登
極
使
と
し
て
明
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
八
月
条
︶
た
め
︑
こ
の
会
議
に
は
参
席
し
て
い
な
い
︒
︵
︶﹁
備
忘
記
下
于
政
院
曰
︑
宗
系
言
語
則
已
書
啓
︑
而
不
知
何
宴
何
時
17
言
之
乎
︑
此
事
雖
更
思
之
︑
予
意
甚
為
不
可
︑
見
誣
冤
痛
之
情
︑
必
倍
於
群
臣
萬
萬
矣
︑
猶
敢
如
是
者
︑
誠
以
事
理
不
當
故
也
︑
自
中
廟
朝
詔
使
之
来
︑
懇
請
書
呈
固
非
一
再
︑
而
未
聞
其
益
︑
雖
於
面
対
親
説
之
際
︑
拘
於
人
情
不
可
薄
拒
︑
姑
以
唯
唯
答
之
︑
萬
無
以
外
国
私
情
容
施
於
国
乗
之
間
︑
只
恐
取
疑
華
人
︑
事
不
諧
矣
︑
新
皇
帝
英
明
︑
初
即
位
︑
待
来
春
定
為
奏
請
︑
期
於
昭
雪
︑
不
須
煩
嘱
書
呈
於
使
臣
也
︑
然
而
無
一
言
亦
為
未
穏
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
〇
月
戊
寅
︹
二
五
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
政
院
回
啓
曰
︑
宗
系
事
言
于
詔
使
之
辞
︑
一
依
上
教
言
之
︑
允
合
18
事
情
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
〇
月
戊
寅
︹
二
五
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
一
月
癸
未
朔
条
︒
19
︵
︶
桑
野
栄
治
﹃
高
麗
末
期
か
ら
李
朝
初
期
に
お
け
る
対
明
外
交
儀
礼
の
20
基
礎
的
研
究
﹄︵
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︹
基
盤
研
究
︵
Ｃ
︶︵
２
︶︺
研
究
成
果
報
告
書
︑
二
〇
〇
四
年
二
月
︶︑
同
﹁
正
朝
・
冬
至
の
宮
中
儀
礼
を
通
し
て
み
た
一
五
世
紀
朝
鮮
の
儒
教
と
国
家
︱
朝
鮮
燕
山
君
代
の
対
明
遥
拝
儀
礼
を
中
心
に
﹂
︵﹃
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
﹄
第
三
四
集
︑
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
︶︑
同
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
対
明
遥
拝
儀
礼
︱
一
六
世
紀
前
半
の
朝
鮮
と
明
・
日
本
﹂︵﹃
久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要
﹄
第
二
四
号
︑
二
〇
〇
七
年
三
月
︶︑
参
照
︒
朝
鮮
宣
祖
代
に
お
け
る
対
明
遥
拝
儀
礼
の
実
施
状
況
は
桑
野
栄
治
﹁
東
ア
ジ
ア
世
界
と
文
禄
・
慶
長
の
役
︱
朝
鮮
・
琉
球
・
日
本
に
お
け
る
対
明
外
交
儀
礼
の
観
点
か
ら
﹂︵
第
２
期
日
韓
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
編
﹃
第
２
期
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
︵
第
２
分
科
会
篇
︶﹄
同
委
員
会
︑
近
刊
︶
に
整
理
し
た
︒
︵
︶﹁
冬
至
︑
罷
漏
天
明
︑
上
率
群
臣
行
望
闕
禮
︑
仍
班
又
行
両
大
妃
殿
21
賀
礼
︑
礼
畢
︑
群
臣
退
﹂﹁
辰
正
︑
上
出
坐
殿
上
︑
群
臣
入
行
賀
礼
︑
礼
畢
﹂﹁
巳
時
︑
上
至
太
平
館
赴
宴
︑
八
宰
臣
行
酒
︑
至
七
爵
︑
上
再
行
酒
而
罷
﹂︵
い
ず
れ
も
﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
一
月
己
丑
︹
七
日
︺
条
︶︒
ま
た
﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
七
冊
︑
壬
申
一
一
月
初
七
日
条
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
一
一
月
庚
寅
︵
八
日
︶・
辛
卯
︵
九
日
︶
22
条
︒
︵
︶﹃
東
湘
集
﹄︵﹃
影
印
標
点
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
続
３
︑
景
仁
文
化
社
︑
23
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
五
年
一
二
月
︑
所
収
︒
底
本
は
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
巻
七
︑
朝
天
録
︑
隆
慶
六
年
壬
申
至
月
初
一
〇
日
壬
辰
条
に
﹁
晴
︑
留
玉
河
館
︑
呈
方
物
貢
馬
于
主
客
司
︑
令
安
庭ママ
蘭
探
問
世
宗
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 100
実
録
修
完
與
否
于
礼
部
︑
有
唐
陸
者
云
︑
纂
修
将
完
︑
只
四
年
未
修
︑
穆
宗
実
録
︑
十
月
二
十
六
日
開
局
時
︑
方
纂
修
云
﹂
と
あ
る
︒
間
野
潜
龍
﹃
明
代
文
化
史
研
究
﹄︵
同
朋
舎
︑
一
九
七
九
年
二
月
︶
﹁
第
一
章
第
三
節
明
代
歴
朝
実
録
の
成
立
︵
下
︶﹂
五
三
頁
に
よ
れ
ば
︑﹃
明
穆
宗
荘
皇
帝
実
録
﹄
の
纂
修
館
は
ま
さ
に
隆
慶
六
年
一
〇
月
二
六
日
に
開
か
れ
て
い
る
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
正
月
丁
酉
︵
一
六
日
︶・
戊
戌
︵
一
七
24
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
奏
請
使
李
後
白
・
尹
根
壽
・
書
状
官
尹
卓
然
︑
発
向
中
国
燕
京
﹂
25
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
二
月
己
卯
︹
二
八
日
︺
条
︶︒
た
だ
し
︑
宣
祖
五
年
一
二
月
の
実
録
記
事
に
は
﹁
是
日
都
目
政
︑
宗
系
悪
名
奏
請
使
李
陽
元
・
副
使
尹
根
壽
・
書
状
官
李
海
壽
差
出
﹂
と
あ
り
︵
同
書
巻
六
︑
五
年
一
二
月
戊
寅
︹
二
六
日
︺
条
︶︑
正
使
と
書
状
官
の
人
選
に
は
変
更
が
あ
っ
た
︒
李
海
寿
の
遺
稿
集
﹃
薬
圃
先
生
遺
稿
﹄
︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
46
蔵
本
︶
年
譜
︑
皇
明
穆
宗
皇
帝
隆
慶
六
年
壬
申
条
に
﹁
以
弘
文
館
典
翰
為
奏
請
使
書
状
官
︹
以
親
病
︑
上
疏
乞
遞
︺﹂
と
あ
り
︑
親
の
病
気
を
理
由
に
書
状
官
を
辞
退
し
た
︒
ま
た
﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
七
冊
︑
癸
酉
正
月
初
九
日
条
に
は
︑﹁
是
日
有
政
︑
奏
請
使
望
︑
鄭
惟
吉
・
李
後
白
及
希
春
入
︑
而
更
以
金
貴
栄
︑
至
暮
︑
李
後
白
受
點
﹂
と
み
え
︑
宣
祖
六
年
正
月
上
旬
の
都
目
政
︵
官
僚
の
人
事
考
課
と
任
免
︶
に
て
正
式
に
李
後
白
が
奏
請
使
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
︒
奏
請
使
李
後
白
一
行
に
よ
る
外
交
交
渉
の
概
要
は
中
純
夫
﹁
尹
根
寿
と
陸
光
祖
︱
中
朝
間
の
朱
陸
問
答
﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
第
六
七
巻
第
三
号
︑
二
〇
〇
八
年
一
二
月
︶
一
一
二
～
一
一
三
頁
に
︑
の
ち
宣
祖
二
二
年
の
聖
節
兼
奏
請
使
尹
根
寿
に
よ
る
外
交
交
渉
と
あ
わ
せ
て
若
干
の
言
及
が
あ
る
︒
︵
︶﹁
奏
請
使
先
来
通
事
言
内
︑
一
行
︑
去
七
月
二
十
日
︑
北
京
離
発
︑
26
奏
請
事
︑
大
概
得
請
云
々
﹂︵﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
八
冊
︑
癸
酉
八
月
初
一
〇
日
条
︶︒
︵
︶﹁
奏
請
使
書
状
︑
先
来
通
来ママ
持
来
︑
大
概
中
朝
答
将
修
録
云
々
︑
其
27
事
未
的
︑
上
意
不
快
﹂︵﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
八
冊
︑
癸
酉
八
月
一
一
日
条
︶︒
︵
︶
李
後
白
の
書
状
に
は
や
や
混
乱
が
み
う
け
ら
れ
る
︒
中
宗
三
三
年
に
28
永
楽
帝
の
尊
号
加
上
を
報
告
し
た
の
は
﹁
朴
寛
﹂
で
は
な
く
︑
賀
聖
節
使
﹁
許
寛
﹂
で
あ
る
︒﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
八
冊
︑
癸
酉
八
月
一
三
日
条
に
も
﹁
朴
寛
﹂
と
あ
り
︑
柳
希
春
の
記
憶
違
い
︑
も
し
く
は
編
纂
者
の
判
読
ミ
ス
か
と
思
わ
れ
る
︒
許
寛
は
中
宗
三
三
年
四
月
に
漢
城
を
出
発
し
︑
同
年
一
一
月
に
帰
国
し
た
︵﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
八
七
︑
三
三
年
四
月
壬
子
︹
九
日
︺
条
︑
同
書
巻
八
九
︑
三
三
年
一
一
月
乙
未
︹
二
五
日
︺
条
︶︒
こ
れ
に
よ
り
尊
号
加
上
を
祝
う
進
賀
使
と
し
て
戸
曹
参
判
柳
仁
淑
が
明
に
派
遣
さ
れ
︑
翌
年
四
月
に
中
宗
は
王
世
子
・
百
官
・
儒
生
と
と
も
に
慕
華
館
に
て
五
拝
三
叩
頭
礼
を
も
っ
て
成
祖
改
号
の
詔
書
を
迎
え
入
れ
た
︵
同
書
巻
八
九
︑
三
三
年
一
一
月
丙
戌
︹
一
六
日
︺
条
︑
同
書
巻
九
〇
︑
三
四
年
四
月
丁
未
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
︵
︶
か
つ
て
趙
士
秀
が
礼
部
に
宛
て
た
呈
文
に
は
﹁
初
︑
待
本
国
以
殊
29
礼
︑
仍
賜
国
号
曰
朝
鮮
︑
及
我
太
宗
文
皇
帝
︑
錫
以
美
謚
﹂
の
ほ
か
﹁
太
宗
文
皇
帝
︑
既
下
准
他
改
正
之
旨
﹂
と
み
え
る
︒﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︵
六
日
︶
条
︒
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︵︶
桑
野
栄
治
﹁
李
朝
初
期
に
お
け
る
承
文
院
の
設
立
と
そ
の
機
能
﹂
30
︵﹃
史
淵
﹄
第
一
三
一
輯
︑
一
九
九
四
年
三
月
︶
三
八
頁
︒
︵
︶﹃
経
国
大
典
﹄
巻
三
︑
礼
典
︑
事
大
条
︒
金
暻
緑
﹁
조
선
시
대
事
大
31
文
書
의
생
산
과
전
달
체
계
﹂︵﹃
韓
国
史
研
究
﹄
一
三
四
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
︶
五
七
頁
︒
︵
︶﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
八
冊
︑
癸
酉
八
月
一
三
日
条
︒
32
︵
︶﹃
礼
部
志
稿
﹄︵﹃
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
﹄
第
五
九
八
冊
︑
台
湾
商
33
務
印
書
館
︑
台
北
︑
一
九
八
三
年
六
月
︑
所
収
︶
巻
九
二
︑
朝
貢
備
考
︑
優
夷
︑
為
朝
鮮
改
実
録
条
に
﹁
萬
暦
元
年
︑
礼
部
題
為
乞
恩
辨
誣
事
︑
該
朝
鮮
国
王
李
昖
奏
︑
称
先
臣
李
成
桂
系
出
全
州
︑︵
中
略
︶
拠
称
︑
宗
系
各
有
本
源
︑
既
與
李
仁
人ママ
不
同
︑
又
謂
国
祚
由
于
推
戴
︑
亦
與
弑
王
氏
無
與
︑
在
我
皇
祖
之
大
訓
︑
固
得
于
一
時
之
伝
聞
︑
在
伊
裔
孫
之
辨
辞
︑
実
出
于
一
念
之
誠
孝
︑
除
祖
訓
遵
垂
久
永
不
敢
軽
議
外
︑
合
無
︑
念
其
世
秉
礼
義
︑
克
篤
忠
勤
︑
依
其
所
請
︑
行
翰
林
院
請
出
内
府
続
修
會
典
新
書
朝
鮮
国
一
冊
︑
将
奏
呈
略
節
纂
呈
御
覧
︑
附
録
本
條
之
末
︑
庶
祖
訓
・
會
典
因
以
両
存
︑
而
伝
信
伝
疑
各
有
攸
処
︑
條
仍
備
細
開
載
于
世
宗
皇
帝
実
録
︑
垂
示
永
久
︑
仍
降
勅
一
道
︑
諭
以
聖
意
︑
一
以
答
遠
臣
昭
雪
其
先
世
之
誠
︑
一
以
彰
聖
朝
以
孝
治
天
下
之
義
︑
萬
暦
元
年
六
月
初
三
日
︑
題
奉
聖
旨
︑
是
︑
該
国
先
後
奏
︑
嗣
著
史
館
︑
備
書
纂
入
皇
祖
実
録
内
︑
新
會
典
候
旨
続
修
増
入
︑
仍
写
勅
諭
王
︑
欽
此
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
李
珥
﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
34
44
延
世
大
学
校
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
巻
一
三
︑
應
製
文
︑
本
国
請
改
宗
系
奏
本
に
も
﹁︵
前
略
︶
先
該
︑
萬
暦
元
年
二
月
内
︑
臣
将
臣
国
祖
康
献
王
姓
諱
宗
系
・
弑
逆
等
被
誣
情
節
︑
要
載
世
宗
皇
帝
実
録
及
新
纂
會
典
等
情
具
奏
︑
差
陪
臣
吏
曹
判
書
李
後
白
等
齎
奏
去
︑
後
蒙
礼
部
題
称
︑
節
該
︑︵
後
略
︶﹂
と
み
え
︑
礼
部
の
覆
題
と
勅
諭
の
概
要
を
述
べ
る
︒
︵
︶
山
根
幸
夫
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂︵
滋
賀
秀
三
編
﹃
中
国
法
制
史
︱
基
35
本
資
料
の
研
究
﹄
東
京
大
学
出
版
会
︑
一
九
九
三
年
二
月
︶
四
八
三
頁
︒
︵
︶
山
腰
敏
寬
編
﹃
中
国
歴
史
公
文
書
読
解
辞
典
﹄︵
汲
古
書
院
︑
二
〇
36
〇
四
年
六
月
︶
四
八
頁
︒
︵
︶
間
野
潜
龍
︑
前
掲
書
﹁
第
一
章
第
三
節
明
代
歴
朝
実
録
の
成
立
37
︵
下
︶﹂
四
九
～
五
二
頁
︒
︵
︶﹃
明
世
宗
実
録
﹄
巻
一
〇
四
︑
嘉
靖
八
年
八
月
壬
午
︵
一
九
日
︶
条
︒
38
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
一
～
八
二
頁
︒
こ
の
実
録
記
事
を
踏
襲
し
て
﹃
明
史
﹄
巻
三
二
〇
︑
列
伝
二
〇
八
︑
外
国
一
︑
朝
鮮
に
も
﹁︵
嘉
靖
︶
八
年
八
月
︑
陪
臣
柳
溥
上
言
す
ら
く
︑
国
祖
李
旦
は
本
国
全
州
の
人
に
係
る
﹂
に
始
ま
る
柳
溥
の
呈
文
を
収
録
し
︑﹁
詔
し
て
史
館
に
送
り
て
編
纂
せ
し
む
﹂
と
む
す
ぶ
︒
︵
︶﹁
上
迎
勅
于
慕
華
館
︑
先
行
到
勤
政
殿
︑
行
四
拝
礼
﹂﹁
上
欲
告
宗
廟
39
而
頒
赦
︑
大
臣
・
臺
諫
多
以
為
未
可
︑
臺
諫
再
啓
︑
上
不
聴
︑
乃
以
前
日
赦
雑
犯
・
死
罪
為
過
︑
只
命
赦
流
以
下
︑
招
詞
臣
製
赦
文
︑
至
初
更
人
定
後
︑
上
出
御
勤
政
殿
︑
侍
衛
臣
東
西
列
立
︑
受
左
議
政
朴
淳
等
百
官
箋
及
開
城
留
守
・
監
司
箋
︑
進
読
後
︑
有
司
読
赦
文
︑
百
官
前
後
行
礼
︑
上
還
宮
﹂﹁
伝
︑
奏
請
使
李
後
白
加
資
︑
田
三
十
結
・
外
居
奴
婢
并
五
口
︑
副
使
尹
根
壽
加
資
︑
田
二
十
結
・
奴
婢
并
三
口
︑
尹
卓
然
加
資
︑
田
十
五
結
︑
於
是
後
白
為
嘉
義
︑
根
壽
為
嘉
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 102
善
﹂︵
い
ず
れ
も
﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
九
月
癸
巳
︹
一
六
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
曰
︑
庚
子
︵
＝
中
宗
三
五
年
︶・
癸
亥
︵
＝
明
宗
一
八
年
︶︑
宗
40
系
許
改
勅
書
来
後
︑
有
別
試
︑
今
亦
依
古
例
為
之
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
九
月
乙
未
︹
一
八
日
︺
条
︶︒﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
甲
戌
︹
七
年
︺
別
試
榜
︹
以
宗
系
誣
伸
︑
九
月
十
三
日
行
︺
条
︒
宋
俊
浩
・
宋
萬
午
編
﹃
朝
鮮
時
代
文
科
白
書
︵
上
︶
太
祖
～
仁
祖
﹄︵
삼
우
반
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
四
月
︶﹁
宣
祖
代
의
文
科
﹂
二
八
七
～
二
八
九
頁
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
七
︑
六
年
一
〇
月
甲
子
︵
一
七
日
︶・
丁
卯
︵
二
〇
41
日
︶
条
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂︒
42
︵
︶﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
差
陪
臣
礼
曹
判
書
李
陽
原ママ
三
十
五
員
︑
各
齎
捧
謝
43
勅
諭
改
正
宗
系
表
文
・
方
物
・
馬
匹
︑
赴
京
︑
宴
賞
如
例
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
一
︑
萬
暦
二
年
正
月
甲
午
︹
一
八
日
︺
条
︶︒
な
お
︑
朝
鮮
知
識
人
が
残
し
た
各
種
﹁
朝
天
録
﹂
に
よ
れ
ば
︑
朝
鮮
使
節
団
は
お
よ
そ
三
五
名
か
ら
四
〇
名
で
構
成
さ
れ
︑
の
ち
金
指
南
・
金
慶
門
撰
﹃
通
文
館
志
︵
朝
鮮
史
料
叢
刊
第
二
一
︶﹄︵
朝
鮮
総
督
府
︑
京
城
︑
一
九
四
四
年
三
月
︶
巻
三
︑
事
大
上
︑
赴
京
使
行
条
に
よ
れ
ば
四
〇
名
余
り
で
あ
る
︒
金
九
鎮
﹁
朝
鮮
前
期
韓
・
中
関
係
史
의
試
論
︱
朝
鮮
과
明
의
使
行
과
그
性
格
에
대
하
여
﹂︵﹃
弘
益
史
学
﹄
４
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
〇
年
一
二
月
︶
一
三
～
一
四
頁
︑
お
よ
び
金
暻
緑
﹁
朝
鮮
初
期
対
明
外
交
와
外
交
節
次
﹂︵﹃
韓
国
史
論
﹄
四
四
集
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
︒
の
ち
曺
圭
益
他
編
﹃
연
행
록
연
구
총
서
６
︵
역
사
︶﹄
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
に
再
録
︶
二
七
頁
︑
参
照
︒
︵
︶﹁
聖
節
使
朴
希
立
・
書
状
官
許
篈
・
質
正
官
趙
憲
如
京
﹂︵﹃
宣
祖
実
44
録
﹄
巻
八
︑
七
年
五
月
甲
申
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
趙
憲
﹃
重
峯
集
﹄
︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
〇
︑
54
朝
天
日
記
上
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
五
月
一
一
日
甲
申
条
︒﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄︵﹃
同
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
58
上
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
五
月
一
一
日
甲
申
条
︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
八
︑
七
年
一
一
月
条
︒
ま
た
﹃
荷
谷
先
生
朝
45
天
記
﹄
過
江
録
附
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
一
一
月
初
三
日
条
︒
︵
︶
夫
馬
進
﹁
万
暦
二
年
朝
鮮
使
節
の
﹃
中
華
﹄
国
批
判
﹂︵﹃
山
根
幸
夫
46
教
授
退
休
記
念
明
代
史
論
叢
︵
上
巻
︶﹄
汲
古
書
院
︑
一
九
九
〇
年
三
月
︒
の
ち
河
政
植
他
訳
﹃
연
행
사
와
통
신
사
﹄
新
書
苑
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
八
年
五
月
に
再
録
︶
五
五
〇
・
五
五
五
頁
︒﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
七
日
戊
午
・
一
八
日
己
未
・
三
〇
日
辛
未
条
︒
︵
︶﹃
荷
谷
先
生
年
譜
﹄
に
﹁
甲
戌
︑
拝
礼
曹
佐
郎
︑
自
請
為
書
状
官
赴
47
朝
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
初
九
日
庚
戌
条
︒
48
︵
︶
間
野
潜
龍
︑
前
掲
書
﹁
第
一
章
第
三
節
明
代
歴
朝
実
録
の
成
立
49
︵
下
︶﹂
五
二
～
五
四
頁
︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
純
彦
又
説
︑
癸
酉
年
随
奏
請
使
在
京
師
︑
欲
聞
実
録
・
新
50
修
會
典
改
纂
等
事
︑
通
書
於
許
賛
善
国
家
人
兪
深
︑
以
問
之
︑
深
曾
従
賛
善
来
頒
詔
︑
今
為
実
録
庁
書
手
︑
純
彦
與
之
相
識
焉
︑
深
転
達
其
書
于
国
︑
国
答
書
備
言
其
由
︑
意
極
懇
至
︑︵
中
略
︶
純
彦
之
説
︑
有
條
理
可
記
︑
余
聴
之
忘
倦
﹂︵﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
上
︑
萬
暦
二
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉103
年
甲
戌
六
月
初
六
日
己
酉
条
︶︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
︑
宣
祖
即
位
年
七
月
庚
午
︵
一
七
日
︶
条
︒
51
夫
馬
進
﹁
使
琉
球
録
と
使
朝
鮮
録
﹂︵
同
編
﹃
増
訂
使
琉
球
録
解
題
及
び
研
究
﹄
榕
樹
書
林
︑
一
九
九
九
年
九
月
︒
の
ち
河
政
植
他
訳
︑
前
掲
﹃
연
행
사
와
통
신
사
﹄
に
再
録
︶
一
五
二
頁
に
よ
れ
ば
︑
許
国
は
使
行
録
と
し
て
﹃
朝
鮮
日
記
﹄
三
巻
を
残
し
た
と
い
う
が
︑
現
存
し
な
い
︒
ま
た
︑
許
国
の
家
人
で
あ
る
兪
深
と
洪
純
彦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
米
谷
均
﹁
朝
鮮
侵
略
前
夜
の
日
本
情
報
﹂
︵
日
韓
歴
史
共
同
研
究
委
員
会
編
﹃
日
韓
歴
史
共
同
研
究
報
告
書
︵
第
２
分
科
篇
︶﹄
同
委
員
会
︑
二
〇
〇
五
年
一
一
月
︶
二
〇
五
頁
に
も
指
摘
が
あ
る
︒
︵
︶
山
根
幸
夫
︑
前
掲
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂
四
八
三
頁
︒
52
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
正
月
乙
酉
︵
二
日
︶
条
︒
同
書
巻
二
53
三
︑
一
二
年
一
〇
月
乙
酉
︵
六
日
︶
条
︒
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂︒
︵
︶﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
八
日
己
未
条
︒
54
当
日
の
﹁
朝
天
録
﹂
は
﹁
朝
鮮
国
差
来
進
賀
萬
壽
聖
節
陪
臣
刑
曹
参
判
朴
希
立
謹
呈
為
辨
誣
事
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
呈
文
を
収
録
す
る
が
︑
そ
の
大
半
は
前
年
の
李
後
白
に
よ
る
奏
請
と
︑
こ
れ
に
対
す
る
萬
暦
帝
の
勅
諭
で
占
め
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
同
書
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
五
日
丙
辰
条
に
は
﹁
余
等
改
定
本
国
呈
文
︑
添
入
再
行
題
本
等
語
︑
蓋
前
文
則
只
請
移
文
翰
林
院
︑
故
余
等
以
謂
未
盡
也
﹂
と
あ
り
︑
許
篈
は
本
国
朝
鮮
を
出
国
す
る
際
に
準
備
し
て
い
た
呈
文
を
入
京
後
︑
下
馬
宴
の
前
日
に
な
っ
て
急
遽
改
訂
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
︒
︵
︶
一
方
︑
綱
目
体
で
綴
ら
れ
た
﹃
重
峯
集
﹄
巻
一
一
︑
朝
天
日
記
中
︑
55
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
八
日
己
未
条
に
は
﹁︵
呈
文
于
礼
部
︶
将
欲
再
拝
于
庭
上
︑
尚
書
止
之
︑
止
拝
揖
而
出
︑
在
于
南
廊
︑
尚
書
與
侍
郎
再
三
伝
看
訖
︑
叩
洪
純
彦
謂
之
曰
︑
此
事
已
経
題
過
︑
不
必
再
題
︑
若
待
會
典
完
了
︑
必
遂
你
等
之
願
︑
純
彦
叩
頭
而
出
︑︵
後
略
︶﹂
と
簡
略
に
記
録
す
る
︒
︵
︶﹁
晴
而
風
︑
朝
︑
銭
員
外
来
館
︑
洪
純
彦
・
安
廷
蘭
就
告
曰
︑
因
老
56
爺
之
教
︑
昨
日
呈
文
于
本
部
則
尚
書
分
付
云
云
︑
員
外
曰
然
︑
你
為
一
国
大
事
欲
呈
文
︑
故
我
不
敢
止
之
︑
而
我
意
以
為
旨
意
已
下
︑
実
録
畢
則
自
當
纂
入
︑
今
不
須
再
題
也
︑
純
彦
曰
︑
此
則
已
知
之
矣
︑
但
遇
會
典
新
修
時
︑
事
類
浩
繁
︑
若
外
国
之
事
︑
則
恐
或
至
於
漏
落
︑
故
如
是
更
稟
︑
員
外
曰
︑
聖
旨
丁
寧
︑
萬
無
漏
落
之
理
︑
純
彦
又
告
曰
︑
世
宗
実
録
之
完
︑
當
在
幾
時
︑
而
會
典
開
局
亦
在
何
日
︑
答
曰
︑
世
宗
四
十
五
年
実
録
甚
多
︑
更
待
一
両
年
後
方
得
完
了
︑
會
典
則
各
衙
門
今
只
抄
送
内
翰
而
已
︑
其
開
局
則
未
知
其
早
晩
也
云
︑
︵
後
略
︶﹂︵﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
一
九
日
庚
申
条
︶︒
︵
︶﹃
荷
谷
先
生
朝
天
記
﹄
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
二
〇
日
辛
酉
・
二
57
五
日
丙
寅
条
︒﹃
重
峯
集
﹄
巻
一
一
︑
朝
天
日
記
中
︑
萬
暦
二
年
甲
戌
八
月
二
〇
日
辛
酉
・
二
五
日
丙
寅
条
︒
︵
︶﹃
眉
巌
日
記
草
﹄
第
九
冊
︑
甲
戌
八
月
二
八
日
条
に
﹁
陰
而
晴
︑
是
58
日
︑
冬
至
使
拝
表
︑
余
︵
＝
柳
希
春
︶
以
承
文
院
提
調
︑
早
詣
慕
華
館
︑
諸
提
調
及
使
臣
安
自
裕
・
書
状
官
李
彦
愉
・
質
正
官
金
大
鳴
皆
至
︑
左
相
朴
公
淳
・
右
相
盧
公
守
慎
至
︑
而
査
対
畢
而
罷
︑
提
調
監
封
文
書
于
筒
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
冬
至
使
安
自
裕
一
行
は
宣
祖
七
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 104
年
八
月
下
旬
に
拝
表
の
儀
を
終
え
て
北
京
に
向
か
っ
た
︒
安
自
裕
が
都
目
政
に
よ
り
冬
至
使
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
こ
の
年
四
月
上
旬
で
あ
る
︵
同
書
第
九
冊
︑
甲
戌
四
月
初
八
日
条
︶︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
三
二
︑
萬
暦
二
年
一
二
月
癸
丑
︵
一
三
日
︶
条
︒
59
︵
︶﹁
承
文
院
提
調
請
︑
改
謝
恩
使
為
奏
請
使
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
八
︑
60
七
年
閏
一
二
月
壬
辰
︹
二
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
奏
請
使
拝
表
︑
定
于
二
十
八
日
︑︵
後
略
︶﹂﹁
三
公
會
三
品
以
上
議
61
啓
曰
︑
前
日
奏
請
已
盡
啓
達
矣
︑
反
覆
思
之
︑
會
典
将
滌
︑
不
得
奏
請
︑
深
為
未
安
︑
伏
惟
上
裁
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
九
︑
八
年
正
月
己
未
︹
一
九
日
︺・
二
月
己
卯
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒
ま
た
﹃
眉
巌
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
国
立
中
央
図
書
館
蔵
34
本
︶
巻
一
三
︑
日
記
︑
乙
亥
︹
萬
暦
三
年
︑
我
宣
廟
九
年
︺
二
月
初
九
日
条
に
﹁
早
朝
︑
以
承
文
院
公
事
會
議
︑
詣
門
側
以
俟
︑
公
卿
・
六
曹
先
問
安
︑
啓
請
従
権
︑︵
中
略
︶
余
聞
公
卿
再
啓
畢
︑
復
詣
承
文
提
調
會
処
︑
入
謁
三
政
丞
︑
三
公
問
奏
請
與
呈
文
何
者
為
是
︑
希
春
対
以
似
當
奏
請
︑
但
在
遠
未
能
的
知
云
云
︑
以
本
館
啓
事
先
告
退
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
柳
希
春
は
奏
請
使
派
遣
論
の
立
場
で
あ
っ
た
︒
︵
︶﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
一
三
︑
應
製
文
︑
本
国
請
改
宗
系
奏
本
に
も
62
﹁︵
前
略
︶
萬
暦
三
年
九
月
内
︑
陪
臣
戸
曹
参
判
洪
聖
民
齎
到
礼
部
咨
︑
該
本
部
題
︑
節
該
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
ま
た
韓
浚
謙
﹃
柳
川
箚
記
﹄︵﹃
大
東
野
乗
﹄
巻
七
一
︑
民
族
文
化
推
進
会
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
三
年
一
二
月
︑
所
収
︶
に
は
﹁︵
宣
宗
︶
八
年
乙
亥
︹
萬
暦
三
年
︺︑
又
遣
陪
臣
洪
聖
民
・
書
状
官
丁
胤
福
︑
申
奏
﹂
と
あ
る
が
︑
丁
胤
福
に
よ
る
中
国
見
聞
記
は
残
っ
て
い
な
い
︒
︵
︶
山
根
幸
夫
︑
前
掲
﹁
明
・
清
の
会
典
﹂
四
八
三
頁
︒
63
︵
︶
謝
恩
使
尹
斗
寿
と
金
誠
一
の
派
遣
記
録
は
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
64
一
︑
一
〇
年
四
月
条
に
﹁
遣
謝
恩
使
尹
斗
壽
・
金
誠
一
等
︑
奏
請
宗
系
改
正
事
︑
時
謝
勅
諭
恩
︑
兼
為
辨
誣
送
也
﹂
と
あ
る
︒
し
か
し
︑
金
誠
一
﹃
鶴
峯
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
48
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
附
録
︑
巻
一
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
五
年
丁
丑
︹
先
生
四
〇
歳
︺
正
月
条
に
﹁
差
謝
恩
兼
改
宗
系
奏
請
書
状
官
︹
以
宗
系
・
悪
名
両
件
︑
辨
誣
天
朝
︑
雖
許
改
撰
︑
而
會
典
旧
謬
尚
襲
︑
因
循
故
也
︑
與
正
使
尹
斗
壽
・
質
正
官
崔
岦
偕
︺﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
に
つ
づ
け
て
﹁
二
月
一
日
︑
辞
朝
︹
路
過
臨
津
︑
訪
李
栗
谷
珥
︺︑
二
十
日
︑
渡
江
﹂
と
み
え
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
謝
恩
使
尹
斗
寿
一
行
が
赴
京
し
た
の
は
宣
祖
一
〇
年
四
月
で
は
な
く
︑
二
ヶ
月
前
の
宣
祖
一
〇
年
二
月
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
五
三
︑
萬
暦
四
年
八
月
己
丑
︵
二
九
日
︶
条
︒
65
︵
︶﹃
鶴
峯
先
生
文
集
﹄
附
録
︑
巻
一
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
五
年
丁
丑
四
66
月
三
日
条
に
﹁
入
皇
都
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
に
つ
づ
け
て
﹁
七
日
︑
詣
闕
︑
就
午
門
外
御
路
上
行
礼
︹
前
後
受
燕
︑
皆
詣
闕
謝
恩
︑
暇
日
閲
文
廟
︑
観
郊
壇
︑
縦
観
皇
朝
文
物
之
盛
︺﹂
と
記
録
す
る
︒
︵
︶
尹
斗
寿
一
行
の
入
明
記
録
は
﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
六
一
︑
萬
暦
五
年
67
四
月
壬
申
︵
一
五
日
︶
条
に
﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
遣
戸
曹
参
判
尹
斗
壽
等
︑
齎
表
謝
恩
︑
賜
宴
如
例
﹂
と
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
︑﹃
鶴
峯
先
生
文
集
﹄
附
録
︑
巻
一
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
五
年
丁
丑
四
月
二
一
日
条
に
﹁
詣
闕
辞
︑
仍
詣
礼
部
準
請
︹
前
此
屢
度
呈
文
︑
至
是
始
見
翰
林
唐
鶴
徴
所
撰
︑
疎
漏
失
実
︑
多
方
陳
籲
︑
尚
書
馬
公
使
郎
中
沈
玄
華
改
撰
︑
親
加
塗
改
︑
添
入
数
行
語
︑
比
唐
本
明
甚
︑
時
崔
岦
以
能
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉105
文
名
︑
該
部
称
真
文
章
手
︑
然
以
先
生
所
作
︑
為
辞
懇
意
到
︑
得
章
奏
体
︑
前
後
呈
文
︑
蓋
多
出
先
生
之
手
︑
宗
祊
被
誣
之
冤
︑
列
聖
籲
天
之
誠
︑
倶
得
伸
雪
︑
異
日
頒
降
會
典
︑
aママ
奉
聖
勅
者
︑
皆
此
行
所
正
也
︺﹂
と
あ
る
︒
な
お
︑
尹
斗
寿
一
行
は
こ
の
二
日
後
に
北
京
を
発
っ
た
︵
同
書
附
録
︑
巻
一
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
五
年
丁
丑
五
月
二
三
日
条
︶︒
︵
︶
崔
岦
﹃
簡
易
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
68
49
蔵
本
︶
に
は
﹁
朝
鮮
国
差
来
陪
臣
戸
曹
参
判
尹
斗
壽
等
斎
沐
再
拝
郎
中
大
人
執
事
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
礼
部
郎
中
宛
て
の
上
書
を
収
録
す
る
︒
同
書
巻
四
︑
四
行
文
録
︑
上
礼
部
郎
中
書
丁
丑
︒
︵
︶﹃
鶴
峯
先
生
文
集
﹄
附
録
︑
巻
一
︑
年
譜
に
は
﹁︵
神
宗
萬
暦
五
年
丁
69
丑
︶
七
月
初
︑
復
命
︑
尋
乞
假
省
親
﹂
と
あ
り
︑
尹
斗
寿
の
帰
国
は
宣
祖
一
〇
年
九
月
で
は
な
く
七
月
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
奏
請
使
黄
琳
が
い
つ
漢
城
を
出
発
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
︑﹃
柳
70
川
箚
記
﹄
に
は
﹁︵
宣
宗
︶
十
年
丁
丑
︹
萬
暦
五
年
︺︑
又
遣
陪
臣
尹
斗
壽
・
書
状
官
金
誠
一
申
奏
︑
其
冬
又
遣
陪
臣
黄
琳
・
書
状
官
黄
允
吉
申
奏
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
宣
祖
一
〇
年
一
〇
月
以
後
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
萬
姓
大
同
譜
発
行
所
編
﹃
萬
姓
大
同
譜
﹄︵
明
文
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
71
九
八
三
年
五
月
復
刻
︶
下
︑
長
水
黄
氏
︒
︵
︶﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
一
三
︑
應
製
文
︑
本
国
請
改
宗
系
奏
本
に
72
﹁︵
前
略
︶
又
該
萬
暦
六
年
六
月
内
︑
陪
臣
戸
曹
判
書
黄
琳
齎
到
礼
部
咨
︑
該
本
部
題
︑
節
該
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
黄
琳
の
帰
国
は
宣
祖
一
一
年
二
月
で
は
な
く
六
月
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶﹁
遣
礼
部
侍
郎
林
士
章
︑
陪
朝
鮮
陪
臣
黄
琳
等
宴
︑
以
赴
京
進
貢
故
73
也
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
七
三
︑
萬
暦
六
年
三
月
庚
申
︹
九
日
︺
条
︶︒
︵
︶
魚
叔
権
﹃
攷
事
撮
要
︵
奎
章
閣
叢
書
第
七
︶﹄︵
京
城
帝
国
大
学
法
文
74
学
部
︑
京
城
︑
一
九
四
一
年
二
月
︒
底
本
は
﹁
萬
暦
四
十
一
年
︵
＝
光
海
君
五
︶
九
月
﹂
の
内
賜
記
を
有
す
る
太
白
山
史
庫
旧
蔵
本
︶
上
巻
︑
大
明
紀
年
︑
萬
暦
八
年
庚
辰
︹
宣
宗
大
王
一
三
年
︺
条
に
﹁︵
前
略
︶
随
即
挨
査
︑
見
纂
會
典
本
国
項
内
︑
書
係
兢
椿
二
字
筆
画
無
差
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
萬
暦
大
明
会
典
﹄
巻
一
〇
五
︑
礼
部
六
三
︑
朝
貢
一
︑
東
南
夷
上
︑
75
朝
鮮
国
条
︒
︵
︶﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
差
陪
臣
礼
曹
参
判
李
増
等
︑
齎
表
文
・
方
物
・
馬
76
匹
︑
進
賀
萬
壽
聖
節
︑
宴
賚
如
例
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
〇
三
︑
萬
暦
八
年
八
月
甲
寅
︹
一
七
日
︺
条
︶︒
も
っ
と
も
李
増
の
派
遣
に
関
し
て
も
﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
五
月
癸
未
︵
一
五
日
︶
条
に
は
﹁
聖
節
使
拝
表
︑
親
伝
﹂
と
あ
る
に
す
ぎ
ず
︑
拝
表
の
儀
に
際
し
て
宣
祖
が
﹃
大
明
会
典
﹄
の
編
纂
状
況
を
探
る
よ
う
直
接
指
示
し
た
か
否
か
さ
え
判
然
と
し
な
い
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
一
月
壬
寅
︵
二
七
日
︶・
一
二
月
77
甲
寅
︵
一
〇
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
三
四
︑
附
録
二
︑
年
譜
下
︑
辛
巳
︑
神
宗
皇
78
帝
萬
暦
九
年
五
月
条
に
﹁
製
進
辨
誣
奏
文
︹
見
原
編
︺﹂
と
あ
り
︑
さ
ら
に
﹁︵
前
略
︶
乃
金
公
継
輝
為
使
︑
先
生
承
命
製
奏
文
以
進
︑
上
曰
︑
善
哉
︑
蔑
以
加
矣
︑
大
事
必
将
諧
矣
﹂
と
み
え
る
︒
徐
学
謨
﹃
世
廟
識
餘
録
﹄︵
北
京
図
書
館
古
籍
出
版
編
輯
組
編
﹃
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
﹄
︑
書
目
文
献
出
版
社
︑
北
京
︑
一
九
八
八
年
二
13
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月
︑
所
収
︶
巻
六
に
は
李
珥
が
製
述
し
た
こ
の
﹁
本
国
請
改
宗
系
奏
本
﹂
を
収
録
す
る
︒
︵
︶
山
腰
敏
寬
編
︑
前
掲
﹃
中
国
歴
史
公
文
書
読
解
辞
典
﹄
七
頁
︒
む
ろ
79
ん
︑
朝
鮮
の
啓
本
の
文
書
様
式
で
も
冒
頭
に
は
﹁
某
の
為
の
事
な
り
﹂
と
そ
の
題
目
・
内
容
を
記
す
︵﹃
経
国
大
典
﹄
巻
三
︑
礼
典
︑
啓
本
式
︶︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
七
月
壬
午
︵
一
五
日
︶
条
︒
80
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
一
一
月
己
巳
︵
三
日
︶
条
︒
同
書
81
巻
一
五
︑
正
月
庚
午
︵
五
日
︶
条
︒﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
〇
七
︑
萬
暦
八
年
一
二
月
己
亥
︵
四
日
︶
条
︒
十
三
山
駅
の
位
置
は
さ
し
あ
た
り
楊
正
泰
﹃
明
代
駅
站
考
︵
増
訂
本
︶﹄︵
上
海
古
籍
出
版
社
︑
上
海
︑
二
〇
〇
六
年
一
一
月
︶
一
三
〇
頁
﹁
一
九
遼
東
都
司
駅
路
分
布
図
︵
嘉
靖
︑
隆
慶
年
間
︶﹂︑
参
照
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
五
︑
一
四
年
正
月
壬
辰
︵
二
七
日
︶
条
︒
82
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
五
︑
一
四
年
五
月
条
は
本
文
中
に
引
い
た
83
李
珥
の
﹁
経
筵
日
記
﹂
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
録
で
あ
る
が
︑﹁
匹
夫
受
誣
︑
尚
能
伸
雪
︑
安
有
国
君
受
誣
二
百
年
而
不
伸
者
乎
﹂
の
箇
所
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
︒
︵
︶
史
料
の
提
示
こ
そ
な
い
が
︑
以
上
の
李
珥
の
発
言
は
つ
と
に
林
泰
輔
84
﹃
朝
鮮
通
史
﹄︵
冨
山
房
︑
一
九
一
二
年
八
月
︶﹁
第
八
章
壬
辰
以
前
の
外
交
及
び
内
政
﹂
二
九
四
～
二
九
五
頁
︑
瀬
野
馬
熊
﹃
朝
鮮
史
大
系
︵
近
世
史
︶﹄︵
朝
鮮
史
学
会
︑
京
城
︑
一
九
二
七
年
八
月
︒
原
書
房
︑
一
九
七
五
年
一
二
月
復
刻
︶﹁
第
七
章
壬
辰
以
前
の
内
治
外
交
﹂
一
二
三
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒
︵
︶﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
三
四
︑
附
録
二
︑
年
譜
下
︑
辛
卯
︑
神
宗
皇
85
帝
萬
暦
一
九
年
条
に
﹁
録
光
国
原
従
一
等
勲
︑
先
是
︹
己
丑
︺︑
奏
請
使
尹
根
壽
奉
會
典
全
編
以
来
︑
快
雪
宗
系
之
誣
︑
宣
廟
命
録
勲
︑
先
生
在
原
従
一
等
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
五
︑
一
四
年
四
月
癸
丑
︵
二
〇
日
︶
条
に
は
86
﹁
引
儀
金
慶
昌
上
疏
︑
宗
系
改
正
事
不
可
一
日
忘
之
︑
請
為
奏
請
︑
上
嘉
納
之
︑
命
議
于
承
文
院
︑
以
聖
節
使
慎
喜
男
有
病
遞
之
︑
請
以
能
文
之
人
択
差
︑
兼
為
奏
請
︑
於
是
崔
顒
拝
奏
請
使
﹂
と
あ
り
︑
一
ヶ
月
前
に
は
崔
顒
が
い
っ
た
ん
奏
請
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
︑
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
り
変
更
と
な
っ
た
︒
崔
顒
は
二
年
後
に
吐
血
し
て
急
死
し
た
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
七
︑
一
六
年
四
月
条
︶︒
︵
︶﹃
簡
易
集
﹄
巻
六
︑
辛
巳
行
録
︑
見
堂
︹
礼
部
︺
に
﹁︵
前
略
︶
周
旋
87
郎
吏
恪
︑
仰
望
遠
人
叨
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
た
だ
︑
こ
の
五
言
律
詩
の
割
註
に
﹁︵
前
略
︶
今
聞
︑
閣
老
張
居
正
用
事
以
後
︑
賢
者
多
外
滞
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
権
勢
を
ふ
る
う
張
居
正
の
風
聞
を
記
録
す
る
︒
崔
岦
の
﹁
辛
巳
行
録
﹂
で
は
﹁
受
宴
︹
會
同
館
︺﹂﹁
受
賞
﹂
に
つ
づ
い
て
﹁
観
国
学
﹂
と
﹁
観
天
壇
﹂
の
五
言
律
詩
を
詠
ん
で
お
り
︑
こ
れ
ま
で
の
朝
鮮
使
節
と
同
様
に
国
子
監
と
天
壇
の
参
観
を
楽
し
ん
だ
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
一
八
︑
萬
暦
九
年
一
一
月
戊
寅
︵
一
八
日
︶
88
条
に
は
﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
差
刑
曹
参
判
柳
希
霖
等
正
従
三
十
四
員
︑
進
冬
至
令
節
表
文
・
礼
物
︑
宴
賚
如
例
︑
仍
給
十
年
大
統
暦
一
百
本
﹂
と
あ
り
︑
冬
至
使
柳
希
霖
の
朝
貢
記
録
を
優
先
さ
せ
る
︒
崔
岦
は
柳
希
霖
を
見
送
る
五
言
律
詩
の
ほ
か
除
夜
・
元
日
を
詠
ん
で
い
る
︵﹃
簡
易
集
﹄
巻
六
︑
辛
巳
行
録
︑
送
冬
至
使
柳
工ママ
曹
︹
希
霖
︺
先
帰
・
除
夜
・
元
日
︶
か
ら
︑
金
継
輝
一
行
の
帰
国
は
宣
祖
一
四
年
一
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一
月
で
は
な
く
︑
翌
年
正
月
以
降
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶﹃
霽
峯
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
89
42
巻
四
︑
詩
︑
詣
礼
部
上
書
︒
︵
︶﹃
霽
峯
集
﹄
巻
四
︑
詩
︑
聞
聖
旨
不
許
降
勅
︑
帳
吟
畳
前
韻
︒
李
権
90
宰
﹁
霽
峯
의
使
行
詩
에
드
러
난
意
識
世
界
﹂︵﹃
古
詩
歌
研
究
﹄
第
九
輯
︑
麗
水
︑
二
〇
〇
二
年
︒
の
ち
曺
圭
益
他
編
﹃
연
행
록
연
구
총
서
５
︵
문
학
︶﹄
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
に
再
録
︶
二
八
九
～
二
九
五
頁
は
こ
の
七
言
律
詩
の
ほ
か
︑
当
初
︑
皇
帝
の
謁
見
を
拒
否
さ
れ
た
高
敬
命
が
礼
部
に
北
京
滞
在
の
延
長
許
可
を
願
い
出
た
上
書
︵﹃
霽
峯
遺
集
﹄
雑
著
︑
上
礼
部
尚
書
書
︶
を
紹
介
す
る
︒
︵
︶﹃
霽
峯
集
﹄
巻
四
︑
詩
︑
皇
帝
御
皇
極
門
︑
礼
官
引
陪
臣
等
︑
就
玉
91
座
前
︑
跪
受
賜
衣
以
出
︒
︵
︶﹃
世
廟
識
餘
録
﹄
巻
六
に
は
李
珥
の
﹁
本
国
請
改
宗
系
奏
本
﹂
に
つ
92
づ
け
て
︑﹁
朝
鮮
国
差
来
陪
臣
刑
曹
判
書
金
継
輝
等
薫
沐
再
拝
︑
謹
上
書
于
太
宗
伯
相
公
閤
下
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
礼
部
郎
中
宛
て
の
上
書
︵﹃
簡
易
集
﹄
巻
四
︑
四
行
文
録
︑
上
礼
部
尚
書
書
辛
巳
︶
を
収
録
す
る
︒
さ
ら
に
こ
れ
に
つ
づ
け
て
金
継
輝
ら
に
よ
る
再
度
の
上
書
︵﹃
霽
峯
遺
集
﹄
雑
著
︑
上
礼
部
尚
書
書
︶
を
収
録
し
︑
徐
学
謨
は
三
部
構
成
に
て
宗
系
弁
誣
問
題
の
顛
末
を
記
録
に
と
ど
め
た
︒
高
敬
命
と
崔
岦
は
と
も
に
礼
部
に
善
処
を
請
う
て
お
り
︑
金
継
輝
一
行
の
外
交
交
渉
は
一
定
の
成
果
を
収
め
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
六
︑
一
五
年
四
月
戊
申
︵
二
一
日
︶
条
︒﹃
宣
祖
93
修
正
実
録
﹄
巻
一
六
︑
一
五
年
四
月
条
︑
金
継
輝
卒
伝
︒
︵
︶﹃
薬
圃
先
生
遺
稿
﹄
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
〇
年
壬
午
条
に
﹁
以
聖
節
94
使
赴
京
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
そ
の
割
註
に
﹁︵
前
略
︶
上
年
︑
黄
崗
︵
＝
金
継
輝
の
号
︶
為
奏
請
使
︑
是
年
︑
先
生
亦
以
奏
聞
・
賀
節
等
事
赴
京
︑
蓋
以
一
時
士
流
聚
朝
︑
極
選
専
対
之
人
也
﹂
と
附
す
︒
︵
︶﹃
西
厓
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
高
麗
95
52
大
学
校
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
巻
三
︑
奏
文
︑
乞
頒
示
會
典
奏
文
︹
辛
巳
︺
の
冒
頭
に
﹁
朝
鮮
国
王
臣
姓
諱
謹
奏
︑
為
本
国
宗
系
悪
名
已
蒙
昭
雪
︑
乞
頒
示
會
典
新
書
︑
以
訖
恩
命
︑
永
洗
旧
冤
事
︑︵
後
略
︶﹂
と
記
す
︒
割
註
の
﹁
辛
巳
﹂︵
萬
暦
九
年
︑
宣
祖
一
四
︶
は
︑
奏
請
文
の
冒
頭
に
あ
る
﹁
萬
暦
九
年
正
月
﹂
を
製
述
年
と
判
断
し
た
豊
山
柳
氏
の
後
孫
が
﹃
西
厓
集
﹄
編
纂
の
際
に
註
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
既
述
の
ご
と
く
︑
宣
祖
一
四
年
に
奏
請
文
を
製
述
し
た
の
は
李
珥
で
あ
る
︒
︵
︶﹁
宗
系
奏
請
使
黄
廷
彧
・
書
状
官
韓
應
寅
・
質
正
官
宋
象
賢
発
行
﹂
96
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
七
年
五
月
戊
寅
︹
三
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
宗
系
及
悪
名
辨
誣
奏
請
使
黄
廷
彧
・
書
状
官
韓
應
寅
等
奉
勅
而
還
︑
97
皇
帝
録
示
會
典
中
改
正
全
文
︑
上
迎
于
慕
華
館
︑
告
宗
廟
受
賀
︑
加
百
官
階
︑
宥
殊
死
以
下
︑
廷
彧
・
應
寅
及
上
通
事
洪
純
彦
等
加
資
︑
賜
奴
婢
・
田
宅
・
雑
物
有
差
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
八
︑
一
七
年
一
一
月
朔
癸
酉
条
︶︒
︵
︶
黄
廷
彧
が
赴
京
中
に
製
述
し
た
呈
文
の
内
容
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
98
い
︒
た
だ
︑
黄
廷
彧
﹃
芝
川
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
41
底
本
は
韓
国
学
中
央
研
究
院
蔵
書
閣
蔵
本
︶
附
録
上
︑
行
状
︵
黄
赫
撰
︶
に
﹁︵
前
略
︶
尚
書
于
慎
行
曰
︑
此
言
良
是
︑
試
可
呈
文
︑
先
君
︵
＝
黄
廷
彧
︶
即
具
事
情
為
長
書
︑
浄
写
呈
進
︑
尚
書
再
三
披
読
︑
顧
語
左
右
曰
︑
好
文
字
︑
好
文
字
︑
仍
問
訳
官
洪
純
彦
曰
︑
你
宰
相
是
宿
構
耶
︑
何
神
速
若
是
︑
賞
玩
不
已
︑
備
載
先
君
所
呈
文
字
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于
該
奏
状
中
︑
一
無
増
削
︑
得
上
聞
︑
蒙
皇
上
特
命
刊
正
︑
就
将
秘
典
所
載
︑
並
令
謄
示
︑
仍
写
勅
與
之
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
や
や
顕
彰
に
か
た
む
く
き
ら
い
が
あ
る
が
︑
黄
赫
が
父
黄
廷
彧
か
ら
聞
き
取
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
金
戒
﹃
栢
巌
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
99
50
奎
章
閣
蔵
本
︶
年
譜
︑
皇
明
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
二
年
甲
申
︹
先
生
四
五
歳
︺
一
〇
月
条
に
﹁
製
進
宗
系
辨
誣
後
頒
赦
中
外
教
書
﹂
と
あ
る
︒
ま
た
同
書
巻
三
︑
教
書
︑
宗
系
辨
誣
頒
赦
中
外
教
書
︒
︵
︶
そ
の
後
︑
八
月
下
旬
に
﹁
賜
朝
鮮
国
陪
臣
黄
廷
彧
等
二
起
宴
︑
以
奏
100
事
入
賀
︑
事
完
回
国
也
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
五
二
︑
萬
暦
一
二
年
八
月
庚
午
︹
二
七
日
︺
条
︶
と
み
え
︑
黄
廷
彧
が
任
務
を
完
了
し
て
北
京
を
発
っ
た
こ
と
を
記
す
︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
宣
勅
時
︑
進
陪
臣
于
皇
極
門
内
︑
設
拝
席
彩
紅
氈
︑
使
翰
101
林
学
士
将
礼
︑
蓋
異
数
云
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
芝
川
集
﹄
附
録
上
︑
行
状
︶︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
李
友
直
︵
割
註
略
︶
帰
︑
進
大
明
會
典
撰
写
一
巻
及
聞
見
102
小
録
︑
伝
曰
︑
知
道
︑
此
冊
下
承
文
院
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
九
︑
一
八
年
四
月
辛
酉
︹
二
〇
日
︺
条
︶︒
た
だ
し
︑
李
友
直
の
﹁
聞
見
小
録
﹂
の
内
容
は
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
︒
︵
︶﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
乙
酉
︹
十
八
年
︺
別
試
榜
103
︹
以
改
宗
系
慶
︑
十
月
十
六
日
行
︺
条
︒
宋
俊
浩
他
編
︑
前
掲
書
﹁
宣
祖
代
의
文
科
﹂
三
〇
九
～
三
一
二
頁
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
〇
︑
一
九
年
一
〇
月
丙
寅
︵
五
日
︶
条
︒
同
書
104
巻
二
一
︑
二
〇
年
正
月
朔
庚
寅
条
︒﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
〇
︑
一
九
年
正
月
条
は
こ
の
事
件
の
顛
末
を
﹁
先
是
︑
賀
節
使
尹
自
新
・
賀
至
使
成
壽
益
等
在
會
同
館
失
火
延
焼
︑
使
臣
並
被
拿
鞫
論
罪
︑
遣
使
謝
恩
︑
帝
降
勅
奨
諭
云
︑
王
忠
慎
可
嘉
︑
仍
賜
蟒
衣
・
彩ママ
段
﹂
と
簡
潔
に
記
録
す
る
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
〇
︑
一
九
年
一
二
月
壬
戌
︵
二
日
︶
条
︒
105
︵
︶﹁
以
館
舎
焚
毀
・
方
物
偸
失
事
︑
陳
謝
使
裴
三
益
発
行
︑︵
後
略
︶﹂
106
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
一
︑
二
〇
年
三
月
壬
寅
︹
一
三
日
︺
条
︶︒
ま
た
﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
続
４
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
三
月
一
三
日
壬
寅
条
に
﹁
晴
︑
以
大
司
成
差
陳
謝
使
︑
兼
帯
吏
曹
参
判
︑
辞
闕
︑
査
対
於
慕
華
館
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
金
松
姫
﹃
朝
鮮
初
期
堂
上
官
兼
職
制
研
究
︱
東
班
京
官
職
과
臨
時
107
職
을
중
심
으
로
﹄︵
漢
陽
大
学
校
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
八
年
一
二
月
︶﹁
第
４
章
１
対
明
使
臣
과
明
使
迎
接
官
﹂︵
初
出
は
﹃
史
学
研
究
﹄
第
五
五
・
五
六
合
集
号
︑
果
川
︑
一
九
九
八
年
一
〇
月
︶
二
四
〇
頁
︒
︵
︶
た
と
え
ば
張
在
天
﹁
朝
鮮
時
代
成
均
館
의
外
交
的
機
能
︱
조
선
108
왕
조
실
록
을
중
심
으
로
﹂︵﹃
韓
国
思
想
과
文
化
﹄
第
一
九
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
三
年
三
月
︒
の
ち
曺
圭
益
他
編
﹃
연
행
록
연
구
총
서
７
︵
정
치
・
경
제
・
외
교
︶﹄
学
古
房
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
六
年
九
月
に
再
録
︶
四
一
四
～
四
一
六
頁
︒
︵
︶
林
基
中
編
﹃
燕
行
録
全
集
﹄
４
︵
東
国
大
学
校
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
109
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
︶
は
﹁
丁
亥
三
月
一
三
日
壬
寅
晴
︑
辞
闕
︑
査
対
於
慕
華
館
︑
夕
宿
碧
蹄
駅
﹂
の
書
き
出
し
に
始
ま
る
筆
写
本
の
﹁
裴
三
益
日
記
﹂
を
収
録
す
る
︒
こ
の
草
稿
を
も
と
に
後
日
︑﹁
朝
天
録
﹂
が
編
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
た
だ
︑﹃
燕
行
録
全
集
﹄
全
一
〇
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉109
〇
冊
は
史
料
の
所
蔵
機
関
を
明
記
せ
ず
︑
史
料
集
と
し
て
の
意
義
を
損
な
っ
て
い
る
︒
夫
馬
進
﹁
紹
介
／
林
基
中
・
夫
馬
進
編
﹃
燕
行
録
全
集
日
本
所
蔵
編
﹄﹂︵﹃
東
洋
史
研
究
﹄
第
六
一
巻
第
四
号
︑
二
〇
〇
三
年
三
月
︶
一
六
八
頁
︒
︵
︶﹃
大
東
地
志
﹄︵
高
宗
元
年
︑
一
八
六
四
︶
巻
三
︑
京
畿
道
高
陽
︑
駅
110
站
条
に
﹁
碧
蹄
駅
︹
北
二
里
︺﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
平
日
読
聖
賢
書
︑
粗
知
臨
難
不
避
之
義
︑
而
顧
萬
里
専
111
対
︑
非
其
才
也
︑
不
惕
然
省
念
哉
︑
夕
宿
碧
蹄
駅
﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
三
月
一
三
日
壬
寅
条
︶︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
夕
︑
宿
玉
河
館
西
照
︑
蓋
東
照
失
火
︑
尚
不
修
建
故
也
︑
112
館
人
禁
火
︑
不
得
燎
火
︑
以
門
扉
排
席
︑
寝
於
其
上
﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
癸
亥
︹
五
日
︺
条
︶︒
会
同
館
の
失
火
に
関
し
て
は
松
浦
章
﹁
明
清
時
代
北
京
の
會
同
館
﹂︵﹃
神
田
信
夫
先
生
古
稀
記
念
論
集
清
朝
と
東
ア
ジ
ア
﹄
山
川
出
版
社
︑
一
九
九
二
年
三
月
︶
三
六
四
頁
に
言
及
が
あ
り
︑
こ
の
記
録
に
注
目
す
る
︒
︵
︶﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
丙
113
寅
︵
八
日
︶
条
︒﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
八
七
︑
萬
暦
一
五
年
六
月
丁
卯
︵
九
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
八
七
︑
萬
暦
一
五
年
六
月
庚
辰
︵
二
二
日
︶
114
条
︒
︵
︶﹁
晴
︑
受
上ママ
馬
宴
及
欽
賜
︑︵
中
略
︶
聞
左
侍
郎
王
弘
誨
自
闕
下
赴
會
115
同
館
︑
即
往
来
會
同
館
︑
日
晩
︑
侍
郎
乃
至
︑
行
一
拝
三
叩
頭
於
闕
牌
下
︑
進
侍
郎
前
︑
行
再
拝
礼
︑︵
中
略
︶
跪
呈
乞
先
印
會
典
内
本
国
項
下
改
纂
文
字
等
巻
文
︑
侍
郎
受
之
﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
癸
酉
︹
一
五
日
︺
条
︶︒
ま
た
同
書
巻
三
︑
呈
文
︑
呈
礼
部
文
︹
萬
暦
一
五
年
丁
亥
︺︒
︵
︶﹁
呈
文
礼
部
︑
今
已
六
日
︑
未
聞
処
置
如
何
︑
不
勝
憂
憫
﹂﹁
礼
部
呈
116
文
題
始
出
而
曰
︑
案
︑
候
書
成
刊
布
之
日
︑
題
請
施
行
云
︑
乃
十
七
日
題
也
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
戊
寅
︹
二
〇
日
︺・
壬
午
︹
二
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
令
通
事
再
上
書
於
礼
部
﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
117
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
癸
未
︹
二
五
日
︺
条
︶︒
ま
た
同
書
巻
三
︑
呈
文
︑
再
呈
礼
部
文
︒
︵
︶﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
七
月
庚
118
寅
︵
三
日
︶・
癸
巳
︵
六
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
八
二
︑
萬
暦
一
五
年
正
月
甲
辰
︵
一
五
日
︶
119
条
︒
同
書
巻
一
八
七
︑
萬
暦
一
五
年
六
月
己
卯
︵
二
一
日
︶
条
︒
中
純
夫
︑
前
掲
﹁
尹
根
寿
と
陸
光
祖
﹂
一
一
三
頁
︒
︵
︶﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
七
月
己
120
亥
︵
一
二
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
六
月
丁
121
亥
︵
二
九
日
︶・
七
月
辛
卯
︵
四
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
八
三
︑
萬
暦
一
五
年
二
月
丁
卯
︵
八
日
︶・
戊
122
寅
︵
一
九
日
︶・
庚
辰
︵
二
一
日
︶
条
︒
筆
写
本
﹁
裴
三
益
日
記
﹂
︵
林
基
中
編
︑
前
掲
﹃
燕
行
録
全
集
﹄
４
︑
所
収
︶
の
末
尾
に
は
こ
の
内
閣
大
学
士
三
名
の
ほ
か
︑
副
総
裁
を
務
め
た
礼
部
尚
書
沈
鯉
・
左
侍
郎
王
弘
誨
・
右
侍
郎
于
慎
行
の
姓
名
・
号
・
出
身
等
を
記
録
に
残
す
︒
︵
︶
た
だ
し
︑
実
際
に
は
こ
の
慶
事
を
宗
廟
に
報
告
す
る
に
は
い
た
っ
て
123
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 110
い
な
い
︒
ま
た
裴
三
益
の
帰
国
後
︑
礼
曹
は
別
試
の
実
施
を
要
請
し
て
宣
祖
の
裁
可
を
得
た
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
一
︑
二
〇
年
九
月
己
亥
︹
一
三
日
︺
条
︶
が
︑
こ
れ
も
実
施
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
︒
︵
︶
中
村
栄
孝
﹁
朝
鮮
の
慕
明
思
想
と
大
報
壇
﹂︵﹃
天
理
大
学
学
報
﹄
第
124
七
八
輯
︑
一
九
七
二
年
三
月
︶
一
九
七
～
一
九
八
頁
︒
韓
明
基
﹃
임
진
왜
란
과
한
중
관
계
﹄︵
歴
史
批
評
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
九
年
八
月
︶﹁
제
１
부
제
１
장
명
군
참
전
과
정
치
적
영
향
﹂
六
七
～
六
八
頁
の
脚
註
︒
111
︵
︶﹁
日
食
︑
抵
暮
越
江
︑
馳
啓
會
典
藁
本
一
冊
及
礼
部
咨
・
遼
東
都
司
125
禁
耕
回
咨
一
道
齎
来
事
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
九
月
初
一
日
丁
亥
条
︶︒﹁
越
江
︑
馳
啓
會
典
正
藁
内
宗
系
草
本
一
冊
及
礼
部
咨
・
遼
東
都
司
禁
耕
回
咨
各
一
道
齎
来
等
事
︑︵
後
略
︶﹂︵
同
書
巻
五
︑
附
録
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
五
年
丁
亥
︹
先
生
五
四
歳
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
晴
︑
宿
迎
曙
︑
上
降
御
札
曰
︑
今
次
下
人
多
病
死
︑
萬
里
無
事
往
126
還
︑
齎
奉
勅
書
而
来
︑
且
謄
書
會
典
来
啓
︑
俾
予
知
之
︑
此
皆
由
於
周
旋
専
対
之
忠
︑
良
用
嘉
悦
︑
賜
内
廐
馬
一
匹
︑
書
状
官
元
士
安
児
馬
一
匹
︑
勿
謝
﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
九
月
戊
戌
︹
一
二
日
︺
条
︶︒
ま
た
同
書
巻
六
︑
附
録
︑
宣
廟
御
札
︹
陳
謝
使
復
命
時
︑
○
丁
亥
︺︒
︵
︶﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
甲
戌
︹
七
年
︺
別
試
榜
︹
以
127
宗
系
誣
伸
︑
九
月
十
三
日
行
︺
条
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
一
︑
二
〇
年
九
月
己
亥
︵
一
三
日
︶
条
︒﹃
臨
淵
128
斎
先
生
文
集
﹄
巻
四
︑
朝
天
録
︑
萬
暦
一
五
年
丁
亥
九
月
己
亥
︵
一
三
日
︶
条
︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
兪
泓
・
書
状
官
尹
暹
等
発
行
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
129
巻
二
一
︑
二
〇
年
一
〇
月
乙
丑
︹
一
〇
日
︺
条
︶︒﹁
遣
謝
恩
使
兪
泓
︑
兼
為
奏
請
如
京
師
︑
乞
頒
示
會
典
﹂︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
一
︑
二
〇
年
九
月
条
︶︒
︵
︶
宋
時
烈
﹃
宋
子
大
全
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
130
113
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
五
九
︑
碑
︑
果
斎
尹
公
神
道
碑
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
丁
亥
︵
＝
宣
祖
二
〇
年
︶︑
極
選
以
遣
︑
公
︵
＝
尹
暹
︶
為
書
状
官
︑
上
曰
︑
宗
系
毎
蒙
朝
廷
許
其
改
正
︑
而
未
見
其
昭
載
寶
典
︑
今
聞
此
書
将
成
︑
若
蒙
頒
降
︑
明
知
昭
雪
之
実
︑
則
予
死
何
恨
︑
爾
等
勉
之
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
史
料
の
提
示
こ
そ
な
い
が
︑
兪
泓
に
よ
る
外
交
交
渉
の
描
写
は
瀬
野
131
馬
熊
︑
前
掲
書
﹁
第
七
章
壬
辰
以
前
の
内
治
外
交
﹂
一
二
四
頁
に
紹
介
さ
れ
た
︒
ま
た
李
成
珪
︑
前
掲
﹁
明
・
清
史
書
の
朝
鮮
﹃
曲
筆
﹄
と
朝
鮮
に
よ
る
﹃
弁
誣
﹄﹂
六
五
頁
︒
︵
︶﹃
松
塘
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
続
３
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
132
本
︶
巻
二
︑
詩
︑
呈
文
お
よ
び
見
聖
旨
准
下
兼
免
差
官
︒
兪
泓
は
黄
海
道
金
郊
駅
よ
り
朝
鮮
半
島
を
北
上
し
て
入
京
し
︑
遼
東
都
司
に
戻
る
ま
で
の
北
京
紀
行
を
詩
文
の
形
式
に
て
残
す
︒
ま
た
帰
途
︑
兪
泓
は
山
海
関
を
去
る
際
に
兵
部
主
事
︵
正
六
品
︶
馬
維
銘
よ
り
祝
い
の
五
言
律
詩
を
贈
ら
れ
︑
こ
れ
に
唱
和
し
た
宣
祖
御
製
の
漢
詩
と
あ
わ
せ
て
﹃
松
塘
集
﹄
巻
二
︑
詩
︑
次
山
海
関
主
事
馬
維
銘
贈
我
韻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
︵
︶
当
時
の
教
書
は
﹃
光
国
志
慶
録
﹄
頒
赦
教
文
に
も
収
録
さ
れ
た
︒
同
133
書
の
解
題
に
前
間
恭
作
編
﹃
古
鮮
冊
譜
﹄
第
一
冊
︵
東
洋
文
庫
︑
一
九
二
八
年
一
月
︶
五
〇
九
～
五
一
〇
頁
︑﹃
奎
章
閣
韓
国
本
図
書
解
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉111
題史
部
３
﹄︵
ソ
ウ
ル
大
学
校
奎
章
閣
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
八
三
年
一
二
月
︶
三
一
三
～
三
一
四
頁
の
ほ
か
︑
藤
本
幸
夫
﹃
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究
集
部
﹄︵
京
都
大
学
学
術
出
版
会
︑
二
〇
〇
六
年
二
月
︶
三
九
頁
に
﹁
研
覈
﹂
が
あ
る
︒
本
稿
で
は
英
祖
二
〇
年
︵
一
七
四
四
︶
に
重
刊
さ
れ
︑
正
祖
年
間
︵
一
七
七
六
～
一
八
〇
〇
年
︶
の
刊
本
と
推
定
さ
れ
る
東
京
大
学
総
合
図
書
館
阿
川
文
庫
蔵
﹃
光
国
志
慶
録
﹄︵
請
求
番
号
は
Ｇ
二
三
︱
二
二
〇
︶︑
お
よ
び
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
版
と
さ
れ
る
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
︵
請
求
番
号
は
韓
六
︱
六
二
︶
を
利
用
し
た
︒
な
お
︑
後
者
の
木
版
本
一
冊
に
つ
い
て
﹃
大
阪
府
立
図
書
館
蔵
韓
本
目
録
﹄︵
大
阪
府
立
図
書
館
︑
一
九
六
八
年
三
月
︶
五
〇
頁
で
は
大
韓
帝
国
期
の
﹁
光
武
九
年
﹂︵
一
九
〇
五
年
︶
の
刊
行
と
判
断
す
る
が
︑
巻
頭
に
は
﹁
宣
廟
御
製
﹂
に
つ
づ
い
て
﹁
粛
廟
御
製
御
筆
﹂︵
粛
宗
二
七
年
︑
一
七
〇
三
︶︑
そ
し
て
﹁
再
造
皇
恩
﹂
を
強
調
す
る
﹁
當
宁
御
製
御
筆
﹂
を
収
録
し
︑﹁
英
廟
﹂
で
は
な
く
﹁
當
宁
﹂
と
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
当
時
の
国
王
つ
ま
り
英
祖
代
の
重
刊
本
と
判
断
し
て
よ
か
ろ
う
︒
︵
︶﹃
明
史
﹄
巻
三
二
〇
︑
列
伝
二
〇
八
︑
外
国
一
︑
朝
鮮
に
も
﹁
時
昖
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屢
請
賜
皇
明
會
典
︑
為
其
先
康
献
王
旦
雪
冤
︑︵
萬
暦
︶
十
六
年
正
月
︑
會
典
成
︑
適
貢
使
愈ママ
泓
在
京
︑
請
給
前
書
以
終
前
命
︑
許
之
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
九
五
︑
萬
暦
一
六
年
二
月
丁
卯
︵
一
四
日
︶
135
条
︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
兪
泓
書
状
︑
大
明
會
典
本
国
宗
系
・
悪
名
改
正
一
冊
︑
礼
136
部
題
准
給
送
︑
皇
帝
降
勅
事
入
啓
︑
伝
于
承
文
院
曰
︑
頼
諸
卿
之
力
︑
今
日
得
有
此
事
︑
不
知
所
諭
︑
今
見
兪
泓
書
状
︑
皇
恩
罔
極
︑
不
知
所
諭
︑︵
中
略
︶
数
百
年
至
痛
︑
使
祖
宗
無
父
而
有
父
︑
無
君
而
有
君
︑
而
環
蝶ママ
域
数
千
里
之
場
︑
始
得
為
人
類
︑
彝
倫
攸
叙
︑
東
韓
再
造
︑
祖
宗
在
天
之
霊
︑
以
為
如
何
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
三
月
辛
亥
︹
二
八
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
承
文
院
都
提
調
鄭
惟
吉
・
柳
霞
︑
提
調
・
副
提
調
等
啓
曰
︑
今
蒙
137
勅
諭
丁
寧
︑
且
受
寶
典
而
来
︑
此
実
聖
上
誠
孝
格
天
︑
宗
社
神
霊
黙
佑
之
致
︑
臣
等
歓
欣
鼓
舞
而
已
︑
豈
有
一
毫
之
稗
︑
而
頃
日
下
教
敦
諭
︑
不
勝
驚
惶
之
至
︑
敢
来
謝
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
四
月
丙
辰
︹
三
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
謝
恩
使
右
議
政
柳
霞
︑
副
使
崔
滉
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
138
一
年
四
月
丙
辰
︹
三
日
︺
条
︶︒
そ
の
後
︑
政
府
で
は
宗
系
改
正
を
祝
賀
す
る
別
試
の
検
討
に
入
っ
た
︵
同
書
巻
二
二
︑
二
一
年
四
月
辛
未
︹
一
八
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
命
賞
兪
泓
官
階
︑
超
秩
為
崇
禄
・
判
府
事
︑
賜
奴
婢
・
土
田
︑
従
139
行
子
大
述
並
進
官
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
二
月
条
︶︒
同
書
巻
二
二
︑
二
一
年
二
月
条
に
﹁
以
兪
泓
為
礼
曹
判
書
︑
俄
陞
左
賛
成
﹂
と
あ
り
︑﹃
松
塘
集
﹄
巻
末
の
神
道
碑
銘
︵
鄭
斗
卿
撰
︶
に
は
﹁︵
前
略
︶
特
命
官
其
長
子
︑
錫
賚
甚
夥
︑︵
中
略
︶
於
是
︑
命
超
崇
禄
︑
拝
議
政
府
左
賛
成
兼
判
義
禁
知
経
筵
事
︑
︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
兪
泓
は
の
ち
礼
曹
判
書
を
経
て
従
一
品
の
議
政
府
左
賛
成
を
拝
命
し
た
︒
︵
︶﹁
上
以
宗
系
・
悪
名
得
正
帰
功
於
下
︑
承
文
院
都
提
調
・
提
調
・
副
140
提
調
等
各
賜
馬
︑
子
婿
弟
姪
中
︑
命
除
職
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
五
月
甲
申
︹
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
上
以
宗
系
改
正
莫
大
之
慶
︑
親
行
告
祭
于
宗
廟
︑
遣
官
行
祭
于
社
141
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稷
及
永
寧
殿
︑
祭
畢
︑
御
斎
殿
︑
伝
曰
︑︵
中
略
︶
天
下
雖
大
︑
一
弊
屣
耳
︑
古
今
又
安
有
今
日
之
功
乎
︑
前
後
勤
労
致
忠
諸
臣
︑
宜
賜
功
臣
之
号
如
何
︑
設
使
為
之
︑
會
典
全
秩
未
頒
於
天
下
︑
姑
待
而
為
之
如
何
︑
問
于
大
臣
︑
左
相
鄭
惟
吉
議
︑
録
功
宜
當
︑
但
勿
使
濫
及
︑
右
相
柳
霞
議
︑
非
在
下
所
敢
擅
︑
請
上
裁
︑
判
府
事
金
貴
栄
議
︑
録
功
重
大
︑
請
會
典
頒
布
後
議
定
﹂﹁
百
官
加
資
︑
祭
執
事
又
加
一
資
︑
別
歳
抄
永
不
叙
用
︑
准
期
不
叙
下
等
人
︑
並
令
書
啓
﹂
︵
い
ず
れ
も
﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
五
月
己
丑
︹
七
日
︺
条
︶︒
史
料
中
に
省
略
し
た
こ
の
日
の
伝
教
は
︑
の
ち
﹃
光
国
志
慶
録
﹄
頒
赦
時
伝
教
に
収
録
さ
れ
る
︒
︵
︶﹃
国
朝
五
礼
序
例
﹄
巻
一
︑
吉
礼
︑
斎
官
条
︒
142
︵
︶﹁
上
引
見
謝
恩
使
柳
霞
及
副
使
崔
滉
・
書
状
官
黄
佑
漢
︑
六
承
旨
並
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入
侍
﹂﹁
謝
恩
使
柳
霞
等
発
行
︑
上
親
伝
表
︑
遣
承
旨
餞
宴
于
慕
華
館
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
五
月
丙
申
︹
一
四
日
︺・
壬
寅
︹
二
〇
日
︺
条
︶︒﹁
礼
部
題
︑
朝
鮮
国
王
李
昖
遣
陪
臣
議
政
府
右
議
政
柳
霞
等
六
十
員
赴
京
謝
恩
︑
賜
宴
如
例
︑
遣
左
侍
郎
于
慎
行
待
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
〇
二
︑
萬
暦
一
六
年
八
月
己
丑
︹
八
日
︺
条
︶︒
朝
鮮
使
節
は
通
常
︑
三
五
名
前
後
で
北
京
に
派
遣
さ
れ
る
が
︑
今
回
は
謝
恩
使
と
と
も
に
聖
節
使
韓
準
の
一
行
も
派
遣
さ
れ
た
︵
同
書
巻
二
〇
二
︑
萬
暦
一
六
年
八
月
己
亥
︹
一
八
日
︺
条
︶
た
め
︑﹃
明
実
録
﹄
は
こ
の
二
種
の
使
節
を
あ
わ
せ
て
﹁
六
十
員
﹂
と
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
柳
霞
は
一
一
月
に
帰
国
し
て
宣
祖
よ
り
酒
を
賜
っ
た
︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
一
一
月
辛
酉
︹
一
二
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
左
相
鄭
惟
吉
率
二
品
以
上
︑
啓
請
上
尊
号
︑
答
曰
︑
今
又
来
啓
極
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為
惶
駭
︑
以
宗
系
得
正
帰
之
於
余
︑
至
有
過
當
之
啓
︑
莫
知
其
故
︑
予
親
赴
京
師
︑
哀
籲
於
帝
前
得
雪
而
帰
乎
︑
在
此
而
運
神
謀
奇
計
︑
有
指
授
之
策
乎
︑
又
積
誠
動
天
︑
能
有
以
致
之
乎
︑
予
無
一
於
是
︑
不
過
朝
廷
周
旋
︑
使
臣
盡
忠
︑
幸
而
成
事
︑
而
其
実
祖
宗
積
年
之
功
徳
耳
︑
今
乃
掩
為
己
有
︑
高
自
標
号
︑
自
以
為
軼
前
代
輝
後
世
︑
尺
童
亦
笑
矣
︑︵
中
略
︶
三
啓
︑
答
曰
︑
不
允
︑
領
相
盧
守
慎
病
不
参
議
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
五
月
癸
卯
︹
二
一
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
四
月
辛
未
︵
一
八
日
︶・
丁
丑
︵
二
145
四
日
︶
お
よ
び
五
月
辛
亥
︵
二
九
日
︶
条
︒﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
戊
子
︹
二
十
一
年
︺
謁
聖
榜
︹
五
月
二
十
九
日
行
︑
表
漢
鄭
衆
謝
拝
軍
司
馬
︺
条
︒
宋
俊
浩
他
編
︑
前
掲
書
﹁
宣
祖
代
의
文
科
﹂
三
一
五
～
三
一
六
頁
︒
︵
︶﹁
正
言
金
信
元
啓
曰
︑︵
中
略
︶
宗
系
被
誣
之
冤
︑
昭
雪
於
當
代
︑
此
146
乃
一
国
莫
大
之
慶
︑
自
上
特
命
捜
出
前
後
文
書
︑
纂
定
成
書
︑
将
欲
伝
示
萬
世
︑
甚
盛
挙
也
︑
承
文
院
既
已
専
掌
其
事
︑
則
所
當
十
分
精
審
︑
廣
議
証
定
︑
先
重
後
軽
︑
撮
要
刪
冗
︑
俾
無
一
毫
之
未
盡
可
也
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
八
月
戊
戌
︹
二
三
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
伝
曰
︑
我
国
宗
系
昭
雪
︑
大
明
會
典
一
冊
則
径
請
頒
給
︑
是
我
国
147
莫
大
之
慶
︑
而
巻
帙
未
成
︑
終
有
所
未
給
︑
中
朝
視
我
国
無
異
内
服
︑
而
独
於
會
典
以
其
載
中
国
諸
機
不
為
頒
給
︑
是
外
夷
之
也
︑
尤
為
未
穏
︑
當
初
自
有
礼
部
題
請
︑
随
後
順
付
之
語
︑
聖
旨
別
無
勿
頒
之
命
︑
今
年
聖
節
之
行
執
此
為
辞
︑
拠
理
咨
請
于
礼
部
可
也
︑
設
使
不
従
︑
咨
請
不
可
不
為
︑
一
巻
得
之
後
︑
更
無
全
帙
︑
而
視
為
尋
常
一
不
咨
請
︑
事
體
何
如
︑
言
于
承
文
院
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
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巻
二
三
︑
二
二
年
二
月
辛
巳
︹
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
三
月
丁
卯
︵
二
〇
日
︶・
四
月
戊
寅
148
︵
二
日
︶
条
︒﹃
柳
川
箚
記
﹄
に
は
﹁︵
前
略
︶
己
丑
︵
＝
宣
祖
二
二
年
︶︑
賀
節
陪
臣
尹
根
壽
・
書
状
官
尹
泂
回
自
京
師
︹
是
行
別
揀
使
臣
︑
呈
文
該
部
︑
全
秩
受
来
︺︑
帝
頒
降
會
典
全
部
︑
仍
降
勅
書
︑
︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
当
時
︑
正
使
で
あ
っ
た
李
後
白
は
宣
祖
一
一
年
に
死
去
し
た
︒﹃
宣
149
祖
修
正
実
録
﹄
巻
一
二
︑
一
一
年
一
〇
月
条
︑
李
後
白
卒
伝
︒﹃
栗
谷
先
生
全
書
﹄
巻
三
〇
︑
経
筵
日
記
三
︑
萬
暦
六
年
戊
寅
︑
今
上
一
一
年
一
〇
月
条
︑
資
憲
大
夫
戸
曹
判
書
李
後
白
卒
伝
︒
︵
︶﹁
萬
壽
節
︑︵
中
略
︶
上
御
皇
極
殿
︑
受
賀
﹂﹁
宴
朝
鮮
国
入
賀
陪
臣
150
吏
曹
参
判
尹
根
壽
︑
命
礼
部
尚
書
于
慎
行
待
︑
帰
仍
有
餞
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
一
四
︑
萬
暦
一
七
年
八
月
壬
辰
︹
一
七
日
︺・
癸
巳
︹
一
八
日
︺
条
︶︒
ま
た
尹
根
寿
﹃
月
汀
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
所
収
の
﹁
朝
天
録
﹂
は
七
47
言
律
詩
の
﹁
追
紀
萬
壽
節
﹂
を
収
録
し
︑﹃
月
汀
先
生
別
集
﹄
巻
四
︑
漫
録
で
は
尹
根
寿
が
﹁
和
気
温
然
﹂
た
る
礼
部
尚
書
于
慎
行
の
厚
遇
を
受
け
た
こ
と
を
記
す
︒
︵
︶﹃
月
汀
先
生
別
集
﹄
巻
四
︑
漫
録
に
﹁
萬
暦
己
丑
歳
︵
＝
宣
祖
二
二
151
年
︶︑
以
宗
系
奏
請
使
如
京
︑
適
於
重
陽
日
︑
拝
聖
於
国
子
監
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
一
五
︑
萬
暦
一
七
年
九
月
乙
巳
朔
条
︒
152
︵
︶
た
だ
し
︑
本
文
中
に
引
用
し
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
153
年
一
〇
月
条
末
尾
の
割
註
に
は
﹁
其
の
後
ち
︑
中
朝
の
野
史
を
見
る
に
︑
皇
朝
並
な
伸
雪
を
許
す
を
以
て
過
ち
と
為
す
︒
後
来
の
野
史
辨
誣
の
議
を
起
こ
す
所
以
な
り
﹂
と
あ
り
︑﹃
大
明
会
典
﹄
の
誤
っ
た
朝
鮮
情
報
は
の
ち
明
・
清
の
野
史
に
継
承
さ
れ
る
︒
中
村
栄
孝
﹃
日
鮮
関
係
史
の
研
究
︵
中
︶﹄︵
吉
川
弘
文
館
︑
一
九
六
九
年
八
月
︶
﹁
五
明
・
鮮
外
交
文
書
集
﹃
事
大
文
軌
﹄﹂
三
九
四
～
三
九
六
頁
︑
李
成
珪
︑
前
掲
﹁
明
・
清
史
書
の
朝
鮮
﹃
曲
筆
﹄
と
朝
鮮
に
よ
る
﹃
弁
誣
﹄﹂︑
参
照
︒
︵
︶﹁
上
以
頒
會
典
全
書
︑
告
宗
廟
頒
教
︑
命
尹
根
壽
進
階
資
憲
︑
拝
刑
154
曹
判
書
︑
賜
田
宅
・
蔵
獲
﹂︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
〇
月
条
︶︒
︵
︶
許
穆
﹃
記
言
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
高
麗
大
学
155
99
校
中
央
図
書
館
癡
庵
文
庫
蔵
本
︶
別
集
︑
巻
一
七
︑
丘
墓
文
︑
茂
城
府
院
君
尹
公
神
道
碑
銘
に
﹁︵
前
略
︶
己
丑
︵
＝
宣
祖
二
二
年
︶︑
差
行
臺
︵
＝
書
状
官
の
別
称
︶
賀
聖
節
︑
仍
請
宗
係ママ
事
︑
帝
許
之
而
降
勅
︑
特
頒
降
會
典
︑
既
復
命
︑
上
重
其
功
︑
賞
奉
使
者
︑
公
陞
司
贍
寺
僉
正
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
礼
曹
啓
曰
︑
改
宗
系
改
正
後
︑
前
雖
已
行
告
宗
廟
之
例
︑
皇
朝
又
156
頒
全
秩
︑
乃
是
別
様
恩
数
︑
得
於
望
外
︑
而
其
在
我
国
尤
為
栄
幸
莫
大
︑
二
百
年
籲
天
祈
懇
之
事
乃
始
結
末
︑
更
無
一
毫
未
盡
之
意
︑
況
奏
文
中
有
蔵
諸
祖
廟
之
語
︑
受
勅
後
択
日
︑
遣
大
臣
告
于
宗
廟
︑
並
以
會
典
全
秩
陳
于
神
位
前
︑
上
慰
列
聖
在
天
之
霊
︑
允
合
情
礼
︑
敢
啓
︑
答
曰
︑
依
啓
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
〇
月
辛
丑
︹
二
七
日
︺
条
︶︒
︵
︶
鄭
崑
寿
﹃
栢
谷
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
157
48
奎
章
閣
蔵
本
︶
年
譜
︑
皇
明
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
八
年
︹
我
宣
祖
大
王
二
三
年
︺
庚
寅
︹
先
生
五
三
歳
︺
五
月
条
に
﹁
命
賜
鞍
具
馬
︑
録
光
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国
原
従
功
臣
︹
時
以
改
宗
系
事
告
廟
︑
而
先
生
為
献
官
︺﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
己
丑
︹
二
十
二
年
︺
増
広
榜
158
︹
以
改
宗
系
慶
行
︺
条
︒
こ
の
増
広
試
の
実
施
日
時
は
不
明
な
が
ら
︑
尹
根
寿
が
帰
国
し
た
宣
祖
二
二
年
一
一
月
下
旬
以
降
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
︒
宋
俊
浩
他
編
︑
前
掲
書
﹁
宣
祖
代
의
文
科
﹂
三
一
七
～
三
二
〇
頁
︒
︵
︶
崔
珍
玉
﹃
朝
鮮
時
代
生
員
進
士
研
究
﹄︵
集
文
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
159
九
八
年
三
月
︶﹁
Ⅱ
生
員
進
士
試
와
司
馬
榜
目
﹂
三
六
頁
︒
︵
︶﹁
左
参
賛
鄭
琢
差
謝
恩
使
︑
加
崇
政
︑
黄
允
吉
・
金
誠
一
差
日
本
通
160
信
上
・
副
使
︑
許
筬
差
書
状
官
﹂﹁
上
親
伝
謝
恩
表
︑
使
臣
鄭
琢
・
権
克
智
等
発
行
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
一
月
壬
戌
︹
一
八
日
︺・
一
二
月
己
亥
︹
二
六
日
︺
条
︶︒﹁
朝
鮮
国
王
李
昖
差
陪
臣
鄭
琢
等
︑
奏
謝
頒
給
會
典
︑
貢
方
物
・
馬
匹
︑
宴
賞
如
例
﹂︵﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
二
二
︑
萬
暦
一
八
年
四
月
己
亥
︹
二
八
日
︺
条
︶︒
ま
た
鄭
琢
﹃
薬
圃
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
39
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
七
年
己
丑
︹
先
生
六
四
歳
︺
条
に
﹁
冬
︑
特
加
崇
政
︑
仮
右
議
政
銜
︑
奉
使
皇
京
︹
子
允
穆
従
︺﹂
と
あ
り
︑﹃
柳
川
箚
記
﹄
は
﹁︵
前
略
︶
即
遣
摂
右
議
政
鄭
琢
・
同
知
中
枢
府
事
権
克
智
︑
祗
謝
皇
恩
︑
餘
悉
如
上
儀
︹
唯
増
廣
加
取
四
十
人
︑
其
後
遂
以
為
例
︺︑︵
後
略
︶﹂
と
記
す
︒
︵
︶
た
と
え
ば
琉
球
の
場
合
︑﹃
萬
暦
大
明
会
典
﹄
巻
一
〇
五
︑
礼
部
六
161
三
︑
朝
貢
一
︑
東
南
夷
上
︑
琉
球
国
条
に
﹁
祖
訓
︑
大
琉
球
国
︑
朝
貢
不
時
︑
王
子
及
陪
臣
之
子
︑
皆
入
太
学
︵
＝
国
子
監
︶
読
書
︑
礼
待
甚
厚
︑
小
琉
球
国
︑
不
通
往
来
︑
不
曾
朝
貢
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑﹃
皇
明
祖
訓
﹄
の
引
用
に
始
ま
る
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
九
三
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頁
︒
ま
た
﹃
礼
部
志
稿
﹄
巻
九
一
︑
朝
貢
備
考
︑
頒
貢
夷
礼
︑
改
東
北
夷
正
旦
朝
賀
条
に
﹁
嘉
靖
十
年
二
月
︑
改
東
北
夷
正
旦
朝
賀
於
冬
至
︑
諭
礼
部
曰
︑
恭
惟
︑
我
聖
祖
高
皇
帝
︑
混
一
区
宇
︑
奄
有
萬
方
華
夷
蛮
貊
︑
罔
不
在
籍
︑
今
朕
遵
聖
祖
之
制
︑
於
毎
歳
冬
至
aママ
行
大
祀
之
礼
︑
礼
成
慶
宴
︑
此
時
無
爾
朝
鮮
国
及
大ママ
寧
等
衛
使
臣
在
︑
故
今
歳
未
得
與
宴
︑
爾
礼
部
便
行
文
與
朝
鮮
国
等
処
︑
如
彼
克
遵
故
典
︑
可
毎
歳
元
旦
之
貢
移
于
冬
至
之
前
入
賀
︑
庶
不
有
負
我
聖
祖
柔
遠
待
夷
之
意
﹂
と
あ
る
︒
こ
こ
に
﹁
今
朕
︑
聖
祖
の
制
に
遵
い
︑
毎
歳
冬
至
に
祗
み
て
大
祀
の
礼
を
行
う
﹂
と
み
え
る
ご
と
く
︑
冬
至
使
の
新
設
が
嘉
靖
帝
の
礼
制
改
革
に
と
も
な
う
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
一
三
︑
七
年
正
月
乙
酉
︵
二
日
︶
条
︒
桑
野
栄
治
︑
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前
掲
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
の
表
﹁﹃
嘉
靖
会
典
﹄
の
写
本
二
種
と
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
比
較
﹂︑
参
照
︒
︵
︶
恭
譲
王
の
最
期
に
つ
い
て
は
﹃
明
世
宗
実
録
﹄
に
記
録
し
て
い
な
164
い
︒
一
方
︑
裴
三
益
の
﹁
朝
天
録
﹂
は
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
内
容
と
ほ
ぼ
符
合
す
る
が
︑﹁
瑤
を
別
邸
に
貶お
と
し
て
其
の
身
を
終
わ
し
む
﹂
と
あ
る
の
は
誤
刻
か
と
思
わ
れ
る
︒︻
表
１
︼
参
照
︒
︵
︶﹃
礼
部
志
稿
﹄
巻
三
五
︑
主
客
司
職
掌
︑
朝
貢
︑
東
南
夷
︑
朝
鮮
国
165
条
︒
︵
︶﹁
三
公
率
百
官
来
啓
︑
請
上
尊
号
︑
以
宗
系
・
悪
名
昭
雪
會
典
頒
降
166
也
︑
上
牢
譲
不
受
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
二
月
甲
申
︹
一
一
日
︺
条
︶︒
そ
の
後
も
た
と
え
ば
同
書
巻
二
三
︑
二
二
年
一
二
月
庚
寅
︵
一
七
日
︶
条
に
﹁
二
品
以
上
再
啓
︑
以
改
宗
系
事
請
上
尊
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号
︑
答
曰
︑
勿
為
更
論
﹂
と
み
え
る
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
二
月
癸
未
︵
一
一
日
︶
条
︒﹃
宣
祖
167
修
正
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
二
月
条
︒﹃
璿
源
系
譜
紀
略
﹄
璿
源
世
系
︑
宣
祖
・
宣
祖
妃
︒
︵
︶﹁
領
議
政
李
山
海
等
率
百
官
上
尊
号
曰
︑
正
倫
立
極
盛
徳
洪
烈
︑
中
168
殿
曰
︑
章
聖
︑
上
御
仁
政
殿
受
賀
︑
仍
行
上
壽
宴
︑
赦
時
推
雑
犯
死
罪
安
置
充
軍
︑
並
放
之
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
四
月
乙
未
︹
二
四
日
︺
条
︶︒
︵
︶﹁
増
廣
別
試
︑
取
南
以
恭
等
四
十
人
︹
上
尊
号
慶
科
也
︺﹂︵﹃
宣
祖
修
169
正
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
一
〇
月
条
︶︒﹃
国
朝
文
科
榜
目
﹄
巻
八
︑
宣
祖
朝
︑
庚
寅
︹
二
十
三
年
︺
増
広
榜
︹
以
改
宗
系
頒
會
典
後
上
尊
号
慶
︑
十
月
行
︺
条
︒
宋
俊
浩
他
編
︑
前
掲
書
﹁
宣
祖
代
의
文
科
﹂
三
二
〇
～
三
二
三
頁
︒
︵
︶﹃
光
海
君
日
記
︵
鼎
足
山
本
︶﹄
巻
一
〇
六
︑
八
年
八
月
壬
寅
︵
四
170
日
︶
条
︒﹃
璿
源
系
譜
紀
略
﹄
璿
源
世
系
︑
宣
祖
︒
中
村
栄
孝
︑
前
掲
書
﹁
五
明
・
鮮
外
交
文
書
集
﹃
事
大
文
軌
﹄﹂
三
九
四
～
三
九
六
頁
︒
宗
系
弁
誣
に
由
来
す
る
光
海
君
の
尊
号
﹁
叙
倫
立
紀
明
誠
光
烈
﹂
に
つ
い
て
は
平
木
實
﹃
朝
鮮
社
会
文
化
史
研
究
Ⅱ
﹄︵
阿
吽
社
︑
二
〇
〇
一
年
一
二
月
︶﹁
三
︑
朝
鮮
時
代
後
期
に
お
け
る
圜
丘
壇
祭
祀
に
つ
い
て
﹂︵
初
出
は
﹃
朝
鮮
学
報
﹄
第
一
五
七
輯
︑
一
九
九
五
年
一
〇
月
︶
一
〇
七
～
一
〇
八
頁
︑
参
照
︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
二
月
条
︒
の
ち
に
両
司
171
︵
司
憲
府
と
司
諫
院
︶
は
平
難
功
臣
と
あ
わ
せ
︑
功
臣
教
書
の
乱
発
に
反
対
し
た
が
︑
宣
祖
は
こ
れ
を
退
け
た
︵
同
書
巻
二
四
︑
二
三
年
二
月
条
︶︒
︵
︶
崔
承
熙
﹃
増
補
版
韓
国
古
文
書
研
究
﹄︵
知
識
産
業
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
172
一
九
八
九
年
八
月
︶﹁
五
︑
古
文
書
의
様
式
과
그
実
際
﹂
一
〇
七
頁
︒
︵
︶﹃
栢
谷
先
生
集
﹄
年
譜
︑
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
七
年
︹
我
宣
祖
大
王
二
173
二
年
︺
己
丑
︹
先
生
五
二
歳
︺
一
〇
月
条
に
﹁
引
見
入
侍
︑
命
修
功
臣
謄
録
﹂
と
あ
り
︑
同
一
八
年
庚
寅
正
月
条
に
は
﹁
進
功
臣
謄
録
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
忠
勲
府
に
関
連
す
る
諸
般
の
事
項
を
記
録
し
た
﹃
忠
勲
府
謄
録
﹄
174
︵
保
景
文
化
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
一
年
三
月
影
印
︒
原
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︑
全
三
九
冊
︶
も
そ
の
内
容
は
光
海
君
元
年
︵
一
六
〇
九
︶
以
降
の
も
の
で
あ
る
︒
︵
︶﹃
攷
事
撮
要
﹄
上
巻
︑
本
朝
功
臣
名
号
︑
宣
宗
朝
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
175
紀
光
国
功
臣
︒
通
常
︑
功
臣
に
対
し
て
奴
婢
・
土
田
な
ど
の
褒
賞
が
下
賜
さ
れ
る
が
︑
本
文
中
に
引
用
し
た
﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
は
﹁
賜
賚
す
る
こ
と
差
有
り
﹂
と
記
録
す
る
に
と
ど
ま
り
︑
褒
賞
の
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
も
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
︒
た
だ
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
二
一
二
～
二
一
三
頁
が
指
摘
し
た
よ
う
に
豊
山
柳
氏
文
書
に
は
三
等
功
臣
柳
成
龍
の
教
書
︵
宝
物
第
一
六
〇
号
︶
が
現
存
し
︑
柳
成
龍
に
は
﹁
伴
儻
︵
＝
召
使
い
︶
四
人
︑
奴
婢
七
口
︑
丘
史
︵
＝
女
性
の
召
使
い
︶
二
名
︑
田
六
十
結
︑
銀
二
十
両
︑
表
裏
一
段
︑
内
厩
馬
一
匹
﹂
が
賜
給
さ
れ
た
︒﹁
萬
暦
十
八
年
八
月
日
﹂
付
け
の
こ
の
﹁
光
国
功
臣
教
書
﹂
は
慶
尚
北
道
安
東
河
回
マ
ウ
ル
の
柳
成
龍
宗
宅
︵
忠
孝
堂
︶
に
あ
る
遺
物
展
示
館
﹁
永
慕
閣
﹂
に
保
管
さ
れ
て
い
る
︒
︵
︶
신
명
호
﹁
조
선
시
대
의
공
신
회
맹
제
︵
功
臣
会
盟
祭
︶﹂︵
鄭
萬
祚
176
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他
﹃
조
선
시
대
의
정
치
와
제
도
︵
조
선
시
대
양
반
사
회
와
문
화
２
︶﹄
集
文
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
三
年
八
月
︶
四
五
四
・
四
六
五
頁
︒
国
王
の
冕
服
に
つ
い
て
は
﹃
国
朝
五
礼
序
例
﹄
巻
一
︑
吉
礼
︑
祭
服
図
説
条
︑
殿
下
冕
服
の
項
に
図
解
が
あ
り
︑﹁
九
章
︑
○
永
楽
元
年
︑
欽
賜
之
制
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
光
国
功
臣
会
盟
録
﹄︵﹃
古
文
書
集
成
一
七
︱
河
回
豊
山
柳
氏
篇
177
︵
Ⅲ
︶﹄
韓
国
精
神
文
化
研
究
院
︑
城
南
︑
一
九
九
四
年
五
月
︑
所
収
︶
光
国
功
臣
会
盟
文
に
﹁
維
萬
暦
十
八
年
歳
次
庚
寅
八
月
庚
午
朔
十
六
日
乙
酉
︑
朝
鮮
国
王
臣
李
諱
謹
率
開
国
・
定
社
・
佐
命
・
靖
難
・
佐
翼
・
敵
愾
・
翊
戴
・
佐
理
・
靖
国
・
定
難
・
光
国
功
臣
及
子
孫
等
敢
昭
告
于
天
地
・
社
稷
・
宗
廟
・
山
川
百
神
之
霊
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
平
難
二
等
功
臣
の
閔
仁
伯
﹃
苔
泉
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
二
︑
討
逆
日
記
︑
萬
暦
59
庚
寅
八
月
二
五
日
条
に
﹁
上
率
新
旧
功
臣
︑
會
盟
于
禅ママ
武
門
外
盟
壇
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
一
〇
日
前
の
光
国
功
臣
会
盟
祭
も
ほ
ぼ
同
様
の
儀
礼
形
態
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
︵
︶﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︒
178
51
︵
︶﹃
四
留
斎
集
﹄
巻
八
︑
行
年
日
記
上
︑
丁
亥
五
月
・
己
丑
一
二
月
お
179
よ
び
庚
寅
二
月
条
︒
翌
年
正
月
に
李
廷
馣
は
僉
知
中
枢
府
事
︵
正
三
品
堂
上
官
︶
に
任
じ
ら
れ
た
︵
同
書
巻
八
︑
行
年
日
記
上
︑
辛
卯
正
月
条
︶︒
︵
︶﹃
正
祖
実
録
﹄
巻
四
九
︑
二
二
年
七
月
庚
寅
︵
二
八
日
︶
条
︒﹃
承
政
180
院
日
記
﹄
第
一
七
九
四
冊
︑
嘉
慶
三
年
戊
午
︵
正
祖
二
二
年
︶
七
月
二
八
日
庚
寅
条
︒
朝
鮮
王
朝
が
最
初
に
論
功
行
賞
し
た
開
国
功
臣
︵
一
三
九
二
年
︑
朝
鮮
開
国
の
功
労
者
︶
と
そ
の
一
次
史
料
で
あ
る
﹁
李
和
開
国
功
臣
録
券
﹂︵
国
宝
第
二
三
二
号
︶
に
つ
い
て
は
千
恵
鳳
﹃
韓
国
書
誌
学
研
究
﹄︵
三
省
出
版
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
九
一
年
一
一
月
︶﹁
第
三
篇
第
９
章
義
安
伯
李
和
開
国
功
臣
録
券
﹂︵
初
出
は
﹃
書
誌
学
研
究
﹄
第
３
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
八
八
年
九
月
︶︑
参
照
︒
︵
︶﹃
霽
峯
遺
集
﹄
表
箋
教
書
檄
文
︑
教
一
等
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
紀
光
国
181
功
臣
海
平
君
尹
根
壽
書
︒
こ
の
教
書
の
存
在
は
李
権
宰
︑
前
掲
﹁
霽
峯
의
使
行
詩
에
드
러
난
意
識
世
界
﹂
二
九
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
︒
︵
︶﹁︵
前
略
︶
庚
寅
︑
上
以
改
宗
系
事
躬
祀
告
成
于
宗
廟
︑︵
中
略
︶
其
182
年
秋
︑
築
壇
為
歃
血
之
盟
︑
賜
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
之
号
︑
超
二
級
封
府
院
君
︑
仍
行
本
曹
事
︑
賜
厩
馬
・
銀
幣
・
田
結
・
奴
婢
︑
同
靖
国
功
臣
例
︑
賜
宴
于
闕
庭
︑
又
賜
宴
于
大
平
館
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
芝
川
集
﹄
附
録
上
︑
行
状
︶︒﹁
其
の
年
秋
︑
壇
を
築
き
て
歃
血
の
盟
を
為
す
﹂
と
は
宣
祖
二
三
年
八
月
の
功
臣
会
盟
祭
を
指
す
︒
︵
︶
申
欽
﹃
象
村
稿
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
183
72
蔵
本
︶
巻
二
三
︑
墓
誌
銘
︑
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
崇
政
大
夫
益
城
君
洪
公
墓
誌
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
庚
辰
︵
＝
宣
祖
一
三
年
︶︑
宣
宗
大
王
試
文
臣
于
庭
︑
公
居
第
一
︑
進
嘉
善
大
夫
︑
甲
申
︵
＝
同
一
七
年
︶︑
特
加
資
憲
大
夫
︑
以
改
宗
系
奏
文
出
公
手
也
︑
庚
寅
︑
策
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
︑
陞
崇
政
大
夫
益
城
君
︑
以
宗
系
改
而
會
典
頒
也
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
宣
祖
一
七
年
に
奏
請
使
黄
廷
彧
の
外
交
交
渉
に
よ
り
﹃
萬
暦
会
典
﹄
の
改
正
箇
所
が
確
認
さ
れ
︑
か
つ
て
洪
聖
民
が
奏
請
文
を
製
述
し
た
点
も
再
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
184
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二
一
五
頁
に
よ
れ
ば
︑
洪
聖
民
は
﹁
固
く
み
ず
か
ら
一
等
功
臣
冊
録
に
反
対
し
て
二
等
功
臣
を
要
求
し
た
﹂
と
い
う
が
︑
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
説
明
が
な
い
︒
洪
聖
民
の
功
績
に
関
し
て
は
﹃
象
村
稿
﹄
巻
二
三
︑
墓
誌
銘
︑
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
崇
政
大
夫
益
城
君
洪
公
墓
誌
銘
︹
并
序
︺
に
も
﹁︵
前
略
︶
宗
系
之
改
︑
実
繇
公
而
口
不
言
功
︑
曁
會
典
之
頒
︑
皇
帝
降
勅
︑
朝
廷
始
知
之
︑
其
論
功
定
封
也
︑
宣
宗
大
王
欲
以
公
為
元
勲
︑
令
群
下
雑
議
︑
公
謂
議
者
曰
︑
以
宗
系
往
請
者
︑
冠
蓋
相
望
︑
先
乎
我
者
不
必
不
如
我
︑
後
乎
我
者
不
必
不
如
我
︑
我
但
遇
其
時
爾
︑
安
敢
貪
天
功
為
己
力
也
︑
卒
辞
而
不
居
︑︵
後
略
︶﹂
と
み
え
る
︒﹁
宗
系
の
改
︑
実
に
公
に
繇よ
れ
ど
も
︑
口
ず
か
ら
功
を
言
わ
ず
﹂
と
撰
者
の
申
欽
が
評
価
す
る
よ
う
に
︑
宗
系
改
正
は
洪
聖
民
に
よ
る
功
績
が
大
き
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
洪
聖
民
は
口
外
し
な
か
っ
た
と
い
う
︒
そ
の
た
め
後
日
︑﹃
大
明
会
典
﹄
が
朝
鮮
に
頒
賜
さ
れ
て
萬
暦
帝
の
勅
書
が
降
る
や
︑
は
じ
め
て
朝
鮮
政
府
は
洪
聖
民
の
功
績
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
と
こ
ろ
が
︑
そ
れ
で
も
洪
聖
民
は
﹁
我
れ
但
だ
其
の
時
に
遇
う
の
み
︒
安
く
ん
ぞ
敢
え
て
天
功
を
貪
り
て
己
が
力
と
為
さ
ん
や
﹂
と
︑
元
勲
を
辞
退
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
︒
洪
聖
民
が
﹁
二
等
功
臣
を
要
求
し
た
﹂
わ
け
で
は
な
く
︑
そ
も
そ
も
臣
下
が
国
王
に
対
し
て
録
勲
を
﹁
要
求
﹂
で
き
る
立
場
に
は
な
い
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
六
月
庚
戌
︵
一
二
日
︶
条
︒﹃
宣
祖
185
修
正
実
録
﹄
巻
一
四
︑
一
三
年
六
月
条
︒
矢
木
毅
﹁
朝
鮮
に
お
け
る
漢
語
・
吏
文
の
習
読
に
つ
い
て
﹂︵
小
南
一
郎
編
﹃
中
国
に
お
け
る
通
俗
文
学
の
発
展
及
び
そ
の
影
響
﹄
一
九
九
八
～
二
〇
〇
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
︹
基
盤
研
究
Ｂ
︵
２
︶︺
研
究
成
果
報
告
書
︑
二
〇
〇
一
年
三
月
︶
八
八
頁
︒
︵
︶
ま
た
﹃
象
村
稿
﹄
巻
二
三
︑
墓
誌
銘
︑
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
崇
186
政
大
夫
益
城
君
洪
公
墓
誌
銘
︹
并
序
︺︒
同
じ
く
二
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
尹
斗
寿
﹃
梧
陰
先
生
遺
稿
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
41
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
附
録
の
﹁
神
道
碑
銘
﹂︵
崔
岦
撰
︶︑
ま
た
韓
應
寅
﹃
百
拙
斎
遺
稿
﹄︵﹃
同
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
60
本
︶
巻
二
︑
附
録
の
﹁
行
状
﹂︵
李
廷
亀
撰
︶
に
も
﹁
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
﹂
と
記
す
︒
︵
︶﹃
宋
子
大
全
﹄
巻
一
五
九
︑
碑
︑
果
斎
尹
公
神
道
碑
銘
︹
并
序
︺
に
187
﹁︵
前
略
︶
公
既
至
礼
部
︑
沈
鯉
見
公
呈
文
︑
大
加
称
歎
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄﹁
新
印
関
係
官
﹂︒
こ
こ
に
は
第
二
次
印
刷
の
来
歴
を
188
述
べ
た
一
文
を
附
す
︒
ま
た
﹃
記
言
﹄
別
集
︑
巻
一
七
︑
丘
墓
文
︑
茂
城
府
院
君
尹
公
神
道
碑
銘
に
も
﹁︵
前
略
︶
庚
寅
︑︵
中
略
︶
秋
︑
大
賞
會
典
事
︑
賜
輸
忠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
号
︑
特
為
盟
府
都
事
︵
＝
忠
勲
府
の
従
五
品
︶︑
累
転
刑
曹
正
郎
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
189
二
一
四
頁
の
表
﹁
光
国
功
臣
과
冊
録
事
由
﹂︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
九
〇
190
～
九
一
頁
︒
︵
︶﹃
通
文
館
志
﹄
巻
七
︑
人
物
︑
洪
純
彦
条
に
﹁︵
前
略
︶
時
本
国
以
宗
191
系
卞
誣
前
後
十
餘
使
︑
皆
未
得
請
︑
萬
暦
甲
申
︵
＝
宣
祖
一
七
年
︶︑
公
随
卞
誣
使
黄
芝
川
廷
彧
到
北
京
︑︵
中
略
︶
侍
郎
問
︑
東
使
此
来
為
何
事
︑
公
以
実
対
︑
侍
郎
曰
︑
君
毋
慮
︑
留
會
同
館
月
餘
︑
使
事
果
得
准
請
︑
特
命
録
示
新
改
會
典
︑
石
公
実
為
之
地
也
︑︵
中
略
︶
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 118
公
策
光
国
勲
︑
封
唐
陵
君
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
礼
部
侍
郎
石
星
と
の
交
渉
を
記
す
︒
︵
︶
た
と
え
ば
鄭
光
﹃
司
訳
院
倭
学
研
究
﹄︵
太
学
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
192
八
八
年
九
月
︶﹁
第
２
章
司
訳
院
의
四
学
과
倭
学
﹂
一
三
～
一
四
頁
︒
︵
︶
金
暻
緑
﹁
조
선
초
기
통
사
의
활
동
과
위
상
변
화
﹂︵﹃
韓
国
学
193
報
﹄
第
一
〇
一
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
︶
七
一
～
七
二
頁
︒
同
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
初
期
対
明
外
交
와
外
交
節
次
﹂
三
〇
～
三
一
頁
︒
︵
︶
た
と
え
ば
姜
信
沆
﹃
李
朝
時
代
의
訳
学
政
策
과
訳
学
者
﹄︵
塔
出
194
版
社
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
八
年
五
月
︶﹁
Ⅰ
李
朝
時
代
의
訳
学
政
策
에
관
한
考
察
︱
司
訳
院
・
承
文
院
設
置
를
中
心
으
로
하
여
﹂
︵
初
出
は
﹃
大
東
文
化
研
究
﹄
第
二
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
六
年
六
月
︶
一
六
～
二
〇
頁
︒
︵
︶﹃
国
朝
功
臣
録
﹄︵
ソ
ウ
ル
大
学
奎
章
閣
架
蔵
︑
筆
写
本
︒
請
求
番
号
195
は
奎
一
六
〇
一
七
︶
宣
祖
大
王
輸
忠
貢
誠
翼
謨
修
紀
光
国
功
臣
︑
二
等
七
員
︑
唐
陵
君
洪
純
彦
︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
196
二
一
二
頁
︒
︵
︶
た
と
え
ば
金
成
俊
﹃
韓
国
中
世
政
治
法
制
史
研
究
﹄︵
一
潮
閣
︑
ソ
197
ウ
ル
︑
一
九
八
五
年
五
月
︶﹁
朝
鮮
太
宗
의
外
戚
除
去
와
王
権
強
化
﹂︵
初
出
は
﹃
歴
史
学
報
﹄
第
一
七
・
一
八
合
輯
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
六
二
年
六
月
︶
二
六
九
～
二
七
〇
頁
︒
︵
︶﹃
高
峯
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
高
麗
198
40
大
学
校
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
年
譜
︑
隆
慶
六
年
壬
申
条
︒﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
五
月
条
に
も
﹁
病
も
て
辞
し
︑
郷
に
還
る
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
穆
宗
実
録
﹄
巻
七
〇
︑
隆
慶
六
年
五
月
乙
巳
︵
二
一
日
︶
条
︒
199
﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
二
︑
隆
慶
六
年
六
月
丁
丑
︵
二
三
日
︶
条
︒﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
五
月
乙
酉
︵
一
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
六
︑
五
年
七
月
条
︒
200
︵
︶﹃
高
峯
先
生
文
集
﹄
年
譜
︑
隆
慶
六
年
壬
申
一
一
月
初
一
日
条
︒
201
︵
︶
奇
大
升
に
よ
る
建
議
の
一
例
を
以
下
に
示
す
︒﹁︵
前
略
︶
初
廟
堂
献
202
議
︑
宗
系
之
誣
比
之
纂
逆
之
説
︑
則
誣
罔
尤
重
︑
而
毎
並
挙
祈
請
︑
誠
意
不
専
︑
莫
如
専
挙
宗
系
伸
理
也
︑
奇
大
升
在
臺
啓
︑
以
革
除
時
事
非
聖
祖
本
意
︑
而
奸
人
増
飾
加
誣
︑
不
可
不
辨
︑
従
其
議
並
挙
奏
請
︑
一
併
伸
雪
︑
故
大
升
以
其
功
追
録
勲
籍
︑︵
後
略
︶﹂︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
〇
月
条
︶︒
︵
︶﹃
高
峯
先
生
文
集
﹄
巻
二
︑
雑
著
︑
辨
誣
奏
︒
一
方
︑
異
版
の
﹃
高
203
峯
全
集
﹄︵
成
均
館
大
学
校
大
東
文
化
研
究
院
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
七
六
年
三
月
︶
に
収
録
さ
れ
た
﹃
高
峯
先
生
年
譜
﹄
宣
祖
昭
敬
王
五
年
壬
申
︹
先
生
四
六
歳
︺
二
月
二
七
日
条
に
は
﹁
以
宗
系
辨
誣
奏
請
使
︑
又
有
召
命
先
生
︑
以
使
事
重
不
得
已
赴
朝
︑
道
拝
大
司
諫
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
に
つ
づ
け
て
﹁
時
朝
廷
方
以
宗
系
辨
誣
奏
請
天
朝
︑
擢
先
生
為
専
対
︑
先
生
不
得
已
應
命
︑
既
至
以
疾
停
使
行
︑
製
進
辨
誣
奏
︑
○
奏
文
在
集
中
﹂
と
の
割
註
を
附
す
︒
︵
︶
ま
た
﹃
高
峯
先
生
文
集
﹄
年
譜
は
奇
大
升
が
死
去
し
た
隆
慶
六
年
壬
204
申
条
ま
で
を
記
録
す
る
が
︑﹃
高
峯
全
集
﹄
所
収
の
﹃
高
峯
先
生
年
譜
﹄
は
宣
祖
昭
敬
王
二
三
年
庚
寅
条
に
﹁
録
光
国
勲
︑
贈
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
︵
中
略
︶︑
封
徳
原
君
︹
曾
撰
宗
系
辨
誣
奏
︑
故
有
此
貤
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉119
贈
︺︑
贈
謚
文
憲
︹
道
徳
博
文
曰
文
︑
行
善
可
記
曰
憲
︺﹂
と
記
す
︒
後
述
す
る
柳
成
龍
と
鄭
澈
も
遺
稿
集
は
﹁
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
﹂
と
記
録
す
る
︒
︵
︶﹃
하
늘
이
내
린
재
상
︑
류
성
룡
﹄︵
国
立
中
央
博
物
館
︑
ソ
ウ
ル
︑
205
二
〇
〇
七
年
五
月
︶
二
七
～
二
八
頁
の
﹁
광
국
공
신
교
서
︵
光
27
国
功
臣
教
書
︶﹂︑
参
照
︒
ま
た
全
炅
穆
﹁
세
기
관
문
서
의
서
식
16
연
구
﹂︵
李
樹
健
他
﹃
세
기
한
국
고
문
서
연
구
﹄
아
카
넷
︑
ソ
16
ウ
ル
︑
二
〇
〇
四
年
九
月
︶
一
二
九
～
一
三
〇
頁
︒
︵
︶
以
上
︑
奏
請
兼
進
賀
使
金
澍
と
書
状
官
李
陽
元
に
よ
る
外
交
交
渉
は
206
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂︑
参
照
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
八
207
～
九
一
頁
︒
︵
︶
朴
成
柱
氏
が
尹
卓
然
の
光
国
功
臣
選
定
理
由
と
し
て
﹁
宣
祖
二
二
年
208
謝
恩
使
﹂
を
加
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
︵
同
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
二
一
四
頁
の
表
︶︒
本
稿
第
二
節
で
述
べ
た
と
お
り
︑
宣
祖
二
二
年
に
謝
恩
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
鄭
琢
で
あ
る
︒
︵
︶﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
四
年
九
月
丁
亥
︵
二
五
日
︶
条
︑
黄
琳
209
卒
伝
︒
︵
︶﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
六
︑
二
五
年
四
月
二
九
日
条
︒﹃
宣
祖
実
210
録
﹄
巻
二
八
︑
二
五
年
七
月
丁
卯
︵
一
〇
日
︶
条
︒
南
龍
翼
﹃
壷
谷
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
131
八
︑
墓
碣
銘
︑
戸
曹
判
書
尹
公
墓
碣
銘
︹
并
序
︺︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
211
二
一
四
頁
の
表
︒
朴
成
柱
氏
が
い
う
﹁
韓
国
典
故
﹂
と
は
姜
斅
錫
編
﹃
典
故
大
方
﹄︵
明
文
堂
︑
ソ
ウ
ル
︑
一
九
八
二
年
一
一
月
︶
巻
四
︑
中
国
使
節
に
﹁
柳
成
龍
︹
宣
祖
二
年
︑
以
聖
節
使
書
状
官
赴
明
︑
︵
後
略
︶︺﹂
と
あ
る
の
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
朴
成
柱
氏
の
叙
述
に
は
混
乱
が
あ
る
︒
︵
︶﹃
西
厓
先
生
年
譜
﹄
巻
一
︑
穆
宗
皇
帝
隆
慶
三
年
己
巳
︹
先
生
二
八
212
歳
︺
一
〇
月
条
に
﹁
以
聖
節
使
書
状
官
兼
司
憲
府
監
察
赴
京
︹
時
李
青
蓮
後
白
為
正
使
︑
先
生
以
書
状
輔
行
︑︵
後
略
︶︺﹂
と
あ
る
︒
ま
た
﹃
明
穆
宗
実
録
﹄
巻
四
一
︑
隆
慶
四
年
正
月
辛
卯
︵
二
三
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
西
厓
先
生
年
譜
﹄
巻
一
︑
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
八
年
庚
寅
︹
先
生
四
213
九
歳
︺
六
月
条
に
﹁
録
光
国
功
三
等
︑
封
豊
原
府
院
君
︹
賜
輸
忠
翼
謨
光
国
功
臣
号
︑
以
改
正
宗
系
労
績
茂
著
故
也
︺﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
伝
于
吏
判
李
山
海
曰
︑
卿
所
製
進
宗
系
謝
恩
表
︑
描
写
情
悃
︑
不
214
但
文
字
極
妙
︑
非
忠
肝
義
膽
︑
不
能
道
也
︑
予
毎
一
吟
︑
不
覚
感
激
涕
下
也
︑
卿
筆
法
高
邁
︑
宜
手
写
此
表
以
進
︑
予
将
開
刊
︑
字
体
依
趙
子
昂
東
西
銘
則
似
好
︑
然
在
卿
斟
酌
︑
山
海
謝
荒
拙
不
敢
承
命
︑
答
曰
︑
大
概
卿
意
如
此
︑
不
須
書
之
︑
可
勿
為
﹂︵﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
二
︑
二
一
年
六
月
朔
癸
丑
条
︶︒
六
月
一
日
の
時
点
で
﹁
卿
の
製
進
せ
る
所
の
宗
系
謝
恩
表
﹂
と
あ
る
ゆ
え
︑
李
山
海
が
実
際
に
謝
恩
表
を
作
成
し
た
の
は
五
月
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
ま
た
﹃
光
国
志
慶
録
﹄
は
﹁
臣
山
海
謹
跋
﹂
と
む
す
ぶ
﹁
御
製
詩
軸
215
跋
﹂
を
収
録
す
る
︒
こ
の
跋
文
は
﹁
宣
廟
御
製
﹂
の
内
容
と
あ
わ
せ
︑
李
山
海
﹃
鵝
溪
遺
稿
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
47
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
五
︑
跋
類
に
﹁
御
製
詩
軸
跋
﹂
と
し
て
一
括
収
録
さ
れ
た
︒
お
そ
ら
く
﹁
宣
廟
御
製
﹂
も
李
山
海
が
王
命
に
よ
り
製
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述
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
216
二
一
四
頁
の
表
︒
︵
︶
鄭
澈
﹃
松
江
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
217
46
蔵
本
︶
別
集
︑
巻
三
︑
附
録
︑
年
譜
下
︑
庚
寅
一
八
年
︹
公
五
五
歳
︺
七
月
条
に
﹁
策
輸
忠
翼
謨
光
国
・
推
忠
奮
義
協
策
平
難
功
︑
封
寅
城
府
院
君
︑
上
剳
辞
︑
不
允
︑
剳
逸
不
録
︑
答
曰
︑︵
中
略
︶
被
誣
宗
系
︑
頼
卿
指
授
而
昭
雪
︑
反
国
大
憝
︑
因
卿
讞
奏
而
討
平
︑
︵
中
略
︶
毋
庸
固
執
︑
速
膺
新
命
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
松
江
集
﹄
別
集
︑
巻
三
︑
附
録
︑
年
譜
下
︑
庚
寅
一
八
年
︹
公
五
218
五
歳
︺
二
月
初
四
日
条
に
﹁
陞
拝
左
議
政
﹂
と
あ
り
︑﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
五
月
己
巳
︵
二
九
日
︶
条
に
﹁
吏
曹
判
書
柳
成
龍
拝
右
議
政
︑︵
後
略
︶﹂︑
ま
た
﹃
西
厓
先
生
年
譜
﹄
巻
一
︑
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
八
年
庚
寅
五
月
二
九
日
条
に
﹁
陞
拝
大
匡
輔
国
崇
録
大
夫
議
政
府
右
議
政
﹂
と
み
え
る
︒
李
山
海
は
宣
祖
二
三
年
二
月
に
左
議
政
か
ら
領
議
政
に
昇
任
し
た
︵﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
二
月
条
︶︒
︵
︶﹃
功
臣
録
﹄︵
東
京
大
学
総
合
図
書
館
阿
川
文
庫
架
蔵
︑
筆
写
本
︒
請
219
求
番
号
は
Ｈ
二
〇
︱
一
七
八
一
︶
功
臣
︑
宣
祖
朝
輸
忠
貢
誠
翼
謨
脩
記ママ
光
国
功
臣
︒
︵
︶
朴
成
柱
︑
前
掲
﹁
조
선
전
기
朝
・
明
관
계
에
서
의
宗
系
문
제
﹂
220
二
一
四
頁
の
表
︒
︵
︶﹃
明
神
宗
実
録
﹄
巻
一
四
〇
︑
萬
暦
一
一
年
八
月
己
巳
︵
二
〇
日
︶
221
条
︒﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
一
七
︑
一
六
年
一
一
月
戊
申
︵
三
〇
日
︶
条
︒
︵
︶﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
蔵
本
︒
222
62
︵
︶
前
年
一
〇
月
に
死
去
し
た
領
議
政
柳
霞
は
光
国
原
従
一
等
功
臣
の
み
223
な
ら
ず
︑
平
難
二
等
功
臣
に
も
追
録
さ
れ
て
お
り
︑
政
府
が
功
臣
教
書
の
乱
発
を
回
避
し
た
可
能
性
も
あ
る
︒﹃
宣
祖
実
録
﹄
巻
二
三
︑
二
二
年
一
〇
月
壬
寅
︵
二
八
日
︶
条
︑
柳
霞
卒
伝
︒﹃
宣
祖
修
正
実
録
﹄
巻
二
四
︑
二
三
年
八
月
条
︒
︵
︶
宋
寅
﹃
頤
庵
先
生
遺
稿
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
224
36
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
七
︑
文
続
集
一
︑
先
世
墓
道
文
︑
外
祖
考
領
議
政
贈
諡
文
敬
南
公
墓
誌
︒﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
五
八
︑
二
二
年
三
月
丁
亥
︵
一
〇
日
︶
条
︑
南
袞
卒
伝
︒
︵
︶﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
一
〇
四
︑
三
九
年
八
月
戊
寅
︵
一
二
日
︶
条
︑
柳
225
溥
卒
伝
︒
︵
︶
洪
暹
﹃
忍
斎
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
226
32
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
三
︑
碑
銘
︑
有
明
朝
鮮
国
嘉
善
大
夫
刑
曹
参
判
韓
公
墓
碣
銘
︹
并
序
︺︒
︵
︶﹃
古
文
書
集
成
一
五
︱
河
回
豊
山
柳
氏
篇
︵
Ⅰ
︶﹄︵
韓
国
精
神
文
化
227
研
究
院
︑
城
南
︑
一
九
九
四
年
五
月
︶
一
︑
教
令
類
︑︵
一
一
︶
功
臣
録
券
︒﹃
同
四
一
︱
安
東
周
村
真
城
李
氏
篇
︵
Ⅰ
︶﹄︵
同
︑
一
九
九
九
年
一
二
月
︶
一
︑
教
令
類
︑︵
二
︶
録
券
︒
前
者
の
録
券
の
受
給
者
﹁
柳
俄
﹂
は
﹁
柳
袽
﹂
の
誤
植
で
あ
ろ
う
︵﹃
西
厓
先
生
世
系
図
﹄︑
参
照
︶︒
後
者
の
録
券
の
存
在
自
体
は
︑
教
令
類
の
書
式
研
究
の
観
点
か
ら
全
炅
穆
︑
前
掲
﹁
세
기
관
문
서
의
서
식
연
구
﹂
16
一
三
六
～
一
三
七
頁
に
指
摘
が
あ
る
︒
︵
︶
鄭
求
福
他
﹃
朝
鮮
前
期
古
文
書
集
成
︱
世
紀
篇
﹄︵
国
史
編
纂
委
228
15
員
会
︑
果
川
︑
一
九
九
七
年
七
月
︶﹁
第
二
篇
功
臣
関
連
文
書
﹂
八
七
頁
︒
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉121
︵︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
原
従
一
等
功
臣
と
し
て
﹁
左
議
政
柳
溥
﹂
229
﹁
及
第
韓
貨
﹂
と
記
す
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
230
燃
﹂
六
七
頁
︒
李
耔
の
録
勲
は
李
成
珪
︑
前
掲
﹁
陰
崖
李
耔
의
対
中
国
外
交
﹂
一
五
〇
・
二
〇
七
頁
に
も
指
摘
が
あ
る
が
︑
李
耔
の
顕
彰
に
か
た
む
い
た
き
ら
い
が
あ
り
︑
同
じ
く
光
国
原
従
一
等
功
臣
に
録
勲
さ
れ
た
韓
忠
に
関
し
て
は
言
及
が
な
い
︒
さ
ら
に
己
卯
士
禍
の
核
心
人
物
と
し
て
粛
清
さ
れ
た
趙
光
祖
も
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
贈
領
議
政
趙
光
祖
﹂
と
あ
り
︑
李
耔
の
録
勲
の
み
を
強
調
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
己
卯
士
林
の
趙
光
祖
が
中
宗
一
四
年
に
奏
請
使
派
遣
を
主
張
し
︑
ま
た
金
絿
︵
原
従
一
等
功
臣
︶・
金
湜
︵
原
従
二
等
功
臣
︶
と
と
も
に
宗
系
改
正
を
慶
祝
す
る
別
試
の
試
験
官
を
担
当
し
た
こ
と
は
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂
六
四
～
六
七
頁
︑
参
照
︒
︵
︶
金
絿
﹃
自
庵
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
閣
231
24
蔵
本
︶
自
菴
紀
年
録
︑
萬
暦
一
九
年
辛
卯
︹
公
捐
世
後
五
七
年
︺
条
に
﹁
是
年
五
月
二
十
二
日
︑
以
中
廟
戊
寅
歳
︵
＝
中
宗
一
三
年
︶
南
袞
等
入
京
辨
誣
時
︑
用
先
生
撰
表
得
請
︑
故
参
光
国
原
従
功
一
等
︑
︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
同
書
附
録
︑
己
卯
名
賢
録
︑
題
自
庵
詩
帖
︵
萬
暦
壬
寅
端
陽
月
︑
後
学
海
平
尹
根
壽
題
︶
に
は
﹁︵
前
略
︶
又
以
在
玉
堂
︵
＝
弘
文
館
︶
時
預
宗
系
之
議
︑
録
光
国
原
従
功
一
等
︑
贈
吏
曹
参
判
︑︵
後
略
︶﹂
と
記
す
︒﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
は
﹁
領
議
政
鄭
光
弼
︑
左
議
政
申
用
漑
︑
贈
領
議
政
趙
光
祖
︑
刑
曹
判
書
金
浄
︑
副
提
学
金
絿
﹂
と
あ
り
︑
当
時
の
政
府
高
官
も
原
従
一
等
功
臣
と
し
て
名
を
連
ね
る
︒
宗
系
弁
誣
問
題
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
具
体
的
な
論
議
は
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
に
お
け
る
宗
系
弁
誣
問
題
の
再
燃
﹂
六
三
～
六
六
頁
︑
参
照
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
刑
曹
判
書
南
孝
義
﹂
232
と
あ
る
︒
南
孝
義
に
よ
る
情
報
収
集
は
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
二
〇
年
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂
八
九
～
九
一
頁
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
代
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
233
渉
﹂
六
八
頁
︒
当
時
︑
書
状
官
を
務
め
た
尹
世
忱
も
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
工
曹
正
郎
尹
世
忱
﹂
と
あ
り
︑
通
事
の
李
應
星
は
原
従
二
等
功
臣
と
し
て
﹁
護
軍
李
應
星
﹂
と
そ
の
名
が
み
え
る
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
に
原
従
一
等
功
臣
と
し
て
順
に
﹁
左
参
賛
234
趙
士
秀
﹂﹁
領
議
政
李
浚
慶
﹂﹁
右
賛
成
李
珥
﹂﹁
前
軍
資
監
正
元
士
安
﹂
と
み
え
る
︒
︵
︶﹁
忠
勲
府
尹
根
壽
・
韓
應
寅
等
啓
︑
請
録
光
国
勲
︑
事
寝
不
行
︹
啓
235
曰
︑
裴
三
益
購ママ
得
會
典
草
本
以
進
︑
一
行
書
状
官
元
士
安
録
於
原
従
功
臣
一
等
︑
三
益
之
独
不
得
参
者
︑
似
以
其
時
適
被
削
職
而
然
也
︑
三
益
既
蒙
恩
復
職
︑
則
似
當
追
録
於
原
従
一
等
︑
至
於
親
勲
之
録
︑
則
須
得
文
書
之
後
︑
方
可
更
議
︑
○
時
国
家
典
籍
蕩
於
兵
燹
︑
録
勲
文
書
及
先
生
所
購ママ
進
會
典
草
本
︑
並
皆
散
失
︑
未
暇
捜
考
︑
議
遂
寝
︺﹂︵﹃
臨
淵
斎
先
生
文
集
﹄
巻
五
︑
附
録
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
二
三
年
乙
未
条
︶︒
ま
た
同
書
巻
六
︑
附
録
︑
擬
請
追
録
光
国
勲
啓
︵
修
撰
権
斗
経
︶︒
光
国
功
臣
が
録
勲
さ
れ
た
宣
祖
二
三
年
当
時
︑
か
つ
て
陳
謝
使
裴
三
益
の
帯
同
者
梁
承
凱
が
大
盗
李
山
と
結
託
し
て
宝
環
を
盗
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
た
た
め
︑
裴
三
益
は
こ
の
事
件
に
連
座
し
て
削
職
︑
の
ち
宣
祖
二
七
年
に
職
牒
が
還
給
さ
れ
た
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︵
同
書
巻
五
︑
附
録
︑
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
八
年
庚
寅
春
お
よ
び
同
二
二
年
甲
午
条
︶︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
知
中
枢
府
事
任
説
︑
236
右
通
礼
金
戣
﹂﹁
行
司
直
崔
世
協
︑
行
司
正
林
芑
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
僉
知
中
枢
府
事
安
237
自
命
﹂﹁
行
副
護
軍
呉
淳
﹂﹁
行
副
護
軍
李
鵬
祥
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
明
宗
実
録
﹄
巻
二
九
︑
一
八
年
一
二
月
甲
寅
︵
一
〇
日
︶
条
︒
桑
238
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
明
宗
代
の
対
明
外
交
交
渉
﹂︑
参
照
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
は
順
和
君
に
つ
づ
い
239
て
﹁
前
同
知
中
枢
府
事
丁
胤
福
︑
司
宰
監
正
宋
象
賢
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
﹁
同
知
中
枢
府
事
李
増
﹂﹁
左
議
政
鄭
惟
吉
﹂﹁
礼
曹
判
書
李
友
直
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
一
等
功
臣
に
﹁
領
議
政
権
轍
︑
領
240
議
政
洪
暹
﹂﹁
領
議
政
盧
守
慎
︑
領
中
枢
府
事
金
貴
栄
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
金
継
輝
と
崔
岦
に
つ
い
て
は
﹃
簡
易
集
﹄
巻
二
︑
神
道
碑
︹
銘
并
241
序
︺︑
大
司
憲
金
公
神
道
碑
銘
に
﹁︵
前
略
︶
庚
子
︵
＝
宣
祖
三
三
年
︶︑
以
公
嘗
録
光
国
原
従
功
臣
故
︑
追
贈
資
憲
吏
曹
判
書
例
也
︑
岦
既
叙
如
右
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
高
敬
命
の
場
合
は
﹃
月
汀
先
生
集
﹄
巻
六
︑
碑
銘
墓
誌
︑
参
議
高
公
神
道
碑
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
辛
卯
春
︑
録
光
国
原
従
功
︑
公
亦
與
焉
︑︵
後
略
︶﹂
と
記
す
︒
︵
︶
李
廷
馨
﹃
知
退
堂
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
242
58
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
二
︑
黄
兎
記
事
上
︑
金
湜
︹
八
賢
︺
に
﹁︵
前
略
︶
公
嘗
力
言
宗
系
辨
明
之
事
︑
今
上
朝
︑
追
録
公
光
国
原
従
功
臣
︑
贈
吏
曹
参
判
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
趙
絅
﹃
龍
洲
先
生
遺
稿
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
243
90
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
︶
巻
一
六
︑
墓
碣
墓
表
︑
戸
曹
判
書
贈
左
参
賛
李
公
墓
碣
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
萬
暦
己マ
丑マ
︑
録
光
国
原
従
︑
遂
贈
正
憲
大
夫
議
政
府
左
参
賛
兼
両
館
大
提
学
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
李
自
堅
は
当
時
︑
戸
曹
参
判
と
し
て
宗
系
改
正
論
議
に
加
わ
っ
た
︒
た
と
え
ば
﹃
中
宗
実
録
﹄
巻
三
三
︑
一
三
年
五
月
乙
巳
︵
七
日
︶・
六
月
甲
申
︵
一
六
日
︶
条
︑
参
照
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
︑
前
掲
﹁
朝
鮮
中
宗
三
〇
年
代
に
お
け
る
対
明
外
交
交
244
渉
﹂
五
九
～
六
〇
頁
︒﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
二
等
功
臣
に
﹁
左
賛
参
柳
仁
淑
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
李
植
﹃
澤
堂
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
245
88
章
閣
蔵
本
︶
巻
一
〇
︑
碑
銘
︑
左
賛
成
贈
領
議
政
綾
府
院
安
君
具
公
神
道
碑
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
癸
亥
冬
︑
以
謝
恩
使
書
状
官
朝
燕
︑
甲
子
復
命
︑︵
中
略
︶
庚
寅
夏
︑
遞
拝
左
承
旨
︑
賜
光
国
原
従
功
券
︑
進
階
嘉
善
︑
拝
兵
曹
参
判
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
薬
圃
先
生
遺
稿
﹄
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
九
年
辛
卯
閏
三
月
条
に
246
﹁
参
光
国
原
従
功
︹
時
本
朝
以
改
宗
系
事
︑
累
度
奏
聞
天
朝
︑
邦
誣
昭
雪
︑
故
至
是
録
功
臣
焉
︑
杞
溪ママ
府
院
君
兪
泓
・
長
溪
府
院
君
黄
廷
彧
・
海
平
府
院
君
尹
根
壽
・
清
平
君
韓
應
寅
︑
参
一
等
功
︑
先
生
以
驪
州
牧
使
参
二
等
原
従
功
︺﹂
と
あ
る
︒
こ
こ
に
い
う
兪
泓
・
黄
廷
彧
・
尹
根
寿
︵
一
等
功
臣
︶
と
韓
應
寅
︵
二
等
功
臣
︶
は
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
巻
末
に
附
さ
れ
た
﹁
光
国
功
臣
都
監
﹂
七
名
の
う
ち
堂
上
の
四
名
で
あ
っ
て
︑
官
員
名
簿
の
末
尾
に
あ
る
郎
庁
の
尹
暹
・
尹
泂
︵
二
等
功
臣
︶
と
監
校
郎
庁
李
穎
︵
原
従
一
等
功
臣
︶
の
三
名
は
遺
稿
集
編
纂
の
際
に
後
孫
が
省
略
し
た
の
で
あ
ろ
う
︒
︵
︶﹃
芝
川
集
﹄
巻
四
︑
墓
誌
銘
二
首
︑
嘉
善
大
夫
礼
曹
参
判
成
公
墓
誌
247
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉123
銘
并
序
に
﹁︵
前
略
︶
拝
僉
知
中
枢
府
事
︑
以
賀
至
使
赴
京
師
︑
時
国
家
宗
系
受
誣
︑
奉
使
入
朝
者
必
辨
覈
︑
公
呈
文
礼
部
申
請
之
︑
参
光
国
原
従
勲
︑
庚
寅
︑︵
中
略
︶
入
参
光
国
・
平
難
両
勲
血
盟
︑
特
陞
嘉
善
︑
襲
封
昌
山
君
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
二
等
功
臣
に
﹁
行
坡
州
牧
使
朴
希
248
立
︑
及
第
許
篈
﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
鄭
士
信
﹃
窓
梅
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
続
︑
所
収
︒
底
本
249
10
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
年
譜
︑
皇
明
神
宗
萬
暦
一
八
年
庚
寅
︹
公
三
三
歳
︺
条
に
﹁
録
光
国
原
従
三
等
功
臣
︹
璿
源
改
正
︑
上
親
祭
太
廟
︑
公
以
大
祝
参
焉
︺︑
承
命
製
進
頒
赦
文
︹
文
逸
於
兵
火
︺﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
薬
圃
先
生
文
集
﹄
年
譜
︑
神
宗
萬
暦
一
八
年
庚
寅
︹
先
生
六
五
歳
︺
250
冬
条
︒
︵
︶
柳
雲
龍
﹃
謙
庵
先
生
文
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
251
49
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
附
録
︑
行
状
︵
金
弘
微
撰
︶
に
﹁︵
前
略
︶
転
漢
城
府
判
官
︑
以
相
公
故
︑
録
光
国
原
従
三
等
功
臣
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
り
︑
同
書
︑
年
譜
︑
巻
一
︑
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
九
年
辛
卯
︹
先
生
五
三
歳
︺
閏
三
月
条
に
﹁
録
光
国
原
従
功
臣
三
等
︹
時
改
正
宗
系
録
功
︺﹂
と
あ
る
︒
︵
︶﹃
苔
泉
集
﹄
巻
二
︑
討
逆
日
記
︑
萬
暦
辛
卯
閏
三
月
条
︑
附
光
国
原
252
従
功
臣
録
券
︑
三
等
功
臣
行
副
護
軍
閔
仁
伯
頒
教
文
の
末
尾
に
﹁
萬
暦
十
九
年
閏
三
月
二
日
︑
同
副
承
旨
臣
奇
苓
︑
敬
奉
伝
旨
︑
光
国
原
従
功
臣
三
等
︹
乙
良
を
︺︑
各
加
一
資
︑
子
孫
承
蔭
︑
宥
及
後
世
︹
為する
只に
為つき
︺︑
下
吏
曹
︹
為し
良て
︺
如
教
﹂
と
あ
る
︵
史
料
中
の
割
註
は
吏
読
︶︒
こ
の
頒
教
文
の
前
半
に
は
柳
袽
・
李
庭
檜
の
録
券
と
同
様
︑
﹁
秘
籍
径
ち
に
示
し
て
隠
さ
ず
︑
全
帙
頒
を
畢
わ
り
て
余
り
無
し
﹂
と
あ
り
︑
閔
仁
伯
個
人
の
具
体
的
な
功
績
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
が
一
律
に
印
刷
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
︒
︵
︶
趙
翼
﹃
浦
渚
先
生
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
253
85
章
閣
蔵
本
︶
巻
三
五
︑
行
状
︑
忠
清
道
兵
馬
節
度
使
黄
公
行
状
に
﹁︵
前
略
︶
登
丙
子
︵
＝
宣
祖
九
年
︶
武
科
︑
丁
丑
︑
以
訓
練
奉
事
︑
従
請
改
宗
係ママ
上
使
黄
琳
︑
為
軍
官
赴
燕
京
︑︵
中
略
︶
庚
寅
春
︑
公
之
堂
叔
黄
允
吉
︑
以
通
信
使
上
使
赴
日
本
︑
公
為
其
軍
官
以
行
︑
︵
中
略
︶
辛
卯
二
月
︑
使
還
︑︵
中
略
︶
以
光
国
原
従
︑
加
宣
略
将
軍
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
黄
進
は
宣
祖
二
三
年
に
通
信
使
黄
允
吉
の
一
行
に
も
軍
官
と
し
て
日
本
に
渡
っ
た
︒
︵
︶﹃
栢
巌
先
生
文
集
﹄
年
譜
︑
神
宗
皇
帝
萬
暦
一
八
年
庚
寅
︹
先
生
五
254
一
歳
︺
八
月
条
に
﹁
録
光
国
原
従
勲
﹂
と
記
す
︒
︵
︶
洪
瑞
鳳
﹃
鶴
谷
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
255
79
閣
蔵
本
︶
巻
八
︑
墓
誌
銘
︑
贈
戸
曹
判
書
完
山
君
李
公
墓
誌
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
明
年
︵
＝
宣
祖
二
二
年
︶︑
遷
敦
寧
府
参
奉
︑
又
明
年
︑
参
功
光
国
原
従
︑︵
中
略
︶
夫
人
乃
光
国
元
勲
廷
彧
之
女
︑
︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
︵
︶
李
好
閔
﹃
五
峯
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
は
奎
章
256
59
閣
蔵
本
︶
巻
一
五
︑
碑
銘
墓
誌
︑
贈
通
政
大
夫
承
政
院
左
承
旨
兼
経
筵
参
賛
官
行
通
訓
大
夫
新
溪
県
令
兪
公
墓
誌
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
後
参
光
国
原
従
功
臣
︑
例
贈
承
旨
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
こ
の
墓
誌
銘
は
﹁
兪
公
﹂
に
つ
い
て
﹁
公
諱
某
︑
字
某
﹂
と
し
て
諱
を
記
さ
な
い
が
︑﹁
公
之
従
叔
父
察
訪
諱
璟
無
子
︑
取
為
後
﹂
と
あ
る
︒
﹃
萬
姓
大
同
譜
﹄
下
︑
杞
溪
兪
氏
に
よ
れ
ば
︑
兪
璟
の
養
子
は
兪
洵
久留米大学文学部紀要国際文化学科編第27号 124
で
あ
る
︒
︵
︶﹃
宋
子
大
全
﹄
巻
二
〇
六
︑
行
状
︑
白
麓
辛
公
行
状
に
﹁︵
前
略
︶
公
257
以
録
光
国
原
従
功
︑
贈
嘉
善
大
夫
司
憲
府
大
司
憲
兼
同
知
経
筵
事
・
弘
文
館
提
学
・
藝
文
館
提
学
・
同
知
春
秋
館
成
均
館
事
・
世
子
左
副
賓
客
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒
尹
斗
寿
・
尹
根
寿
・
黄
廷
彧
と
同
じ
く
西
人
の
辛
應
時
が
生
前
︑
北
京
に
派
遣
さ
れ
た
記
録
は
実
録
記
事
に
は
な
い
︒
な
お
︑﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
三
等
功
臣
に
み
え
る
﹁
兵
曹
佐
郎
辛
慶
晋
﹂
は
辛
應
時
の
前
夫
人
武
霊
丁
氏
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
長
男
で
あ
る
︒
︵
︶
李
廷
亀
﹃
月
沙
先
生
別
集
﹄︵﹃
韓
国
文
集
叢
刊
﹄
︑
所
収
︒
底
本
258
70
は
奎
章
閣
蔵
本
︶
巻
六
︑
神
道
碑
銘
︑
江
原
道
観
察
使
贈
議
政
府
左
賛
成
成
公
神
道
碑
銘
︹
并
序
︺
に
﹁︵
前
略
︶
公
没
之
翌
年
︑
以
光
国
原
従
功
臣
︑
贈
公
大
司
憲
︑
又
以
公
之
第
三
子
今
戸
判
公
泳
推
恩
︑
累
贈
崇
政
大
夫
議
政
府
左
賛
成
兼
判
義
禁
府
事
︑︵
後
略
︶﹂
と
あ
る
︒﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
で
は
原
従
二
等
功
臣
に
﹁
前
右
副
承
旨
成
泳
﹂
の
名
が
み
え
︑
三
男
成
泳
の
政
治
力
が
影
響
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
︒
︵
︶
た
と
え
ば
︑﹁
光
国
原
従
功
臣
録
券
﹂
の
原
従
三
等
功
臣
に
み
え
る
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﹁
学
生
尹
應
之
﹂﹁
学
生
尹
悦
之
︑
学
生
尹
挺
之
﹂
は
尹
根
寿
の
孫
︑
﹁
学
生
黄
坤
厚
︑
学
生
黄
坤
載
﹂
は
黄
廷
彧
の
孫
︑﹁
学
生
兪
大
禄
﹂
は
兪
泓
の
実
兄
兪
灝
の
孫
︑
さ
ら
に
﹁
学
生
尹
履
之
︑
学
生
尹
新
之
︑
学
生
尹
就
之
﹂
は
尹
斗
寿
の
孫
で
あ
る
︒﹃
萬
姓
大
同
譜
﹄
上
︑
海
平
尹
氏
︑
同
書
下
︑
長
水
黄
氏
・
杞
溪
兪
氏
︑
参
照
︒
︵
︶
桑
野
栄
治
﹁
朝
鮮
小
中
華
意
識
の
形
成
と
展
開
︱
大
報
壇
祭
祀
の
整
260
備
過
程
を
中
心
に
﹂︵
朴
忠
錫
・
渡
辺
浩
編
﹃
国
家
理
念
と
対
外
認
識
︱
～
世
紀
︵
日
韓
共
同
研
究
叢
書
３
︶﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
17
19
版
会
︑
二
〇
〇
一
年
五
月
︒
韓
国
語
版
は
朴
忠
錫
・
渡
辺
浩
編
﹃
국
가
이
념
과
대
외
인
식
︱
～
세
기
︵
한
일
공
동
연
구
총
서
３
︶﹄
17
19
亜
研
出
版
部
︑
ソ
ウ
ル
︑
二
〇
〇
二
年
二
月
︶︒
桑野：朝鮮宣祖代の対明外交交渉125
